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東北横断自動車道秋田線は、今後の秋田県発展の基となる高速交通

体系の根幹をなすものであります。この建設工事は、秋田市~横手市

間から開始されることになり，分布調査の結果、この区間の路線上に、

!日石器時代から中世に至る37ケ所の遺跡が確認されました。

昭和60年度は、工事に先立つ調査の初年度として，河辺郡河辺町七

曲地区に所在する 6遺跡について発掘調査を実施し可たしました。発掘

調査の結果、 6遺跡からは、県内では最も古い時期に属すると考えら

れる旧石器や、縄文時代の土壌基群、県内では類例の少ない静止糸切

技法を持つ平安時代の土師器など多くの遺構@遺物が検出され、秋田

県の歴史を解明する上で貴重な資料を得ることができました。

ここに本書を刊行するにあたり、専門指導員、日本道路公団、河辺

町、同教育委員会はじめ関係各位に対し、深く感謝の意を表するとと

もに、本書が学術上はもちろんのこと、埋蔵文化財に対する御理解、

保護のために広く活用されることを切に望むものであります。

昭和 61年12月1日

秋田

教育長

教育委員会

斎藤 長
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1 本報告書は、東北横断自動車道秋田線の建設工事lζ係る埋蔵文化財の発掘調査のうち、昭

昭和60年度判辺郡河辺町七由台地区で調査された 6遺跡の成果報告である。

2 本書の執筆は、第 2篇第 6章第 2節 1(大野憲司)以外は各遺跡の調査担当者がそれぞれ

分担したがそれ以外のものは以下の通りである。

第 l篇第 1章・第 3篇第 l章第 l節・第 2節 5……

第 l篇第 2章・第 3篇第 l章第 2節 2……....

.........大

...谷

第 1篇第 3 2節@第 3 1章第 3節]…………………一一一一……手IJ

4章@第 3篇第 1章第 2節 1・

第 3篇第 1章第 2節 3・第 3節 2…………・…ー……………………ー……高

第 3篇第 l 2節 4………・…・ー・・・・・・・…-一....一….......一………・・一一.......高

野憲司

I由 薫

部 修

林 克

橋 ，二立}一与

橋 忠彦

3 第 1篇第 3章第 3節「周辺の地形と地質Jは、専門指導員である秋田大学教育学部助教授

白石建雄氏に執筆をお願し 1した。また石器@石製品の石質鑑定も同氏による。

4 土色の表記は、農林省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修『新版

標準土色Ip占』を使用した。

5 JjIJ篇の放射性炭素による年代測定は学習院大学理学部木越邦彦教授に、花粉分析・火山ガ

ラスの屈折率測定・重鉱物分析@樹種同定・種子同定はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託

したものである口

6 調査期間を通して、また本書の作成にあたり次の諸氏から指導・助言を賜った。記して謝

主主を表すものである。(敬称略、アイウエオJI慎)

秋元信夫稲 田孝司稲野彰子稲野裕介大井 岡田茂弘岡村道雄倉田芳郎

越田雅可小林博昭小松正夫昆政明菅原俊行新野直吉西井龍儀西谷 i盗

藤原妃敏本間宏 森幸彦
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凡 例

1 遺構図面は原則として 1/40で収載した。

2 遺物実測図は原則として土器 1/3、石器 1/2、で収載し、上器片の拓影は 1/3

で収載した。

3 各遺構の土層断面図およびプロフィー jレ図の計測基準となった水糸レベルは、特に必

とするものを除いて削除している。

4 各遺構の土居断面図の注記は、遺構説明分の中で行うこととし、図の中での番号も削

除している。ただし説明が事実記載を越えて論述にまで至る場合等必要な場合には明記

している。

5 遺構名lζ用いた略記号は以下の通りである。

住居跡…・…S1、 土壌…… SK、 焼土遺構…… SN、 土器埋設遺構-……SR、

溝跡……SD、 掘立柱建物跡……SB、 配石遺構……SQ、

フラスコ状土墳......SKF、 Tピット ......SKT、 その他の遺構-一…SX、

遺構図面中iζ記したSは燥を、 RPは土器、 RQは石器を示している。

6 遺構配置図中lζ使用した記号は以下の通りである。

縄文時代住居跡 O 土壊 ・ 噂 焼土遺構 。
配石遺構 大 Tピy ト ム

平安時代竪穴住居跡 口 土墳 O 

炭焼窯一一帯 倒木痕ー…む

7 遺構図面中に使用したスクリーン・トーンは以下の通りである。

地山 三三 地山逆転層 総燃 焼土 ~\S~誌
炭化物 輔醐 段丘磯層 建議

焼土遺構 争
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第 1節 調査に至るまで

第 l lま じ め

第 1節 調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、秋田市-横手市 岩手県北上市を結ぶ秋田県期待の高速交通体

系の基幹をなす道路である。これが昭和53年11月には秋田市 横手市聞の第 8次施行命令があ

り、昭和54年11月には、日本道路公団仙台建設局長から秋田県教育委員会教育長あてに、計画

路線内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼があった。これに対し、秋田県教育委員

会は向55、56年lζ周知の遺跡及び全線調査による遺跡分布調査を行い、幅200担、長さ56kmの
(註 1) 

中lζ44遺跡所在することを報告した。これをもとにして秋田県教育委員会と自本道路公団は協

議を行い、工事によって消滅する部分については記録保存とし、路線決定lζ基づいて再度分布

調査を実施する旨の合意K達した。秋田県教育委員会は昭和58年 5--6月、同11月には、路線

の決定に基づく第 2次分布調査を行い、路線内に所在する遺跡、は37カ所にあることを確認して
(註 2) 

乙れを報告した。

その後、秋田県教育委員会は昭和59年 9月に河辺郡河辺町にある 7遺跡について範囲確認調
(註 3) 

査を実施した。その結果、石坂台V遺跡の範聞は路線内には及んでいないことが判明し、これ

を発堀調査対象遺跡から外すこととした。同60年 4月、秋田県知事と日本道路公団仙台建設局

長は、河辺郡河辺町七曲台地区l乙所在する 6遺跡についての発掘調査委託契約書を交わし、同

年 4月から調査を開始する乙ととしたのである。

註1 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第93集 1982 (昭和57年)

註2 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書:J 秋田県文化財調査報告書第116集 1984 (昭和59年)

註3 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第126集 1985 (昭和60年)

なお、註 1.註 2の中で、遺跡No.31"-'36を石坂台 I"-'VI、No.37を松木台遺跡とし、これが註 3では、同じ

遺跡No.lC対して石坂台町~以遺跡、松木台直遺跡と表記しである。これは昭和58・59年度に行われたー七曲

臨空港工業問地造成工事lζ係る埋蔵文化財発掘調査において石坂台I...n、理遺跡、松木台 I、E遺跡と

命名した遺跡があり、それとの混同を避けるためこれに続く形で遺跡名を付したことによる。従って、今

回調査した遺跡の名は石坂台町・ VI.W・珊 .IX、松木台車遺跡である O

3 



第 l篇第 1章はじめに

第 2節調査経過

昭和60年度の調査経過は大略下記の通りであるが、調査した各遺跡の詳しい調査経過は、そ

れぞれの遺跡の報告の中に記しである。

5月8日、発掘調査作業員に対して、調査等に関しての説明と諸注意をする。 5月初日まで

に事務所の設置、諸器機材の整備、石坂台町、 VI遺跡調査予定地の準備等を行い、同月22日か

ら、本格的な調査に入る。

5月22呂、まず石坂台町遺跡、石坂台VI遺跡の調査を開始する。両遺跡とも調査対象面積が

小さいため、表土除去は人力で行う。両遺跡とも、調査面積iζ比べ、遺跡@遺物とも検出数が

少なかった。石坂台IV遺跡の調査は 6月29日で、石坂台VI遺跡は 6月24日で終了したが、この

間lζ、石坂台班、明、 IX遺跡、松木台頭遺跡、の調査対象区の下車の刈り払い、伐採後の杉@雑

木の枝葉の除去@焼却を併行して行い、その後重機による表土除去を行った。

6月24日からは石坂台閣遺跡、同25日からは松木台醒遺跡の本格的調査を開始する。石披台

四遺跡、松木台車遺跡は排土捨場が遠いため、排土の運搬にはベルトコンベアーと土砂運搬車

を使用したが、人力に比べて非常に効率が良かった。石坂台噛遺跡、では台地縁辺を中心に竪穴

住居跡や各種土壌が検出され、特lζ土壌は範囲確認調査で予想された遺構数をはるかに上回る

ものであった。

8月のお盆前までは、 7月の梅雨末期の長雨があったものの概して天候に恵まれたが、 9月

lと入ると曇天か雨の日が多くなり、作業の進行にも影響を及ぼし始めた。このような中で石坂

台W遺跡の調査は台地縁辺部に構築された土墳群の調査を中心にして行なわれ、 9月5日で終

了し、これと相前後して石坂台IX遺跡の調査も着手された。石坂台以遺跡、では、七曲台遺跡群

の中では比較的大きな竪穴住居跡と底面の焼けた土壌などが検出された。

10月の初旬には石坂台咽遺跡、の調査も、実測等と補足調査を残すのみとなったため、主力を

予想以上の遺構数と旧石器の出土範閉が広い松木台圃遺跡に移し、最後の調査に努力したが、

最終的に現場作業の終了したのは、石坂台噛遺跡が11月 1日、石坂台以遺跡が11月9日、松木

台車遺跡が11月22日となった。そして器機材や遺物の運搬等を行い、完全に現場を後にしたの

は、みぞれから雪に変わり始めた11月27日であった。

出土遺物の整理は、発掘調査と併行して行ったが、本格的な報告書作成作業は昭和60年12月

から61年 3月まで、秋田県埋蔵文化財センターで実施した。
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i'l13節 調査の組織と構成

第 3節 調査の組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

遺跡名@所在地@面積@調査期間@担当者

番号 遺跡名 所 在 i也 予定面積 発掘面積 調査期間 m 当 者

31 石坂台W 河辺郡河辺町 昭和60年 大野憲司(学芸主事)

戸島字七曲石坂台271他 2，000 cnl 1，770cnl 5丹22日-6月初日 高橋学(講師)

33 石坂台VI 河辺郡河辺町 昭和60年 小林克(文化財主事)

戸島字七曲石坂台233他 2，640 cnl 1，870 cnl 5月22日-6月24日 谷地薫(学芸主事)

34 石坂台vn 河辺郡河辺町 昭和60年 小林克

戸島字七曲石坂台214他 4，000 cnl 3，860 cnl 6月四日-9月5日 谷地薫

35 石坂台wl 河辺郡河辺町 昭和60年 大野憲司

戸島字七曲石坂台168-3他 6，880 cnl 6，520 d 6月25日-11月1日 高橋学

36 石坂台1x 河辺郡河辺町 昭和60年 小林克

戸島字七曲石坂台285-1他 4，768 cnl 4，710 cnl 9月2日-11月9日 谷地薫

37 松木台国 河辺郡河辺町 昭和60年 高橋忠彦(文化財主事)

戸島字松木台57他 7，960 cnll 8，000 cnll 6月25日-11丹22臼日空修(講師)

専門指導員小林達雄 国学院大学文学部教授

林謙作 北海道大学文学部助教授

白石建雄 秋田大学教育学部助教授

進藤秋輝 宮城県多賀城跡調査研究所研究第一科長

事務担詣 加藤進(秋田県埋蔵文化財センター

佐藤健(秋田県埋蔵文化財センター

高橋忠太郎( // 

事務補助 五1-嵐セツノ 石塚尚子

協力機関 河辺町J.河辺町教育委員会
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第 1篇第 l主主はじめに

発掘作業員足利幸二安藤和彦石井金春石井水保石塚悟泉多郎兵衛伊藤宗太郎

岡部利夫尾形政tt!J加藤正明木村重治熊谷茂熊谷多茂治郎熊谷徳夫

児玉喜太郎 金隆雄 後藤次男 佐々木久助 佐々木佐古 佐々木信悦

佐々木隆弘佐々木忠一佐々木貞一佐々木伝十郎佐々木富蔵佐々木衛

佐々木日出夫佐藤竹弥佐藤鉄弥佐藤信義鈴木兼治鈴木清吉鈴木久雄

鈴木正勝 関修一 関多千実 外山巌 高橋勝男

出口勝彦田口武雄田近耕吉田中三郎長谷部三郎長谷部長義

藤田新一郎藤田信雄堀井助美堀井精一堀井良一山上二郎山上友司

渡部辰雄渡辺鉄夫渡辺正雄足利久美子足利テツ 足利ヨシ子安藤ナツヱ

石井京子石塚勝子伊藤マサヱ伊藤マサ子稲垣テノレ子稲垣ヨシエ浦田町子

大山なみ子岡部アヤ子阿部カツヨ岡部カネミ岡部君子岡部キヨノ岡部チセ

阿部トキエ岡部ヒデ子岡部ミエ岡部ヤヱ尾形キヨ尾形とし子尾形ノ¥ルヱ

尾形ミチエ落合寿子加賀谷カネ加賀谷八重子加藤ケイ加藤節子鎌田江美子

鎌田セツ鎌田ハナ鎌田リツ熊谷ツヨ倉田サツ金トモ子斎藤輝子嵯峨キエ

嵯峨信江佐々木愛子佐々木栄子佐々木カツ佐々木カネヨ佐々木キヨ

佐々木キワ佐々木シツヱ佐々木志美子佐々木セイ 佐々木千代佐々木ヒテ

佐々木ナノレミ 佐々木冬子佐々木ミキ子佐々木ミホ佐藤セツ 佐藤妙子

佐藤フキ子鈴木カツ鈴木ひろ子須藤アヤ子関タミエ外山栄子高橋圭子

高橋ハルエ 高橋ヒデ 回日明子回日夕ヱ 田口フサ 田口美代子

竹本ハルヱ 田近ハナエ 長谷部テツ子長谷部トヨ子長谷部モト 畠山テノレ

早川孝子藤島チヤ藤田シゲノ 藤田チヨ 藤田照子藤田テル子藤原チヤ

堀井カネ 堀井シゲ堀井トシ堀井ノリレヱ堀井ヨシヱ前田春校前田ワカ子

三浦アエ子三浦栄子三浦イマ子三浦喜代子三浦ツヨノ三浦ミツー

柳原いま 山上トモ子渡部和子渡辺幸子佐々木るり子

整理作業員青谷透小山内透小松宗仁高橋政良高橋久典能登谷宣康五十嵐博子

池田リュウ子泉谷昭子伊藤久美子伊藤保子稲葉アイ大野甲子小山和歌子

加藤えり子川原礼子熊谷雅子小松岸子小松美智子小柳和子今野啓子

後藤節子斎藤敦子斎藤美穂子佐々木アイ子佐藤マリ子佐藤由香里嶋津竜子

進藤里美鈴木幸子須田喜和子須田智子須田優子須田隆子高野ひより

高橋温子高橋慶子高橋トヨ 高橋萩江高橋フサ子高橋優子竹村純子

土田智子藤倉寿枝藤倉美和子保坂光子皆)1
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~~ 4節調査の)71:よ

第 4節調査の方法

発掘調査は、東北横断自動車道秋田線路線内の日本道路公団設置の中心杭を各遺跡において

1力所選び、それを起点として磁北をとり、 4rnx4rnの方眼杭を打設してのグリッド法に依っ

た。各遺跡で依拠した中心杭は以下の通りである。

石坂台町遺跡………STA533+40(MA50) 石坂台明日遺跡………STA545+00(MA50)

石坂台VI遺跡....一…STA536+60(LR48) 石坂台lX遺跡......"'STA54 7+60(MA50) 

石坂台四遺跡一..一…STA538十40(MA50) 松木台国遺跡…-一"'STA551+80(MA50) 

方眼杭には東西方向にLA、LB・-一.LT、MA、MB…...MJとアノレファベットの組み合わせをあ

て、南北方向には南から北へ向かつて昇順となる連続した 2桁の数字をあて、その両者を組み合

わせて各グリッドを呼ぶこととした。方較杭に囲まれたグリッドはその東南隅に位置する杭を

自己の呼吸を示すものとしている。また、起点となった中心杭には各遺跡ともMA50の呼称が与

えられている口

路線敷の大部分は杉林であったり雑木林であったりしたため、立木伐採後の切株が多く残っ

ており、それらを取り除く乙とを含めた重機力による除土を各遺跡とも行っている。ただし、石

坂台町遺跡および石坂台VI遺跡については機械力は用いていない。

遺跡、の精査は四分法および、二分法に依った。すなわち、住居跡等にあっては、そのプランを確

認した後、東西及び南北の二方向または長軸及び短軸のこ方向に直交する断面観察用のベルト

を残して、その遺構を四分割して掘り込んだ。また、土墳等の比較的小さな遺構Kあってはその

長軸によって二分割し、片側を掘り込んで、残った他の側によって埋土の断面を観察することと

した。

調査の記録は主に 2つの方法lζ依った口 lつは図面による記録であり、もう 1つは写真による

記録である。他に、日誌、記録カードなども用いている口遺構図面は lつの遺構について原引とし

て平面図 l葉、断面図 l葉以上を縮尺 1/20でとることとした。他lζ埋設土器や炉跡など細部

の表現が必要な場合は縮尺を 1/10としている。

については、撮影機材としてニコンFEを用い、 35阻フィノレムにはネオパンSS及び

コダクローム64、エクタクローム100を使用した。また、必要に応じては、ゼ、ンザブロニカETR-3、

ブロニー版フィルムとしてネオパンSS、コダクローム64を使用している。
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第 l篇第 2主主 遺跡の立地と環境

第 2 遺跡の立地と環境

第 1節遺跡群の立地

石坂台IVeVJo刊@噛@豆、松木台盟遺跡は、雄物川の支流岩見川がその下流域左岸に形成

した河岸段丘上にあり、国鉄奥羽本線和田駅の南1.2---2. 4km Iζ位置する。遺跡群付近の河岸段

丘は低い方から七出台面(標高39---43.5m)、上野台面(同45---49m)、椿台 I国(同60---65m)

である。 ζ れらの段丘面は北と北西方向から入り込む 2つの沢筋(北の餅田沢、南の白熊沢)

によって他の段丘面と踊され、全体が、七曲台グと呼ばれている。乙のため七曲台は、平面的

には岩見川と 2つの沢筋によって囲まれた東西約 2畑、南北約1.4kmの不整三角形を呈し、岩

見川と 2つの沢筋からは台地の中央に向けて大小の関析谷が入り込み、多くの舌状台地を形成

している。七曲台における!日石器時代~近代の各遺跡は、そのような小さなき状台地を中心と

して発見されており、それらは立地の上から大きく 3つに分けられる。 1つは岩見川に面した

舌状台地上にあるもの、もう 1つは餅田沢lζ面した舌状台地上にあるもの、他の lつは白熊沢

lζ面した舌状台地上にあるものである。

東北横断自動車道秋田線の予定路線は、秋田市上北手古野の秋田インターチェンジが終点で

あるが、乙こを出発点にして大曲・横手方面に向かった場合、約 3kmで、岩見川の友岸段丘上

(七曲台面)に達する。こ乙が松木台頂遺跡 (No.37)で、路線はこれより、南~南東方向に進

み、白熊沢l乙面した段丘端部舌状台地を飛び石様lζ走る。松木台皿遺跡、lζ次いで、石坂台駅遺

跡 (No.36)、石坂台噛遺跡 (No.35)が上野台面に、石坂台VH遺跡 (No.34)、石坂台VJ遺跡 (No.

33)、石坂台IV遺跡 (No.31)が椿台 I面lζ立地している。

これら 6遺跡は、東経140度14分、北緯39度39分を中心lこして位置するが、国土調査法第10

座標系による遺跡中心部の位置は以下のとおりである。

石坂台IV遺跡:第X座標系のX -41. 15km 

第Y座標系のy=-51. 82km 

石坂台VJ遺跡:第X座標系のx=-41. OOkm 

第Y躍標系のy=-52. lOkm 

石坂台四遺跡:第X座標系のx= 40. 94km 

第Y座標系のy= 52.20km 

8 

石坂台四遺跡:第X座標系のx=-40. 60km 

第Y座標系のy 52.80km 

石披台以遺跡:第X座標系のX -40. 43km 

第Y摩擦系のY 52.93km 

松木台彊遺跡:第X座標系のX=-40. OOkm 

第Y座標系のY口 53. 10km 



第 1(お 冶跡群の立地

秋田空

。 2 

31 石坂台W遺跡 33 石坂台VI遺跡

34 石坂台W遺跡 35 石坂台明治跡

36 石坂台lX遺跡 37 松木台皿遺跡

第 1図 河辺町における東北横断自動車道秋田線路上の遺跡分布図

~ 
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第 l~i 市 2Xr: j立跡の立地とJSii J~~

第 2節 周辺の地形と地質(岩見川および

雄物川下流域の河岸段丘について)

1 はじめに

岩見川は、太平山地の南西斜面に

水源、を有する、雄物川のー支流であ

る(第 l図)口この河川沿いにはほ

ぼ全域にわたって連続的に河岸段丘

が発達してくる口このため、この地

域は比較的古くから地質@地形学者

の注目を集め、様々な観点から研究

が行なわれてきた。すなわち、杉村 |品開$品

(1952)は各段丘面の詳細な高度側

定を行い、摺曲構造と段丘面の変位

との間に相関が存在するかどうかを

検討した。また、関(1956)は中流 第 2図調査地域位罷図

域の段丘地形について地形発達史ならびに地盤運動の観点から、また内藤(1965)は氷河制約

による第四紀海水準変動とのかかわりで全流域の段丘群の地形発達史的研究を行なった。

しかし、上記の諸研究は相互に段丘面の区分が異なっている。一般に段丘地形の調査におい

ては、空中写真の立体視および野外調査でひと続きであると認識された平坦面は向一時代の段

丘面として他から区別される。しかし、乙の連続性の確認は、数多くの段丘がわずかな比高で

している場合や分布が断続的である場合にはしばしば非常に困難である。岩見川流域には

後述するように沖積平野面の高位に10段もの段丘が存在し、しかも同一段丘面の認定lζ有効な

降下火山灰層も現在までのところ検出されていない。少なくとも関東ローム研究グノレープ

(1965)が関東地方で実施したような火山灰層位学的手法で段丘面の対比が可能な地域ではな

い。臼七(1976)は岩見川流域を御所野地域、下流域、中@上流域l乙3分し、それぞれの地域

に分布している段丘を記載するとともに、各地域ごとの段丘群の対比を試み、それを通して編

年について考察した。なお、 NAKATA(1976)も岩見川流域の段丘函分布図を発表しているが、

乙の場合も上記四研究のいずれとも異なっている。

乙のたび、東北横断自動車道建設に伴う遺跡の発掘調査に関連して、本河川流域の段

丘群を再検討する機会を得た。乙の問、国および秋田県により、周辺地域の地費悶幅が出版さ

れ、地質学的知識は著しく進展した。また、隣接する雄物川流域の段丘や秋田平野の埋没地形

10 



。

巴
沖積平野

回
丘援・台地

己
山地

日
山地内の水系

第 3図 岩見JlI流域周辺の接峰面図、地形分図

第 1節遺跡1ffの立地

S白子森

(等高線間隔は 100m)

など、関連する基礎的事項について若干の研究の蓄積があり、し 1くつかの資料については 14C

年代測定も実施された。本稿では以上の成果をも踏まえ、岩見川、雄物川下流域の段丘とそれに

関連するこ・三の問題について述べることとする。なお、後に述べる 14C年代値のうち、 1

14410と1-14411は秋田県産業労働部資椋エネノレギ一課の御援助によるものである。また、ボー

リング資料の収集lζ当たっては秋田県工業振興課臼田雅郎博士の御協力を得た。記して厚く御

礼申し上げる。

2 岩見川およびその周辺の地形

3図は岩見川流域およびその周辺の接l峰面図・地形区分図である口接11毎回図はi里谷法によ

り111話2krn未満の谷を消去して作成した。等高線の間隔は100mで、ある。

本地域の地形は、図示したように、東から)11買に山地、丘陵・台地(段丘)、沖積平野、砂丘

から成る。 山地は本地域の北東部を占める。北半部は馬場日岳(1， 037m)、太平山(1， 171m)、

白子森(1， 179 m)、番烏森 (1，033m)、など1，000mを上回る国高を存するが、南方へと低下

し、諏訪山 (4.55m) 付近では高度300m~400mの低起伏山地lζ移化している。丘陵は山地の

11 



第 1篇 第 2~t 遺跡の立地と環境

西側lζ分布する。高度は標高100---200mである。山地との境界は岩見川右岸より北方の地域で

は明瞭であり、地形断面には高度200m付近のところにはっきりとした選緩点となってあらわ

れる。この丘陵地は谷系が密lζ発達しており、平坦固とみなしうる部分は存在しない。しかし

背面はよく揃っており、遠望するとほとんど平坦に見える。このような斉頂丘陵地は日本各地

で広く認められており、侵食基準面の支配を受けた平坦面ないし低起伏面であると考えられて

いる(中川、 1967)。段丘はこの任陵地の開析谷に沿って分布している。

以上の地形区一帯には、一部を除き後述する太平山複合フ0)レトン(加納ほか、 1966) とそれを

基盤とする新第三系が分布している(藤岡ほか、 1976、1977;日間ほか、 1979;大沢ほか、 1981)。

このうち山地は基盤の花商岩類と主として火山岩類から成るいわゆる「下部グリーンタフ」から

構成されている。一方、丘陵地には堆積岩を主とする女川層以上の「合油第 3系」が分布してい

る。これらのことは本地域の地形が地質矯成の相違に対応したものであることを示している口

沖積平野は丘陵@台地の西方、日本海沿岸地帯にほぼ南北方向に分布するほか、丘陵地を関

析した関析谷底として狭長に分布している。また、沖積平野の前面、日本海の‘海岸線沿いには砂

丘が発達している。

ヨミ水系は山地内を流れる場合はNE-SW方向が支配的であり、接峰面の等高線iこ直交または

高角度でミ交わるように配置している。したがって流路は山地の斜面の方向に支配された必従河

)1代=ある。ただし、河川が山地から丘陵地へと流入する部分では、新城)11、旭川、太平川、岩

見)11、船岡川などに見られるように、山地と丘陵地の境界に沿って大きく流路を変えている口

これらの現象も地質構成の支配を受けたことによるものであろうと解釈される。

3 地質の概要

第 4図は本地域周辺の地質図である。また第 1表は層序表である口本地域には先新第三系花

とそれを基盤とする新第三系、第四系が分布している。新第三系は地層を構成する

種のちがし、にもとづいて上下に二分される。下部の地層群はしばしば「下部グリーンタフム

上部の地層群は「含油第三系Jと呼称される。秋田市周辺の場合は、下部グリーンタフには下

位からJII即乙大又層、萩形層、大倉又層、砂子淵層が属する口これらは主として安山岩や玄武岩

の熔岩、火山砕屑岩から成る。含油第三系には、女川層、船川層、天徳寺層および鮮新・更新

統の笹岡層が含まれる。これらは泥岩、砂岩などの堆積岩から主として構成されている。以上

の地層群のうち、山地には、前記のように基盤岩類と下部グリーンタフが、そして丘陵地には

合油第三系が分布している。

丘陵地に分布する し1ずれも海成層である。地屈を構成する堆積物の粒径はド位

から上位へとJII買に規則的に変化する。すなわち、女川底・船)11層は細粒な泥岩から成るが天徳、

12 
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第 2節 周辺の地形と地質

第 4函 岩毘川流域周辺の地質図大沢(1980)による

はシ jレト岩となり、最上位の笹岡層は磯を伴う砂岩から構成されている。このことは久s

JII居から笹岡層までの堆積過程が乙の地域に広がっていた海(堆積盆地〕の浅海化の過程で、あっ

た乙とを物語っている。

ところで、 11流域周辺の丘陵地を構成する

を示している。すなわち、和田付近を通る北々

は太平向斜に規則された分布状態

々東方向の向斜紬を境として東西両側に

対称i刊に、向斜fs由から遠さかるにつれて順次下位の地層が分布している。また、岩見JI

北の地域ではこの太平向斜の芯部に更新統高岡届が分布している口したがって、高岡麗の分布

もまた向斜構造に規制されており、摺曲運動は高同居堆積後にまで及んでいる。乙の丘陵地は、

前記のように、密な開析を受けているものの背面は非常に平坦である口この背面の高度分布は

第 3図からも明らかなように、 i斗本:1構造とは対応していない。これらのことは木地域lとおける

斉頂丘陵背面の成立を導いた基準面支配の時期が太平向斜の形成後であること、および、

13 



首JHl活 情 211主 遺跡の立地と環境

向斜は丘陵背面成立後は運動を継続

していないこと、仮に動いているに

しでもそれは極めて微弱であること

を示している。

4 河岸段丘の地形と堆積物

岩見)11流域におよび雄物川下流域

には沖積平野面より高位に10段の段

丘が分布している(第 5図)。

のものより!I慣に最高位面、 l高位面 I、

高位面H、椿台頭 I、椿台面H、上

野台面、七曲台面、宝竜崎面、赤平

面、寺田面とよぷ口これらは段丘面

の高度や開析度、および配置上の特

徴等にもとづいて高位面群、椿台面

群、七曲台面群、宝竜11時面、赤平面

群の 5面群にまとめられる。

(1 ) 高位面群

地質系統

完新統

第

四

系 新統更

新 鮮新統

第

中

一 事庁

系 統

先第三系

第 1表地質層序表

男鹿半島 秋田・能代 石ιよJ 中目

砂丘堆積物 砂丘砂

沖積平野堆積物 陳・砂・泥

段丘lt積物および潟西層 牒・砂・泥

砂・凝灰質砂

鮪 )11 J高 戸中] 沢岡 層層 シルト・亜炭

脇本層 笹 岡 層 砂岩・シjレト岩

北浦層 天 徳 寺 層 シルト岩・砂岩・凝灰岩

暗灰色泥岩・
船川層 船 JII 層

凝灰岩

女 JII層 女 JII 層 珪質硬泥岩

西黒沢層砂子淵層吉j層11 

台島層|大倉又層

砂傑岩岩・シル岩凝ト岩・
シル-ト岩玄武・ 灰岩

門前層|萩 売5 層 安山岩質火砕岩

赤島層|大 又 層 変質安山岩
V 

基 盤岩 花関岩類

日本海中部地震災害(1983)秋田

大学地質調査斑(1984) による。

高位面市ーには最高位面、高位面 Iおよび高位面Hが属する。これらの面は開析が進み、相互

の比高が小さい。また、岩見三内より上流には分布しない。

最高位面は本流域で最も高い面であり、安養寺川上流の軽井沢付近、式旧東方および古大張

野東方lζ分市する。面の高さでは古大張野付近で標高約130m、分布地域南端の軽井沢付近で100--

110mで、ある。非常に開析が進んでおり、空中写真では平坦な稜線として識別されるところが多い。

段丘構成層は最上位に 2--3mの比較的厚い赤沼色土層があり、その下位 2mまでは大磯

Ccobble) Iζ富む淘汰不良の磯屈が続いている。この磯層中には、椿台面群以下の段丘堆積物と比

較すると花白岩の擦に之しい。ことことは花商岩分高地域を削除する谷系の未成熟を示唆するも

のであろう口居!享は直接的には不明である。ただし、軽井沢付近では本段丘面下約10mの高度に

の半田結質細粒砂層が露出しており、 10mを上回ることはないであろうと推定される。

高位面 Iは安養寺)111二流のみに分布する局所的な段丘面で=ある。最高位回とは約 5mの比高

をもってその低位側についている。段丘堆積物は最上位に約 2mの序さの粘土佐jがあり、その

下位 4mまでは大燥を主とする淘汰不良の傑層である。最高位面の場合と同様、この様属片q乙

14 



ぢ有 2節 J ，~l辺の地形と地買

己崎l野 情 t~'I(ri II 

、年Hliln 口町I

富山Jll

皿巾I

園
田
昌

咽 仁ゴ11険・ 2斜面

dデ。

。
3 km 

第 5図 岩見川および雄物川下流域の段丘面分布図
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も花同岩質磯は比較的少ない。

Hは三替沢南方から式i丑東方までの岩見川下流域lこ連続的lこ分布している。 上記の二

面と同様にかなり開析が進んでいるが、平坦面の保存は良好である。面の高度は分布地域全体

を通しでほぼ一様であり、標高90m前後で、ある。層厚 7--...， 10mの大傑を主とする段丘堆積物を

伴う。分布地域南西端l乙近い三帯沢東方では、中~下部lこ3.5mの厚さの腐植質粘土層を伴い

、

¥
1
jノ

B11-
常に粘土質になっている。

(2) 椿台面群

i椿台面群lこは高位より椿台面 I、椿台回目が属する。面が広く安定的lζ発達し、椿台函耳は

11の下流から上流まで全域にわたって分布する。

椿台面 Iは面の高度が標高80--...，83mの段丘であり、三替沢から白熊沢南方lζ至る岩見川下流

域の左岸側lこ連続的に発達している。面は広く、保存も良好である。三替沢における段丘堆積

物は上位から黒色土壌 (0.3m)、赤褐色粘土居 (3m)、含磯粗砂(1.5m)、淘汰不良大磯層

(4. 5m)である。 の露頭では段丘堆積物の基盤が露出せず、層厚は直接的には不明であ

るが、段丘面の下位約20mの高度lこ不整合面があり、本段丘堆積物の層厚は20m前後lこ達する

と推定される。一方、白熊南方において県立スポーツゾーン建設に関連して掘削されたボーリ

ング資料によれば、本段丘堆積物は16.4--...， 19. 7mの居停を有する。層相は大磯層を主とするも

のの著しく粘土質であり、しかも側方への層相変化が大きい(第 6図)口

椿台面Bは椿台面 Iとは約15mの比高をもってその低{立側につき、岩見川の全流域にわたっ

て連続的lζ分布している。面の高度は御所野でi翠高約50m、椿台で60m、新大張野で70mで、あ

る口面はよく保存されている。新大張野における段l王堆積物は|二位から黒色土壌 (0.5m)、赤

褐色粘土(1.5 m)、大磯層 (8m)、合傑粗砂 (5m 以上)である。下部l乙厚い粗砂を伴うこ

とは本段丘堆積物の特徴であり、同様な層相は大張野東方、戸島南方で、も認められる。たf:し、

下流但IHζ位置する中村周辺ではこの砂層の層準lζ しばしば粘土または砂質粘土.の薄屈を伴うよ

うになる。本地域最下流側の後谷地における本段丘堆積物の層!芋を第 6図l乙模式的l乙示した。

この下部にある有機質粘土層中の木片の14C年代は>40，OOOY .B.P. (I -14， 411)と測定された。

(3) 七曲台面群

七出台面群は高位の上野台面と低位の七曲台面からなる。両面とも非常に新鮮である。 両面

の段化は仁lJ・下流域では明瞭であるが、 |二流へと比高が減じ、曽場より上流側では i二野台面の

みが分布するようになる。七曲台i琵は基準面の低下に対応して上野台面から分岐した段丘であ

ると考えられる。

17 
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2は岩見川下流、戸島南方における上野台段丘の段丘堆

積物である。属序は上位から黒色土壌 (0.3m)、

( 1 m)、砂磯層(1 m)、白色大傑層(1.5 m)、砂層(1.5 m)、

江1
0 

赤福色大磯層 (16m以上)であり、著しく厚い。しかし上流で 5 

は薄くなり、五郎谷地付近では層高10mの淘汰不良の大磯層か

ら成る。七由台面の段丘堆積物も同様な層厚変化を示している。

下流側に位置する式回では上位に灰白色のシノレト層 (2m)が

あり、その下位にレンズ、状または層状の砂層を伴う傑層(12m) 10 

がある。しかし、赤平西方の本段丘堆積物は層高 3mの

(boulder)を含む大磯!冨である。

ところで写真 3は戸島南方における上野台段丘堆積物の露頭

の一部である。上部に見られる黒色の層は層高30--50cmの黒色 15 

土壌である。土壌の一部は人為によるとみられる撹乱を受けて

いる。この土壌層の上面が初成的な上野台段丘面であると考え

られる。したがって最上位に見られる層高約 3mの磯混り粘土

層は上野台面形成後の局地的な再堆積層であろう口 20 

シルト

図
砂穣

日

(4) 宝竜|崎面 第6図ボーリング資料によ
る白熊南方における

この面は標高20--25mの面であり、上記の七曲台面より低く、 椿台面 Iの段丘堆積物

後述する赤平面よりも高い。分布は特殊であり、岩見川流域lζは存在せず、雄物川下流域と地

域北端の宝竜崎にのみ分布する。段丘堆積物は厚く、宝竜崎においては露出部だけでも15miζ

達する(写真 4)。崩序は上位からI1聞に黒色土壌 (0.3m)、赤掲色および白色粘土(1四)、粗

粒砂 (0.5 m)、斜交葉理が発達した中醸 (pebble)を主とする磯属 (6m)、赤褐色合際組砂

(7--8m)である。下限は露出していない。雄物川左岸の小山東方における本段丘構成層中

の泥炭の 14C年代は>37，OOOY.B.P (1 -14，410) と測定された。

(5) 赤平面群

赤平面群lζは高位から赤平面および寺田面が含まれる。両面とも縦断面勾配が大きい。その

ため赤平面は赤平で、寺田両は田尻北部付近で沖積平野面と交文し、それよりも下流部の地表

には分布しない。両面とも沖積平野面下l乙哩没していると見られる。赤平面の段丘堆積物は大

磁を主とする磯層である。層高は2.5--3 mで、どく薄い(写真 5)。寺田面の堆積物は露頭に恵

まれず観察していない。ただし、段丘庄Jζ沿って基盤の新第三系が露出しており、段丘堆積物

18 



は赤平面と同様に非常に薄いと

推定される。

5 段丘面の対比

中)11 (1961)は太平洋沿岸地

帯に分布している段丘群を新期

より)1国iζ1 .立@碩 .IV.V

に区分し、 1.国 .Vが後氷期

ならびに更新世における間氷期

の高海水準lζ対応すること、お

よび宜@町は氷期lζ対応するも

のであることを明らかにした。

更に、段丘群の配置は沿岸地帯

の場合は氷期@間氷期のくり返

しによる海水準の汎世界的な静

的変動に支配されていることか

時代

完新世

後

更

事庁 期

世 中. 
期

中(196川1) 

E 

阻

N 

V 

第 2節 j司辺の地形と地質

第2表段丘面対比表

岩見)11・雄物川下流域 14 C年代

沖 積 平 野 面

寺田面
赤平面群

赤平面

r三ム玉ゅ 二時三ZZ二 崎 面 >37，OOOY.B.P 

七曲台面群
七曲台面

上野台面

椿台面群
椿台面 E >40，OOOY.B.P 

椿台面 I

高位面 H

高位菌群 高位面 I

最高位面

ら、それぞれの段丘の地形的ならびに構成層相の特徴を広域的な対比基準として抽出した。地

形的特徴は以下のようなものである。 1面は海岸平野およびこれに連なる河岸平野面であるo

H面は理面を含む後背地の谷系に沿って発達する河成面群で、 1.醍両面より急傾斜し、乙れ

らと投影断面において交叉関係を示す口阻面は現在の海岸平野に先立つもっとも新期の吉海岸

平野とこれに連なる面で、河成部は上流へ分岐することがあるが、海成部はきわめて緩傾斜す

る平坦面である。百面は後背山麓から丘陵頂にかけて発達し、面は臨 .V面より急傾斜する。

V面は海成面を含み、きわめて緩傾斜する面で、部面と類似の性格を有するものである口

岩見)11は日本海に近接した秋田平野南部で雄物川と合流しているが、秋田平野周辺ではまだ

明瞭な海成段丘は確認されていない。それゆえ、岩見川流域の河岸段丘群は一部を除き上記し

た中川(1961)の対比基準を直接的に適用し得る地質学的条件下にはない。白石 (1976)は赤

平田群が沖積平野面と交文すること、および、椿台iTIi群相当の段丘が比較的広く安定的lζ発達

し厚い段丘堆積物を有していること等にもとづいて、本稿の七出台面群、宝竜I[碕面、赤平岡群

を中川(1961)のn面群に、そして椿台面群を底面郡l乙対比した。本稿における検討結果では、

段丘面区分において若干の相違があるが、対比については 14C年代値も含めて上記と矛盾する

わけではない口第 2表lζ対比表を示した。以下では新しく得られた事実とその意味について若

干の考察を行う。
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椿台面構成層は第 5• 6図l乙示したよう

に非常に厚い。しかもこの厚層は椿台面立

の場合、少なくとも岩見川中流域の新大張

野にまで及んでいる口一般に基準面が低下

すれば河川は下刻作用を行い、上昇すれば

側刻とそれに伴われる堆積を行うと考えら

れる。それゆえ、本面群の堆積物の層厚が

いことは、これらがかつての高海面期に

形成されたことを示しており、上記の対比

と調和的である。一方、層相はとくに下流

側で著しく粘土質で、ある。内藤(1965) も

指摘しているように、細粒物質は水の運動

の少ない静穏な環境で沈積する。おそらく

椿台面群形成時には入江のような環境が岩

見川下流域にまでのびており、そこに岩見

川が間欠的に大量の粗粒物質を運び込んで

m
 

nu 

第7図 後谷地における椿台面Hの段丘堆積物
いたのであろうと考えられる。 横矢印は年代測定試料採取層準

ところで、秋田平野南部には標高10mほ

どの川尻段丘と、四ツ小屋段丘および牛島段丘とよばれるこ段の埋没段丘が存在する

柴田、 1986)口埋没段丘面の高度は四ツ小屋段丘が 13m前後、牛島段丘が-20m前後で、あり、

四ッ小屋段丘がやや高い。 )11尻段丘の段丘堆積物は中部lζ粘土層、泥炭層を伴う砂磯層から成

り、 20m程の層厚を有する。一方、埋没段丘の段丘堆積物は両段丘とも層厚10m未満の砂傑層

であり、非常に薄い。段丘面の高度および堆積物の居相・層厚から判断して、 )11尻段丘は宝竜

1I局段丘l乙、そして埋没段丘群は赤平面群lこ対比される。したがって赤平段丘群形成時の堆積物

は秋田平野南部も含めて非常に薄かったことになる。このことは赤平面群lζ国布の大きな特徴

である口この特徴の由来について、この時期にのみ砕屑物の生産量が急減したとは考え難く、

別の要因が考察される必要がある。

現在の海岸平野とそれに連続する河岸平野の場合、平野面を構成する地層(沖積層)は下流

担IJで厚く上流側で薄い口いいかえれば、上流側は基本的に侵食営力が卓越する地域であり、砕

屑物の堆積は起こりにくい。一方、下流側は堆積域である口 ζの侵食一堆積場の配置は現在の

海水準が維持している。 ζの配置は、もしも地盤運動が海水準変動速度と比較して静穏である

ならば、海水準上昇期には相対的lζ内陸側(上流但IJ)へと前進し、!埠ド期l乙は海側(下流側)

20 
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へと後退するはずである。岩見川および雄物川下流一帯は油田摺曲地帯に属しているが、前lζ

述べたように、少なくとも斉頂丘陵背面の高度分布には摺曲運動の影響は現れていない。また、

最終間氷期相当の椿台面群の高度や最終氷期最低海水準に平衡した埋没谷底の深度(白石・柴

田、 1986)から判断してζの地域に海水準変動速度を上回る地殻運動があったとは考えがたい口

埋没段丘群は最終氷期最盛期直前の低海水準時に形成された段丘である。この頃、侵食一堆積

域の配置は現在よりも大きく下流側へと移動し、秋田平野南部を含む岩見川流域一帯は薄い堆

積物しか堆積しない基本的に侵食営力の卓越する地域だったのであろうと推定される。このこ

とは秋田平野における壇没谷の地形が峡谷状を呈している(白石・柴田、 1986) こととも調和

的である。

6 むすび

岩見川と雄物川下流域の段丘ちついて記載した。しかしまだ重要な課題が未解決のままいく

つか残されている口そのひとつは岩見川流域における段丘面の配置に関係している。岩見川の

中・下流域では段丘は主として左岸側に発達しており、著しく非対称的である。右岸側には山

根付近に上野台面とみられる段丘がどく断片的に分布しているにすぎない口乙の段丘面配置の

非対称的についてはまだ合理的な解釈はなされていない。内藤(1965)の指摘にあるように斉

頂丘陵背面の高度がそれより新期の高位面群とほぼ等しい乙と、および本地域が新第三紀を通

して北東方向に沈下していた傾動ブロック内に位置している(北村、 1963) 乙となどから、地

殻運動による河道の一方向への遷移の所産で、ある可能性が考えられる。しかし、想定された傾

動方向と岩見川の流路および段丘面配置は必ずしも調和しない。また、岩見川のような勾配の

大きい河川が長期にわたる緩慢な地殻運動にどのように反応し、どのように流路を形成してい

くかは未知の問題であると思われる。この問題については今後の多面的な検討が必要である。

第 2は、雄物川と岩見川の段丘発達の相違lζ関する問題である。雄物川との合流点近傍には

岩見川流域の赤平面群に相当する段丘は存在しない。一方、宝竜崎面は主として雄物川流域に

沿って良く発達しているものの、岩見川流域には分布していない。後者については岩見川の側

刻による消失が可能性のーっとして考えられる。前者については、両河川の勾配が非常に異な

ること、および、雄物川は出羽丘陵を横断して流れる先行性河川であるため、赤平面群形成時

l乙段丘を残さなかったことなどが考えられるが、いずれも確証を欠いている。

第 3は再堆積層の問題である。戸島南方の上野台面上lζ厚さ約 3mの再堆積層とみられる地

層が存在する乙とは先に述べた。他にも再堆積層とみられる地層は少なからず存在する。七曲

台遺跡群のうち、七曲台面上にある餅田沢 I遺跡において、地表下約3.2m!ζ含まれる木片の

14C年代は28，900:-:t 1， 900Y.B.P.と測定された(秋田県教育委員会、 1985)。この木片の包含層
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写真 1

三管沢東方における高位面E

の段丘堆積物の基底付近に見

られる粘土層

ハンマーの位置が不整合面。その

上位iζ 1mほどの様層があり、粘

土層はその上を額っている。

写真2

戸島南方における上野台面の

段丘縫積物

写真3

戸島南方における上野台面の

段丘堆積物の上部

黒く見える層が黒色土媛層であな

その上位lζ約3mの磯混じり粘土

層が堆積している。黒色土嬢層の

右側の部分は下方f<::落ち込んでお

り、人為によるとみられる撹乱を

受けている。



第 2節周辺の地形と地質

写真4

宝竜崎における宝竜崎面の段

丘堆積物

写真 5

田尻南方における赤平面の段

丘堆積物
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第 1篇第 2章遺跡の立地と環境

は黒色土壌層である。したがってその上位3.2mは再堆積層であることになる。また、この七

曲台遺跡群から出土する遺物は旧石器から中世にまでわたっているが、縄文時代以降の遺跡包

含層はいずれもi日石器包含層の上位にある。このことも人為・自然を問わず再堆積層が存在す

るζ とを示すとともに、このような再堆積層の産状は悶層が層位学的な研究対象であることも示

している。段丘面上位にあるこれらの再堆積層は従来の地形・地質の調査ではほとんど取り扱

われてはし 1ない。遺跡の層位的研究の進展のためにも、今後乙れらの再堆積層の堆積学的・層

位学的研究が必要である口

文献
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日本海中部地震災害 (1983年)秋田大学地質調査班

「地盤地質と災害Jr日本海中部地震の記録 被災要因と実例 』 秋田県 151-249p 1984 

(昭和59)年

大沢鵡 120万分の 1地質図 秋田および男鹿」 地質調査所 1980 (昭和55)年
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白石建雄 「岩見)11流域の河岸段丘群Jr秋田大学教育学部紀要(自然科学) 26Jl 117-127p 1976 (昭

和51)年
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第 3節歴史的環境

雄物川のー支流である岩見川の南岸には戸島丘陵、北岸lζは和田丘陵があり、両丘陵上には

旧石器時代から中世にいたる多くの遺跡が立地している。東北横断岳動車道秋田線関係遺跡は、

この戸島丘陵に含まれる七曲台l乙位置している。七曲台においては、既iζ七曲臨空港工業団地
(註 1) 

造成lζ伴い11カ所lζ及ぶ遺跡が発掘されている。一方、和田丘陵の西端は末戸台地と呼ばれ、

秋田臨空港新都市開発l乙伴う調査が継続的に続けられている。
(註 2) (註 3) 

この地域における遺跡の分布状況は、秋田県遺跡地図、東北横断道の分布調査など、さらに
(註 4) 

は秋田市教育委員会の分布調査や発掘調査によって明らかにされてきている。現在までに確認

されている遺跡は、未調査で出減した遺跡や未命名の遺跡を合めると75にのぼり、そのうちの

お遺跡は発掘調査が実施されている。以下では、発掘調査の実施されている遺跡を中心として

概観してみる。

県内における昭和60年度末までの旧石器時代の発掘調査例はほぼ10遺跡であるが、七曲台で

4遺跡、末戸台地で 3遺跡と、この地域lζ調査例が集中している。風無台 E遺跡(第 8図及び

第 3表の 11)や松木台 H遺跡(9 )では、台形様石器を主とする五器群があり、下提G遺跡、

(46)で、は米ケ森型台形石器を中心としている。他に、台形石器、台形様石器を含まなし

組成を示すがIJがある。また、松木台国遺跡、(7 )では周氷河現象が確認されており、石器群と

の関わり合いが問題となっている。

縄文時代では、遺跡の地点が広範な分布状況を示している口時代は縄文前期から晩期まであ

り、とりわけ中期と晩期の遺跡が多い。中期の竪穴住居跡、は検出例が多く、末戸台地では湯ノ

沢民主跡 (63) .坂ノ上E遺跡 (51) .地蔵田B遺跡 (60)と大きな集落が形成されている。こ

れに対して、七曲台では風無台 I遺跡(10) .石坂台 I遺跡、(17) .餅田沢荘遺跡(16)と、
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第 1篇第 2章遺跡の立地と環境

4 • 5軒が検出されているにすぎない。また、土墳の検出されている遺跡が多い中で、松木台

盟遺跡は73基の土壌が集中して検出されている。

弥生時代になると、遺跡数は極端に減る。松木台 I遺跡 (8)や石坂台咽遺跡(5 )のよう

に、内容の希薄な遺跡が多い中で地蔵田B遺跡は注目される。この遺跡は、弥生時代中期の大

型住居跡や土壌墓群があり、集落を区画した遺構が検出されている口この他l乙住居跡を検出し

ている遺跡、には、風無台E遺跡・湯ノ沢A遺跡 (62) .坂ノ上F遺跡 (53)があげられる。

吉代においては、七曲台@末戸台地を中心にしていくつかの遺跡が確認されている。この地

域の発掘された遺構には、竪穴住居跡、土師窯、掘立柱建物跡、土壌などがある。湯ノ沢F遺

跡 (67)では40基の土墳墓が検出され、鉄万@帯金呉@鉄鎌などが伴出している。また末戸台

地南西端lζ小阿地古墳群が知られていたが、消滅している。その他に坂ノ上E遺跡からは製鉄

炉と炭焼窯が検出されている。
(註 5) 

中世以降の遺跡としては、 7つの中世城館をあげ、ることができる。末戸台地西側の四ツ小屋

小問地地区にも坂ノ下館が存在したが、現在消滅している。

以上、和田丘陵・末戸台地を中心とした遺跡、について述べてきた。何らかの大型プロジェク

トによる開発行為が計画されている地域には遺跡数が多く、逆にその周屈では遺跡、の分布が疎

になる。乙のことを含めて各時代毎の遺跡の分布状況を観ると、弥生時代以降の居住に直接係

るような遺跡が少ないことに気付く。おそらくは分布調査も含めた調査の及んでいない沖積低

地にそれらが多く存在する可能性が高い。

註 l 秋田県教育委員会 『七曲台遺跡群j1985 (昭和60年)

註 2 秋田県教育委員会 r秋田県遺跡地図j1976 (昭和51年)

註 3 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書j1985 (昭和60年)

註 4 秋田市教育委員会 『秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書j 1983~1985 (昭和58

~60年)

註5 秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館j1981 (昭和56年)
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1'f~ 1 篇 %2市 J立跡の立j也と呂iilt~

第 3表 東北横断自動車道関係遺跡と周辺の遺跡一覧表

1ft守 遺 跡 名 代 怒号 遺 跡 名 ll!j 遺跡名 II年 代

(工) 石坂台町 縄文@近位~近代 ⑮ !~fij 坂台 H 縄文 ⑪ 坂ノ i二E縄文 e 吉代

2石坂台V 縄文 27 軽井沢A 縄文 ⑬ 坂ノ上 D 縄文

③ 石坂台VI縄文 28 軽井沢B縄文 ⑬ 坂ノ i二F縄文 e 吉代

(Xi 、ニン 石坂台vn縄文@近世~近代 29 軽井沢C 縄文 儲) 坂ノ jニA 縄文

⑤ 石坂台Vlll縄文@弥生 e 近代 30 松沢館 仁11tせ @ 坂ノ l二B縄文

⑥ 石坂台lX縄文 31 坂本館 中性t ⑩ 坂ノ下 縄文

⑦ 松木台皿 旧石器・縄文@占代 32 和田城 中世 @ 狸 111奇A 縄文@弥生

⑨ 松木台 I縄文 e 弥生 33 戸11鳴館 中世 涌 j里 111奇B縄文

也 松木台 B !日石器@縄文句古 f~~ 34 細谷館 中世 @ 地蔵田 A i日石器@縄文@古代

⑩ 風無台 I!日石器@縄文@弥生@古代 35 椿}I1 中位 (61白 地蔵!五 B!日石器@縄文@弥生

⑪ 風無台 E !日石器 e 縄文@弥生 36 o里子館 中世 (自) 湯ノ沢 C 縄文

⑫ 風無台E 縄文 ⑨ L仁:1 縄文@古代 @ 湯ノ沢A 縄文・弥生

⑬ 風無台IV縄文 ⑩ 深田沢 縄文・古代 @ 湯ノ沢B縄文@古代

⑭ !武無台V 縄文 (⑬ 里子 形 古代 @ 湯ノ沢 E 縄文

⑮ 餅田沢 I縄文 ⑩ 野畑 縄文 @ 湯ノ沢日 縄文

⑮ 餅田沢立 縄文 @ 地方 縄文 ⑮ 湯ノ沢G 縄文

⑫ 石坂台 I縄文@弥生 ⑬ 下 堤D 旧石器@縄文 e 古代 @ 湯ノ沢 F古代

⑮ 石坂台 E 縄文@弥生 ⑬ 下堤F縄文 A 縄文

⑬ 石坂台班 縄文 @ 下堤E 縄文 B 縄文

20 長者森 古代 ⑮ 湯ノ沢D 縄文 C 縄文@弥生

21 聖子 国 古代 @ 下堤G |日石器@縄文 D 縄文

22 堂平 縄文 ⑬ 坂ノ l二C 縄文 E 中世

⑮ 滝の沢 I縄文 ⑬ 下堤C 縄文@お代 F 縄文

⑮ 滝の沢 II縄文 ⑩ 下堤A 縄文 G 縄文

⑮ 駒坂台 I!日石器@縄文 ⑩ 下堤B縄文 H 縄文

A~日は未名命の遺跡を表わし、 0印は調査された遺跡、である。
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第 l章 坂台 N遺跡

(5IZDIV <t No.31) 

所在地秋田県河辺郡河辺時戸島字七曲石坂台 271他

調査期間 昭和60年 5月22日----6月初日

調査面積 1，770rrf 

31 



~2 ÎooÌ司l I I'~・ (Î以iì!Vji'H事

第 1図 遺跡地形図及び遺構配置図
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第 1節 ?淵査の概要

第 1節調査の概要

1 遺跡の概観

遺跡、は、岩見川によって形成された中位段丘上、椿台面南端lζ位置する。遺跡、の所在する台

地は、全体として北から南に延びる舌状を呈している。台地は、東と西の深い 2つの沢によっ

て開析されたものであり、先端部にも比較的ゆるやかな沢が作出され、先端を二分する形状を

示している。遺跡、は、乙の二分された台地の付け根部分を占地している。

調査対象地区は、遺物の分布状況等により、遺跡の南端l乙位霞すると考えられる口標高は約

61. 5m、南側に下った狭長な水田面との比高差約23mを誤IJる口

遺跡の位置する椿台面には、同年発掘調査の行なわれた石坂台VI.VII遺跡が、それぞれ北西

約300m・400m!乙位置している。

遺跡の現況は、主として牧草地に利用されていたところであり、周辺lζアカマツ@スギ等の

植生が認められる口第 2図lζ示した基本土居図は、遺跡を南北に縦断する農道の法面を利用し

て作成したものである口これに従うと第 I層から第XVII層まで分層できる。第 I層は掲色表土、

耕作のため撹乱を受けている。厚さ20---25cillo 第H麗は褐色~明褐色土、第困層のいわゆる地

山の漸移層であり、部分的lζ検出されない箇所もある。第菰層は明褐色粘質土、縄文時代の遺

構確認面はこの第直属上回である。第町~VII層は浅黄色・淡黄色系の粘質土、下部ほど細かい

砂を含む口第四層は明褐色砂層。第IX---X困層は浅黄色淡黄色粘質士、第X層は微細lζ見ると、

と粘土層が互層をなし縞状を呈している。第Xrv.VI層はにぷい褐色土、あずき色を示し

水分を多く含む口第XV層は暗灰黄色土、第XIV層とともに層中l乙木片・種子などを含む。こ

の2層は、川の氾濫等によって堆積したものと思われる。第XVII層は、浅黄色土と黄樺色砂費

土が互層をなし縞状i乙堆積している。この層の下 1mまでボーリング棒による調査を試みたが、

段丘牒層まで達しなかった。

検出された遺構は、縄文時代の土墳、 Tピット、焼土遺構、近代の構築と考えられる炭焼窯

などがある。縄文時代では、遺構のまとまりを的確には把えられないが、一応農道東側で、は54

ライン以南l乙散在しているようである。土壌のうち 3基については、;蹟底面中央lζ小さいピッ

トを有する特異な形態を示している。炭焼窯と考えられるものは 3基検出したが、 l基は農道

建設の際、大部分破壊されていた。

出土した遺物は、縄文時代前期末から後期ころの土器、石器などであるが、遺構出土の遺物

は少なく、年代決定に困難を生じさせている口 j毒物の分布は、主lζ54ラインJ2jjtl乙認められ、遺構

分布と呼応しない。遺物のうちフレーク・チップの出土比率が大きく、殊lζ農道西担IJで全体の

9割以上を占る。チップは、 MH61グリッドを中心に200点近く出土している。なお、 MB62グ

つつ
リリ



第 2篇第 l主主石坂台IV遺跡

リッドから銅製品が出土しているが新しい時期のものかもしれない。

2 調査の経過

昭和59年度lζ行なわれた分布調査の結果、遺構確認面と考えられる地山面までの深さが20crn

前後と浅いことが判明している。このため発掘は、全て手掘りで行うこととした。グリッド杭

については、調査区の現況が平坦な牧草地であることから、障害となるものがないので、杭打

設を当方で行なった。作業用のプレハブを設置し、本格的な発掘調査に入ったのは、 5月22日

百 62，000m 
一一日一甲山容酔

H : 61，000 m 
一一一一一一極』ー一一一-----

日 60，000m 
四一一由一--i静，

H : 59，000 m 
町一一目白血4酔酔

H : 58，000 m 
-田町田町一布陣酔
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第 2節調査の記録

であった。調査は、農道をはさんだ東側と西側lζ分かれ、それぞれ南端より表土除去を開始し

た。 MD49.50グリッド付近で早くも大量の炭化物が検出された。 24日、この部分はどうやら

炭焼きの窯ではなし 1かと想定している。翌日碑認する (SN01)o 28日、調査区北側でも炭化物

が検出されSN01と同様の遺構と考えられ、 30日lζ確認 (SN02)031日、道路西側のMJ59・

MI58グリッドで円形のプラン (SK03• 04)、MI59グリッドで焼土の広がりを確認した (SXF

12)0 6月 1日、 SN02掘り下げ開始、 3日窯底検出、明らかに火熱を受け堅く締っている。 10

日、農道西側でソJ¥さい土壌3基 (SK05• 06 • 07)が東西lζ並ぶように確認。 12日、 SK03・04

掘り下げる。 SK04は円筒形に掘り込まれ、底面l乙小穴を有する ζ とが判明、 SK03も同形態で

ある。 SK08• 09を確認する。 13日、 SK08もSK03・04と同じ形態となりそうである。 17日、乙

の頃、 SN02.SK03・04完掘なるも好天続きで写真とれず。 20日、 MA50グリッドでTピット

を確認 (SKT16)、農道西側法面において炭焼窯の一部を検出 (SN17)口基本土層を観察する

ため、農道東側法面を垂直に落とす作業にはし 1る。 27日、表土から約 4m下で=木片・種子等が

混在するあずき色をした土層が現れた。径 5cm前後の木技等が入っており興味がもたれる。 28

日、遺跡調査区全体のコンタ図作成、全景写真を遺跡南東方向の山の上から撮影し、 6月29日、

現地調査を全て完了した口

第 2節調査の記録

1 検出遺構と遺物

検出された遺構は、縄文時代の土墳13基、 Tピット l基、焼土遺構 1基、近代と考えられる

炭焼窯 3基である。遺構は全て台地平坦面lζ位置している。

(1 )縄文時代の遺構と遺物

土壌は、平面形@墳底面の状態から 2つに分けられる。 1つは、円形の平面を呈し;墳底面に

ピットを有するもの (A群)。もう 1つは、平面は円形ないし楕円形を基調とするもので、 A

群より規模が小さく、ピットをもたない類である (B群)。

A群の土壌(第 4図、図版 3---5)は、調査区のほぼ中央を走る農道の西側で 2基、東側で

1基検出した。 3基の法量は以下のとおりである。

関口部径!底 ィ主 深 さ | ピット経 ピットの深さ

SK03 1. 20 0.55 

SK04 1. 38 x 1. 38 I 0.95 x 0.85 1. 30 0.15 x 0.17 0.48 

SK08 1. 02 x 0.98 I 0.80 x 0.78 0.94 I 0.14 0.13 0.50 

(東西×南北、単位はm)
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A群の共通点は平面形がIIJ形を呈し、断面でみると、底部がややすぼむものの、ほぼ円筒状に

掘り込まれている。壊底面中央には、深さ0.5m前後のピット 1個をもっO 理土の状態は大き

くみると、上位lこは黒褐色・暗褐色土といった粘性のあまり強くないシノレト質土がレンズ状lζ

堆積している。中位から下位にかけては、地山土lζ類似する明褐色・褐色二i二(地山土の二次堆

が主体となり、黒褐色土等はあまり含まなくなる口こ は、全体的には粘性があり、

締まっているものの、中央部分だけが一部根等によって撹乱を受けたように、多少ブカブカし

ておりこの状態は最初SK03で確認された。隣接するSK04でも同様の現象が認められ、墳底面

から20--30cm位上で、径数cmの空洞となっていた。先行するSK03で壊底面にピットが検出さ

れたことから、近年、東北地方で=も調査例の増えつつある杭(逆茂木)を立てた「焔し穴Jで

はなし 1かと想定するに至った口逆茂木の存在は、壊底面のピットとともに、ピット上面の土層

状態から充分に説得力を有するものと考える。 SK08は基本的には、 SK03• 04と同様の堆積状

態を示すが、填底面l乙近い褐色土層は、全体lζボソボソしており、廃棄直後の堆積には若干の

相異が認められる。遺物は、 SK03埋土から縄文土器片とフレークが出土している。

8群とした土壌は、農道東但IJlc7基、西側で 3基検出した。東側の 7基はおよそ50ラインか

ら54ラインの聞に散在するようであり、西側の 3基は東西方向にほぼ等間隔で並ぶようである。

SK05 (第 5図、図版 6) 

平岡は約0.7xO.8mの円形を呈する。深さは確認面より約O.25 mあり、円筒状lζ掘り込まれ

ている。埋土ヒ{立には、径 1c氾前後の炭化物が比較的多く含まれている。遺物は埋土rjJより縄

文土器片(第 3図)が出土しており、晩期と考えられる。

SK06 (第 5図、図版 6) 

SK05の西 4m Iこ位置する。径約0.5の円形を呈し、深さは約O.25 mある。 SK05同様、径 1

cm前後の炭化物を若干含み、底面l乙近い部分で径 2--4 cmの炭化物を主体とするブロックが認

められる。出土遺物はない。

SK07 (第 5図、図版 6) 

SK06の西 4m I乙位置する。約O.8xO.5mの東西に長い不整楕円形を呈する。深さはO.250 

1LJ1土に若 i二の炭化物を含む。径 5mm以下の細片で、ある。出

~L造物はない。

SK09 (第 5図)

農道東側調査区の中央SK08の南西 2m Iζ位置する。

i函形は円形を示し、径約0.5m、深さ0.2mを測る。出土造

物はない。

SK10 (第 5図)
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第 2節調査の記録
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第 8図 SK 13~15、 18 SN17 

SK08の北西 3mlこ位置する口平面形はやや南北lζ長い円形を呈するもので約0.4x O. .5mの

規模である。深さは約O.35mを測り、円筒状lζ掘り込まれている。埋土 k位には、比較的多く

の炭化物細片を含むが、出土遺物はない。

SK11 (第 5区1)

SK09の西 8mlζ{j'[置する口平固形は佳約O.7mの円形である。深さはO.5~O. 55mで=あり、

袋状の掘り込みを有する。出土造物はない。

SK13 (第 6図)

SNOlの東 4mlこ位置する。平田形は不整円形を呈しており、約O.6><O.7mを測る。深さは

約O.3mである口出土遺物はなしL

SK14 (第 6図)

SKI0の北12mfζ位置する。平面if~は南北 iこ長し可楕円形を呈しており、約O.65xO.3m である。

深さは約O.2mで、浅い。出土遺物はない口

SK15 (第 6図、図版 7) 
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SK13の北東 4m 1乙位農する。円形の平面形を示し、約O.6xO.75mを測る。深さは約0.25m 

である。出土遺物はない。

SK18 (第 6図、図版 7) 

SK11の南西 5mlC::位置する。径約O.6mの円形を呈し、深さはO.15 mと浅い。出土遺物はない。

その他の遺構にTピット、焼土遺構がある。

SKT16 (第 5図、図版 5) 

調査区南東部で検出されたTピットである。位置はちょうど平坦固から東側に下る緩斜面lζ

移行する地点であり、長軸が南一北方向をとり、等高線lζ対し平行している。関口部で長紬

3.4m、短軸O.3m、深さ0.9---1.Omでミある。断面は長軸方向で底部両端が外側に広がる形態の

ものであり、底部の長さは4.0m になる。短軸方向では断面V字形を呈する口出土遺物はない。

SN12 (第 1図)

焼土遺構は調査区北西部、 SK03の東 2mでミ検出した。焼土の広がりは東西 1m、南北1.2m

程の不整形を呈している。焼土は地山土に近い赤褐色を示し、その識別は困難であった。焼土

は厚さ 5cm位で、土壌様の掘り込みはもたないものと考えている。 遺物はフレーク・チップ類が

している。

(2)遺構外出土の縄文時代の土器

7図 lは、キャリパー形に膨らむ口縁部の破片である。粘土の張り付けによる癌が 1筒所

設けられ、それに収束するように隆帯がわたされている。隆帯の側縁には先端のとがった工具

による沈線が施文される。また口縁部直下にも I条の沈線がめぐるが、粘土繍の上で 2筒所し

たに向かう扶り出しをもっ。胎二1:1乙は砂粒が多く含まれる。 2---6は地文iζ縄文を施した後、

雇忌》
3 5 

2 

。崎:U11号U
6 7 8 9 

10 

o ¥:屯1議l
第 7図遺構外出土遺物
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2--3条単位の平行沈線による文様を描酒するものである。沈線は器面を水平にめぐる例 (2， 

3 )や、垂下する例 (4入賞IJ先状の構図をとる例(5 )、円弧を描くザIJ (6)がある。加文に

用いられる縄文にはLRとRLの両者がある。 7--14は全面縄文の施された土器片である。使用

される原体にはLRのもの (7--10)とRLのものがある口

以上、遺構外から出土した土器のうち、 1は縄文時代前期末葉五領ケ台式の流れをくむもの

であり、 2--6の複数の平行沈線で文様を描くものは、中期中葉大木 8b式に比定できる。ま

た、その他の縄文だけの破片は、胎土の状態から後期の可能性をもったものも含まれている。

(3)遺構外出土の石器

石坂台IV遺跡から出土した遺物は土器も含めて非常に少なく、二次加工のある石器は第 8図

に示した 3点だけである。 1は石箆、 2は背面全面lζ整った押圧剥離が施された石器で、ある

いは石匙の柄部の折損したものかもしれない。 3は小型ながらも 5角形を呈し、スクレーパー

かあるいはピエス@エスキーユの可能性がある。

くこここ〉

A 

A' 

ζこ〉

第8国遺構外出土石器

A
 

-A' 

-B c~ -c D~ D
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A 

A 

C C' 

。 2m 

第10関 SN02 

(4)近代の遺構と遺物
(註 1) 

近代の構築と考えられる遺構に炭焼窯がある。

SN01 (第 9図、図版 7• 8) 

調査区南側で検出した。昭和59年の分布調査において「焼土 e 炭化材の詰った土壌」とされ

ていたものである。形状は長さ約10m、幅1.2--1. 25 mの長楕円形を呈している。長軸方向は

西北西一東南東をとる。深さは確認面より 18--22cm、床面から10--15cmの厚さで炭化物がほぼ

に認められる。床面は平坦で堅くしまっており、よく焼けている。周壁の一部も強く焼け

ている。

SN02 (第10図、図版8、9) 

調査区北側で検出した。 SN01とは40m程離れている。遺構の東端は調査区外i乙延びるため

全容は不明であるが、 SNOlと向様の形状 a 規模になるものと考えられる。現状で長さは8.6m、

i幅約1.3m、深さは確認面よりは--36cmで、長軸方向は東一西をとる。床面は平坦固くしまって

おり、 111副Ocm、深さ 5--6 cmの周溝様の凹みが認められる。床面はよく焼けており、西側i乙赤

変の著しい簡所がある口周壁も強く焼けている。炭化物の堆積は10--20cmの厚さでほぼ全面に

認められる。炭化物の径の比較的大きい材の細片(2 --3 cm)と灰状のものが東側に多く、径

1 cm以下のものは西側に多いという分布を示している。出土遺物は炭化物層よりフレークが 3

点出土している。

SN17 (第 6図、図版10)

遺構は調査区を北東一南西lζ走る農道北西側法面上で検出された。 炭や焼け

た土がたくさん出てきた、という地元の万の話しから して確認できたものである。遺構は
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とその後の木材運搬に伴う重機により大半破壊されており、若干の痕跡を残すに部ま

る。検出された地点の西側には延びないようであることから、 SN02と同校長軸方向

にとる窯跡の西端(壁)の一部と考えられる。

3基の遺構は、形状@哩土@床面等の状況から炭焼のー製炭法である「伏焼」遺構と考えら

れる。しかしながら、この地区で炭焼が行なわれていたこと自体、地元の方の話しでも明らか

にすることはできなかった。 従って操業時期等は不明である。

第 3節ま と め

石坂台町遺跡は縄文時代lこ1つ、近代のある時期に lつの新知見を示してくれたことになる。

縄文時代には、陥し穴と考えられる円形の土壌3基が検出された口壊誌面のピットやピット

上面の土層状態から逆茂木を立てていたであろうことは充分に想定できるに至った。この種の

遺構は近年類例の増加しているものであり、今後県内においても同様な陥し穴遺構と考えられ

るものが検出される可能性が大きいであろう。近代には、昨今あまり見られなくなりつつある

炭窯のー形態を示す「伏焼Jと考えられる遺構が 3基確認できた口仮に、明治時代以降の構築

とすれば、白炭窯@黒炭窯といった当時(明治末~昭和20年頃か)実励されていた製炭法とは、

明らかに形態の異なる窯を作り製炭を行っていたことから、年代観と合わせて製炭の白的、炭

の用途などについて今後明らかにしてし 1かなくてはならない。

このように石坂台町遺跡は縄文時代には狩猟の場として、また近代には製炭の場として居住

地(集落)とは異なる占地を示している。

註 l 炭焼窯@炭窯については、新版林業百科事典(日本林業技術協会 昭和59年)によれば、「木炭

を生産するための炭化装置」を「炭窯Jと呼称している。しかしながら今回検出された遺構が、通常使用

されている炭焼きのための施設(窯)とは形態的にも異なり、呉体的な「炭化装霞JCc部構造)も想定

できないため、現時点ではこの穫の遺構を「炭焼窯」と佼称しておく。(第 3篇第 l章第 3節 2を参照さ

れたい)
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第 2 坂台羽遺跡

(5IZDVI • No.33) 

所在地 秋田県河辺郡河辺町戸島字七曲石坂台233佑

調査期間昭和60年 5月22日----6月24日

調査面積 1， 870 rrf 
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$1節 ，1，'.111:の概要

第 1節調査の概要

1 遺跡の概観

岩見川にそそぎこむ白熊川は、岩見川左岸の丘陵を南西一北西l乙関析している。白熊)11は標

高70mの丘陵中腹にその源をもち、 55m程の落差を延長4.4kmで、下る。白熊集落はこの白熊川

の開析谷のほぼ中聞に位誼している口五坂台VI遺跡、は、白熊集落の東600mにある。

白熊ハIlc面した丘陵の斜面は、大きくうねりながら連続する。したがって、その斜面によっ

て縁を画される七曲台およびその東南に続く台地は、白熊沢lこ向かつて様々な凹凸をみせ、部

分的には舌状lζ張り出した箇所もある。石坂台町遺跡の立地する台地も、そうした形状をもっ

た台地である。台地の標高は60~62m、白熊沢との比高はおよそ30m をはかる。

台地は現在その平坦地の大半が畑地、牧草地として利用されており、白熊沢lζ面した斜面は

杉の植林地として利用されている口これらの杉は樹齢15~20年のもので、入手が加わったのはそ

う古いことではない。調査はこの斜面に近く、東北横断自動車道秋田線の路線敷内で実施した。

遺跡の基本的な関序は、表土から段丘磯届にいたるまで=の250cmの厚さの堆積物が、 I~耳I

で区分されて観察された。このうち、遺物を包含するのはし H層の厚さおよそ50cmの培

褐色~褐色土である。

段丘磯層までの地山層は、 (1)粒度、 (2)粘度、 (3)色調、 (4)混入物の 4つの項目によって区分さ

ーー同事炉 VI 

構成礁の粒度の;境界(上;*rn，下;粗)

第 2図遺跡基本層位

噌…一一一

H =59，OOOm 
4噌m一一一一一
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第 2hf，l 第 2章 ;石坂台VI遺跡

れた。

全体をみわたして、 (1)についてはおよそ均質で=ほぼ粘土~シルトの粒径範囲におさまる。ま

た粒径の細かな粘土が回結化する傾向も、下位の粘土層にゆくにしたがって強くなるが、さら

に下位のシノレト質属では固結化が進んでおらず縞状の砂層が混入する。段丘磯層の直上の第XI、

活i層では砂と磯の五層となるが、71<.成堆積による層の傾斜と関連して砂だけによって構成され

る層もある。 (2)については、上位から下位の層にゆくにしたがって粘度が高くなり、白色粘質

土ではもっとも高い。 (3)については、粘土層は明暗をくりかえす。明色として区分される層は

おもに白色の粘質土で、黄褐色土l乙多く混じり、赤褐色の酸化斑がそれに加わることもある。

際、砂の基色は、概ね明るい。 (4)の混入物には、遺物の他、炭化物、赤褐色l乙回結した粘土な

どがある。

調査区内での遺構の分布は、特l乙偏在するというような状況を見せていない。調査区は南西

方向へ突き出した小さな舌状台地上lζ設定されているが、遺構はその縁辺部よりはむしろ中央

部、および北側につづく平坦面に散在する傾向にある。表土除去後に確認した暗褐色~黒褐色

土のプランは半載した結果、明瞭な底面、壁面を確認できず、遺構としえなかったものが多い口

ただし、これらの中には地山面にできた培褐色~黒褐色のシミの中に炭化物を問問とは明らか

に区別できるほど多く含んだものがある。これがどのような過程でできあがったものかは注意

された。底面、壁面の堅固なことをもって、土壌としえたものは 4基ある口

遺物はほとんど縄文時代の土器片と石器の類であるが、これも量としては極めて少なく、調

査区内に僅かづ、つ一散布しているという状況である。その中でも比較的まとまって出土したのは、

MA50、MA53、MA54、MA55、MA56、MC56の各グリッドである。

2 調査の経過

調査は昭和60年 5月22日から開始した。調査区の西側から順次人力による粗掘作業を進め、

調査区全面にわたって表土除去が完了したのが6月 1日である。調査区内の表土の厚さは、お

よそ 20~60cmで、表土除去の作業によって移動した総土量は312.294rri にのぼる。表土除去と

並行して遺構確認の作業もおこなわれ、精査を必要とする黒褐色~暗褐色土のプランを24筒所、

黄褐色地山面で検出した。また地山面よりもよに散布する遺物の採集も、粗描作業中lζ実施し

た。 5月27日には、 ME57グリッドで打製石斧3点を採集。

遺構調査は、 6月 5日からおこなった。地山面で確3忍Lたプランを半載してゆくが、

lζ遺構と判断できないことを確認したものが大半である。遺構の実測、写真撮影は 6月22日で

総べて終了。その間 6月12日には、調査区での層序を確認するため、テスト@ピットを掘り下

げ、その記録をおこなっている。 6月24日には、全体写真を撮影して調査を終了した口
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第 2節調査の記録

l 検出遺構と遺物

土壌(第 4図、第 5図)

SK01 ;MC54グリッドで検出した。規模70x 68 x 27cmを測る。底面、壁

聞とも硬い。北西側の壁では、関口部が張り出して、底部がやや膨らん

でいる口埋土は暗褐色~褐色で、炭化物を多く含んでいる。埋土中から

は、縄文時代晩期前半、おそらく大沼B式もしくはBC式に比定し得る土

器の破片を出土した口表面lζは撚りの細かなLR原体が横位に回転施文

されている。破片の部位は胴部であるが、底部との接着部が剥落したも

のであることが観察できる口

可~ 2 fiii ，U/，j fEの 1~12}:よ

笹口

汀1

ぷク

第 4図 S K01およ

SK02;MC49グリッドで検出した。規模100x 87 x 29cmを測る。壁面、 び出土土器

底面とも硬く良好である。ことに底面中央は火熱をうけて焼土化し、炭化物、灰などが堆積し

ている。埋土は黒褐色~褐色を呈し、焼土粒、炭化物などが多く混じる。

SK03;MA52グリッドで検出した。規模110 x 90 x 1 7 cmを測る。確認面が北から南にむかつて

傾斜しているため、南側の壁はほとんど首IJられてなくなっている口底面および壁面は比較的硬

いのであるが、植物根によって撹乱をうけ、僅かながら凹凸が認められる。埋土は黒褐色~黄

褐色を呈するが、黄褐色土は地山土がブロック状l乙混入したものである口

SK04;LR54グリッドで検出した。規模110x 9~ x 55cmをiJlIJる。壁画は二段に検出された。確認

面付近の埋土では炭化物が多く含まれる。下部の壊底付近では地山土がブロック状になって入

り込んではいるものの、炭化物の混入は少なくなっている。

S K02 
S K03 

第 5図土壌 (SK02~ S K04) 
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第 2};~l 第 2 ;主石坂f?VI遺跡

2 その他の遺物

(1 )縄文時代の土器(第 6図)

6図 1，..._， 18は縄文時代後期の土器である。 1は無文の口縁部破片。口縁上部で内面が大き

く出せられて尖っている。 2はLR原体が横位に回転施文された口縁部破片。胎土には少量の石

英、長石などが混入される。 3，..._， 7は沈線と縄文原体の回転施文による文様構成をとる土器で

ある。用いられている原体はLRの単節のものであるが、 5のように O段多条と思えるような

節の詰ったものもある。縄文原体と沈線の施文の先後関係は、沈線施文後の縄文原体の回転施

文であるが、 3 • 4ではさらにその後に沈線を境として無文部の調整を行っている。いずれも

胎土にはキメ細かな粘土を選んでいるが、極めて微細な砂粒も僅かに含んでいる。 8，..._，11は同

一個体。 LRの撚りの原体を器面l乙対して横位もしくは左上一右下の方向に回転施文している。

原体の撚りの太さは比較的太い口胎土lζは石英、長石などの砂粒が多く含まれている。 12• 13 

はRL原体が器面に対して、左上 右下の方向で回転施文されたものである。 8，..._，11と同様胎

iζ砂粒が多く含まれる。 14----18はLR原体が横位ないし右上一左下の方向で回転施文された

もの。胎土lζは砂粒を多く含む。

19，..._，22は縄文時代晩期の土器である。 19は撚りの細かなLR原体と沈線によって所謂雲形文

が描かれている。 20• 22はLRの原体が横位に回転施文されている。いずれの土器も胎土はこ

¥ プ ζプ
23 24 

第 6図 遺構外出土土器(縄文時代)
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とに精選され黒色lこ焼成されており、亀ケ向

式土器の特徴を示してい!る。 23• 24は底部の

破片であるが磨滅が著しい。砂粒を多く含む。

(2) 弥生時代の土器(第 7図)

第 7図 1• 2は器面l乙Rの撚糸文が施され

た土器である。器厚は薄く 5mm前後で、ある。

胎土にはキメの帝国し 1粘土を用いているが、径

2，.._， 3mmの砂粒が少量混入されている。

にコ 亡コ

と〉
5 

7 

第 2節調査の記鈷

ン;日
2 

第 7菌 遺構外出土土器(弥生時代)

20く〉 4 

10cm 

ぐう
6 

三〉 10cm 

くコ 第 8図遺構外出土石器
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第 2M 第 2ft~ 石坂台VI遺跡

(3) 石器(第 8図)

1は刃部の一部および基部を失った磨製石斧である。刃部の欠損は使用時の剥落による。石

材は脈石英扮岩。 2も1同様刃部、基部とも失われている。残っている本体部分は、片面が膨ら

み、他の面が平滑である。石材は砂岩。 3は流紋岩製の石鎌ーである。着柄部が折損している。

本体はかなり肉厚で、断面形は四角形に近い。 4は頁岩製の掻器。縦長の剥片を素材としてい

る。片面の剥離は丹念、iζ行われているが、{也の言語ではごく大まかな剥離が加えられているだけ

である。 5は細長い流紋岩を素材とした磨石である。 3つの磨面と、それによってできた稜線

が磨かれている。 6は安山岩製の打製石斧。基部が折損している。本体表裏両面とも、その中

央lζ素材となった磯の面を残す。 7も安山岩製の打製石斧口片面には素材となった礁の自然面

が大きく残る。刃部は使用による磨滅が観察される。 8も6• 7同様の打製石斧であるが素材

は頁岩。母岩から幅の広い剥片を打割した後、剥片表面のほぼ中央部からの加撃によって半割し

たものを素材としている。素材剥片の半害IJされた側には、その後の剥離は加えられていないが、

他の側縁および刃部には整形のための剥離が施されている。刃部はやはり磨滅が認められる。

第 3節まとめ

本遺跡からは遺構として土墳4基、遺物として極めてわずかな量ではあるが縄文時代後@晩

期、および弥生時代の遺物を採集した。土墳はその伴出遺物がなく、時期決定およびその構築

の目的を推察することもほとんど不可能であるが、周囲から出土している遺物の時期からして

およそ前記の時期の構築と見てよい。

石器のうち 3点の打製石斧は、石坂台VI遺跡を特徴づける数少ない資料のうち、特lζ採り上

げられるものである口乙の種の打製石斧は現在の知見では、縄文時代晩期の土器とともに見つ

かることが多く、同じ七由台遺跡群でも松木台H遺跡・松木台闇遺跡・石坂台皿遺跡で出土ザIJ

があり、また他の地域では秋田市坂ノ上F遺跡@仙南村石名館遺跡@増田町平鹿遺跡などで見

つかっている。その出土状態では、 2----数本がまとまって出土する例が知られており(松木台

盟遺跡、石坂台 I遺跡)、住居等の遺構lζ伴出した例はまだない口石材としては頁岩、粘板岩

などの硬質の石が選ばれる{也、本遺跡のように安山岩が使用される場合もあるようである。本

遺跡で出土した石斧も、その出土状態は 3本がまとまって出土しており、現在までに知られた

他の遺跡例iζ追加されるべきものである。本遺跡と沢を隔てた北西側には石坂台四遺跡があり、

縄文時代晩期前葉の貯蔵穴の集中域も見つかっている。石坂台VI遺跡は、乙の隣接する貯蔵穴

群と併せて考えて、打‘製石斧lζ示される縄文時代後期中葉から晩期前葉lζ営まれた、何らかの

作業場として性格づけておきたい。
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第 3 石坂台四遺跡

(5IZDVlI e NO.34) 

所在地秋田県河辺郡河辺町戸島字七曲石坂台214他

調査期間昭和60年 6月19日---9月5日

調査面積 3，860nr 
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第 1節調査の概要

第 1節調査の概要

1 遺跡の概観

石坂台四遺跡は白熊集落の東470m程に位置する。岩見川の左岸lこ形成された河岸段丘面は、

低位の面から七曲台面、上野台面、繕台面と区分されている白岩見J11 にそそぎ込む白熊JlIとそ

の東にある沢筋とにはさまれて、七出台全体は白熊川!を斜辺としてもつ直角三角形に近い形状

を呈している。段丘面のうち七曲台頭と上野合面の境界は、斜辺と岩見)IIIC面した辺iζ謹角iζ

交わる辺の各々を二等分する点を連絡する線になるが、椿台面lこは岩見)111ζ沿った辺の対角か

ら東側へ伸びる台地面が相当する。本遺跡は乙の上野台面の西の突端、七曲台を直角三角形と

してみた場合の岩見)11の辺に対角の位置にある。岩見川下流域の椿台面の標高産分は60-80m

あるが、本遺跡の標高も60-64mで、ある。

遺跡のある台地の南側は白熊)11による開折谷があり、台地との比高-30m程をはかり、台地

の縁からは急な斜面となっておりる。また、台地の西側および、北西側で、は比高-12m程で、段丘

崖をおり上野台面が続く。椿台面は東側へのびているが、本遺跡の東側lζ鱗接しては石坂台VI

遺跡が、さらにその東側には石坂台町遺跡がある。

遺跡の基本的な層序は、表土層以下段丘磯層まで12層に区分された。第 I層、第E層および

班層は黒褐色~褐色を呈する表土層であり、遺物の包含層である。第E層は本遺跡だけでは

なく七曲台全体を通じて、表土層中i乙部分的にうすく混入する層である。縄文時代の遺構の構

築はこの層の付近、すなわち第 I層と第E層の界

面近くから行なわれているようである。第百層、

第V層は褐色~黄褐色の粘土層である。このうち

第V層は、台地平垣部では水分を多く含んだ白色

の粘質土層へと漸移する。第VI層以下、第泣層ま

ではシノレト質ないしは砂質土層である。構成する

鉱物の割合の違いにより、明色を呈する場合や暗

色を呈する場合がある。さらに第百層、第沼層で

は炭化物が混入する。また第VI層から第XII層まで

はその境界が赤褐色lζ酸化した沈澱層によって示

される。

遺跡から検出された遺構は縄文時代のフラスコ

状土壌がその主なものであるが、 2箆所の集中区

域を認めることができた。すなわちその 1つは台
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第 2ii苦第 3章石坂台VlI遺跡

地の北西側の縁に近く、台地平坦面が次第におり始める付近と、南西lζ張り出した台地の東端、

沢をはさんで石坂台刊遺跡を対面する位置とである。この 2箇所の集中区域を中心にして、そ

の間の広い平坦面にも他l乙3箇所の土壌の分布する地点を確認することができた。また、ごく

最近に作られたものと思われる炭焼窯は台地の隔の縁近くで見つかっている。

2 調査の経過

本遺跡の調査は、 6月18日から開始している。 6月19日.20日の両日、重機により表土の除

去を行い、その後方眼杭の打設作業を行う。台地のほぼ中央には農作業用の道路が東西にはし

り、調査区を南北lζ分断している。人力による第盟層の掘り下げは、乙のうち道路の南側調査

区の南縁から開始した。粗掘作業が始まったのは 6月初日である。

遺構精査は、調査区の南縁で検出された炭焼窯を最初のものとして 7月8司から行っている。

その間，第E層の剥除は継続して行っているが、道路の北側調査区での作業に着手したのは 7

月 9日である。 7月13日には北側調査区でSK06のプランを確認し、北側調査区の粗掘作業が

終了した。 7月23日には、 SK01--SK12の道路北側調査区の全ての土壌プランを検出している。

その後、 8月 1日までの聞にこれらの土壌の精査を行う。一方、道路南側の調査誌では調査区

南側の縁から酉側の縁へと粗掘作業が進み、 SXOI0が 7月30日に検出されている。乙の西側の

縁にあるSK19、SK21の精査は、 8月5日--8月20日までの問、継続的に行っている。

当初、調査の予定区域としていたのは道路をはさんだ南北両側の調査区だけであったが、南

側調査区の南東縁、炭焼窯周辺の精査によって、 SK14--16が見つかったため調査区をさらに

東側へ拡張することにした。本遺跡の東側lζ位遣する石坂台VI遺跡と対面する箇所におよそ240

nfの調査区を拡張設定したのが、 8月24日である。乙の台地の東端部からはSK17--23の7基

の土壌が検出され、乙れらの精査は 9月5日まで行なわれた。また、調査後の全景の撮影も同

日行い、全ての調査を終了しているD

第 2節調査の記録

l 検出遺構と遺物

検出された遺構は縄文時代後・晩期の土壊19基と、時期不明の土壇 3基、それに近代のものと

思われる炭焼窯 2基と溝 l条である。

(1 )土壌

SK01 ;MF59グ 1)ッドで検出した。規模(関口部径)1. 56 x 1. 24 x (深さ)0.35mを測る。断

面形は播鉢形を呈する。埋土は掲色~黄補色を呈し、地山土がいく分混入する。

74 
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第 2篇第3章石坂台四遺跡

SK02;ME59グリッドで検出した。規模(開司部径)1.6x1.5x (深さ)0.21 mを測る。断面

形はSKOl• SK02同様揺鉢形となる。埋土は褐色~黄褐色を呈する。

SK03;MF58グリッドで検出した口規模(関口部径)O. 98 x O. 83 x (深さ)0.22 mを測る。断

面形はSKOlと同じように播鉢形を呈する口埋土は褐色を景し、炭化物粒を含む。

以上、 SK01，.._，SK03は土壌内からの出土遺物はない口

SK04;MD56グリッドで検出した。規模(関口部径)1.1x1.16x (深さ)0.3mを測るD

は植物根の撹乱により凹凸が著しいが、底面は平滑で堅い。理土は黒褐色~日音褐色で地山黄褐

色土混入。

SK05;MD55グリッドで検出した。規模(関口部径)1.11x1.4x (底径)1. 48 x 1. 42 x (深

さ)1. 04mを測る。断面形は関口部が狭くなる台形を呈する。埋土は褐色~培褐色の土で、壁

際や墳底面lζは壁の崩落土が堆積している。埋土の上層から少量の土器片を出土している。

7図 1，.._， 3がそうであるが縄文時代晩期終末の大澗A'式に比定しうる変形工字文の施された同

一個体の土器である。 2の土器片から器形を推定すると、口縁部から底部まで直線的におりる

鉢形となる。胎土は精選されたものが用いられ、器厚は薄く 5阻前後で=ある。

SK06;MD55グリッドで検出した口規模(関口部径)O. 8 x O. 66 x (底径)1. 06 x 100 x (深さ)

0.62cmを測る。断面形は台形。埋土は暗褐色~黒褐色を呈する。出土遺物はない。

SK07;MC55グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 4 x 1. 24 x (底径)1. 46 x 1. 3 x (深さ)

1 mを測る。埋土は褐色~黒褐色を呈する。坑底部中央には黄褐色土が堆積している。主l乙西

側の壁から崩れ落ちた土と思われる。

SK08;MH55グリッドで検出した。 SK09の北西側に位置する。規模O.77xO. 64xO.18mを測

る。断面形は播鉢形を呈する。埋土は褐色~暗褐色を呈する。

SK09;MH55グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 54 x 1. 54 x (底径)2. 26 x 2. 38 x (深

さ)0.87mを測る。断面形は底部の張り出したフラスコ形を呈する。 SK09のプランは黄褐色

の粘質土層の上面でほぼ同色の砂の広がりとして確認された。乙の砂は土壌のほぼ上半分iζ充

填している。その下には褐色~暗褐色の土が堆積している。土墳の底面は、遺跡基本属位の第

V層の上面l乙作られている。

SK11 ;MH49グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 1 x 1. 24 x (底径)1. 12 x 1. 28 x (深

さ)1. 02 mを測る。断面形は関口部のやや狭くなる台形を呈する。埋土は黄褐色~黒褐色を呈

するが壁面の崩落土が底面壁際lζ堆積している。

SK12;MG48グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 52 x 1. 24 x (底径)1. 74 x 1. 52 x (深

さ)1. 01 mを測る。埋土は黒褐色~精褐色を呈する。底面から20cm程の間で、は径 6，.._， 7 cm程の

磯が13偲混じっているのが見つかった。また、乙の擦を含む層には炭化物も多く含まれている。
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第 2i;;"l ~1 3 i;~: 石坂介Vllj立i出

SK13;LQ53グリッドで検出した。規模(関口部径)O. 72 x O. 82 x (深さ)O.35cmを測る口埋

土は黒褐色~暗褐色を呈する。黄褐色土がブロック状lζ混入している。

SK14;LP44グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 58 x 1. 32 x (底径)1. 38 x 1. 38 x (深

さ)1. 56cmを測る。断面形では壁の中程lζ くびれ部分をもった瓢箪形を呈する。埋土は褐色~

黒褐色を呈し、くびれた部分の付近で、は灰白色の粘土層がある。底面には(関口部経)42 x 36 

x (深さ) 5 cmの浅いピットと、 12x 16cmの礁があり、その潤囲からは炭化した葦の断片が見

つかっている口

SK15;LM42グリッドで検出した。規模(関口部径)1.16xO. 96x (深さ)0.41 rnを測る。断

面形は袋状を呈する。埋土は暗褐色~褐色で、炭化物の細粒が含まれる。

SK16;LL41グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 7 x 1. 73 x (底径)1. 78 x 1. 55 x (深さ)

O.6rnを測る。断面形は底部でやや拡がる台形を皇す。埋土は全体lζ明るい。僅かな色調の違

いで褐色~黄褐色l乙分けることができる。また炭化物がごく少量含まれる。遺物は縄文を施さ

れた小破片が出土しているにすぎない。

SIく17;LD44グリッドで検出した。検出時には中央部でやや赤みがかった土、周辺部で培褐色

の土の円形プランとして確認口規模(関口部径)1. 38 x 1. 25 x (底径)1.2x1.15x (深さ)

1 rnを測る口西側の壁は張り出した部分が残っている。また、東側の壁の張り出しは、土層の

断面によって確かめる乙とができた。埋土は褐色~黄褐色を呈し炭

化物を含む。また土墳の下部lζ堆積する土には地山土がブロック状

lζ混入している。壊底部北西側から木炭が検出された。

SK18;LC44グリッドで検出した。規模(関口部径)1.55x 1.7 x (底

@ 
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第 2節調査の記録
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第 2篇第 3主主石坂台VlI遺跡
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第 2節調査の記録

SK23 60 SK23 61 SK23 SK23 62 59 
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SK23 63 64 SK23 

第9図遺構内出土土器

径)1. 25 x 1. 25 x (深さ)1. 13 mを測る。断面形は逆台形を呈する。埋土は整ったレンズ:1犬堆

積をなしている。埋土の色調は黄褐~黒褐色。第 7図 4，.._.10は墳内埋土中から出土した土器で

ある。 4，.._.9は器表面l乙縄文の施されたもの、 10は条痕文の施されたものである。また 7---9

は同一個体の破片である。縄文の原体は 4がRL、他はLRo

SK 19;LC45グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 48 x (深さ)1. 22 mを測る口埋土は墳底近

くでは水平に堆積するが、墳中央では垂直に近い堆積状態を見せる。色調は暗褐色~黄褐色。

第 7図11，.._.18は土壌確認面から理土中程までの間で出土した土器である。 11は内脅する口縁

をもっ鉢形土器の破片D 仁l縁部は磨かれて無文帯となり、体部には縄文が施される。縄文部分

は摩滅が著しく原体の半IJ別がむずかしいが、 LR原体を左上一志下の方向で回転している。 12--

18は同一個体の土器である。 LR原体の横位回転施文がなされている。

SK20;LC44グリッドで検出した。規模(関口部径)0.75 x 0.68 x (深さ)0.22 mを測る。墳底

部には木炭を充填しており、それに混じって土器片も多く出土した。

第 7図19---32は墳底部に堆積した炭の層l乙混じって出土した土器である。 19は器表面l乙幅 1

cm程の粘土紐を貼り付けその粘土紐上にLR原体の側面を押圧していったもの。円筒上層c式lζ比

定できる口 20は口縁部i乙連続する下向きの弧線列を 4，.._.5段重ねて施文したものo21も同様の

文様施文がされるが、 20と異なり弧線の連結部が交互に配置される。この 2片は晩期前葉大洞

B式の文様表出の技法を用いたものである。 22-32は器面全体に縄文が施されるものである。22・

23は同一個体、 25，.._.29は同一個体である。使用される原体は全てLRである。

SK21 ;LC44グリッドで検出した。規模(関口部径)1. 45 x 1. 25 x (底径)1. 6 x 1. 43 x (深さ)

1.16mを測る。断面形は底部でやや拡がる。埋土は暗褐色~明褐色を呈する口炭化物が少量混じる。

第8図33，.._.36は;境内埋土中から出土した土器である。全てLR縄文のみ施されたものo33・34

は同一個体である。

SK22;LB44グリッドで検出した口規模(関口部筏)1.5x1.5x (底径)1. 5 x 1. 38 x (深さ)

0.8m を?，~IJ る。壁はほぼ垂直におりる。 埋土は暗褐色~褐色で、上層lとは多くの炭化物片と

83 



第 2箭第 3章石坂台Vll遺跡

片が含まれる。

8図37---58はよ里土中から出土した土器で、ある。 37• 38は同一個体。小波状口縁をなし、文

様帯の上限、下限を l条づ、つの沈線で、画す。文様帯内lこは、短沈線列が施される。体部の縄文

はRLの横位回転のものである。 39• 40 • 41は同一個体。口唇部lこ斜めにおいた工呉の押汗に

よって小波状口縁に作出している。口縁以下LR縄文が横位回転、左 t. 右下の斜位回転施文

される。他は総て器商iC::LR縄文の施文されるものである。 42----47、48---50、52----58は各々同

一個体である。

SK23;LB44グリッドで検出した。確認プラン上に 2{回の礁を検出した。規模(関口部径)0.85 

x O. 85 x (底径)1. 7 x 1. 75 x (深さ) 1 mを測る。断面形は関口部が大きく張り出したフラ

スコ状を呈する。底面から20cm程上部から径15x 32cm程の擦が検出された。埋土は黒褐色~褐

色を呈する口

第 9図は境内埋二!こから出土したこi二器でミある。 60は折り返し口縁となったもの。他のものを合

め器表面にはLR縄文が横位回転施文される。

(2) 倒木痕

倒木痕はMDラインからMHライン、 48ラインから52ラインまでの聞に 6基、 MJ50グリッ

ドl基、 MK51グリッド 1基の 8基が検出された。確認時のプランは長径2.7m、短径2.1mで

黒偶色土の輪郭で顕らかにできた。この黒N古色土フoランの中央部からやや西側に寄っ

ローム@マウンドを確認した。短径方向で断面を観察すると、このローム@マ

ウンドは地山層に連続している。このローム@マウンドの東西両側から入り込む黒褐色土は、

西側からのものが中央部までももぐり込み、典型的な倒木痕の断面の在り方を見せている。ま

(事

84 

た、倒木痕のプラン東側の縁からは縄文時代晩期の底部を

欠いた土器が伏せられた状態で検出された。

土器は口縁部から弧線を描いておりる鉢形土器である。

[1縁部文様帯には、左傾する羊歯状文が19単位施される。

m 
cm 

第10図 倒木痕 (SX 10)および出土土器
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第 2篇第 3章石坂台VIl遺跡

口縁部文様帯の下眼は、 2条の平行沈線によって画される。体部は、 RL原体とLR原体を用い

ての羽状縄文が施文される。 RL原体、 LR原体とも 2段づっ施されて、体部中央で羽状をなし

ている。

(3) 炭焼窯

SN24 • 25; LN42 • L042 • L04.3 • LP43 • LQ43グリッドにまたがって検出された。

南側での表土の堆積は薄く、耕作による撹乱、植林による根の撹乱が地山面まで及んでいる。

SN24. 25とも、表土を除去した後地山面(第百層)の精査を行った結果中央部に黒褐色土が

堆積し、周辺に炭の充填したプランとして確認することができた。

SN24は長さ10.3m、i幅1.85m、深さ0.27mを測る。窯体の南側にはi幅O.4~ 1 m程の土手状

まりがあり、さらにその南側は幅 2m程の平坦面が作られている。埋土は、 (1)2 ~ 3 crn程

l乙含み色調は黒色でもろい層、 (2細かく砕けた炭と地山土の細粒が混じりやや粘性

を帯び黒褐色を呈する層、 (3)窯体のヒにかけられた土と炭の細片が混じる黒色の層の 3つで、構

成されている。 3層とも横断面ではレンズ状の堆積屈となって観察でき、炭の属は厚さ 6--8

crnを担IJる。底面西側 2/3f到支が高温であったために焼土化している。 SN25は長さ5.8m、幅1.3

m、深さO.07mを測る。炭の堆積層は確認できず培褐急土l乙炭化物の混入した}習が埋土となっ

ている口底屈には焼土化した箇所は観察されなかった。 SN24の窯体南側の土手状の高まりは、

SN25の南側まで続いている。

SN24・25は台地のゆるい傾斜面を利用して作られた炭焼窯で=ある。検出の状況からSN25は

SN24の構築@使用以前に作られ、 SN24の構築@使用時には既に片づけられてSN24の作業用

の空間として利用されていたことが推測できる。すなわちSN25よりもSN24が新しいのである

が、同軸線上lζ構築されていること、また、この種の窯の使用は本来 1回限りのもので、継続

して用いられたものではないことを考えると、 SN24• SN25はほぼ同一地点での 2回の作業結

果を示すものである。また、両方の窯ともこの南側の傾斜面が、 i幅2m程で日IJ平されて平坦面

となっている。これは原材である伐採後のナラ@ブナ等の薪を積み上げ、ておくような作業空間

として窯体の構築時に先られたものと推測できる。

(4) 溝

SD26;MC47. MD46・ME46・MF46で検出した。幅約25crn、深さ 4~ 6 crn、調査区内で確

認できた長さは、 11.3 mである。溝底は水の流れた痕跡が明瞭で、平滑な面に径 3--5悶の砂

擦が散らばっている。埋土は黒褐色を呈し、溝底面から剥ぎ取ることができる。

調査区外では、溝が南側の斜面まで続いており、 60mの等高線付近では、深さ約60crnにまで
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~ 2ii詰第 3 石版台vn泣跡

掘られて斜面下までのびる。遺跡の付近は、昭和20年代まで陸稲の栽培が行なわれた箇所で、

あり、この溝は、その耕作に関係して拙られたものと思われる。

2 その他の遺物

(1 ) 縄文時代の土器

第 13図 1~7 は同一個体である。残存する破片によれば口縁部以下垂直におりる円筒形の土

器である。仁l縁部 lこは縄文原体の先端による 3~4 の京Ij突安IJ と撚糸文原休の側面圧痕が施され

る。頚部には粘土紐が貼付されて水平にめぐるが口縁部の文様帯内でも何箇所か

させている。 にも撚糸文原体の庄痕列が並ぶ。体部にはRの撚糸文による文様が施さ

れる。胎土には少量の砂粒が含まれる。また、植物の繊維も僅かであるが混入されている口 8

は、大きく屈には粘土紐が貼付されて水平にめぐるが口縁部の文様帯内でも何箇所か、粘土紐

を垂下させている口 上にも絡縄体の)王痕列が並ぶ。体部にはRの撚糸文による文様が施さ

れる。胎土lこは少量の砂粒が含まれる。また、植物の繊維も僅かで、あるが混入されている。 8

は、大きく屈曲する頚部の破片である口屈曲部には 2本の隆帯がめぐる口隆帯開は先の鋭い工

具によって扶りとられている。胎土には 1~ 7同様少量の砂粒と繊維を含むo 9は、摩滅が著

しいがRL縄文の縦 されたものである。原体先端が折

り曲げられているため、ループ文に似た圧痕が表出される。

胎土には同様繊維が混入される。以上は縄文時代前期の土

器であり、 1 ~ 7は円筒下層d式に比定し得る。他もそれ

に近接した時期のものであろう。

10~12は折り返し口縁をもった土器で、ある口 10、 11では

t-~ j 
<::> 1 

品β
く二フ

〈ミ

ζ二コ 2 

ζこ〉 5 仁〉

第15図遺構外出土石器

88 

o 5 cm 

第14図 遺構外出土土器(陶器)

〈 ζ二二〉
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第 3節まとめ

口縁部lζ突起が作出される。 11では突起間に粘土紐がU字状にわたされ、その下lζ逆U字状粘

土紐が貼付される。器面i乙施される縄文はLR縦回転のものである。 13---15は縄文のみ施され

た破片口 13ではLの縄文が縦回転施文されている。 14• 15はLR縄文の横位回転施文である。

以上は後期の土器であるが、そのうちでも10，._，12は後期初頭に位置付けられる。

17は波状口縁をもっ土器である。口縁の下lζ2条の沈線がひかれ、その沈線開l乙短沈線列が

ひかれる。 18は縄文部分が浮彫りにされたもの口使用される原体は細密なLR縄文である。 19

，._，21は向一個体の破片である口口縁部がやや外皮し、頭部で屈曲する護形に近い器形をとると

思われる。口縁上端は連続した圧痕が施されて小波状を呈している。口縁部から底部にかけて

LR縄文が横位回転施文されているが結節部の綾絡文も同時に施文されている。 22はRL縄文を

左上-右下の方向で回転し、縦走する縄文として表出させたものo 23は縦位lζ貝殻条痕文の施

文されたものである。以上は縄文時代晩期の土器であるが、 23については晩期以外の時期にも

伴出する例があるので他の時期の可能性もある。 24• 25は、底部の破片であるが24は体部にLR

縄文が横位に回転施文されている。

(2) 陶器

第14図 lは内面lζアテ呉痕の残るものである。 2は内面iζ間隔3.5mm程で条線による卸し目

をひいた播鉢である。卸し目の単位は 5本を 1組としている。

(3) 石器

第15図 lの石鎌は両面とも丹念な剥離が施されている。石材は頁岩を用いている。素材となっ

た剥片の主要剥離面が図の左側に、他の面が右側に対応する。従って、図の左側においた面が

平らであるのに対し、右側では中軸に稜をつくる。断面形は偏平ではあるが、カマボコ形lζ近

い。 2，._， 6は頁岩の剥片であるが、 3では打面の反対側にできた部分に刃こぼれが認められる。

7も同じく頁岩製の石核である。横断固は三角形をみせる。一方に自然崩が残る。自然面から

の加撃の痕跡はなく、剥片のまIJき、取りにあたっては自然面の反対側にできた剥離面を最も多く打

面として用いている。

第 3節まとめ

本遺跡、において竪穴住居跡は l軒も検出されず、土壌のみが22基検出された。いずれにも平

面プランは円形もしくは楕円形であるが、断面形で大きく 3形態lζ分類できる。一般にフラス

コ状あるいは袋状土墳と呼ばれているが、上狭下広のものはSK05• 06等11基検出され、全体

89 



第 2篇第 3章石域合V立遺跡

の半分を占めている口その{也、円筒状のものが 3基、深さが50crni乙満たないものが 8基という

検出状況である。自然の営力や使用による壁土の崩落を考えると、円筒状のものも構築当時は

フラスコ状を呈していたとも考えられる。

フラスコ状土墳については個々の事例から貯蔵穴@土墳墓・陥し穴@粘土採掘坑@ねぐら等

多くの用途が考えられている。フラスコ状土壌の持つJ性格の違し 1から一つの用途に限定して考

えることはできないと言えよう。また、遺物をあまり出土しないというのも、この遺構の特徴

の一つである。

本遺跡の土墳が構築@使用された時期は遺跡全体の出土遺物から判断して、縄文時代後期@

晩期と推定することができる。 5基の土墳から土器片が出土したが、いずれも覆土からの出土

であり土墳の使用時期並びに用途を断定させるものとはならなかった。埋土の堆積を見てみる

とSK09を除いていずれも自然堆積の様相を呈しており、これらの土墳が廃棄後放置されてい

たことがうかがえ、少なくとも土壌墓としての使用はかんがえられないところである。 SK09

は廃棄後しばらくは放置されていたが、ある時期に黄褐色砂によって埋められたと思われる堆

積状態を示している。埋土及び墳底部より炭化物(クリ) .木炭等が出土している点を考癒す

ると、本遺跡、の土墳は貯蔵穴であったとする見方が有力になってくる。

次lζ土墳の配置状態を見てみると、土壌は台地縁辺部もしくは少し台地中央lζ入り込んだ所

iζ構築されている口しかも、これらの土壌は 5箇所に集中域を形成している。特にSK17--23

は調査区東端の台地縁辺部に群在している。各集中域内における土墳の先後関係ははっきりし

ないが、それらが同時に存在していたとも考えられる。一般に、台地上lζ形成された集器にお

いてーフラスコ状土墳は台地縁辺部に偏在するという特徴を有しているが、住居跡を検出して

いない本遺跡を集落の一部として捉えることができるかは疑問が生じるところである。住居跡、

を調査区外l乙求めたとしても、生活用呉としての石器の出土数が少ない点を加味するとやはり、

集落の一部としてのフラスコ状土墳とは考え難い。

集落外におけるフラスコ状土墳について考えてみた時、狩猟@採集場における仮の貯蔵穴と

しての用途を考えられItしないか。貯蔵の対象となったものは、 ドングリ@クリ等の堅果類で

あったと考えられ、その採集時期は秋に限定することができる。冬期間の食料となるものであ

るから、かなり膨大な量の堅果類が採集されていたと推測できる。秋田市下堤遺跡@能代市館

I遺跡@山本町古館堤頭遺跡においてフラスコ状土境の中の温度@温度が計測され、外気l乙

関係なく土;境内は常lζ一定の温度。湿度を保っており、植物性物質の貯蔵には適した条件であっ

た。この温度@湿度の一定性から察するに、膨大な量の堅果類を集認に一時に運び込むことを

せず、採集地に仮の貯蔵穴を構築し、短期間ではあるが、そこに貯蔵していたことをうかがう

ことができょう口本遺跡より検出されたフラスコ状土壌もその性格を持っていると言える。
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第 4章 石坂台噛遺跡

(5IZD噛・ No.35) 

所在地秋田県河辺郡河辺町戸島字七曲石坂台168-3他

調査期間昭和60年 6月25日---11月1日

調査面積 6，520 rrf 
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第 1節調査の側要

第 l節調査の概要

1 遺跡の概観

通称、七曲台H は、 lζ形成された三面の河岸段丘から成っている。それは北西側

からI1演に七曲台面、上野台面、権台面と呼ばれ、石坂台W遺跡は上野台国左端iζ位置する。遺

跡の南西側は白熊沢が入り込み比高差約23mの急峻な躍となっており、北西側と南東側も断面

V字形の深い沢によって関析されている。このため遺跡全体の形状は、上野台面から南西に張

り出したl幅230m、長さ100mの舌状を呈し、その南東側には、南東方向から短小な沢が入り、

遺跡を東西lζ2分している。(このため、西側部分をA地区、東側をB地区とした。)標高は45

血-.，46 mでA地区やや東寄りが最も高い。東北横断自動車道秋田線は、舌状台地の中央部を横

切るように、南東から北東に幅約35mで、走る。

遺跡北西側の沢をはさんで対岸には、縄文時代中期後葉の竪穴住居跡や縄文時代の土墳が検

出された石坂台IX遺跡、北側には縄文時代後期末~晩期の土墳群が検出された石坂台車遺跡

(昭和59年度発掘調査)がある。

発掘調査前遺跡上面は、植林された杉と、クリ、ミズナラを主とする雑木林で、土層上部は

B地区の一部を除いて黒ボク土が比較的厚く堆積していた。第 2図はA地区中央部の土層断面

A区

H 44，700m 

l 

第2図 A地区土層断面関
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H=43，OOOm 

荘 =41，OOOm

第4図 A トレンチ土層断面図(ブリケーション)

図(第 1図 E) で、 A地区全体の基本的 I儲は暗褐色表土。第E層は検出

されない箇所もあり全体に分布するものではないが、赤味を帯びた暗褐色土である。第盟層は

黒褐色のいわゆる黒ボクで、この上部l乙縄文時代の遺物を含む。第四層は漸移層で、遺構の大

部分のものはこの面でその存在の推定が可能であるが、プランの確認は第V窟上面でしか行い

得なかった。第V}習は褐色の粘質土で後述するブリケーションはこの層の中位で平面的に把え

る。第VI層は明褐色粘質土で、第V層よりもくすんだ色に見え、粒子も細かく、締まりもよ

い。第XIIは黄褐色~明褐色を呈する粘質土であるが、全体としては第VI層などよりも粘性が少

なく、砂粒も若干混じる口第V1II}麗は砂IC2 ~ 5 mmの小i擦を合む層で、ほぼ水平に連なっている。

第IX層は基本的には第羽層 lζ{目、ているが、黄白色粘土を少し含む。この第四層は層厚が1O~30

cmで=あるが、全体に強く波打っており、この層のほぼ中位ぐらいで、水平にすると下の第X層

浅黄色粘土が部分的に見えはじめ、平面的には浅黄色粘土が第IX層の明褐色土を玖り囲んで 1

個の径が40~60cmの亀甲状のきれし 1な模様を描く(図版 3 )。これはいわゆる環状土といわれ

る構造土の一種であると見られている。第X層は浅黄色の粘土で、その上部ほど強く波打って

いる。第百層はにぷい黄灰色粘土で、その聞に厚さ 1c則前後の砂と小磯の躍が横縞状に数条入

る。第XII層は段丘砂磯層で、その上位はくされ磯掠のものもみえる。

3図はB地区の土壊集中域西端の土居閣である。(第 l図F) この部分にはし 1わゆる黒ボク

はなく第 1層は赤味の強い暗褐色を呈し、 A地区の第 1.買層l乙対応する。第 H層は赤味の強

い褐色土で、地山土と思われたが、遺物が主にこの上部から出土し、 A地区の第盟層下部から

に対応するものと考えられる。第車層は掲色土で、粘性は少ない。第IV属は黄褐~砂質

粘土で、締まりがよく硬い。第盟層と第IV層がA地区の第VI層iζ対応すると考えられる。第V
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層は明黄褐色の砂質粘土で、 A地区の第VI層lこ対応できる。なお、この部分においては段丘磯

では掘らなかった。

A地区においては縄文時代までの遺構の調査後、第V lζ|日正i器時代の造物が包含され

ているか否かを確認するため、南北lこ討4本のトレンチ(第 1図A.B. C • D)を入れたとこ

ろ、この中のAトレンチ(第 l図A') において、第 4図に示したような土属のうねりが観察さ

れた。この土層のうねりの単位はi幅0.5"""1.5m、深さ0.3"""0.8mのもので、平面的には楕円形

や円形の土壊状を呈する。また、その断面形は、袋状あるいは鍋践状のものから波頭状を呈す

るものまであり、インボリューションの中のブリケーションと呼ばれるものに似ている口なお、

このような土層のうねりは、 A地区全面lζ明確な形で見られるわけではなく、 4本のトレンチ

のうち、 Aトレンチの中央部において特に顕著に見られた(図版 4)。

検出された遺構は、縄文時代竪穴住居跡.土塘@焼土遺構などである口これらは第 5図lζ示

す如く、調査区内に平均的にあるのではなく、それぞれの地区で集中する部分と散漫な部分と

がある o A地区は、南東 北西約200m、北東 南西約80mの南西に張り出す舌状台地の中央

部を南東 北西方向に長さ約130m、幅約33mにわたって発掘調査したところ、縄文時代中期

末、後期初頭の堅穴住居跡や土墳などが、台地縁辺から o......30 mの帯状の範囲にそれらの大部

分が存在することがわかる。さらにこれらは、その集中の状況、遺構の種類、伴出遺物や周辺

の出土造物などによってさらにいくつかのまとまりとして把えることも可能である。 B地区で

は、南北約60m、東西約40mの略三角形を呈する台地の西側先端部約500rrfの部分l乙縄文時代

晩期の土壌群などが集中している。

出土した遺物は縄文時代前期末~弥生時代末までの土器、石器などであるが、その分布も遺

構群の分布状況に似て比較的集中する部分とそうでないところとがある。 A.B両地区とも遺

構群が集中する部分には遺物も比較的多く、その他は少ない。また、出土士.器について見ると、

大部分相製十器で復原も困難なほどに磨滅しているものが多いが、 1片の破片が単独でポツポ

ツと出ることよりも、完形lζ近いものや、口頚部や{本部、底部などがまとまって出土すること

が多かった。

2 調査の経過

昭和59年秋に行った分布調査の結果、現地表面下約20crnの部分までは、遺物がほとんど包含

されておらず遺構の確認もその下位でないと不可能であることがわかっていたため、発掘調査

予定地は、まず、重機によって約20crn粗掘りし、その後人力によって掘り下げ、遺構・遺物の

検出を行った。

6月25日、ベルトコンベアーと土砂運搬車を使用して調査を開始した。 7月 3日までに調査

11:) 





調査の概要
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A地区遺構及びグリッド配罷図第 6図

V層上面でSKOl• 02 • 03 • SI04をさらに区端から71~70 ラインまでの第四層を掘り下げ、

西端部分でSK05~10. SK12~15 ・ SXllなどを確認した。 SI04ではその埋土中 lζ縄文時代中

期末葉の大木10式土器が包含されていることを知り、 SXllは、明確なプランは把え難く、掘

その周囲の状況などから住居跡の可能性

にも支障を
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7月上旬から梅雨あけの 7月下旬までは雨の日が多く、

り込みもないように見えるものの、中央部の焼土や、

があると考えられた。
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きたす程であった。 7月12日、前日からの雨のため調査区西端部で、夜のうちに幅 8mにわたっ

て斜面全体が地滑りを起こしていたことに気付く(図版 4)。以前からこの台地の北南部第V

層上面では、台地縁に沿う形で明雄な土色の違いが見られ、これがどのような意味を持つのか

気になっていたが、このような地滑りに関係するものであることがわかった。また、地滑りの

痕の断面には、平面的には雄認されていなかった小さな土墳のK17)が半哉された形で現れ

ていた。このことからすると、本遺跡での8104竪穴住居跡や、 8K02.03土墳などが位置する

場所というのは、構築された時から台地縁の肩部といっていいほどの地点にあったものではな

く、浸食が進むにつれて、台地縁辺が地滑りを起こし、結果的lζ、現在の位置になったという

ことも十分に考えられるところである。

7月17日、 8K12土墳の精査を行ったところ、この土壌は浅いビーカー状の土壌の壊底から

その下に連続してフラスコ状の土墳が掘り込まれた二重構造のものであることが判明した。 7

月26----30臼までにMG66----MH64グリッド周辺に 5つの土墳と焼土遺構を検出。土壌埋土中及

び周囲の出土土器から縄文晩期の遺構群であると判断された。

8月lζ入り暑さも本番を迎えたが、調査の方は台地中央部lζ移り、遺物@遺構とも多くは検

出されなくなった口 8月26日、 MF51グリッドを中心lζ数基の土墳 (8K50• 51など)が検出

された。同28日、 8K50・51を半載したところ、 8K50においては、その埋土の堆積状況が模式

的であるため、これを真横から観察し、写真撮影するため、その北西側部分を深く掘り下げる

こととする。

9月3日、 A地区の調査は、一部の遺構の精査、実視IJ等を残しほぼ終了したため、同 4日よりB

地区の調査にはし、る。 B地区は、太くて抜根できなかった切り株が多かったが、 9月17日までに20

数基の土墳を確認した口これらの土壌の中には、埋土上部中央lζ地山土の入るものが散見され、

同18日から精査を開始する。 9月初日より、 A地区lζ4条のトレンチを入れ、第V層以下の造物

の有無の確認を行った。その結果、 Aトレンチでブリケーションを良好な形で確認できた。

9月に入ってからは雨の日が続き、作業も計回通りに進まない。また、台地先端部の土墳の

中は予想をはるかに上回る数 (43基)で、しかも大きいものが多かった。 10月8日までにB

地区も実測、写真及び一部の遺構の精査を残すだけとなったため作業員の半数以上を松木台頭

遺跡の調査に回し、A地区の補足調査等も併せて行って、石坂台噛遺跡、の全ての調査を終了した

のは11月 1日であった口

第 2節調査の記録

前述したように石坂台四遺跡は、遺跡全体としては幅300m、長さ100mの舌状の台地である
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が、この間に小さな沢が台地を東西に分けるように入っており、西側部分をA地区、東側部分

をB地区とした。このため以下の記述もA.B地区に分けて行う。

1 A地区の検出遺構と遺物

A地虫で検出された遺構の総数は47で、その内訳は縄文時代の竪穴住居跡 2軒、土;墳33基、

焼土遺構 8基、その他、縄文時代以外の時期の遺構 4基である。これら遺構の確認は、大部分

のものが第IV層 i二面で=行われたが明確なプランは第V層 i二回まで下げないと無理であった。し

かしながら、 8I04竪穴住居跡や8KOl土壊は、土層の観察から、第田層上部から掘り込まれて

いることが認められたので出土遺物のレベノレなども併せ考えると、本遺跡の縄文時代の生活面

は第E層上部にあったとすることができる。

(1 )堅穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は、調査区西端部で 2軒検出されたが、このうち8111は、壁が検出さ

れず本当に竪穴になっていたか否か不明である。

8104竪穴住居跡(第 7• 8 • 9 • 10図、図版 5• 6 • 23・24• 25) 

調査区北西隅第IV層下部で、検出された竪穴住居跡である。住居跡の北側は、あと 1m足らず

で急斜度の崖となっており、台地縁から段丘崖にかけての肩部に構築されている。このため、

確認面のレベ、ルは住居跡南端と北端では約0.2mの差があり、北側では壁を検出でミきなかった口

平面形は南北2.8m、東西2.5mの略円形を呈する。床面は中央部分ほどやや凹む傾向にあるが、

ほぼ平坦で締まっており、特lこ中央より南側で堅い。 に立ち上がり南側では0.2mほ

どの高さがあるが、 :ltffiljiζ行くにつれその高さを減じ、北側で、は認めることができなかった。

柱穴及びそれに類する小ピットは、南端掘り込み!こjJに性格不明のものが l個あるだけでこの他

は全く検出できなかった。壁溝はない。

炉は石囲いあるいは石組み部を持たないものの、複式炉として把え得るものである。床面i十l

央やや南寄りに第 8図 1の深鉢形土器を珂!めた土器埋設部分があり、それに連なってその南側

に長径0.9m、短径0.5mの逆U字形の掘り込み部がある。第 8図 1の深鉢形土器の中lこ同図 2

の小型深鉢形土器が入子状lこ入っていた口逆U字形のifttlり込み部は土器耳H設(日IJでt深くなってお

り、その内而がよく焼けている口なおこの部分で、石の抜き取り痕跡は認められなかった。

炉の反対側、北端部には丸|味を持つ河原石が 2伺と細長し¥fi引京石が 1個、 とともに床

ffiHこ接するようにしてあり、特lζ細長し、それは墜にu'{交する形になっている。また、床面中央

やや北側には(図iこjJの点線内の部分)床而結五時から焼土粒がわず‘かに認められ、どのような

怠l床を持つのか不明であったが、これが床面哉ち害IJりの際ノトさな土墳憾の掘り込みであること

が判明した。そしてこの掘り込み床面から出土した土器片が炉に使用された外側の土器に接合
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第 7図 SI04竪穴住居跡

する口このように、炉に使用された土器の一部が、どのような経緯のもとに埋められるに至っ
たのかは明らかにすることができなかったが、興味ある事実である。なお、この土壌様の掘り
j~み部分が古い炉の一部ではなし、かとの疑いもあったが、掘り込み部の底面もはっきりせずそ
れを証明するような事実は検証されなかった口

本住居跡の埋土中からは、 RP1----4の土器が出土している。このうちRP1 (第 8図 1)は
床面からlOcm]背後、他のRP2・3・4は1----5 cmほど浮いた状態で、出土したものである。

1] 8 



第 2節調査の記録

第 8図 8104出土土器

119 



第 2M 第 4章石坂台'AI遺跡、

3 -a 

(1/2) 

第 9図 SI04出土土器

出土造物

第 8図 lは、二|二器埋設炉lζ使JTJされた外担Ijの土器である口復!JRされた結果、現存高約35cmで、

あるが、これは住居床面やや北寄りの掘り込み内から出土した土器片が浪合したためで、炉と

して使用されていた時は上半部約22cmしかなかった。この土器は口縁部の品を欠損している

が、器高の上 1 3程l乙最大径をもっ深鉢形土器である。仁!縁部lζは1m文が設けられ、休

部は全面縄文が施される。第10図 6がこの土器の口顕部破片である。[]縁部の11詩文，;誌と{本部の

境界lこは、 4 箇所 lこボタン状の突起が貼1，jーされる。この突i~~こ向い[]縁 i二端から;垂!ごする 2 条
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6 

第10図 SI04出土土器
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の沈線が突起部分で左右に分かれ、無文部と縄文部の境界を水平に巡る。この沈線の直下およ

びボタン状突起の周囲、口縁部を垂下する 2条の沈線開には先端の丸い榛状工呉により器面lζ

対して左から右への方向、ならびに下から上へ向つての方向で列点文(刺突列)が施される。

体部の縄文はLR原体を縦位lζ回転させたものだが、 1段から 2段へ撚り合わせた際の先端(折

り曲げられた側と反対の端)を帝国い撚紐で縛った痕跡が、縦位の筋となって観察される。乙の

筋によって観察される原体の長さは、 18---19mmである。

第 8図 2は、{本部の断面形が球形をなす鉢形土器で第 8図 lの中に入子状lζ入っていた。体

部の最も張り出した部分で器厚が簿くなり、日縁上端、底部へ向うにしたがい厚くなる。口唇

は内側がそがれて、鋭角の断面形を示す。体部の縄文はRL原体を縦位iと回転させたもので、

やはり原体の先端の一方を細い撚紐で縛っている。体部の縄文部と口縁部無文帯は、 1条の沈

線で区間している。

第 9図 3-aは、 RP1で大形の深鉢形の体部である。体部上半ではS字状の区画文がその両

側で交互に組み合うような構図で配置され、下半では、上半の区回文の配置に沿って、逆S字

状の区画が描かれる、すなわち下半では、上半のS字状区画文と組み合うことによりできるニ

角の空聞に右側へ傾いた波頭状の区画文がのびるような構図をとる口区画文の内部にはRL縄

文が縦位を基調として回転施文される。したがって、縄文の条は斜行するがところどころ縦走

するなど回転方向が変わる箇所も認められる。区画文自体は、縄文施文後にま郎、粘土紐を貼り

付けてその両側を指頭によって調整し断面形が三角形の微躍起線となるよう仕上げたものであ

る。縄文の回転方向にいく分違いがあることは、区画文が施される以前lζ全面縄文が施され、

区同文施文後lζ外部が磨り消されたというものではなく、縄文はある程度区間文の割り付けが

された中に施文された乙とを示している。区画文の仕上げ‘および無文部の調整は最終的なもの

として行われている。 3-bは、この土器の文様展開図で、 3-aの4分の lの縮尺である。

第10図 4は、 RP2で口縁上端が僅かに外反し、体部の中半が膨らtr深鉢形土器である。口

縁部は、幅10---20mm程の無文帯となる。体部には沈線によってJ字形の構図の区間文が描かれ、

その外周も沈線によって閉まれる。 J字形の区闘の内部は無文、その外側は縄文施文、さらに

その外側は無文となる。体部下半では上半の区闘に呼応して波状文が描かれ、波状文下が縄文

施文部となる。文様施文にあたっては①沈線描盟、②縄文部分となるべき箇所の挟り込みと無

文部の調整、①縄文の充填施文の順序で行われている。使用される縄文原体はRLの撚りであ

る。回転方向は充填しながら施文するため、区間のなかで縦位から横位へと変わる。

第]0図 5は、 RP4で外反する波状口縁の破片である。口縁の形状(波形)に沿って口縁下

l乙隆線が貼付され、その下i乙沈線による区画文が描かれる。 7は、 RL縄文の横位回転施文さ

れた底部近くの破片である。最も底部に近い部位は、ミガ、キ調整されて無文化している口
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第 2節調査の記録

CF、¥

。

以上のことにより、この竪穴住居跡は縄文時代中期末葉のものである。

SI11竪穴住居跡(第11• 12図、図版 7イ 5)

調査区北隅、台地の肩部にある竪穴住居跡である。調査区北端部の調査中、第N層中位で遺

構の有無を確認していたが、 MK71グリッドを中心にして略円形lζ土色の違いが見られた。

査したところ細長くよく焼けた部分が検出され、その近くからややまとまった土器日も出土し

た。さらには焼土を'11心にしてその周囲lζ径O.25~O. 6mの柱穴様のピットも見っかり、プラ

ン e 壁とも不明確ながらもこれを住居跡として把え、推定される生活面からの深さも勘案して

昭穴住居跡としたり
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第12図 8111竪穴住居跡出土土器

炉は南東一二!と西方向lζ4mほど連なる細長い地床炉である口この地床炉をよく観察すると、

中央部から北西側にかけて 3箇所のよく焼けた部分があり、結果的に細長い炉になっているが、

径00 5'"-0.6mの焼土が連なったものとも見ることができる。床面は、本住居跡自体が第V屈を
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掘り込んだ、ものではないため、第百}雷の土との区l:lIJがっけにくく明確ではないが、中央部が少

し凹むものと思われる。壁は全く検出できなかった。柱穴様のピットは炉を中心にして合計23

個検出されたが、主柱穴などを決定するには至らなかった。ただし、炉との位置関係や深さな

どからして、 P5 • 6 • 7 • 8 • 9 • 10 • 11などをそれにあてて、炉も移動していると見られ

ることから同じ場所での幾度かの建て替えとすることもできる。この場合、 P1・2・3.4. 

5などが壁柱穴とも考えられる。そして、このようにすると、壁柱穴を結ぶ点線で描ける

をこの住居跡の平面形とすることもできょう。

第12図 1~11 は、同一個体で焼土周辺から、焼土とほぼ同じレベ jレで、出土した。口縁部がゆ

るく外反し、休部で膨らむ深鉢形の器形を呈すると思われ、口縁は緩い波状を呈する。地文に

はLの撚りの撚糸文が施される。仁l縁の波頂部下lこは竹管状工具による束Jj突がなされ、それを

中心として口縁~体部の文棟が展開する。文様の表出は沈線による区画とその外側を磨り消す

によるが、沈線の末端が渦巻くものが用いられている。残存する破片から推定しうる全体

の構図は、口縁の波頂間lこ辺をもっ三角形と、それがつくる三角形の空間に配置される水滴形
ぷ

の構図によって様成されると思われる。胎土lζは砂粒が含まれ、害IJれ面は脆い。 12は、同じく
片手ー

波状口縁、をもっ鉢形土器の破片で=ある口日縁は内湾し体上部で膨らむ口口縁は折り返し口縁と

なる。波頂部下の口縁には、視力検査マーク(下)の施文がされる。体部の文僚は、 i波頂部下

を!こjJ心として展開する。施文手法は磨り消し縄文の手法によるが、地文としてはrの撚りの撚

糸文が施される。日台土lこは砂粒を含むが、焼成は比較的良い。

ら、本住居跡は縄文時代後期前葉のものである。

(2) 土墳

A地区からは縄文時代の土墳が33基検出された。これらの土墳はその形状及び、出土造物など

から、の~。の日種鎖lこ分けられる円

土境a:平面形は円形で、壊口部から頚部にかけてが、境中央部あるいは墳底部の径より小さ

し寸二壊である。断面形が袋:伏あるいはフラスコ:伏を呈する。

SK12 3.14.23図、図版 8• 26) 

調査区北l垣部、 8104堅穴住居跡の東方 5rnで検出された。このj也，点も8104と

部にあたり、本土墳の確認而mv は南と北で約0.3rnの比r!r{iJ差がある。

勺初、 8K12は直径2.5 rn riiJ後のごJ-_塘あるいは、小さな52穴住居跡と予想されたものであるが、

主践して掘り下げたところ、深さ0.9rnまで達しでもt!J:j側部分では墳底面が検出されず、さら

にj)l1jり進んだ。その結果、第13図でもわかるとおり、本土墳は大きな円形の浅いビーカー状を

るこL墳 (j;)、ド「ビーカ一部Jとよぶ)とフラスコ状の土;壊(以下「フラスコ部Jとよぷ)
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S K 12土壌出土土器第14函

このビーカ一部とフラスコ部に切り合い関係がとが重複するような形であることがわかった。

あるか否かを判定するため、土墳断iiiなどを仔細iζ検討したが、図lζ示したとおり切り合いは

フラスコ部の塘口部の形が不自然認められなかった口また、仮に切り合いがあるとした場合、

このようなことから、本土壌は口径1.8--2.0 m、底径1.5m、深さO.85mの浅いピーで狭い口

力一状の土壌の西側底面から、深さ1.05m、底径1.2mのフラスコ状の土墳を掘り込んだ二重

ビーカ一部の土墳底面東側約 3分の 2Iζ 
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構造の土墳であると判断された。土の状況からは、



第 2篇 $4市石坂台咽遺跡

さ10crnの黄褐色粘土が堅くたたき締められた状態であり、乙れが一部フラスコ部側に落ち込

んでいることから、この土壌が廃棄される前は、専ら、フラスコ部が使用されていたものと推

定される。フラスコ部の深さは確認面から1.9mあるが、底部は段丘砂牒層を10crnほど掘り込

んでおり、底面には砂燥が露呈していた。底面は直径1.1--1. 2mの正円に近い。

フラスコ部の底面南東部には第14図、図版26のように 3枚の打ち害IJられた土器片が、約500

の傾きをもって壁に立てかけられた状態で重なって検出された口この土器片は、口径44crn、残

存高30crnの大型の深鉢形土器(底部を欠く)を縦lこ4分割したうちの 31女で、 i二と下の土器片

は口縁部を下にし、中のものは逆に口縁部を上にしていた。これらの土器片の分割面を観察し

たが、分割方法を解明できるまでには至っていない口

坦:土中から第23図 1--4の土器片が出土している。第23図 1t土器出にLR縄文が縦{立回転施

文された底部近くの破片。縄文の押圧は浅い。図の下側の断面は底部と接若した粘土帯の様子

が明瞭に観察できる。胎土には僅かに繊維を含む。 2はやや内傾する口縁をもっ鉢形土器の口

縁部破片、口唇のナデ調整の結果、日程上端は外但iJへ突き出る。体部にはRL縄文が横位に回

転施文される。胎土には僅かに砂粒を含む口 3、 4は器面に、 Rの黙りの条間隔の広い絡条体

が回転施文された破片口いずれも胎土に砂粒を含むが、粘土は精選したものが使われ、焼成は

良好である。

SK02 (第15図・ 23図、図版 9・28)

調査区北端の遺構群中で検出された土墳で、台地縁の属部斜面l乙構築されている。残存した

深さは0.5m で南側底面が墳口部よりも外側に食い込んでいる。南壁1~~1位 iこ河原石があったが

は:不明である。

1m土中から出土した遺物は、第23図 5--7である。 5は直立もしくはやや内傾する口縁をも

っ鉢形土器の口縁部破片。器面には左上 右下の方向でRL縄文が回転施文される。 6・7は

縄文の回転施文された破片。 6はLR横位、 7はRL縦{立の原体、凹転方向をもっ。

SK03 (第15図、図版 9) 

8K02土壌の西側 2mの位置から検出された土壊である。やはり台地縁の肩部に構築されてい

る。Lli至上 6--1.8m、!副主1.6--1. 7m、確認面からの深さが0.85mで、本造構中の土墳としては

比較的大きい。底而は平沼でよく締まっており、壁もしっかりしている口遺物の出土はなかった。

SK05 (第15・23図、図版10• 28) 

調1t区北端部、 8111の1..5 m北側から検出された土墳で、ある。やはりこの部分も南西から北

東側に緩く下降した台地縁で、 8K02・03と若、地LLI面のレベノレが高い方lこ境底miが食い込

むように掘られている。すぐ北東側に河原石の入ったSK06があり、 filij土墳ともその一部が、

昭和59年秋の範囲確認調奇によって切られている。
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第23図 8、 9が埋土中から出土した土器片で、 8は器面lこLの原体を回転方向を違えて施文

した例、 9はRL縄文を縦{立に回転施文した例である。 9は土器片の周縁が打ち欠かれており、

円盤状土製品の可能J性もある。

SK07 (第15・23図、図版10• 28) 

区北端部の遺構群中の土墳である。 8K02• 08土墳の中間 し、横底部が地山土の

レベ jレの万に食い込んでいるのは前二者と同じである。口径0.85m、底径1.1m、残存する深

さO.6~0. 4mと小さい。

埋土中から第23図10・11の土器片を得ている。 10はLの原体が横位に回転施文された鉢形土

器口縁部の破片である。 11は口縁部の直立ないしは僅かに内に傾く鉢形土器の破片で、器同lこ

はLの縄文が横位に回転施文されている。

SK08 (第16• 23図)

8K07の南東但iJ1 m にある土墳で、 8K07と規模@形状ともによく似ている。 8K10と北端で

重複するが、前後関係は半IJ然としなかった。

第23図12がtm土中から出土した土器片で、 RL縄文が施文された鉢形土器の体部破片である。

SK13 (第16図、図版11)

調査区北端部遺構群中にあるが、台地縁の肩部よりは約4.5m内側にあり、確認面は平坦で

あった。口径0.7m、底径 1m、確認面からの深さ0.7mの小型の士市墳ながらも、断面形はフラ

スコ :1犬を呈する。出一士j毒物はなかった。

SK15 (第16図、図版11)

調査区北西部遺構群中、 8111 の ï[~側に接するようにして検出された土壌である。墳!底部が東

西に膨らみ、断面形は袋状を!日lする。 8111竪穴住居跡との関連も考えられるが、造物の出土は

なかった。

SK23 (第16• 23図、図版12• 28) 

調査区北端部遺構群の中で、は、最も南西lこ位置するこj-:壊で、ある。本 U品は西{RIJIこ風倒木痕が

あり、風倒木痕の東側の黒色 i二を切って掘られていた。確認面からの深さは0.6mと比較的浅

いが、断面形lこ見るように壊11=1位で壁が窄まり袋状を呈する。

埋土中から第23図 13~16の土器片が出土している口 13はやや I)~傾する口縁部をも

の破片。器而lこはLR縄文が横位回転施文される。 14は頚部に段差をもたせた戴形土器の口縁

部破片。[]縁部は調整されて傾文化される。体部は本来縄文を施文されたものであろうが、磨

滅が甚だしく原体の半IJ別は不能。 15は、沈線による区同文をもっ鉢形土器の体部。使用される

原体はRLo16はLRJ京体が縦位回転施文されたザIJである。

SK50 (第17・23['61、図版13・28)
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南部西端土墳群中にある大きな土壊である。本土壌の北東側にあるSK51土墳と

しており、 SK51の南西側の一部を切っている。口径1.65m、底径1.8mと僅かに底径が大きい

だけであるが、壌中位で壁が窄って断面形はフラスコ状を呈する。埋土の状況を観ると、壌中

位の窄った部分から下の壁側l乙、壁面の崩落と考えられる明褐色土(図中のスクリーントーン

の部分)と、第盟@町層の土と考えられる暗褐色土とが、それぞれ 7--8枚の帯状になって互

層に重なっていた。両者の土層の厚さは 2--10cmで、日月褐色土は壁から10--15cm離れた部分で

く、暗褐色土はそれよりも中央部側で厚い。また、この両者から成る土居は壌中央部までに

はほとんど達していなく、断面形ではV字、あるいはU字状lとその部分が残っている。そして

そこに充填されているのは暗褐色の締まった土で、硬いブロック状の塊も含まれている。恐ら

くは人為的に場められた土がこれであろう。埋土上部中央lζは断面形中華鍋底状l乙第班層の軟

かい黒褐色土が入っており、この部分は自然堆積と考えられる。このような観察結果から、本

土壌のような埋土の堆積状況が見られる土壊では土墳構築時においては境中位の窄まりもある

いは壌口も現在我々が見るよりもより狭く、小さかったとすることができょう。填底面は砂質

で、非常によく締まっていて堅かった。

大きな土壌の害1]1ζは伴出遺物が少ない。第23図17、18が図示し得る遺物である。 17、18は器

面iζLR原体が横位回転施文された土器片で、 17は胎土堅織で焼成良好なのに対し、 18はやや

不良である。

SK51 (第17図、図版13)

SK50によって南西側の一部を切られている土壌である。残存する深さは確認顕からO.45m

で、埋土中位には厚さ 5--6 cmのよく締まった堅い面があり、人為的に埋められたものと考え

られる。遺物は出土しなかった。

SK31 (第17園、図版14)

調査区中央西部で検出された小さな土壊で、本土墳の北側 3ml乙bタイプの土墳SK25がある。

口径1.1m、底径1.3m、確認面からの深さO.55mのきれいな袋状を呈する。出土遺物はない。

SK64 (第17図、図版14)

調査区中央部、SK32--35などのbタイプの土墳が集中する部分の南側にある土墳である。確

認面からの深さはO.4mと浅いが、口径O.7m、底径1.1--1. 2mのきれいな袋状を呈する。底面

全面にその上の埋土とは異なって、堅い黒福色粘質二上が厚さ 5cmであった。出土i毒物はない。

SK48 (第17・23図、図販15・28)

調査区南部西端土墳群中の一番北側 る土墳である。口径と底径がほとんど同じで、

深さも確認面からO.5mと浅いが、壊口近くでやや窄む。

第23図19が埋土中から出土した。頚部に緩い屈折を持つ整形土器の頚部~体部の破片で器面
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にはLR縄文が横位回転されている。

SK53 (第17• 23図、図版15• 28) 

第 2節調査の記録

SK51の 2mの位置にある土墳である。口径1.05m、}ま径1.2m、確認面からの深さがo.

55mの整った袋状を呈する。

中から第23図201乙示した土器片が出土している。器固にLR縄文を横位回転施文させた

深鉢形土器の口縁部破片である。日台土は精選した粘土を用い焼成は良好。

土議b:平面形が円形で、断面形が長方形あるいはフライパン状を呈する土墳である。深いも

のは少なく、他の土墳に比して遺物が多い。

SK01 (第18・24図、図版15・27)

調査区北東端部で検出された土壊で:ある。確認面からの深さが0.25mと浅い。口径が1.05m 

あるのに対し、底面の平坦な部分はせいぜい径0.6mと狭く壁が緩く立ち上がっている。

埋ニヒヰ1から第24図 1・2の土器細片が出土している。 LR縄文が横位lζ回転施文されている。

SK24 (第18図、図版16)

調査区中央北東部から検出された土壌で、第町層漸移層上面で平面形を確認した。平面形は

口径約 1mの正円 lこ近い。確認面からの深さは0.4mで底面もしっかりしており、壁もほぼ垂

謹l乙立ち上がる。底面から0.2mの高さのところに小さな河原石が一個人っていた口遺物は出

土しなかった。

SK32 (第18• 21 ・24図、図版16• 17 • 27) 

北東部遺構群中にあり、本土壌の西~南西方向にSK33・34土墳が位置する。第町層中で害IJ

れた河原石とともに第21図 11ζ示した深鉢形土器の一部が検出され、 したところ、円形の

土墳であることを知った。 ζの土器片は、最も下のものでも底部から 6cmほど上である口口径

1.1m、底径0.9m、確認面からの深さ0.3mで、誌面と壁との境は明確な稜をなさない。

第21図 l、第24図 3・4が埋土中から出土した。第21図 lは口縁部が僅かに外反し、{本部上

半で球形に近く、下半では直線的におりる整形土器である。仁]縁部は小波状口縁となり調整を

うけて無文化し、体部lこはLR縄文が横位回転施文されている。胎二1=.1乙は径 5，.._， 7 mmのきわめ

て粗大な石英粒子が混入され、土器の割れ仁lが非常に荒れている。このため、体部上半と底部

がうまく接合しなかった。第24図 3は頚部をもたない広口の壷形土器の破片。口縁部

lζは 3条の平行沈線と、 1子IJの短沈線列が施され、体部lζはLR縄文が横位回転施文される。

胎土には径 3，.._， 4 mm程の粗大な砂粒を含むo 4は器面全体にLR縄文が横位回転施文された鉢

形土器の破片。口容は直角に作られている。胎土は精選された粘土を用い、砂粒はほとんど含

まれていない。

SK33 (第18・2]・24図、図版16・27)

131 



SK03 

@ 
SK02 

石坂台l唖遺跡市4 を

、~匂〆ノ

耳 2篇

⑮ 

狂 =42，700rn
H=42，700rn 

モZ SK07 モぜ
SK06 

」

SK05 

~ // 

ヒ
42，800rn 日

日ニ43，OOOrn

m
 

。

SK02、03、05、06、07土壊第15劉

132 



調査の記録第 2節

SK13 

ノ
ノ

/
 /

 ，
 

『、、、、
、

@ 
SKI0 ⑧ SK8 

43，OOOm 日

日=42，800m

SK23 @ SK15 

， ， ， 
s 

-(( ¥r 
、、

@ 

ト43山\ミ~
43，200m H 

m
 

。

133 

SK08、10、13、15、23土壌第16図



第 2篇 第 4章

モぜ

H =45，500m 

⑨ 

134 

E坂台噛遺跡

⑨ 
-_ SK64 

SK50 

H =43，OOOm 

⑨ SK48 

H =44，400m 

SK31 ⑧ 

H =44，500m 

第17摺 SK50、51、64、31、48、53土境

ー_---_、 SK53 

一六、¥
、

， ， 
， 

-__ー・_-一

， ， ， 
， 

， ， ， ， 

、、、、

t 
B 

E 

， -ーーーーーー-2 ， 



第 2節調査の記録

@ SKOl 
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ロ1

第18図 SK01、24、32、33、34、35土境
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も (

H =43，500rn H =43，OOOrn 

@ 
吋¥ @ ④。: SK09 

@ 
H =43，100rn 

SK17 '-...(_ミLノ¥、三

第19図 SK25、62、14、09、17土境

北東部i遺童構中、 SK3幻2の西 2mの位i置宣で

ものの、平面、断面形ともSK321こ似ている。

rn 

第21図 2と第24図 5• 6が埋土中から出土した。第21図 2は台付鉢形土器の底部で、台部は

欠落している。体部lζはLR縄文が横位回転施文されている口第24図 5---6は器商lζLR縄文が

横位回転施文された破片である。

SK34 (第]8図、図版]6・]8)

SK32・33土墳の南側に検出された土;壊で、 SK32・33などと同じく、 中でその存在を

確認した。確認面からの深さはO.25mと他に比べ浅く、塘底面と壁との境も比較的明瞭である

が、全体の形状などは前二者に似ているむ埋 k中から遺物は検出されなかった。
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第20図 SK57、46、52、49、61土壌

SK35 (第18・2]・22・24、図版19・27)

北東部遺構群中にあり、最も遺物の多い土墳である。明確なプランの確認は第四層下部であ

る。口径1.4---1. 55 m、底径 1---1.1m、確認面からの深さがO.7mで断面形が播鉢状を呈する

が、東側のj毒物の出土状況からすると、掘り込まれた面はこれよりも約O.2mは高位にあり、
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第 2ii事第4意石坂台閣i遺跡

壊口部の箆もより大きかったものと見られる。墳中央部の埋土を10--15cm程掘り下げたところ

で、 3個体以上の完形lζ近い土器が数個の河原石とともにバラバラに敷かれたような状態で検

出され、その中には石鎌も含まれていた。

第21図 3、第22図 1--4、第24図 7--14が出土した土器である。第21図 3は、日縁部の外反

する警形土器である。口縁部は38mm程の間隅でA突起が作出され、波状を呈する。突起の単位

は24単位である。口縁部は調整をうけて無文化されている。頚部には、 1条平行沈線が巡り、

その下の体部にはLR縄文が横位回転施文される。また口縁内面にも突起下10阻程のところを

1条の沈線が巡っている。胎土lζは径 2--3mm程の砂粒が混入され、器外面lζは煤状の炭化物

の付着が認められる。第22函 1は、口縁部が外反し、霊長部に屈曲部をもち、体上部で膨らんで

以下直線的におりる護形土器である。日縁は 5cm間隔で=山形のA突起をもっ波状口縁となり、

残存する口縁部の破片から復原したところ、突起は20単位となる口口唇上には突起間を連絡す

るように沈線がひかれる。口縁部は無文帯をなし、頚部は 2条の平行沈線が巡って体部との境

をなす。体部にはLR縄文が横位に回転施文される。僅かに張り出し気味の底部は底面ととも

に調整をうけているが、わずかに繊維質の庄痕が残る。胎土には粗い砂粒を含む。 2は口縁部

が外反し、体上部で膨らむ護形土器である。日縁部は無文化され、体部にはLR縄文が横位回

転施文される口頚部の屈曲が比較的ゆるやかなのと相まって部位を画するような施文は特にな

されていない。飴土にはやはり組い砂粒が含まれる。 3は鉢形土器の僅かに張り出した底部で

ある。 LR縄文が左上一右下の方向で斜位回転施文される。底面は調整をうけて平滑で、胎土

lζは粗い砂粒が混入されるが、焼成は堅撤である。

第24園 7は緩く内傾する口縁部をもっ鉢形土器の口縁部破片。口緑上端はA突起が作り出され

波状を呈する。口頭部には12条の平行沈線が施され、体部にはLR縄文が横位回転施文される口

胎土には砂粒を含むが、焼成は堅徹である口 8は口縁上端が外側へ傾き、口頭部が緩い曲線を

描く鉢形土器となろう。口頚部文様帯の上半では、 5条の平行沈線によって工字文が表出され、

下半では地文にLR縄文を横位回転施文しての変形工字文が描かれる。口縁内面にも沈線が 1

条巡る。 9は口頭部lζ5条の平行沈線が施された鉢形土器の口縁部破片である。口縁内側にも

沈線が 1条巡る。 10は変形工字文の施された鉢形土器の口頚部文様帯破片である。変形工字文

は連続してひかれ、 j光線がつくる三角形の構図内に l条の沈線を加えて描き出されている。 11

も同様、反転を繰り返す沈線によって変形工字文が描かれた例。 12は僅かに外側へ反る口縁部

をもっ鉢形土器の破片。口唇上の頭部lζ刻みを入れたA突起が 1筒所つけられる。また連続し

た刻自が施される D

第25図 5• 6の石鎌が埋土中から出土した。 5は土器と!同可じレべ、ソjルレで、墳中位中央部で

れ、 6は黒曜石製で、埋土の水洗い中lζ見つかった。
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第 2節調査の記録

SK25 (第19図、図版20)

謂査区中央部にあり、 SK31土壌の2.5m北に位遣している。口径0.8m前後の円形を皇し、埋土

中には墳j底面から 3，....._4 cm浮いた状態で偏平な河原石が 1伺横になっていた。出土遺物はない。

SK62 (第19図、図版20)

北西部遺構群中にある土壊である。口径0.7~0.8m、底径0.6m、確認面からの深さ 0.2m足ら

ず、と小さく浅い。底面は墳底面も平坦ではないが、しっかりしている。遺物の出ごとはなかった。

土境c: 平面形が円形の小さく浅い土墳であるが、その中に比較的大きな河原石が 1，....._数個

人っているものである。いずれも、北端部遺構群中の台地縁斜面にあり、 3基検出された。

SK06 (第15図、図版10)

SK05土壊の北東側lζ隣接するようにしてある。土墳全体の東側 3分の 2が範囲確認調査時

に検出されていた。平面形は一辺0.7，....._O.8m隅丸方形を呈し、確認面からの深さは0.2--0.3m 

しかないが、壊底面lζは長径20cm以上の河原石が 3個検出されている。河原石の他lζ伴出した

遺物はなかった口

SK09 (第四図)

長径O.6m、短径O.5mの小判形をなす小さく浅い土壌で、深さは0.2m前後である。墳底面

中央部l乙扇平な河原石があった。

SK17 (第19図、図版21)

平面的には検出されていなかったが、台地縁の土砂崩れの擦に新しく現れた崖面を見てその

存在を知った土壌である。その崖面での観察では、埋土中には拳大以上の河原石が 3個以上あっ

た。北東側半分程は残存しない。

土壌d: 平面形は小さな円形を呈し、断面形が円筒状の土壌である。北端部遺構中から l基

検出されている。

SK14 (第19図、図版20)

口径O.75--O. 85 m、底径O.55 m、確認面からの深さは0.8mの土墳である。壁は途中で窄ん

だりすることなく、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物は出土していない。

土境e: 平面形が整った形状を示さず、墳底面も平坦でなし i 1群の土墳である。浅く的のニヒ

墳から離れて存在するものが多い。第16殴SKI0、第20図SK57・46・52・49・61がそれで計 6

基検出されている。

(3) 焼土遺構(第 6図)

北東部遺構群中と、北西部遺構群中にそれぞれ5基 (SN26• 27 .28 • 29 • 30) と3基 (SN43• 

44・45)の焼土遺構が検出された。これらの遺構は第鹿層上部で確認されたもので、周囲の出
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第 2節調査の記践

3 

第22摺 SK35出土遺物
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第 2篇第4章石j反台噛遺跡

時

盛土

表土

第26図 SX 16炭窯跡

土j毒物などから縄文時代の所産と考えられる。土が焼けている範間は径 1---1. 2mの円形か、

楕円形を呈し、それ以外に石囲いとかその他のものは全くなかった。

ある。

さは 5---10cmで、

SN26の焼土中から第23図22、SN43の焼土中から同図21、23---25の土器片が出土している。

(4) その他の遺構とj毒物

① SX16炭窯跡(第26・27図、図版22)

は、調査区北端の平坦面で、検出した。調査以前から塚状lこ遺存しており、周回には炭化物、

焼土、焼壁、河原石などが認められることから炭窯であろうと怨定していたものである。
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第 2節調査の記録

は河原石を主体とした窯体と周囲の盛土部分からなる。窯体は平面卵形を呈し、窯口(焚口)、

煙道部が明確である口北側lζ窯口を有し、 N-200 Eとなる。窯口@煙道を結ぶ中軸線が長軸

となり、内法で1.6m、これに直交する短軸は1.2mを計る。窯壁は、河原石が幾段にも

ねられ、目貼りとして粘土が用いられている。奥壁(煙道部)で底面から0.48mの高さを残し

ている。天井部は既lこ失われているが、窯内部や周囲に見られるレンガ状に焼けた粘土ブロッ

クから粘土貼りの天井が考えられる。

窯底を復原的にみてみると、まず窯口部の両担IJ く。 1{屈は既になく、もう l個も

⑪ 

第27国 SX 16炭窯出土鉄製品

-C' 

H =43，OOOm 

日一二一一一一← 一-B'

。 2m 

第28図 SK18、19、20土境 (SX16炭窯周辺の土壌)
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第 2箭第4章石坂台噛遺跡

火熱を受け非常に脆くなっている口 2つの柱石の上に掛石をのせる口石で閉まれた部分は、い

わゆる焚口であり、炭材(木炭)の出し入れ口となる。煙道部の両側にも枕石と称されるもの

を埋め込む。これは 2個とも遺存しており、縦、横約lOcrn、高さ25crn程である。枕五の上にも

掛石をのせる。この部分が炭化室と煙道部を画する排煙口となる。柱石@枕石ともに軟質の岩

を角材状に加工したものである。掛石はみあたらなかった。次lζ底部の築造である。軟質の岩

を偏平に切り、方形@長方形l乙加工する。これを窯口と煙道部から敷いているようである。と

ころが途中で足りなくなり、河原石 2個と粘土を敷くことによって完成させている。底面はほ

ほご水平である。

窯内部には、多量の焼けた粘土が粒状に入っている。径 1crn前後のものから、拳大かそれ以

上のものまで確認できる。あきらかに、天井@窯壁の崩壊土と理解できる。多量の粘土ブロッ

クも火熱を受ける度合の差から、さまざまな色を呈している。底面に近いところでは、黒ずん

だ赤紫邑を示しているが、上面にいくにつれ、明赤褐色、樟色、浅黄櫨色と次第i乙赤味を減じ

ているようである。粘土ブロックの詰まった埋土には煙道部の枕石、掛石の上部にあったと考

えられる岩 2個が窯口に向って例れるような状態で検出された。保存の良い 1つの岩は、長さ

30crn以上、 i幅34crn、厚さlOcrnを有し、工具痕が顕著に認められる。窯体の周囲の盛土は、

の崩壊を防ぐための裏込め土と考えられる。一般i乙は、周聞に杭を立てしがらみを組み、窯壁

の積み上げと平行して土砂を入れていくようである。

② 炭窯に伴う土境

窯の前庭部には、 3基の土壌が検出され、埋土の状態等から炭窯に付属するものと考えられる。

SK18 (第28図)

東西1.4m、南北1.3mの悶丸方形に南西部に段状の張り出しをもっO 深さ約O.8m。埋土lζ

軟質の岩を含むが、炭化物・焼土@焼壁はほとんど混入していない。

SK19 (第28図)

0.9 x O. 6mの楕円形を呈し、確認面からの深さはO.2m程で、ある。炭化物@焼土、a 焼躍が混

じった土層を示し、明らかにこれらは炭窯から投げ込まれたものである。

SK20 (第28図)

東西約2.6m、南北約1.8mの不整な楕円形を呈する口調査以前から凹んでおり、木の根等多

く入り込んでいた。底面は凸凹しており、小さな掘り込み作業を繰り返した結果と考える口埋

土には、焼抵のブロック等が認められることから、

3某とも出土遺物はない。
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(1 )土製品

第 2節調査の記録

第29図 lは、口縁部の外皮する載形土器である口頭部で緩く屈曲しながらおり、体上部lζ最

大径をもっ O 口縁部は調整されて無文化し、体部にはLR縄文が、左上-右下の方向で回転施

文される。胎土には砂粒が多く含まれる。 2は、 4単位の波頂部をもっ深鉢形土器で、日縁部

は緩く外反する。器面には斜行するLの撚糸文が施される口胎土lζは砂粒が多う混入されてい

る。 3は、緩く外反する深鉢形土器の口縁部である。口縁上部lこは斜めに縄文原体の側面圧痕

列を施した、幅 5mm程の降帯が貼り付けられる。残存する部分に限って、 ζの隆帯の上では 3

条、下には 7条LR原体の側面圧痕が施される。また、 45mmx 7 mmの大きさの透し孔が焼成前

に穿たれている口胎土には砂粒が含まれるが、焼成は良好で竪徴である。 4は、貫孔をもっ土

製品である。貫孔は図の上から下へ斜めに入っている。貫孔は径 8mm程で、ある。両側面の上部

および、本体の下部では剥落した粘土の部分が認められる。

第30図 l、 3は風倒木痕の黒色土から出土した土器で、楕円形を呈する風倒木痕の長軸を対

称軸にして左右lζ別々にあったものである。 lは、深鉢形土器の体下半~底部である。器面に

はLR縄文が左上一右下の方向で回転施文され、横走する縄文が表出されている。 3は、台付

の浅鉢形土器である。口縁は 8単位の突起をもった波状口縁となる。口縁部は大きく外反し、

頚部は直立する。体部は緩い曲線を描きながら、末広がりとなる台部へ続く。日縁部l乙付けら

れる各々の突起の上端には 3箇所づ、つの五Ij日が施される。日縁直下lζは波状口縁l乙沿った沈線

が巡り、頚部との毘曲部では 2条の平行沈線が水平lζ巡る口体部には 4単位づ、つの変形工字文

が 2段l乙施される。変形工字文は 2条づつの沈線で描かれ、扇平な二等辺三角形を連繋させた

構図をとる。上段の変形工字文ではその頂角の部分、下段のそれでは 3つの角にあたる部分に

2個づ、つ粘土粒を貼り付けて、沈線の結節部を形成する。また頚部と体部の屈曲部を巡る沈線

上の変形工字文の頂角の中間にも粘十干立張り付けの結節部が設けられるの体部と台部の壊界lζ

も3条の平行沈線が巡る。台部は水平に巡る沈線によって 3段に区分され波状の沈線文が上段

では 1条、中段では 2条の沈線によって施される。最下段は無文となる。台部下端も 2条の平

行沈線が巡っている。口縁内面上端lζ も波状の沈線が 1条、また口縁および頚部内面にも水平

な沈線が 1条巡っている口器表面は本来全面塗彩されていたことが、沈線部分lζ残る朱によっ

て観察される。胎土はキメ細かな粘土を用いている。

2は口縁部が僅かに内湾する裁形土器の口縁部破片である。口唇上lζはA突起がつけられる。

また、斜位におかれた工具によって連続した刻日が施される。日縁部は詩IJられて無文帯をなす

が、体部の縄文帯よりも 1段低くなっている。体部lζ施される縄文はLR原体を横位l乙回転施

文したものである。
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4は、緩い曲線を描いて屈曲する壷形土器の破片で=ある口器面には撚りの細かなLR縄文が

回転方向を変えながら全面に施文される。胎土lこは砂粒を含む。

5は、口縁部が僅かに外反し、頚部以下が直立する深鉢形土器の破片である。体部は失われ

ているが、本来は頚部から張り出す載形l乙近い器形をもっていた可能性もある。口縁部と頚部

lこは条間の広いRL縄文が横位lζ帯状lこ施され、{本部には、左上一右下の方向でこれもまた搭

状に施文される。胎土は比較的キメの細かな粘土を用 l¥ている。口縁外面には煤状の炭化物の

付着が認められる。

第31図は、大形の壷形土器の肩部で=ある。 3段、 4単位の工字文が施文される。

出には上下から突き合わされる三文状の陰亥IJをもった沈線と、両端で反転して描かれ環となる

沈線、およびその内部にひかれる沈線の 3種類の構成要素が組み合わされる。各段の工字文の

間には 1条の沈線が巡る。また、この 3段の工字文の全体は上下で 2条づつの沈線によって固

されている。工字文帯の下には、いわゆる矢羽根状の沈線が右に関し可た形で施文される。さら

にその下は 2条の沈線が巡り体部の無文部と境を顧する。

第32図 1は し、類部以下ゆるやかに膨らみ、体部中半lζ最大径をもっ小形の深

鉢形土器である。頚部の文様帯には降線による工字文が描かれる。文様と表出にあたっては 6

条の平行沈線がまず施文され、上位から 4段自にあたる沈線の一部が法く挟られることにより、

その上下の隆線が各々の上下段にある降線と連結して工字文となる。{本部にはLR原体が縦位

回転施文されている。外面の下半、内面の上半には煤状の炭化物が付着している。 2は口頚部

し、体部が緩い曲線を描いておりる台付浅鉢形土器である。台部は欠失している。口頭

部には 3条の沈線とその沈線問を磨、く手法、またさらにその 1部に粘土粒を貼付することによ

り工字文が表出される。底部内面には径22mmの円形文が描かれる。 3は蛍形土器の口頭部破片

である。口縁下には 4簡所に粘土粒と|二位の沈線からの挟り込みをもった工字文が施されてい

る。 4もまた同様の壷形土器の日頚部破片である。 5は、体部~口縁部が直線的lζ開く台付浅

鉢形土器の形態をもつが使用時には蓋として機能したものであろう。台(つまみ)の部分には、

10mm程の間隔をおいて 2条の平行沈線が巡らされる。器表面lζはLR縄文が横位回転施文され

る。 6は小形の鉢形土器底部である。器面lこはLR縄文が縦位回転施文されている。第32図7

もまた小形の鉢形土器底部である。表面にはLR縄文が横{立回転施文される。内面には抱色の

謬着物が、ほぼ全面lζ認められる。 8は、輪切りにした断面形が、長径18mm、短径13mmの棒状

である。両端で欠損しているがゆるやかに曲がる形状から見て、腕を組む形の土偶の

まさにその腕の部分であろうと思われる。 9は波状口緑、をもっ小形の鉢形:土器の口縁部破片で

ある。波頂部の上面観で=は左巻きの渦巻文が[盗帯によって表わされる。波頂下の口縁部には細

い粘土紐の貼り付けによって右巻きの渦巻き文が施される。地文としてはLR縄文が縦位回転
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第30図 A地区遺構外出土遺物

施文されている。 10はスタンプ形をした土製品である。スタンブ。の本体、傘状の部分で、は内面

が大きく凹む。傘の t部には先端の角ばった工具によって京IJ突列が巡り、棒状の柄の部分でも

4条の縦位の束IJ突列が施される。

第33図 1~4 は上面観が円形の大突起をもっ浅鉢形土器である口底部lζ は 3 つの脚が付けら

れる。残存する突起は 2個であるが、底部につく脚の数と対応して、本来の突起数は 3つであ

ろう。また突起間はA突起が作り出された波状口縁となり、僅かに外側へ反る。口縁部lζは4
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第32図 A地l2S:遺構外出土遺物

条の沈線とその間の降線によって工字文が表出される口また口縁部内面にも l条沈線が巡る。

3つのJlto部の先端には l条ずつ沈線が施され付け根部分でも、土器本体ド部lζ施された変形工

字文が施される。

第34図 lは、外{f1iJへ反る無文の土器片で、ある u 胎土lこは幾分繊維が混入iされる。 j砂粒は殆ど

合まれていない。 2は2種類の異なる絡条体の圧痕が、 1つは横{立に、他はそのドのf占土紐の

貼り付けによって幾分高まった隆起帯 Uζ縦位の列をなして施されている。 dらにそのドには

LR縄文が横位に回転施文されている。胎土lこは砂粒と少量の繊維が含まれている。 3は、器

i而而H師Hにζj沈先布お絹線~}泉tuιこよる，{川←

4 は i波:社ぽ伎11皮j支i什1状犬口縁の鉢1形杉 i上プ二~~号器3の波]国l百1突 j起恒部分である o []縁部l乙は突起下で， 2分ーするi年号;;による枠状
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第33図 A地区遺構外出土遺物

文が設けられ、内部には縦位の短沈線が施文される。突起内面lこはi盗帯によって、左巻きの渦

巻き文が施される。 5も4と同様口縁部lこ沿って設けられた隆帯による枠状文内に、下方から

向俸状の工具による京1]突が横位lこ並列して施文されている。 6は、肥!享した口唇lこ波状に降帯

が貼付される例。隆帯にはRの撚り紐の圧痕チ1]が1]包される。仁!縁下lこはRLの縄文が横位lこ回

転施文される。 7~13は同一個体である口僅かに内傾する深鉢形土器の口縁部である口口

は粘土紐を接着して作っているため、内面で大きく IJ巴惇している。口唇部外面lこはLRの縄文

!京体が連続して押圧されている。口縁部外国lこは、 LR縄文が縦{立に回転施文されている。 14

~18は、縄文施文後初]い粘土紐を貼り付けて文様を描く例である。ばでは、 LR縄文を縦位に

回転施文した後l乙器屈を水平に巡るように貼付された 2条の降線、その下l乙貼り付けられた渦

巻様の陸線が観察される。 15・16は同一個体である口キャリパー形の口縁部をもっ小形の深鉢

形土器で、あろう。口縁部lこ文様社;;が設けられ、地文としてRL縄文が横位回転施文された後、

文様帯上下限を水平に巡る降線、それらを斜めに連絡する降線、その結果作られる三角形の構

図内の渦巻様際線などが、粘土紐の貼り付けによって表されている。 17はRL縄文が横位lζ回

転施文された後、先端をJ字形lこ曲げた|盗線が縦位にH占り付けられている。 18も同様LR縄文が
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縦位lζ回転施文された後、器面lこ水平に 2条の隆線が貼り付けられている。 19は、小形の鉢形

土器の口縁部である。口縁端は僅.かに外側へ聞く。体部にはLR縄文が縦位に回転施文されて

いる。 20は器面に比較的太い沈線が区間文を描くものである。地文にはLR縄文が縦位lζ回転

施文される。 21は、波状口縁をもっ深鉢形土器でミあろう。

波頂部には指頭による深い束Ij突が施され、この刺突を頂点として 2条づ、つの沈線が鋭角をな

して休部へおり、その構図内にも l条の沈線が垂下している。残存する部分では、この鋭角を

なす構図内にさらにまた杷似形の構図が描かれるようである。 22~27、および第35図 1~4 は

同一個体である。口縁部は僅かに内傾する。口縁下には 2条の平行沈線が巡る。沈線は l部で

反転して連結する。この連結部分から、斜めに 2条の沈線がひかれている。地文としてLの撚

りの撚糸文が施される。

第35図 5~10は同一個体である。 Lの撚糸文が縦位に施された後、沈線による施文がなされ

る口 9はやや丸みを帯びた体部の破片である。地文にLの撚糸文が施された上に文様が描かれ

ている。

第35図 12~19、第36図 1 • 2は工字文および変形工字文の施された土器である。第35図12は

口縁上端が僅かに外側へ反る鉢形土器である。日程上には 1条の沈線が巡り、上面に刺突を散

らした突起が作り出される。口頭部の文様帯には文様帯の上下限を水平に巡る沈線とその内部

lζ描かれる反転する沈線によって工字文が表出される。沈線の反転部が突き合わされる位謹は、

口唇上の突起の位置と対応している。 13は、浅鉢形土器の破片である。口縁上端は直立し、口

頭部の文様帯部分では僅かに膨らむ。文様帯広は、沈線および沈線開を隆線化する手法により、

上部lζ工字文、下部には変形工字文が描かれている。日韓裏側にも沈静くが 1条巡る。 14は、 7

条の沈線により変形工字文が描かれる鉢形土器の破片。やはり口唇裏側にも沈線が施されてい

る。 15は、口縁部 U出が僅かに外側へ傾き、口頭部の文様帯部分で=僅かに膨らむ浅鉢形土器の

破片。 μ緑はA突起が作り出されて波状を呈し、突起間を連結するように口唇上には沈線が施

される。口頭部の文様帯では、 6条の沈線によって変形工字文が表出される。 16はやや内側へ

傾く口縁部をもっ鉢形土器の破片O 口頭部の文様帯には 5条の平行沈線が描かれる。体部には

LR縄文が横位回転施文される。 17は直線的な体部をもっ鉢形土器の底部で、ある。体部にはLR

縄文が横位回転施文された後、沈線が描かれる。おそらく工字文もしくは変形工字文の構図と

なろう。 18は浅鉢形土器の体部破片。口堅良部には工字文の施される文様帯をもっ。体部にはLR

縄文が施文されている。 19は大形の壷形土器の肩部の破片で、ある。刻白を施した路線、反転す

る降線か、沈線問を削り~む手法および降線化する子法によって表出されている。内面は横位

lζ丹念lζ調整されている。

第36図 1・2は同一個体。上端が二又iζ分かれるA突起をもっ波状[]縁の浅鉢形土器で、あろ
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う。口縁の内外面iζは沈線が 1条ずつ引かれる口頭部の文様帯には沈線開を降線化する手法に
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第41図 B地区遺構配置図

に縄文が回転施文される粗製の載形土器である。 3は無文化された口縁部が大きく外皮し、上

端と{本部 R~LR縄文が回転施文される。 4 は lζ斜位lζ刻白が施され、口縁以下LR縄文が

横位 i乙回転施文される。 5~9 は頚部 l乙 1 ~ 2条の沈線が巡る例である。 6は口唇上にも縄文

の回転圧痕があり、 7・8はA突起を作り出すことにより、小波状を呈する。いづれも口縁部
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第 2節調査の記録

は無文得となり、{本部にはLR縄文が横位l乙回転施文される。 10は頚部の沈線がなく縄文が施

されるものである口口縁は 7、 8同様の小波状口縁ーとなる。 11は器面l乙条痕文が施される深鉢

形土器の体部である。 12・13は撚糸文の回転施文される例。 12はR、13はLの撚りの原体を用

いている。 14• 15は同一個体。絡条体の回転押圧により、条間隔の法い縄文を表出させるものO

体部と頚部とで回転方向が異なる。 16の底部資料は底面に網代痕が観察される。

(2) 石製品

今回調査した面積に対し、出土した石器は非常に少ない。また、その出土状況を見ても、明

らかにその箇所で剥片剥離作業を行ったと認められる場所もなく、それぞれが散発的な出土に

止まった。

第37図 1は先端部が欠失した石鎖、 2は下半を欠く縦型の石匙である。 3は石箆、 4は石槍

か。 5• 6はエスキモーのウーマンズナイフ様の石器である。 5の表裏面上半にはアスフアル

トが付着しており(図のドットの部分)、その機能の推定可能なものである。 7--第38図 1--

8、10• 11、第39図 1は大小の片のー側縁に直線的あるいは鋸歯縁状の刃部の作出された石器

で第38図 9は円形掻器様である。

第39図 2--6は磨製石斧である。 3・6はほぼ完形で、 3 ・4.. 5は上下端あるいは上半を

欠いている。 6は小型で、薄い口

第40図 1は、縄文時代前期後葉~中期前半の円筒土器lζ伴うことの多い、いわゆる半円状属

平打製石器である。上辺lζ挟りがある口同図 2・5は凹石。同図 3・4は円醸の数面が磨かれ

ている。同図 6は石鎌などと呼ばれる打製石斧の一種で、下半を欠いている。

3 B地区の検出遺構と遺物

B地区で検出された遺構は、土墳43基、焼土遺構 4基、 Tピット l基、溝状遺構 2基。この

他ピットがおよそ40基ある。なかでも土墳群が本地区の主構成をなす。 SKI0l• 102とした炭

化物の詰まった土墳については、比較的新しい時代の構築と思われるが、他は出土遺物@堆積

状況などから、縄文時代晩期の所産と考えられる。

遺構は調査区南西部の小さな舌状台地先端部lζ集中する。 SKll1• 112を除くと、南北 5グ

リッド、東西 6グリット内およそ500rrf I乙集中して構築されているという特徴を見いだすこと

ができる。 ζの部分を土墳集中区と仮称しておく。

(1 ) 土墳

B:地区で検出された土壌は43基で、これは平面@断面形態、埋土の状態など、から 5類l乙分け
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られる o aは、平面は円形を基調とするもので、口径・底径@深さとも 1mを超す位の、比較

的大型の土墳である。深さより口径値の大きいタイプが多く、袋状あるいは円筒状に掘り込ま

れている。 bは、 aよりやや小型で、円筒状@袋状lζ掘り込まれている。断面形が縦長の長方形

に近いものである。 cは、埋土上部中央lこ地山土あるいは褐色土などを意図的に埋め込んだ、

と考えられるもの。 dは、上記以外のタイプで平面@断面形はバラエティーに富む口 eは、

埋土に炭化物の詰まった土壌で新しい時期と考えているもの。

土墳a: A地区の土墳alこ対応できるもの口

SK 105 (第42• 63図、図版37)

土墳集中区ほぼ中央で検出した。 SK142を切って構築されている。関口部は1.4x1.6mでや

や不整な円形を示す口断面をみると、南東部で若干外側に膨らむものの、全体にはほぼ円筒状

に掘り込まれている。確認面からの深さは1. 3~ 1. 35mである。埋土には地山土がブロック状

に入り込んでいる口

出土遺物は、縄文土器、山石、フレークなどがある。第63図 lは拳大の凹石である。凹面は

l面のみで、明緑灰色を呈した砂岩を素材としている。

SK108 (第42• 53図、図版37)

土墳集中区中央南よりに位置する。平面は口径約1.25mの円形を呈する。底径は約1.4m、

最大径は底面より約20crn位上で'l.6mを測り、きれいな袋状に掘り込まれている。埋土中には

2 ，..__ 3 crnの炭化物を少量含むO

第53図 1~4 が埋土中から出土している。 1 は、口頭部が大きく屈曲する鉢形土器の破片。

はB突起が付けられる。頚部の文様帯lこは調整を受けた平行する沈線が降線を形成し、

1 箇所隆線1=. 1乙刻日列が施される。 o縁内面にも沈線が l 条巡る。 1~4 は口縁部が僅かに内

傾する深鉢形土器の破片。 3・4は同一一個体。 3片とも口縁~体部には R縄文が横位回転施

文される。~台土 lこは砂粒を多く含む。

SK 129 (第42図、図版37)

土墳集中広東端で検出した。昭和59年の分布調査において一部プランが確認されていたもの

である。平副は1.7x1.5mのほぼ円形を呈する。底径はおよそ1.2mで同じ土墳aのなかまに

比すと、底径が少し小さくなるものである。確認面からの深さは約1.2mで=ある口

出土遺物は縄文土器片があり、 l 点については小)午ではあるが1m文の壷形土器の口縁から頚

部と思われるものも含まれている口

SK 130 (第42・53図、図版38)

土壌集中区北西側で検出した。二!こ;墳は北西方向に傾斜する斜面 LI吋持築されている。平面jは

径約104mの円形を呈する。掘り込みは南側にやや膨らむ袋状を示し、深さは南側で1.3m、北
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第 2節調査の記録

側で0.8mを側る。

出土造物は縄文土器片とフレークがある。第53図 5、は体部が盛線的にひらく浅鉢形土器の

破片である。口縁上端が肥厚するものであるが、口縁内面の粘土貼り付け部分は剥落している。

口縁部外面には沈線開を調整することによってできた 2条の隆線が巡る。体部は細かなLR縄

文を横位回転施文した後、雲形文が表出される口 6は、口縁部から体部まで直線的におりる鉢

形土器の破片。口唇上には l箇所突起がつけられ、また 8mm程の間隔で、刻目が施される。日縁

lこは幅 4cm程の文様帯が設けられるが、文様帯中lこは組雑な沈線がひかれて、矢羽根状の文

様を形作る。文様帯下の体部にはLR縄文が横位回転施文される。胎二[.1乙は径 1，.._， 3 mm程の比

較的大きな砂粒が含まれる。 7は、頚部で屈曲する鉢形土器の破片である。口頭部に文様帯が

設けられ、調整を伴わない沈線描固によって文様が描かれる。 8は、連続した山形の突起をも

っ波状口縁の鉢形土器の口縁部破片で、器面は磨滅が著しい。 9は、器面ICLR縄文が横位回

転施文されている。 10も器回全体に縄文を転がした深鉢形土器の破片。縄文はLR原体が左上一

右下の方向で回転されている。

SK 133 (第43・51・54図、図版38・48)

土壌集中区ほぼ中央に位置する。平面は約1.5x1.6mの円形を呈する。深さは約0.9mあり

袋状に掘り込まれている口最大径は底聞から少し上で約1.7mを測る。埋土全体lこは黄褐色土

粒子が霜降り状lこ含まれている。

埋土中から縄文土器が出土している。第51図 1は口唇上l乙2個 1対のB突起を付けた鉢形土器の

口縁部破片で、口縁部はやや内傾する。器面にはLR縄文が左上右下の方向で回転施文され、縄文

の条の横走lこ近い口胎土l乙は粗い砂粒を含む。第54図 1は、器面にLR縄文が横位回転施文され

たもの。 2も同様にLR縄文が施文されているが回転方向は左上一右下の方向である。

SK134A (第43図、図版39)

土境集中区南西部に位置し、 SK134Bを切っている。平面は1.6x1.2mで、北東一南西方向

にやや長い惰円形を呈する。袋:1犬に掘り込まれ、深さは約0.95mである。

SK134B (第43・55図、図版39)

SK134AIこ南東部を切られている。断面でみた埋土の堆積状態から、北西一南東方 1ζやや

よれ九楕円形を呈していたと考えられる口残存する長さは1.3m、幅は約1.7m、深さは約1.0m

である。

SK134A. Bはプラン確認面のl_ill土と、周囲の地山土の境界がやj然とせず、確認段階では 1

つの大きな土墳と考えていたものである。

出土j毒物lこは縄文土器H-がある。第55図 3は、[]縁部のやや内傾する深鉢形土器の破片で:あ

る口口縁，.._，{本部にはLR縄文が横{¥f.回転施文される口
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SK 138 (第43図、図版39)

土墳集中区西端で検出した。平面は1.15x1. 2mで:円形を呈する。掘り込みは、東側で一部、

外側に膨らむが、基本的lζ筒状を意図したものと考えられる。深さは約1.05 mで、ある。

縄文土器片が出土している。

SK140 (第43図、図版39)

土墳集中区西端lζ位置する。平面はL7x].8mの円形を呈する。地山面から円筒状に掘り込

まれ、深さは約1.0mである。

出土遺物には縄文土器片が出土している。

SK137 (第44・54図、図版40)

SKT144、SX161と重複する。 SKT144を切っているがSX161との新!日関係は不明。平面は、

径1.4mの円形を呈する。掘り込みは側壁が丸みをもって内脅し、底径がやや小さくなるもの

で、 SK129の断面形態と同じである。深さは約0.85mo

第54図 3・4が埋土中から出土している。 3 • 4は、口縁部の内傾する深鉢形土器の破片で

ある。 3は、口縁~体部にかけてLR縄文が左上一右下の方向で回転施文されている。 4も同

じく LR縄文が横位回転施文されている。

SIく139(第44・54図、図版40・41)

SX160と重複するが新旧関係は不明。平副は、1.15x1. 10mでミ円形を呈する。袋状l乙掘り込

まれ、深さは1.0mを測る。

第54図 5の口縁部が連続した突起となる波状口縁の鉢形土器が出土している。日縁部lζ3条

の沈線が巡るが、第 l条自の沈線は口縁lζ沿って波状lζ描かれる。体部には細かなLR縄文が

横位回転施文される。

SK141 (第44図、図版40・41)

SKT144 • SX160と重複する。 SKT144を切っているが、 SX160との新旧関係は不明である。

l}pJ口部は1.35 x 1. 2 mの円形を呈する。掘り込みは、中央よりやや上方にくびれ部を有するフ

ラスコ状を示し、深さは約1.05 mを測る口縄文土器片が出土している。

SK 155 (第45・51図、図版42)

土墳集中区南西部で検出した口平面は、1.4x1.5mの円形を呈する。深さは確認面からO.7 

---0.8mで、やや袋状に掘り込んでいる。底面中央西側、 りに拳大の石が10数個確認された。

第51図 2が埋土中から出土したD 口縁上端が直立し、体上部で・膨らむ小形の鉢形土器で=ある。

口唇j二には細かなB突起が作り出される口丸味を帯びた頚部lとは 2条の沈線が巡る口体部は細

かなLR縄文が横位回転施文される。

土壌b:A地区の土壌diζ対応で、きょう。
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SK 106 (第45図、図版46)

土墳集中区中央東寄りに位置する。平面は1.05 x 1. 1 mで、円形をましている。確認面では、

褐色土のプランの中央lζ黒色土@黒褐色土が丸く配された形で検出された。確認面からの深さ

は約O.95 mで、筒状に掘り込まれている。

出土遺物には縄文土器、フレークがある。

SK 111 (第45図、図版47)

台地先端部の土墳集中区から離れた北東方向、すなわち台地中央寄りにSKl12と隣接して存

在する。平面は1.3x1.2mの円形を呈する。深さは1.1mを損IJり、筒形に近い袋状に掘り込ま

れている。

SK 136 (第45図、図版49)

土壌集中区ほぼ中央lζ位霞する。平面は1.2x1.1mで、ほぼ円形を呈している口深さは約0.85

mでミ袋状l乙掛り込まれている。埋土は全体lζ褐色 e 黄褐色土で充填されており、他の土壊にお

いて認められる黒っぽい土(暗褐色土、黒褐色土)の堆積はない口

土墳C

SK112 (第46図、図版43、47)

土墳集中区から離れ、 SKlllと隣接して存在する。 SKlllとはタイプの異なる土壊である口

平面は1.7x1.6mの円形を呈する。深さは確認面から約0.5mで壁が緩く立ち上がる。埋土は

鈍し 1黄褐色土の真ん中l乙赤昧を帯びた褐色土が配され、褐色土中には人頭大の石を埋め込んだ、

ように検出できた。 にぷい黄褐色土には、径O.1 --1. Ocm大の地山土の粒子を霜降り状に含んで

おり、明らかに人為的に埋められた土壌と言えよう。

遺物には、褐色土中より少量の縄文土器片が出土している。

SK114 (第47園、図版47)

土壌集中区東端、 SKl13の南西側に隣接している。平面は0.9x O. 8 mの円形を呈し、 SK113

同様漸移層で確認した。この段階で円形プランの中央に、明らかに人為的に埋められたと考え

られる印っぽく見える明黄褐色粘土が認められた。確認面からの深さは約0.3mである。

出土遺物はない。

SK 116 (第46・51• 54図、図版44)

土墳集中区北端lζ位置する。平面は1.0x1.2mのやや南北によれ 1円形を呈する。 埋土中には、

粗製の深鉢形土器 1個体が横につぶれた状態で、出土した口土器の検出された土層には、焼土を

主とする栂色土が10--15cmの厚さで堆積している。確認面からの深さO..5--0. 6 mで筒状に掘り

込まれている。

第51図 3は、口縁部が僅かに内傾する鉢形土器で‘ある。器面にはRL縄文が横位l乙回転施文
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される。撚りの強い原体であるためか、もしくは O多状段のためか縄文の節間隔はかなり留で

ある口胎土lこは粗し 1砂粒を含む。第54図 9は、口縁部のやや内傾する深鉢形土器の破片口体部

にはLR縄文が横位回転施文される。 10・11は地文LR縄文を回転施文した後、彫刻的な手法に

よって雲形文を表出させたものO 器形は浅鉢形を呈すると思われる。

SK 117 (第46図、図版44)

土墳集中区北東端l乙位置する。平岡は1.2 x 0.95 mの東西にやや長い楕円形を弔する口プラ

ン確認面では、にぷい黄潟色土の中央lこ赤っぽく見える褐色土が丸く配され、人為堆積を想起

させた。掘り込みは約0.5mあり、:l:ffi土下位には、焼土@炭化物が若干混入している。

出土遺物には、縄文土器片が 1点ある。外面は磨滅しているが、内面には煤状炭化物がびっ

しりと付着している小片で、ある。

SK 125 (第46・54図、図版45)

土壌中区中央北寄りで検出した。平面は1.4x1.8mで=南北lζ長い楕円形を呈している。プラ

ン確認段階で、褐色土の中央lこ楕円状lこ赤昧を帯び、た黄褐色粘土が認められた。底面は平坦で

はなく、中央にいくほどわずかづっ窪んでいく。壁の立ち上がりは緩く深さは中央で0.7mを

測る。

出土遺物には縄文土器がある口第51図 4は、台付鉢形土器の台部の破片である口下端を除い

てミガキ調整により無文化される。本体表面および台部の下端には、細かなLR縄文が横位回

転施文される。第54図12は、器面l乙LR縄文が施された深鉢形土器体部の破片。原体の回転方

向は左上一右下および縦位である。

SK 127 (第46・541盟、図版46)

平面は、1.4x1.5mの円形を荒する。 断面形は袋状lこなされ、確認面からの深さはO.75~0. 85 

cmを側る。他の土;壌に比較し、黒褐色土混入の度合が大きく全体に黒っぽくみえる。埋ニi二上部

中央lこは樟色ないしは褐色の地山土と考えられる粘質土が丸く配されている。

出土遺物には第54図13の破片がある。器面lζRL縄文が横位回転施文され胎土lこ砂*立を多く

含む口

土境d: A地区の土墳b• ものであろう口

SK 103 (穿147図)

二j-_:境集中区北西{WHc位置する。平面は0.8 1. 1 mの南北にややi討、円形を呈する。断面形は、

小さな袋状を示し、深さは約0.3mである。

縄文土器片が出土している口

SK 104 (第¥47・51図、図版46• 50) 

ほぼ[tJ央で、検i市した。 SK154・SN145と している。 SN145より!日く、 SK154
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を切って構築されている。平面は1、3x1.1mでやや東西lζ長い円形を呈する。壁は丸みをもっ

て立ち上がり、深さ約0.5mの底部は平坦である。

出土した遺物には、縄文土器、フレークがある。第51図 5は無文の浅鉢形土器である。{本部

の内外面中程lこ暗赤色および、黒色の腰着物の筋状の痕跡が認められる。漆によって塗彩されて

いた可能性が強い。胎土には細かな砂粒が混入されている。第54図14は口縁部の直立する深鉢

形土器の破片である。[]縁~体部にかけてRL縄文が横位回転施文される口 15は lの撚りの無

節の縄文が施文されたものO 原体の回転方向は横位である。 16はLR原{本が横位lこ回転施文さ

れた鉢形土器の体部破片で、ある。

SK 113 (第47図、図版47)

土壌集中区東端でSK114と並んで検出された口平面は口径1.2mの円形を呈し、漸移層面で

縫認した口断面でみると、くびれ部を有する小さなフラスコ状を示し、深さは約0.45mである。

くびれ部以下の埋土は褐色土に黄褐色粘質土 e 炭化物等を乱雑に含んで、いる。

出土遺物はない。

SK 115 (第47図)

土壌集中区中央で検出した。 SN147と3 ピットと重複し、前者より!日く後者より新しい。

口径約1.2mの円形を皇し、深さは0.1m前後と浅い。

出土造物はない。

SK 126 (第47・52・54図、図版48)

中区北端で検出した。口径約0.8mの円形を呈し、小さな袋状に掘り込まれている。

深さは約0.45mo埋土lζは全体的lこ炭化物の含有が認められる口炭化物は F位ほど、径が大きく

なるようであり、ヒ位では 1~2mm大ほどであるのに対し、底部近くになると 10mm内外を測る。

出土造物は、縄文土器、フレークがある。第52図 6は、 10片ほどの破片が接合した資料であ

るが、このうち 3片はSK116から出土したものである口土器は日縁上端が内傾し、体部がゆる

やかな円弧を描いておりる浅鉢形土器である。!底部は体部からの再出にしたがって丸く膨らむ

が、 3重の同心円文を描いて底部を作り出している。残存部からの測定で、外周の円の径は90

mmで、ある口[]縁部には 2条の沈線が巡る。体部は上半が文様帯、下半は無文帯となり、その境

界は 2条の平行沈線によって画されている。文様帯中にはし、わゆる雲形文が、磨治縄文の手法

により描出される細文は、細かなLR縄文を横位lζ回転施文したものである。第52図7は、壷

形土器の頚部の破片である。やや内側へ傾斜している。表面はミガキ調整により無文化されて

いるが、口縁上端l乙は粘土紐の貼付による隆帯が新しく、その剥落した痕跡が明瞭に残る。ま

た、頭部の下端も肩部とのj安着部で落したもωである。第54凶17は、 u唇部iこB突起子Ijが付け

られた深鉢形土器の破片口 u縁部ωえ椋十誌には謁整を{二i~わない沈線、および列点火κよって文
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Gむ

SK138 

H = 44.500 m 

H = 44.600 m 

⑨ 

、=〆 日記 44.500m 

__li_ = 44.500 m 

ロ1

第43図 SK133、138、140、134土境
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立)

c!:!.ニ44，600m
一一-D

A H=44，600 m -

r !i二~4 ，600m_ J 

H =44，400 m 
k一一一 一一一L

主ヨ三

一一-B

第44図 SK137、139、141土壊、 SKT144土壊、 SX160、161
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⑧ 

④ 

第45図

⑨ 

H =44，600 m 

⑮ 

勺号/べミ
， 

--

⑧ 

SK155、159、106、111、136土境

第 2節 調査の記録
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⑧ 

8K116 
8K1l7 

日=44，600m

8K1l2 

H=44，600 m 

d島 (甚

8K125 

日=44，600m 
H =44，600 m 

ロ1

第46図 SK112， 116、117、125、127土境

{蓄が形成される。 18は{本部がi直線的iζ聞く法鉢形土器である。日縁台s上端は肥厚し、お尖起列

が並ぶo U縁内面iζはゑIj目をもった降線が 1条巡る。器外面には彫刻的な手法によって雲形文
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第47図 SK103、104、115，114、113、126、128土壌
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第 2篇第4主主石坂台四遺跡
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第50図 焼土遺構及びピット群平面関(ピット群横の j-J値はピットの確認面よりの深さを表わす)

が施される。地文にはLR縄文が用いられる。

SK128 (第47・54図、図版48)

土墳集中区北西側で検出した。平面は径1.2mの円形を呈し円筒状lζ掘り込まれている。深
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さは約0.55mで‘ある。埋土下位lこは、摩さ20---30cmの炭化物を主体とする土層が認められ、炭

化物は粉状を示している。

出土遺物は、縄文土器、フレークがある。第54図19は、鉢形土器の体部破片。地文l乙LR縄

文を用い雲形文が描かれている口 20は、 LR縄文が横位回転施文された鉢形土器の体部の破片

である。

SK 131 (第48図)

土壌集中区北端に位置する。平面は1.1 x 0.7 mの南北に長い不整楕円形を呈する。深さは、

0.15---0.2mと全体に浅いが、南ほどやや深くなっていくようである。

遺物は検出されなかった。

SK 132 (第48• 52 • 54 • 55図、図版49)

平面は、口径0.9mほどの円形を呈している。深さは約0.55mで、小さな袋状を示す。

出土遺物は縄文土器、フレークがある。第52図 8は、鉢形土器の底部である。胎土lζ砂粒を

含み、また器面の調整時lζ砂粒の動いた痕跡も明瞭である。第54図21は、 LR縄文の施された

鉢形土器の体部破片。原体lζ粗い繊維を撚り合わせたもので、撚り紐自体も極めて太い。 22は

体部の直線的に開く浅鉢形土器の破片である。肥厚した口唇部にはB突起列が作り出される。

第54図23と第55図 1、 2は同一個体である。器面にLR縄文を左上-右下の方向で回転施文し、

縦走i乙近い縄文を表出させている。

SK 135 (第48図)

土壌集中区ほぼ中央で検出した口平面は口径約0.8mの円形を呈する。鍋底状に0.15mほど

掘り込まれたもので、底面は多少凸凹している。

遺物は出土しなかった。

SK143 (第48図)

土墳集中区北寄りで検出した。平面は0.65x O. 6mの楕円形を呈する。 掘り込みは、筒状に0.2

mと浅い。埋土は、時褐色土と黄褐色粘土ブロックが混合したようなごちゃごちゃした様相を

示す。

出土遺物はない。

SK 156 (第48図、図版42)

土墳集中区西端に位農する。平面は0.8xO.7mのほぼ円形を呈する。底径が約 1m になるフ

ラスコ状を示し、深さは確認面から約0.6mを測る口

出土遺物はない。

SK157 (第48図、図版43)

南に傾斜する斜面上で検出した。確認時において第V層の明黄褐色砂質土が土壊の南側を覆っ
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第51国 SK133、155、116、125、104出土遺物

ており、 (図中のスクリーントーン部分)と考えられた。従って関口部は南側の崩

によって不明であるが、およそ径LOmになるものと思われる。 は1.6x1.5m、深さは

北側で0.9mを測り、フラスコ状を呈する口
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第52図 SK126、116、132、142、SN146出土遺物

縄文土器片が出土している。

SK 158 (第48[苅)

中区南西端で検出した。平而は径1. 1mの円形を呈する。地山面から掘り j~まれてお

り、深さは約0.4m 0 lr日土は、周囲の地山土と類似する出色土が充填されており人為的

lこ埋められたものと思われる。

出土造物はない。
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I I 

υ6 

9 

第53図 SK108、130出土遺物

SK151・152・153• 154 (第49図、図版50)

4 

10 

。 10cm 

4基は、土墳集中区ほぼ中央で南北lζ連なって検出された。 SKI04• SN145・146と重捜す

る。それぞれの新!日関係は、 (1日)SKI04→ SK154→ SN145 (新)、(旧)SK152→ SK151→ 

SN146 (新)となるが、 SK152とSK153の関係は不明。

SK151は、径約0.7mの円形で、深さは0.2--0.3mo埋土lζは若干の焼土・炭化物を含む口

SK152は、 0.7x O. 6mの平面円形を示す。深さは約0.4m、埋土下層には、焼土をブロック状

lζ含む箇所が認められる。 SK153は、径約0.7mの円形を呈する。地山函から掘り込まれ、ほ

ぼ円筒形lζ約0.4mの深さを有する。 SK154は、 SN145の直下にあたり、陸IT面観察では、両者

の境界を明確にしえず、 SN145に伴う土墳になる可能性がある。径約0.6mの円形を呈し、深

さは約0.2mである。
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第54図 SK133、 137，139、 159、116、125，127、 104、 126、 128、 132出土遺物
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第55図 SK132、134、142、SN146出土遺物

出土遺物は、 SK151を除いて縄文土器片が出土している。

SK142 (第49• 52 • 55図、図版37)

SKI05と重複する。南側をSKI05iζ切られているため、平田形は不明であるが東西0.8m、

南北0.6m以上の数値を示す。深さは003m程で、鍋底状lζ掘り込まれている口

出土遺物には縄文土器がある。第52図10は外傾する口頭部をもっ広口輩の破片で=ある。体部

はやや扇平な球形をなすと思われる。口唇部には 2個 1対のB突起(残存しているのは対になっ

ている左側の l個のみ)が付けられ、その下に12四程の間隔で突起列が並ぶ口頭部はミガキ調

整によって無文化される。第55図 4は鉢形土器の体部破片である。器面lこは細かなLR縄文が

横位に回転施文された後lζ、彫刻j的な手法をもって雲形文が描かれている。 5・6は!司一一{同体。

縄文のみ胞された体部の破片。器面にはRLの縄文が横位回転施文される口胎土lこは多量の砂

粒を含む。

土境e

SK 101 (第49図、図版50)

区東ftlfrlで検出した。 SKI02も問機であるが、表土除去の比較的早い段階で、炭化物

の広がりとして認めていたものである。 [J筏およそ0.8mの円形を呈している。 tm土中の炭化

物は 5-----]5mm大の粒子ーの大きいものが多い。焼けた粘土も若干合まれている。底面、側壁は赤

変している。

t]=l二上遺物はない。

SK 102 (第49問、図版50)
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第56劉 B地区遺構外出土遺物(1 ) 

SKI0lの北西約 6mで検出した。 6x L 1 mの楕円形を呈する。掘り込みは、漸移層

までで、地山雨までには達していない口ほ!土中lこは、粉状の炭化物が多量に合まれている o

lこは赤変が認められる。

(2) (第501刻)

焼土遺構は、土墳集中区ほぼ中央lこ4基が北東から南西方向lこ並ぶように検出された。平面

形はいずれも長さ1. 4~ 1. 6m 、|福 1 m程の楕円形を呈している。確認できた焼土は、一般に地

山土に近い明褐色を示し分布密度は粗であるが、 SN146は比較的焼土の分布が密で、赤褐色を呈

している。 4某の のまわりには約40のピット群が検出されている。ピットの深さは

1O ~30cm と浅いものが多いが、うち 3 個について カテカ (~I中のスクリーントーン

部分)しており、深さもo.4] ~O. 56mの数値を示し、柱穴と考えられるむ焼土遺構とピット
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第57図 B地広遺構外出土遺物(2 ) 
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第58図 B地区遺矯外出土遺物(3 ) 

から住居跡、も推定はできるのであるが、現段階では両者の関係を明らかにできない。

遺物は、 SN145・146から縄文土器が出土している口図示した遺物はSN146出土である。第52

図 9 はLR縄文が縦位に回転施文された深鉢形土器底部で、撚りが~~l'ため、縄文の節はその

1つlつが不明瞭となっている。第55図7は体部にLの無節の縄文が回転施文された破片である。

(3) Tピット

SKT144 (第44図、図版40、41)

SK137・141に両端を切られる形で検出された。幅は0.4m、残存長は1.2mある。深さは約

0.85 mを測る。確認面上の埋土が周囲の地山土と酷似し、プラン確認には困難をきわめた。

出土遺物はない。

(4) 溝状遺構

SX160 (第44図、図版40)

SK139・141の間に溝状を呈して存在する。 2基の土墳との新旧関係は不明。幅0.4--0.6m、

残存長0.7mを測る。深さは約0.35mで、底面には柱穴様のピットが掘り込まれているが、 SX160

との関係は不明。

SX161 (第44図、図版40)

SK137と重複する口両者の新旧関係は不明口東西方向l乙約2.2m、i幅は0.3--0.5m、深さは

0.3--0.5 mを測る。

SX160・161とも出土遺物はない。

4 B地区遺構外出土遺物

(1 )土製品

第56図 lは、 2個 1対のB突起のっけられた鉢形土器である。突起の部分を含めて口縁上端

187 



第 2筒第4章石坂台¥ill遺跡

1¥ ...-.宇，-一、テr・;." I 
ハ 向日".~"\ハ
II ぞ，_(‘."，".:， II  '1 ，Y">'.トン λ l 一一ム.-'， I I 2 ド 守二〆・~.. ~ I I - ……-I I V';...一、 r :，.~ I 1 ， ， ， ， . ， ・， ， ̂  
ハ ド， …パI I ;'; 1 1 1 竺i

rγ13 

第59図 B地区遺構外出土遺物(4 ) 
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第60図 B地区遺構外出土遺物(5 ) 

は直立し、体部のヒ部で大きく内側に屈曲する口以下の体部は直線的におりる。口唇につけら

れる突起の数は20個である。口頭部の文様体には、裁痕列、その下lこ2条の沈線が巡らされる。

裁痕列には l部深く扶り込まれる笛所があり、沈線開lζ表される降線がその部分で上へのびる。

羊歯状文の名残りである。また、口縁内面にも 1条の沈線が巡らされる。体部にはLR縄文が

横位回転施文される。 2は、口縁部がやや外側に聞き、体部が緩い曲線を描く小形、細身の鉢

形土器で、ある。口躍には短い粘土紐によって 2侶 1対のB突起がつけられる。突起の数は 6

位となる。口頭部は調整を受けて無文化され、体部には、 Lの無節の縄文が縦位lこ回転施文さ

れる。 3は、口縁部の開く広口の壷形土器の口縁部破片である。口頭部は無文化される。 4は

同じく広口の壷形土器の!こ]縁部破片である。仁!唇 UこはB突起がつけられる。口頭部の文様若手

lこは沈線lこより三叉状の陰刻文が施されている o 5は、合付鉢形土器の台部破片である。大き

く外側に開く台部の下端は肥惇し、調整をうけて無文化している。 6も同様台部の破片である。

7は、底部へ向い直線的におりる浅鉢形土器の破片で=ある。器面lとは、 LR縄文が横{立回転施

文され、その後沈線文的手法ーによって変形工字文が描かれる。 8、 9は口縁部の外反する鉢形

となろう。口唇lこは粘土紐が貼付され、その後連続した指頭圧痕が施され、小波状に作り

出している。[J縁部は調整をうけて無文化主れている口 10は、口唇部lζB突起がつけられる浅

鉢形土器の!こ!縁部破片である。{本部は比較的直線的におりるものとなろう。 5完走己ドの口

には 2条の平行沈線が巡らされる。[]唇部の上面観では、 21回の突起問lこ三叉状の扶りが入り、

また安IJ日を施した降線が巡らされている。 11は、板状の土製品。図の両端で折損している。土

偶のntn部もしくは腕部であろうか口

第57図 1は、地文lζLの撚糸文を施文し、沈線描国ilζよって文様を表出させ る。
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第62関 B地区遺構外出土遺物(石器)
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第63図 B地区遺構外出土遺物(石器)

胎土に砂粒を含む。 2• 3は同一個体である口広口の壷形の器形を呈すると思われる。口唇上

lこはB突起が何箇所かにつけられ、また連続する刻目安IJが施される。広く設けられた頚部の文

様帯には、充分に調整をうけた沈線による文様が描かれる口 4・5も同一個体。口頭部の屈曲

する鉢形の器形を呈すると居、われる。口唇 j二には3.4crn間隔で、B突起がつけられ、その間には

刻日子iJが施される。屈曲する頚部の文段帯lこは、調整を伴った沈線によって 4条の降線が表出さ

れ、 2段目の降線lこは、亥IJ白子IJが施される。{本部にはLR縄文を回転施文した後、彫刻的手法に

よって雲形文が描かれる。口縁内面にも 1条の沈線が巡らされる。 6も、口頭部の屈曲する鉢形

土器の破片。口縁日出は薄く作られB突起タIJが並ぶ。口頭部の文様帯には 2条の降線が表し出され、

その l段目には刻目子IJが施される口{本部にはLR縄文を横位回転施文した後、雲形文が描かれてい

る口 7も、同じく口頭部の屈曲する鉢形土器の破片。口縁上端を欠く。体部にはやはり

がftiかれる。 8~10は、口縁部が 17ヲ勾し、体部が緩い曲線を描く浅鉢形の器形を呈するもので

ある。口縁部l乙は 2~ 3条の降線が表され、その一段自には刻日子IJが施される。休部にはLR

縄文が回転施分され雲形文が描かれる場合(9・10) と、全面LR縄文が施される場合(8 ) 

とがある。1]~14は、浅鉢形土器の{本部破片である。 13 ・ 14および底部資料の 15は同一個体で
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ある。いずれもLR縄文を横位回転施文した後に、雲形文を描画している。 13---15では土器内

面にも l段稜線をもっo 16・17は浅鉢形土器の底部資料である。 18• 19は、雲形文の施された

鉢形土器の体部破片である。地文に使用される縄文原体はLRの撚りである。 18・19は鉢形土

器の体部破片。地文にLR縄文を回転施文し、その後雲形文を描いている。 20・21• 22は口頭

部に文様帯をもち、休部l乙LR縄文を全面施文した鉢形土器の体部破片である口 23• 24は同一

個体である。肩部から体部の最大径部分まで!幅広の文様帯をもっ壷形土器の破片で、ある。残存

する部分からは文様帯が二段以上設けられていることが観察される。上段と下段の文様帯の境

では、数条の沈線によって表される降線が 4条以上巡り、そのうち下から 3段目の隆線上には

刺突列が施される。 ド段の文様帯中には、全面LR縄文が施された後、太い沈線の描聞と磨消

によって雲形文が描かれる口口唇上lこは間隔の広い刻白が施される。 25は、口縁部の

屈曲する鉢形土器の破片である。口縁部には無文帯が設けられ、頚部には 2条の平行沈線が巡っ

ている。体部にはLR縄文が横{立に回転施文される。口縁内面にも沈線が 1条巡る口

第58図 lは、日頚部l乙4条の平行沈線が施された鉢形土器の破片口口唇上は小波状iζ作り出

される。体部にはLR縄文が回転施文される。 2は、口唇上lζA突起をもっ鉢形土器の破片。

口頭部lζ3条の沈線が巡らされるが、 l条自の沈線は口唇上lζ作られるA突起に沿って波形を

描く口体部にはLR縄文が横位回転施分されている。 3は、口縁上端が直立し、口縁部から体

部まで緩く膨らむ鉢形土器の口縁部破片である口口頭部の文様帯には 4条の平行沈線が施され、

2条目の沈線iこは、 l箇所粘土粒が貼り付けられ工字文が表出される。 4は口唇部が小波状を宝

する小形の鉢形土器の破片で、ある。口縁部lこ4条の平行沈線がひかれる。体部にはLR縄文が横位

回転施分される口 5・6は器面l乙降線の表出される破片である。いずれも口縁部近くの破片で

ある。 7は 2条の浅い平行沈線が底部に沿って巡るもの。胎土l乙含まれる砂粒は比較的多い。

第59図 1は太し 1繊維を撚って作ったLR原体を横位回転施分した土器で、ある。胎土lこは微細

な孔隙が多く認められる。また砂粒の含まれる量も少ない口 2は口縁部の僅かに外反する深鉢

形土器の破片で=ある。 LR縄文を横位回転施分した後、部分的にそれよりも太いRL縄文を回転

施分している。 3---5は口縁部のやや内傾する深鉢形土器の破片である。口縁~体部には全面

縄文が施されるが、!日し可られる原体は 3がRLの横位回転、 4がLRの横位回転、 5がLの左上

右下方向の回転である。 7も口縁部の僅かに内傾する例であるが、口唇部lζ連続した指頭圧痕

文を施して小波状に作り出している。仁l縁~休部にはLR縄文を横位回転施分している。 8---22 

は、全面縄文の施された休部の破片である。このうち 8・9・14・15はそれぞれ同一個体であ

る。器形は鉢形を呈するものが大部分と思われるが， 19・20のように湾曲する例は饗形となる

可能性もある口使用される原体はLRの横位回転施分のものがほとんどである。ただし、 13、16、

20はRL原体を用いている。ことに、 13、16は左上 右下の方向に回転させて縦走ι近い縄文
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第 3節まとめ

を表出させている。 8--10を除いては胎土lζ砂粒を多く含み、土器内面の調整も粗い。

第60図 1.3--9は同一個体である口口縁部はやや内傾する鉢形土器である。口唇部の断面

は鋭角である。口縁上端には粘土紐を貼り付けた降帯が施され、 ととも l乙刻目が施され

る。体部には、そのひとつひとつが三角形を呈する刺突如!と、回転する単位の長い、したがっ

て条の長い縄文帯によって幾何学的な構図の文様が描かれる。体部の束IJ突列と口唇および降帯

上の刻日とは同ーの施文具によっている。また、体部の縄文帯ではRLの撚りの原体が用いら

れるが、回転方向に対して斜位におかれて施文されている。 2は上端が僅かに外側へ反り返る

鉢形土器の口縁部破片である口口唇上と口縁上帯lζ施された降帯上には浅い亥IJ自が施される。

体部は条の長い縄文帯によって文様構成される。いずれも胎土には微細な砂粒が含まれるだけ

で、粘土は精選したものを用いているといってよい。焼成は良好で堅徹である D

(2) 石製品

出土した石器は定形的なもの、二次加工のあるものも含めて19点と少ない。第61図 1--4は

石匙である。 1--3は横型で、 4は縦型の柄部が折損している。 5・6は黒曜右製の母指状掻

器であるが、二次加工の部位は全周の約半分にしか及んでいない。 7はサイド@スクレーパー

か口第61図8・9、第62図 1・2は磨製石斧で、いずれもほぼ中位で横位に折れている。第62

図 3--5、第63図 1--3は凹石である。河原石の平らな 1--4面に凹んだ笛所をもっO この他

l乙、長径 8crn前後の丸い自然石の各国を磨いた磨石が 2侶ある。

第 3節まとめ

今回の石坂台噛の発描調査面積は、全体で15，000rrf前後と考えられる遺跡のうち約 5分の 2、

6， 520 rrfである口その結果、検出された遺構の大半は縄文時代に属するものであった。また、

出土遺物は前期、仁ド期、後期、晩期、弥生時代の土器、石器であるが、遺構数l乙比べて少ない口

縄文時代に属する遺構の内訳は、 A地区で中期末葉と、後期前葉の竪穴住居跡各々 1軒、後期

及び晩期l乙属すると考えられる土墳33基、焼土遺構 8基を数え、 B地毘では、晩期の土壊41基、

焼土遺構 4基である口従って、 A.B地区を合わせた縄文時代に属する検出遺構は、竪穴住居

跡 2軒、土墳74基、焼土遺構12基となる。

l 縄文時代の遺構群の分布について

第5図は個々の遺構の形状、理土の状態、遺物の出土状況などから分けられる遺構の分布を、

遺跡全体の地形の中で見たものである口この図でわかるように、性格の同じような遺構が比較

的まとまりを見せ、それらは遺跡、の立地する台地の縁辺と、縁辺から30crn程内側にはいった線
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を結ぶ範囲内に集中し、それを外れると分布が疎になる傾向を見せている。この傾向は七曲台

の他の遺跡においても同様であり、特lこ本遺跡でそれが際立っている訳ではない。

第64図はA地区における遺構群の分布を、 A地区の台地lζ限って見たものである。

の遺構郡を、その性格、推定される時期、近接具合、周辺の出土遺物の時期などから大きく 5

つのグループに分けて見た口北西部遺構郡は、中期末葉大木10式土器を炉に使用し

跡 (8104) 1軒だけである。同期の遺構は他には今回の調査思には全くなく、周辺からも関連

する時期の遺物は全くといって良いほど検出されていない。この住居跡よりももっと北西の地域

に同期の遺構郡が集中するものと思われる。北東端部遺構郡は後期前葉の竪穴住居跡 (8111) 

1軒と、袋状あるいはフラスコ状を呈する土壊8基 (8102• 03 • 05 • 08 • 13 • 23)、小円形で、

大きな河原石の入る土壌 3基 (8K06・09• 17)、円筒状土墳 1基 (8K14)、その他の土墳 l基

(8K10)から構成される。その範囲の長径は25rn、短径は18rnで、ある口 8111を除いてはその

時期を決定づけ得る遺物の出土がほとんどなく、推定の域を出ないのであるが、同グリッド、

あるいは、この遺構群の周辺からの出土土器を見ると、その大部分は8111にほぼ同じ後期前葉

のものである。このことから、この遺構郡の時期は後期前葉とすることができょう。

北東部遺構郡は、 6基の土墳墓様の土墳のKO1 • 24 • 32 • 33 • 34・35) と、 5基の焼土遺

構 (8N26・27・28• 29 • 30)からなり、その範囲は未調査の部分も含めて、長径30rn、短径16

mと推定される。そして、その時期は土壌内埋土中の出土遺物から晩期後葉とすることができ

る。北西部遺構群は 1基の土墳墓様土墳 (8K62) と、 3基の焼;土遺構 (8N43• 44 • 45)から

なる口遺構内からの出土遺物がなく、明確な時期は不明とせざるを得ないが、同じグ 1)ット及

び、周聞からは後期前葉、晩期後葉の土器片が多く占める。南西部遺構群は、袋状あるいはフ

ラスコ状の土墳が 4基 (8K48• 50 • 51 • 53) と、その他の土墳 1基 (8K52)の5基から構成

されるだけであるが、発掘調査によって検出された遺構は本遺構群の東端部にあたるものと推

定され、本来はもっと大きな群となろう。遺構郡の時期を決めつけられるような遺物はないが、

この周辺からは弥生時代の土器片が出土しており、あるいはその頃に属するかもしれない。

以上、 5つのグループ分け可能な遺構群についてみたが、このことは、広い台地であっても

縄文時代、あるいは弥生時代の人々がそこを何らかの形で使おうと選定する場合、必ずしも台

地全体にその存悲した誌をまんべんなく残すような利用の仕方をしていないことを示している。

また、広い台地の中から、この場所N と選定され、遺構@遺物が遺されるような場所であって

も、ごく狭い範囲でしかそれが見られない。このようなあり方は、前述したように、これまで

された七曲台遺跡群に共通することでもある。大きな集団が、定住的な場所としては利用

しなかったことが主因であろうが、

り方とは鮮明な対象をなしている。
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第 5章石坂台 IX遺跡

(5IZDIX • No.36) 

所在地秋田県河辺郡河辺町戸島字七曲石坂台285-1他

調査期間昭和60年 9月 2日'"'-'11月 9日

調査面積 4，714 nl 
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第 1節調査の概要

1 遺跡、の概観

本遺跡は、岩見)11左岸の低位段丘上野台国の西端l乙位置する。西側は白熊沢の急斜面で区切

られ、北側は低位段丘七曲台面l乙続く段丘産で、比高差約 5mの斜面になっている。南側は白

熊沢から東Iζ向かつて、幅約100m、断面V字形の大きな沢が入り込み急斜面の崖になってい

て、東から西に張り出す平坦な舌状台地を形成している口標高は約40m---45mである口南側l乙

入る沢の対岸には石坂台咽遺跡、沢頭iζは縄文時代後期~晩期の土壌が検出された石坂台盟遺

跡がある。台地の南端から中央部付近までは梅を植林した際地山を50---80cm程掘り込んだ穴が

多数あり、また中央部東側一帯は黒ボク土の採掘によって撹乱されている。

遺跡の基本層位は第 I層から第¥lli層(段丘磯層)まで 8J習に分けられる。第 I唐(黒褐色土

は表土の黒ボク土で厚さは30---50cm、植物根による撹乱をうけている。乙の層の下部には

粘質の赤褐色土が部分的l乙堆積する。これは主lζ遺構が埋没していく際に形成されるような窪

地に堆積している。第H層(粘質褐色土層)から第四属(浅黄色砂層)までは、更新世の段丘

堆積物である。第H層(褐色土層)から第IV層(明黄褐色土層)までは粘土質でよくしまって

おり、下層になるにつれて色調が褐色から明黄褐色に変化していき、第V層ではそれにやや砂

がまじる。第百層は粘性の大きい淡黄色土層で、まだらに赤掲色のよごれがある。第四}曹は砂

粗い砂層が細かい砂層の中l乙縞状l乙入る。第直属と第VIJ霞lζは炭化物粒が少量混入する。

2カ所 (MH52• LK41)で行なった深掘りでは、いずれの層位にも石坂台¥lli遺跡や松木台盟

遺跡で認められたようなインボリューションは認められなかった。遺構は、第 I層(黒褐色土

一一~γ/γへ-------_/'--~に) =44，OOOm 

一ーーーー@砂
噌旦ニ43，OOOm

1直 おl~ 、砂時

第2悶遺跡基本膳位
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前 2í;;~第 5 市石坂合1X;立跡

層)から第H層(褐色土居)を掘りこんで構築されている。遺物は第 I層に包含される口

検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 3軒、土壌 l基、焼土 3力所である口遺構は台地の

南縁端から幅およそ20mの縁辺部lζ集中する口竪穴住居跡は複式炉をもつものが 2軒 (SIOl• 

03)、地床炉をもつものが 1軒 (SI02)である。いずれも床面および、埋土から出土した土器か

らみて縄文時代中期後葉の竪穴住居跡である。遺物が出土した土墳は 3基 (SK05• 07・09)

である。 SK05からは縄文時代中期後葉、 SK07• 09からは縄文時代後期の土器片が出土した。

遺物は縄文時代中期中葉から晩期後葉のものまで出土した。中期の土器片は円筒上層式が 2

点の他はすべて大木式である。遺跡内における遺物の散布状況には時期によって偏りが認めら

れる。縄文時代中期後葉@大木 9式の遺物は調査区の南側で広範囲に出土したが、大木 8b式

の遺物はSX15• 16からのみ出土した。後期の遺物は主にSK07• 09の周囲および調査区南西部

から出ことした。また、 SI02竪穴住居跡、から出土した小型深鉢形土器(第 9図 1)のように、隣

接する遺構内あるいはかなり離れた遺構内から出土した土器片が接合したり、同一個体だった

りする例があった。

2 調査の経過

調査は重機による表土除去およびグリッド杭打設の後、 9月 2日より調査区南端から手掘り

による表土除去を開始した。 9月 5日まで1とかなりの遺物が出土し、竪穴住民跡 3軒、土壌4

基のプランを確認した。 9月14日からはそれまで検出した遺構の精査と並行して調査区東側か

らも粗掘りを行い、台地北東端で 2基の土壌を検出した。その後調査区域が台地中央部lζ進む

と遺構は検出されなくなり、遺物の量も減少し、 46ラインから北側ではほとんど出土しなくなっ

た。 10月にはし、ると雨天の日が多くなり、精査が進まず、台地中央部の粗掘りに終始する日が

続いた。この間l乙SI02とSK09の埋土を水洗し、 SI02埋土からは黒曜石と頁岩のチップが、 SK09

埋土からは炭化栗が検出された。 10月22日からは調査区南東部の再精査と拡張および北側斜面

の調査を行った。その結果、臨東隅で新たに 2基の土墳が検出された。北側斜面からは遺構は

検出されず、陶器が 1点出土したのみであった。 11月9臼に全遺構の精査を終了した。

l 検出遺構と遺物

(1 )竪穴住居跡

SI01罷穴住居跡

第 2節調査の記録

端の台地縁辺部で検出された。平面形は南北 5m、東西4.7mの不整六角形を呈す
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第 2節調査の記録

る。壁は床面からほぼ垂直に立ちあがる口残存する竪穴壁の高さは北側で約45--50cm、南側は

やや時IJ平されていて約25--30cmで、ある。床面積は約17.2mである。

中央部北側l乙土器埋設炉があり、その北側に隣接して南北約48cm、東西約68cm、深さ約28cm

のピット、さらにその北側から北側壁までの間を浅く掘り込んだ複式炉をもっO 炉の主軸方向

はS-20-Eである。埋設土器は火熱を受けて非常に脆くなっている。ピットも強し、火熱によっ

て壁および底面が硬化@赤変している。それに対してピットと北側壁の間の浅い掘り込みは、

底面が火熱によってやや硬化しているものの、埋設土器やピットほど、は焼けておらず、機能の

違いを窺がわせる。また、中央部東寄りには火熱をうけて硬化@赤変した部分があり地床炉と

認められる。

南側を除いて謹直下には幅約10--20cm、深さ約 5--10cmの壁溝がめぐる。主柱穴は炉の主軸

方向を紬として 3組 6本が対称に配されている。(北西偶の 1本は撹乱坑内にわずかに痕跡を

とどめる。)これらの他に壁溝内には小ピットが部分的に不規則に認められる。竪穴住居跡の

出入口には壁溝がまわらないと仮定すれば出入り口は南側になるが、この部分が特に踏み固め

られている形跡はなく、断定はできない。又、竪穴住居跡の中央l乙深さ約20cmの円形ピット、

南側壁の中央付近に深さ約50cmの円形ピットが検出された。

竪穴住居跡北東偶および南東隅の外側には径約50--60cmの円形ピットが検出された。

の配置が控離に近く、いずれの柱も直立していたことを考えればこれらのピットは住居外の施

設と考えるよりも、住居内部の施設と考えたほうが妥当であろう。

この他lζ、竪穴住居跡の中央lζ深さ約20cmの円形ピット、南側壁の中央付近に深さ約50cmの

円形ピットが検出された。

樫土は基本的には、 1:粘性の5郎、暗褐色土(炭化物粒を含む)、 2:軟質の暗褐色土、 3:軟

質の褐色土(焼けて硬化した黄褐色土粒と炭化物粒を含む)、 4:しまりのある褐色土(焼けて

硬化した黄褐色土粒と炭化物を多量に含み、中には木材の原形をとどめているものもある)、

5:ややしまりのある暗褐色土、に分けられる。 6:は木根等による撹乱である。理土中には細

い丸太材の形状が推測できるものも含め、多量の炭化物が含まれており、床面からもかなりの

量が検出された。また床面には焼土粒がかなりの範囲にわたって認められた。竪穴住居跡の上

屋が焼失した可能性が強い。

出土遺物

埋設土器(第 5図 1) ;口縁部および体上部を欠失している。残存する部位から推定して、

口縁部がややひらき体部中半lζ最大径をもっ深鉢形の器形となる。文様は体上半から沈線によ

る逆 rUJ字状の懸垂文が18単位描かれる。懸垂区画の中にさらに縦位の楕円区画、および逆
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iUJ字状区画が施される文様とそれらをもたない文様とが 9単位づっ交互に配される。縄文

はLR原体を用いて沈線の区間後lζ縦位回転施文されている。胎土lζは経 2--3mm程の石英@

などの砂粒が多く含まれるが、焼成は良好で堅織な仕上がりとなっている。

埋土中の土器(第 5図 2、第 6図、第?図) ;SIOlの埋土中の土器は炉の周辺から最も多く出

土している。これらの土器は、第 5図 1 • 2のような懸垂区画文もしくは楕円区画文をもっ土器

6図 5--に 10--18) と、そのような区間文をもたず全面縄文を施す土器(第 5図 4• 

8 • 7ぺ9--25、第7図26--35) とがあり、その他第 6図3のような条痕文の施される土器があ

る。懸垂区画文をもっ土器では口縁部は直立するかやや外反するかであるが、第 6図 5のような

内奇するものもある。縄文はLR原体を用いるものとRL原体を用いるものとがあり、また第 6図

10--13はLRLRの複々節の原体を縦回転させたものである。摩滅の著しいものを除いた縄文の観察

可能な土器では、沈線区画は縄文施文後に行なわれている。第 5図 2は口縁部が外反する深鉢形

土器である。口縁部は研摩されて無文帯をなし、頚部には一条の沈線がめぐる。体部は懸垂区画

文と、 iSJ字および逆 iSJ字区画文が交互に配される文様構成をとる。縄文はRL縄文の横位

回転施文であるが、沈線の区画は縄文施文後l乙行なわれている。飴土l乙は砂粒が含まれる。

全面縄文が施文された土器では、縄文l乙複節と単節のものと 2種がある。複節のものは第 7

図28・29・31--35で、 RLRの縦回転が28・29・31、LRLの縦回転のものが32--35である。 30は

LRLRの複々節の原体が縦回転施文されている。

第6図 lは口縁部l乙無文帯をもち体部l乙条痕文が施文された鉢形土器である口頚部には一部沈

線が横位l乙描かれ無文部分と条痕文部分の施文の自安となっている。条痕文の原体は幅22阻で、

頚部の沈線施文後l乙施されている。第6図2は全面縄文の施された小型の鉢形土器である。縄文

は撚りの細かなLR原体を用いて縦位に回転施文しているが、回転する長さは 3--5 cmと短い。

他l乙土製品として土器片利用の土製円盤(第 7図17・18)が出土している。図における上下

端は輪積み痕部分であるが、両側縁を弧状l乙打ち欠いて円盤状lζ整形している。

出土した石器は掻器 3点、二次調整のある剥片 7点、磨製石斧 2点、石皿 l点である。

掻器(第 8図 5--7 )には横長の剥片を素材としたもの(5)と、縦長の剥片を素材としたもの

(6 • 7)がある。 5では素材まIjJ干の両面l乙整形のため剥離が施され、その際打面も剥除され

ている。 6• 7では主lζ素材剥片の表面に限って整形剥離が施され、また打面も残る。 1--3・

8 --10は、もとの剥片の縁辺部に細かく二次調整の施されたものである。 1・2・9・10は折

損し、もとの剥片の打面や先端が失われているが、 1および10は掻器であった可能性もある 0

4は菱形の剥片の表面から数回加撃して打面をとり去ったものである。裏面には手が加えられ

ておらず打痛は残る。また縁辺部には使用による刃こぼれが認められる。以上の石材は全て頁

岩である。
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第 2節調査の記録

SI02竪穴住居跡

調査~南西端の台地縁辺部で検出された。 8IOl竪穴住居跡、とは境問距離約8.3m 、 8103竪穴

住毘跡、とは壁間距離約3.9mを計るが、その間lζ8K05があり、 8K05とは約1.3mしか離れてい

ない。平面形は円形を呈し、径約2.8mと小型で=ある。壁はほぼ垂直に立ち上がる。残存する

竪穴壁の高さは約20~30cmを測る。中央部の径 1 m程が僅かに盛り上がり、かなりの火熱をう

けて硬化@赤変しており、地床炉と考えられる。この地床炉のすぐ脇の床面から第 9図 1の小

型深鉢形土器が斜めに倒れかかった状態で出土した口床面積は約5.7 rrfである。

主柱穴かと思われるピットは 4カ所検出されたが、北東隅では検出されずその配置は三角形

である。北東隅で、は径約50cm、深さ約15cmの円形ピットが検出され、その中l乙長さ約28cmの長

大な用原石が l個、直径約10cmの礁が 21留置かれている。これらのピットと磯は火熱を受けて

し'1よし'0

埋土は、 1 :粘質の褐色土、 2:やや孔隙がありボソボソした感触をうける掲色土、 3:粘性

が弱く孔隙が多い褐色土、 4: 2 Iζ比べて孔隙が少なくやや日郎、色調の褐色土の 4層に分けら

れる口周囲から流れ込んだ土が自然堆積したというより、短時間で埋め立てられた可能性が強

い。埋土の 2 層からは第 9 図 2~9 の土器片の{也、1O~20の黒耀石製石器、剥片および黒耀石

と頁岩のチッフ。が出土した。

出土遺物

第9図 1は口縁部が外反し、体部がゆるいカーブを描きながら降り、底部近くで外側へ反る

小型の深鉢形土器である口口縁部は揮指によるナデ調整の後、ミガキ調整によって無文化して

いる。体部にはLR原体の縦回転施文による無節の縄文が施される。底部近くおよび底面も丹

念、なミガキ調整がなされる口胎土は精選した粘土を用い、砂粒混入の程度は極めて低い。 2~

9 は埋土中から出土したものである。 2~7 は全面縄文の施されたもの、 8 ・ 9 はおそらくは

懸垂する区画文の沈線によって、縄文部分と無文部分とに分けられるものである。使用される

原体は、 l がLR、 3~6 がRLRであり回転方向は全て縦位である。

10は紡錘形の模形石器である。側面の剥離は全て図の上方からの加撃による口上端は数回の

加撃によって薄く尖り、下端は素材となった丹礁の自然面を残す。 11も同様模形石器であるが

10の素材が円磯核であるのに対し、 11はその打害1]後にとられた肉厚の剥片を素材としている。

素材の表面には一部自然、面が残る口 t下端からのまIJ離は主lζ裏面lζ多く、上端では l箇所、下

端では 2 箇所から加撃されている。 12~17 ・ 19 ・ 20 は、 10 ・ 11の模形石器をつくる際の剥片な

らびにその欠損品である。 12・13・15は原材の円礁の外皮の部分であり、 12ではその裏面(主

要最j離面)の上下端に加撃痕が観察される。 13----15は下半を欠損している口 16・19・20は、

10・12のような製品を作る際に剥ぎ取られたスポーノレ状の剥片である。断面が三角形をなし背
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第 2節調査の記録

国側が原材の自然面である。 17では上端 lζ 加撃痕が認められるが、下端は第一次剥離面をそ

のまま残す口 18は両面から細かな剥離の施された石鎮である。尖端は折損している。以ヒ石材

は全て黒耀石である。これらの石器は住居跡東側埋土の径50"，-70crn程の範囲から、多量のチッ

プとともに出土した。 18の石餓を除いた模形石器およびその製作に関わる剥片は、問ーの原材

である可能性が強い。

SI03竪穴往鰭跡

8101竪穴住居跡、 8102竪穴住居跡、が台地の南端の斜面に極めて近い所に位置するのに対して、

この竪穴住居跡は8102竪穴住諾跡の北側に位置し、台地の南端からはやや離れている。南側に

は90crn離れて8K05がある。平面形は径約3.8mの円形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

残存する竪穴壁の高さは約40cmを測る。

炉は住居跡中央部から60crn程南寄りの所に土器埋設炉があり、その南側には径約20crn、深

さ約15cmの小ピット、さらに南側に佳約40cm、深さ約10cmの堀り込み部分がある複式炉で、そ

のすぐ側には径約20cm程の河原石が霞かれている。埋設土器(第10図 1)は深鉢形土器の口縁

部を口縁端から約18crnの所で切断し、さらに同じ土器の底部も下から高さ約18crnの所で、切断し、

それらを二重に埋設したものである口内側に埋設された底部は上の部分が火熱を受けてやや脆

くなっている。炉の土器埋設部分では火を焚いていたことは窺えるが、隣接するピットや掘り

込み部分ではほとんど火を焚いた痕跡は認められない。炉の主軸方向はN-100-Wである。

柱穴は対称位置に 2本一組で計 6力所検出された。南北方向で対をなす一組は浅く他の二組

は比較的深い口この他に床面西側からは長径約80crn、深さ約10crnの浅いピットが検出された。

埋土は、 1 :粘質の褐色土(炭化物を多く含む)、 2:孔隙が多く粒が粗い黒褐色土、 3:粘質

の黒福何十(焼けて硬化した黄褐色土粒をふくむ)、 4:粘質の褐色土(炭化物を含む)の 4層

iこ分けられるむ埋土中からは第 9 図 2~9 の遺物が出土している口

出土遺物

埋設土器(第10図 1);体部の中程を欠失しているが、体部上半でわずかにすぼまり体部下

半で膨らむ深鉢形土器である。口縁部にはi幅1.3crn程で、無文帯があり、体部はRLRの原体が全

面縦位lζ回転施文される。底面は調整をうけているが、網代痕跡が一部残る。胎土lとはいく分

砂粒が混入されるものの焼成は堅織である。

第 10図 2~9 は理土中から出土したものである。 2 は埋設土器同様口縁部lζ無文帯が設けら

れる深鉢形の土器である。口縁部の断面形が丸昧を帯びたっくりとなっている。使用される

体はRLRで縦回転施文。 3は 2と同一個体の体部破片。 4• 5は口縁部の無文化された破片

である口 8は口縁の内;与する器形をもっ深鉢形土器であろう。懸垂区画文が施文されている。
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第 2節調査の記録

石器は埋土の上層から磨製石斧が 2点出土したにとどまった。10は凝灰質砂岩製である。素材

として偏平な楕円燥を選んでおり、片面に素材の風化した国が残る。 11はシノレト質砂岩製であ

る。素材の層状構造にそって本体部分中半で折損したものである。

(2) 土壌 (SK04'""""'14) 

土墳は竪穴住居跡群の周辺iC2基、調査区南東端の台地南縁部で 5基、台地中央部のやや南

りに離れて 2基、台地北縁部で、 2基の計11基が検出された。

①竪穴住居跡の周辺

SK04 : 8101竪穴住居跡と8102竪穴住居跡のほぼ中間で検出された口東西約70cm、南北約80cmで

ほぼ円形をまする。深さは約30cmである。南西約 2mの所lζ焼土があり、あるいはこの土墳に

関連するものかも知れない。遺物は出土しなかった。

SK05:8102竪穴住層跡と8103竪穴住居跡のほぼ中聞に位聾する比較的大きな土壊である。平面

形は円形で東西約1.4m、南北約1.6 moその割には浅く深さは約35cmである。埋土は孔隙が多

く軟質で8102竪穴住居跡の埋土lζ似ている。遺物は埋土中から第12図 l、 2が出土している D

lは口縁部文様帯lζ貼付された渦巻様の降帯の剥落したものである。 2は黒耀石の剥片で8102

竪穴住居跡から出土したものと同ーのものである。

②台地南縁部

SK06:平面形は径約1.2mの円形を呈する。深さは約60cmを測る。並行面形は関口部よりも底部

が若干ふくらむ袋状である口埋土中には少量の炭化物粒を含むが、 SK07やSK09のような炭化

栗や遺物は検出されなかった。

SK07:平面形は径約1.2mの円形でSK06とほぼ同じであるが、深さは約80cmと少し深めである。

断面形は袋状を呈する。この土壌は底面全体が非常に強い火熱をうけて焼土化しており、他の

土墳と比べて特異である。埋土中には多量の炭化栗が含まれており底面に近いほどその量は多

く、底面直上からも検出された。遺物は8K09から出土した土器(第12図 7)と同一個体の土

器片が埋土中から出土している。

SK08:平面形は径約1.2mの円形でSK06、SK07と同様であるが、深さは約40cmと浅めで、断

面形はビーカー状を呈する。 遺物は出土しなかった。

SK09:平面形は8K06~08 と同様径約1. 2mの円形を呈する。関口部よりも底面がかなり奥に広

がるフラスコ状土墳である。 深さは約80cmを担IJる。埋土中i乙は焼土のブロックや小粒、炭化物

まれている他、炭化栗が多量に含まれている。埋土の 2分の lを水洗してみたと乙ろ約900

グラムが検出された(図版23)。遺物はこの炭化栗の他lζ第 12図 3~7 の縄文時代後期の土器

片が埋土中から出土している。 3~5 は同一一個体の破片である。同時施文具による 2 条の沈線
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によって文様が構成される。胎土には雲母@長石などの砂粒を含み、焼成は堅く仕上がってい

る。 6はLR原体の右上一左下の方向で回転施文された体部の破片であるo 7は口縁部がやや

外反し、体部でゆるいカーブを描いておりる深鉢形土器である。最大径は体部中半にある。口

縁部には 111量3.7阻で、無文帯が設けられ、その下 2.8cm程の体部が文様帯となる。文様帯中は 3---

5同様同時施文具による 2条の沈線によって文様が描かれる。文様帯と上下限にめぐる沈線に

は各々の沈線に向かつて開く連弧文、その間lζ3組の沈線によって菱形と楕円形の構図が交互

に配置される口楕円形の構図内にはさらに蛇行しておりる 2組の沈線文が描かれる。地文とし

てLの撚りの撚糸文が施されるが、回転の方向は一定していない。胎土には砂粒を合むが、薄

手で堅い焼成である口

SK10:平面形は円形で径約1.1m、深さ約30cmの比較的浅い土壌である。遺物は出土しなかっ

fこ。

③台地中央部

SK1什1:氾81叩03竪穴{住主居跡から約l叩Om::l北七{担側H即則|リiで

と遺物が出土した倒木痕が位置する O 平面形は円形で径約80cm、深さは約20cmの浅いビーカー

状の土壌である。埋土上面lζは径20cm程の扇平な用原石が置かれている。遺物は出土しなかっ

fこO

SIく12:8Kllのさらに北側約15mの黒褐色土層(第 I層)中で検出された。径約 1mの隅丸方

形の傾斜の緩やかな掘り込みに一面に焼土が堆積し、その上を炭化物粒を多量に含んだ黒色土

が覆っている。掘り込みの深さは確認面から約20cmで=あるが、地山(第E層)にまで達してい

るのは一部分のみである。遺物は出土しなかった。この土墳は第 I層中のかなり地表面lζ近い

所に構築されており、新しい時期(おそらくは近世以後)のものと思われる口

④台地北縁部

SK13:平面形は円形で径約1.9mと大型である。深さは約70cm、断面形はピー力一状を呈する。

造物は出土しなかった。

SK14:関口部の径が約 1m、!底面はそれよりも若干広がる円形のフラスコ状土壌である。深さ

は約50cmを測る口遺物は出土しなかった。

以上の土墳のうち、他と全く様相の異なる8K12を除き縄文時代と考えられるこt墳を断面形@

深さ・関口部の径から大まかに分けてみると、 A:断面形が袋状で比較的深く関口部の径が大

きいもののK06・07・09・13)、B:断面形が袋状で比較的浅く関口部の径が小さいもののK14)、

C:断面形が矩形で浅く、関口部の径が大きいもののK05・08)、D:断面形が矩形で浅く、関

口部の径が小さいもの C8K04・10・11)の 4種類に分けられる。

Aのうち8K06・07・09の 3基は近接し、いずれの埴土からも炭化した栗が出土しているこ
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第 2篇第 5章石坂台lX遺跡

とから貯蔵穴と考えられる。 SK07• 09の出土遺物から時期は縄文時代後期である。 SK13及びB

のSK14は他の土壌から離れ にあり、土境内及び周囲から全く遺物が出土していないた

め機能や時期は不明と言わざるを得ない。 cのうちSK05からは、 SI02竪穴住居跡の埋土中か

らは多震に検出された黒曜石の剥片が出土しているので、 SI02竪穴住居跡とほぼ同時期の縄文

時代中期後葉lζ埋没したと考えられる。しかし、 SK08の周囲からは縄文時代中期の遺物は全

く出土しておらず、 SK05と形態が類似することをもってSK08も問時期であるとは断定しがた

い。 Dのうち、 SKllの中央には大きい石が置かれ、周囲から縄文時代晩期前葉の土器片が出

土しているので、縄文時代晩期の土墳である可能性が高い。このような形態の土墳は、松木台

H遺跡や松木台盟遺跡でも検出されており何らかの関連があるのかもしれない。

(3) 倒木痕 (SX15----17) 

調査区の南側を中心にかなりの数の倒木痕が検出されたが、それらの中で台地中央部に近い

3力所から遺物が検出されたのでSX15'""-'17として記載する。

SX15:径約 3mの円形を呈する。第13図 1'""-'8の土器片が出土した。 1・2は同一個体である。

口縁部が内湾しキャリバー形を呈する深鉢である。 RLの縄文施文後、粘土紐の隆帯の貼付lζ
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第 2節調査の記録

よって渦巻文を表出させている口 3も降帯とその間の縄文によって文様の構成がなされるが、

破片の下部に沈線部分が残り両者の技法が用いられている口 4は内寄する口縁をもっ深鉢形土

器であろう。口縁下は幅症の無文部となるが、その下lζ2重の沈線による区画文が施される 0

5--8は同一個体であり、いずれも懸垂区画をもっ体部の破片である。縄文部と無文部が繰り

返し表現される口使用される原体はRLRの複節のもので縦f立に回転施文されている。他lζSI02

竪穴住居跡床面から出士した小型深鉢型士器(第 9図 1)の口縁部が出土し、接合した。

SX16:長軸約 5mの卵形を呈する。第13図9~11の土器片が出土した。 9 は 1 • 2同様粘土紐の

降帯の貼付された破片。 10は無文の破片。 11はLRLの複節の縄文が縦{立に回転施文されたもので

ある。他l乙SIOl竪穴住居跡から出土した土器口縁部(第 6図 3)の一部が出土し、接合した。

SX17:長軸約 7mの楕円形を呈する口第13図12・13の土器片が出土した。 12• 13は同一個体で

ある。地文にLの撚糸文が施され、その後沈線によって文様が描かれている。

2 その他の遺物

第14図 1は口端の断面形が三角形をなす、 1JTり返し口縁をもっ土器である。器外面l乙折り返

された部分l乙鋸歯状lζ粘土紐が貼り付けられ、 LRの縄文原体の側面圧痕列が施される。口縁

~~一 1 V 
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第 2箭第5章石坂台lX遺跡

下はやはり粘土紐の貼付文とその間に施される角押文列によって文様構成される。 2は土器口

縁部i乙付された弁状突起の破片である。表面には径 5mm程の断面形の丸い粘土紐が突起の外縁

に沿って貼付される。 3はLR縄文が左上-右上の方向で回転施文され、横走する縄文を表出

させたものである。 4はキャリパー形深鉢の口縁部文様帯の破片である。丸味を帯びて膨らみ、

地文としてRL縄文が縦位回転施文された後、粘土紐の貼付文によって文様構成される。 5は

口縁部がやや外側へ向かつて聞き、頚部で屈曲する深鉢形土器であろう。地文としてRL縄文

が施される。口縁部文様帯での主たるモチーフは、経帯による連続した波状文(文様帯中に上

下から交互に突き合せた三角形の構図をつくる)と、口縁下にめぐる沈線と降帯側縁lζ沿って

施される沈線が、隆帯による区画中に枝線を伸ばす構図をとるものと思われる。 6は口縁部が

やや内奇し、体部は直線的におりる小型の鉢形土器である。口縁部は調整をうけて無文部分と

なり、体部にはLR原体が縦位に回転施文され、逆 iUJ字状の懸垂区間文が描かれる口この

区間文により無文部と縄文部が交互に配置されるが、無文部の上部ではこれもまた逆 iUJ

状の降帯が貼付され、懸垂区画文どうしを連結している。 7は口縁上部が内脅し体部でゆるい

カーブを描いておりる深鉢形土器で=ある。体部には逆 iUJ字状の懸垂区画文が描かれさらに

内部に楕円区画文、懸垂忠商文が施されるものと、施されないものとが交互に配寵される。区

画文内lこ施文される縄文はRLR原体の縦回転施文されたものである。

第15図8は内寄する口縁部の破片である。 2重の沈線によって懸垂区画文もしくは楕円区間

文が描かれる。使用される原体はRLで縦位回転施文。第15図14は口縁部の外反する鉢形土器

の破片である。口縁部は無文部となり、体部は懸垂区鹿文が施される。区画文間には上端にや

や膨みをもたせた沈線が 1条ひかれる。区画文内の縄文はRLの縦位回転施文されたものであ

る口 16--30は沈線による懸垂区間文の施された体部の破片である。使用される縄文原体は、

17 • 19・22• 25 • 29がRL、16• 18 • 24 • 26がRLR、27がLRである。回転方向は29を除いて

縦回転である。 9--15は口縁上端iこ無文部をもち体部には全面縄文の施される例である。原体

は15がLRL、他はRLである。回転方向は11• 12が横位、{也は縦位である口 34--39は全面縄文

の施された体部の破片。施文される縄文原体は34• 35 • 37がLR、36・38• 39がRLRである。

回転方向は35が横位口他は縦位。 40--43の成部資料のうち、 40.411こは絹代痕が残る。

第16図44--47は口縁部が外反し、ゆるい波状を呈する深鉢形土器の破片である。口縁直下に

はl条の沈線がめぐり、体部には横向きに組み合わされた 2重の弧線によって楕円形文等が描か

れる。地文lζはRの撚糸文が施される。底部iζは偶代痕が残される。 48・49は波状口縁の波頂部lζ

突起がつき、その突起から粘土紐の経帯が口縁に沿って貼付される土器である。体部の主要モ

チーフは、 44--47と同様 2--3重の弧線を組み合わせての楕円形文と思われる。地文にはLの

撚糸文が施されている。 50--57・59--61も文様構成、施文法とも47--49と同様のものの体部破
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片であろう。 62は4重の沈線によって円弧文が描かれた破片である。 63• 64 • 65は体部lζ全面

縄文の施された土器である。施文される原体はLRで=左上 右下の方向で回転施文している。

66 • 67 • 68は口唇 uこ突起をもち口縁部文様帯lζ刻目文帯、細かな縄文が施される例。 66の突

起頂部には棒状工呉による京Ij突が見られる。縄文はRL原体を横位回転施文している。 69は沈

線区画の縄文帯lζ三叉の挟り込みの施された土器である口 70は lこ三叉の扶り込みを入れ、

B突起状lζ作出している。 7]は口縁部上端lζ工字文の施されたものである。隆線問lこ粘土粒が

貼付されている。

土製品としては72の土器片手IJ用の土製円盤が出土している口また北側の傾斜面に近いLT66

グリッドからは73の播鉢片が出土している。卸し白は10条が 1

て施される口

となった幅30mmの工異によっ

1は小型の掻器で、ある。調整は粗く、素材の剥片の打面は除かれているが裏面には一部

主要剥離国が残る。 2は薄手の剥片を素材として利用した掻器である。両面に丹念な剥離が施さ

れ、全体の形状を擁形に仕上げている。 3• 4は縦形、 5• 6は横形の石匙である。石匙は通

常、つまみ部分を除いた本体部分の成形のための剥離は素材の剥片の表面側に施されるが、 3は

逆に裏面つまり素材の主要求iJ離面側lζ行なわれている。 7~10は比較的大形の剥片を素材として

利用した搭器で、ある。 7• 10片面加工、 8 • 9は両面加工である。 7は表面右側縁から丹念な調

整を行い、左側縁の突出部および打面は折断されている。 8は肉厚の剥片を素材としている。両

3 

遺構外出土遺物 lOcm 
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第 2篇第5章石坂台IX遺跡

とも側縁から本体中央まで及ぶ大きな調整を行って仕上げている。 9は比較的薄手の剥片を

素材としている。裏面には素材となった剥片の平らな主要剥離面が大きく残される。 10は中央

に大きな陵をもっ素材の側縁にごく粗い調整を施しただけのものである。製作後火熱をうけて、

表面に弾けとんだ痕跡が残る。 11--14は剥片であるが、 11は裏面下端に刃こぼれを認めること

ができる。 15は偏平な円磯を利用した掻器である。素材となった円礁の長軸上下端からの加撃

による、素材の自然面を剥ぎ取るような薄い縦長の剥離が認められる。図の上端は数度の強い

加撃のため潰れている。 SI02出土の模形石器の形態@製作法に共通する点も認められるが、下

端では刃部が形成されること、また断面が三角形となるような縦長の剥片が剥ぎ取られていな

いことから掻器と推定した。

以上は全て頁岩を素材としている D

第18図16は凝灰岩製の磨製石斧である。下端の周縁lζ溝を削り込んで折断した痕跡を残す。

折損品を再加工する過程のものである。 17は凝灰質砂岩製の磨製石斧基部である。 18はガラス

質安山岩の磨石である。火熱をうけて下部が弾けとんでいる。 19は安山岩を磨いて作った石製

品。側縁の外周を尖端の鋭い工呉で深さ 8mm程自Ijり込んでいる。 20は凝灰岩裂の打製石斧であ

る。全体の形状は分銅形に仕上げられている口表面にみられる剥離は外周からの加撃によるも

のではなく、素材の表面を叩くことによってできあがったものであろう。
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第 3節まとめ

第 3節まとめ

l 土器について

本遺跡から出土した土器は、縄文中葉~後期初頭の時期にその中心を求めることができる。

他に後期中葉、後期後葉、晩期前葉、晩期末葉のものが僅かづつではあるが出土している。

これまで図示した資料を表としてまとめると第 l表のようになる。

第 1表 出土土器とその時期

挿図番号 時 期 主J 式 挿図番号 時 期 型 式 挿図番号 時 期 型 式

5-1， 2 中期後葉 大木 9式 12-6 後期(?) 14-5 中期中葉

6-3，4 中期後葉 12-7 後期前葉 14-6 中期後葉 大木 9式

6-6-20 中期後葉 大木 9式 13-1-3 中期中葉 大木8b式 15-8-30 

6-21-26 13-4-8 中期後葉 大木 9式 15-31-43 中期後葉

7-27-38 中期後葉 13-9 中期中葉 大木8b式 15-44-49 後期初頭

9-1-7 ]3-10 ? 15-50-62 後期前葉

9-8，9 中期後葉 大木 9式 13-11 中期後葉 15-63-65 後期(?)

10-1-7 中期後葉 13-12.13 後期前葉 15-66，67 後期末葉

10-8 中期中葉 大木 9式 14-1 中期中葉 円向上層 c式 15-68 晩期(? ) 

10-9 後期前葉 14-2 中期中葉 円向上層 d式 15-69 晩期中葉 大洞Cl式

12-1 中期中葉 大木8b式 14-3 ワ 15-70 晩期中葉

12-3-5 後期前葉 14-4 中期中葉 大木8a式 15-71 晩期後葉 大柄A式 l

中期中葉とし得る土器としては、円筒上層 C式、同 d式、および大木 8a式、同 8b式の各

型式lζ比定可能な土器がある。円筒上層 c式土器の特徴としては、文様施文法において、縄文

原体を回転させた粘土紐の貼り付けによる経帯と、その隆帯問へ施文する束IJ突列があげられる。

第14図 lにあげた土器はこの特徴を備えており、当該型式として認められる。円筒上層 d式の

段階lζ至ると、粘土紐の隆帯はま郎、ものへと変化し、|盗帯上の縄文も施文されなくなる。また、

口縁部iC4単位の届平な突起の付くこともある。第14図2の土器はこの段階の土器である。

第14図 4の土器は残存する部位から推定すると、ゆるく膨らむ口縁部をもっ深鉢形土器とな

るが、この曲線的な口縁部文様帯は円筒土器の系列上では培われない。文様の表出技法として

は、地文である縄文の上に粘土紐を貼り付ける点で、円筒ヒ層 c式および d式との共通性を見

い出だし得る。しかしこの技法は中期中葉の時期に大木式土器系列、円筒土器系列を問わず広
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く流布することから、むしろ口縁部の膨らむ文様帯をもっ器形的特徴をもつことと、文様帯内

に三角形を連続して配置する毘画のとり方から、大木 8a式iこ編入されるべきものと考える口

第14悶5の土器もやや直線的となるものの、キャリバー形の口縁部をもっ深鉢形土器と観察さ

れる。文様の表出は、地文として縄文を転がした上への沈線描画と隆帯の貼り付けによってい

る。口縁部iζ設定される文様帯にはやはり連続した三角形の構図が区間されるもので、同じく

大木 8a式lζ比定されるものである口

第 13図 ]~3 の土器は、地文として縄文を施した上に隆帯を貼り付け、渦巻を基調とする文

様を施文している。大木 8b式に比定可能である。

本遺跡から出土した中期後葉の土器には、大きく分けて、地文として縄文を施文した後、沈

線によって懸垂区画文を描き、替消縄文手法をもって文様を施文するものと、全面に縄文を施

すものとのこ者がある。前者ではその器形に口縁部が内寄する例 (第6図ト第13図4.第14図6• 

7 .第15関 8---13)と外反する例(第5図2.第15図14)とがある。器面iこ施される懸霊長三画文は

口縁から体部へ伸び、口縁部を独立させて文様帯として区分する横位の沈線区画は用いられな

いのが通常であるが、仁l縁部の外反する例ではそうした区回線がめぐるザIJ(第 5図 2)もある。

懸垂区画文の他、その変化形態として楕円区岡文(第 5図 1)や rSJ字状区画文(第 5図

2 )が用いられるが、変化形態の種類としては、ごく狭い範囲のものを採用しているにすぎな

い。単調なものである。地文としての縄文は文様の縦方向の展開にしたがって、原体を縦位lこ

回転しているものがそのほとんどを占めている。原体の撚りはLRが多く、次いでRL、また

RLRのものも含まれる。

器面全体に縄文が施されるものでは、口縁部が直立するか僅かに外反するものが多い。縄文

の回転方向はやはり縦回転のものが圧倒的である。縄文の撚りはLRが多く複節のものでは

RLRのものが多い。この他iζ第 6図 3図の、条痕文を施した土器もあるが、この種のものを

これら三者は、中期後葉の土器群として一括して扱うことが可能であると考える。

懸垂区画文をもっ土器は、おそらく次の段階では文様の展開方向を横位とする大木10式併行

の段階へと進むものであるが、本遺跡で出土したこと器群にはそうした横万向の文様展開を示す

ものは一点もない。したがって中期後葉のうち、遺跡の営まれた時期は大木10式期以前広一旦

終結するのであり、これらの土器は大木 9式の新しい部分に相当し、きわめて短い時間幅の中

にあるものである。

後期初頭~前葉l乙位置づけられる土器としては、第12図3---5 • 7の土墳内から出土した土器

と、第16図44---61の土器を充てることができる。前者、後者とも地文に撚糸文を施した後、沈

線lζよる文様を描くが、前者では沈線が細く鋭いのに対し、後者では沈線が太く沈線による区

画の内外を磨消縄文手法を用いて分ける施文法が用いられる。また波状口縁、粘土紐の貼り付

272 



第 3節まとめ

けによる施文がされるのも後者の特徴である。文様の構図としては、 とも楕円形の区画文

が中心的な意匠として配置されているが、前者(第12図7)では加えて菱形の構図も採用される。

この両者ともその共通する点である楕円形文は、大木10式併行の土器にその出自を求めるこ

とができるが、その他の差異は、前者よりも後者が分類上先行することを示している。したがっ

て第 16図44~61 (ことに44~47の同一個体の土器)は、大木10式期併行期直後の土器として、

また、第12図 7はそれに後続する土器と位置づけておく。

この他に本遺跡では、第16図66.67の後期末葉の入組文系土器群に比定可能なもの、また69

のように晩期中葉大洞C1式lζ比定可能な土器、さらに71のように大洞A式としうる土器等が

断片的に出土しており、それらの各時期比生活の足跡が残されたことが示されている。

2 遺構について

この発掘調査で検出された遺構@遺物は、 SK12及び陶器破片 1点を除きすべて縄文時代の

ものである。以下は縄文時代の時期ごとに、この台地の利用のされかた

られた知見を略述する口

(1) 縄文時代中期中葉

本遺跡が人間活動の場となったことを示

す発掘資料の中で最も古い時期のものとし

ては、円筒上層 c式土器の破片が一点出土

している。これに後続するものとして円筒

|二層 d式の土器片が l点、大木 8a式の土

器片が l点、大木 8b式の土器片が 2点出

卜している(第14図)口これらの土器片は

いずれも台地の南縁から西縁及び北縁に

沿ってやや内側に入った所で出土した。

19図)。また、調査区南半では多くの

倒木痕が検出されたが遺物が出土したの

は3カ所で、そのうちの 2カ所 CSX15・

16)から大木 8b式の土器片が出土した

しつつ調査で、得

3.口大木8a式

4.悶J:.木8b式

(第13図 1---3・9)。しかし竪穴住居跡

は検出されず、これらの時期を通して本遺

跡は居住以外の場として利用されていたと 第19図 遺物散布状況(中期中葉)
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る。

(2) 縄文時代中期後葉

この時期と考えてよい遺構は、竪穴住居跡 3軒、土墳 l基それに倒木痕 lカ所である。本遺

跡は人々の移動に関わる場から主に居住の場へと変わり、人々は諸活動の最も中心をなす生活

の場としてこの舌状台地の一部を利用するようになる。

大木 9式期の遺物は最も多く、本遺跡で検出された遺物の大半を占める。それらは台地全体

から均等に出土するのではなく、集中して出土する範囲と全く出土しない所にはっきりと分か

れる(第20図)。本遺跡の南側は、白熊沢から東に入り込んで台地の南端を画する沢の沢頭の

うち、北lζ入る沢頭によって東側を画される小さな舌状台地となっているが、遺物、遺構とも

にこの部分のLR42グリッド杭を中心とする半径20mの範囲に集中する。この範囲は中期中葉

において本遺跡に活動の痕跡を残した人々の、主たる活動の場の範囲を示しているのではない

だろうか。さらにし 1くつかの遺物で同一個体の散布状況をみてみると、一つの傾向が認められ

る(第21図)。各同一個体片は概してかなりの距離を隅てているが、図示した12例のうち 9例

までがSI01竪穴住居跡・ SI02竪穴住居跡.SK15を結ぶ範囲の内側で出土し、他の 3{1IJは

竪穴住居跡の周辺と遺物出土範囲の外縁部とで出土している。 SI01竪穴住層.SI02竪穴住

居跡・ SX15を結ぶ範聞の内側は、 LR42グリッド杭を中心とする半経約20mの主たる活動範

囲の中でも特に土器の移動に関わる活動の密度の高い場所と考えられる口

SX15から出土した遺物の中l乙は、それぞれの竪穴住居跡から出土した遺物と同一個体のも

のが含まれている他、中期中葉の大木 8b式の土器片、それに図示していないが後期の土器片

も少数ながら出土している。これと同様の状況は、時期は異なるがSX17の周囲にも認められ、

中期後葉から晩期までの多様な土器の破片が集中して出土している。このように種類の多様な

土器の、しかも破片のみが集中して出土している状況から、 SX15やSX17は、木が倒れた跡

にできた窪地を土器片などの捨場として利用していた場所と考えることも可能ではないだろう

か。そう考えるとSX15は中期中葉までには木が倒れて窪地が形成され、後期の途中までには

自然に埋まってしまい、 SK17は中期末~後期初頭lζ形成され晩期以降には埋まってしまった

ということになるであろう。

検出された 3軒の竪穴住居跡の埋土からは、いずれも大木 9式の土器片が出土している。し

かしそれに後続する大木10式の土器は、 3軒の竪穴住居はもちろん本遺跡内からは l点も出土

していない。したがって 3軒の竪穴住居跡は、運くとも大木10式期より前には廃絶していたこ

とになる。以下、 3軒相互の関係について埋土の状態や出土j毒物等から検討を加える。

SIOl竪穴住居跡は埋土中の炭化物や焼土粒の状態等からみて、火災による焼失家屋である
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可能性が高い。また埋土の上層には、他の

遺構の埋土と同様の粘質の暗褐色土が堆積

していること等から、焼失後に人為的に埋

め立てられたというよりも、焼失後に放棄

され次第lζ埋没したと考えられる。それに

対して8I02竪穴住居跡は埋土中に孔隙が

多く、上躍には粘質の暗褐色土が堆積して

いないので、短時間iζ埋まったと思われ

る。人為的に埋め立てられた可能性が高い。

また8I03竪穴住居跡埋土の上層には、

8IOl竪穴住居跡の埋土上層と同様の粘質

の暗補色土が堆積し、自然に土が流れ込ん

で埋没したと考えられる。竪穴住居跡から

出土した遺物の接合関係で注目されるは、

8I02竪穴住居床面K倒れた状態で出土し

た、小型深鉢形土器の下になっている部分

の口縁部破片が8IOl竪穴住居跡から 2点

出土していることである。したがって81

02竪穴住居跡が構築される前に、 8IOl竪

穴住居跡が既に埋没していたとは考えられ

ないのである。また8IOl竪穴住居跡の炉

と8I03竪穴住居跡の炉は形態が類似する

が、焼け具合からみても8IOl竪穴住居の

炉のほうが、 8I03竪穴住居跡の炉よりも

かなり使用頻度が高く、長期間使用されて

いたと思われる。

以トの乙とを中心とし、更にいくつかの

仮定に基づいて、 3軒の竪穴住居跡がどの

ような変遷をたどったのかを推測する作業

を試みてみよう。

第 3節まとめ

1.口大木9j¥:

.~ 2.日j也知.L，_U)+:I絞

~)'口 1町 i 日"

第21図遺物接合状況
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仮定 1

原則として竪穴住居が廃絶@放棄された誼後に、竪穴住居の跡地をそのままにしてすぐ近接

する所に居住はしないのではないだろうか。 SIOl竪穴住居跡のような焼失家屋であれば尚更

である。逆lζ竪穴住居がなんらかの事情で不要となって、廃絶した後も近接する所に居住しよ

うとすれば、竪穴住民の跡地はSI02竪穴住居跡のように埋め立てられるのではないだろうか。

つまり竪穴住居跡を埋め立てるという行為は、それによってこの地での居住が終了した ζ とを

示すのではなく、更に居住が継続していく中での一変化点であるととらえたい。

i ) SIO 1竪穴住民跡の廃絶時期とSI02竪穴住居跡が営まれていた期間との関係

この関係だけを取り出して単独で考えれば、第22図 i) iζ示す(あ)---(お)の 5つの場合

がある。しかし、 (あ)だとすると土器の接合関係から得られる結果と矛盾する。(し、)

(う)の場合はSIOl竪穴住居跡の焼失した跡地をそのままにしてSI02竪穴住居跡に居住し

たζ とになって、仮定 1iζ反する。(え)の場合はSI02竪穴住居跡の廃絶時、またはそれ以

前にSI03竪穴住居跡が構築され、 SI02竪穴住居跡が埋め立てやれた後も継続することにな

るが、そうすると SIOl竪穴住居跡の焼失した跡地をそのままにしてSI03竪穴住居跡に居住

したことになり、仮定 lに反する。したがって以下では(あ)---(え)の場合を除いて(お)

の場合のみを取り扱う。

ii) SIOl竪穴住居跡の構築時期とSI02竪穴住居跡が営まれていた期間との関係

この関係だけを取り出して単独で考えれば、第22図11)に示すA-Eの 5つの場合がある。 A

---Dの場合はいずれも上述の諸条件とは直接抵触しない。 Eの場合はSI03竪穴住居跡が営ま

ていた期間次第で、仮定 1i乙適合する場合と反する場合がある。

iii) SIO 1竪穴住居跡が営まれていた期間とSI03竪穴住居跡が営まれていた期間との関係

両者の炉の状態からSI03竪穴住居跡の継続期間より SIOl竪穴住居跡の継続期間が長かつ

こと、及び仮定 1から次の 3通りの場合が考えられる(第22図iii)。

i) SI01の廃絶時期とSI02の関係 iii) SI01とSI03の関係

SI印刷(い) (う)比) (制
同闘争闘闘争闘闘争岡田闘争圃醐事〉

S 102 

ii) SI01の構築時期とSI02の関係

A <"(¥1 B C D E 
~~!;:~ト幽-..…圃十一…十一事〉

第22関 竪穴住窟跡相互の関係概念図
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1 :まずSI03竪穴住居跡が営まれ、廃絶後しばらくして跡地が埋没してから SIOl竪穴

住居跡が営まれた。

II :まずSI01竪穴住居跡が構築され、その後にSI03竪穴住居跡が構築されて両者が並

存する期間があり、両者が同時に廃絶した。

理:まずSI01竪穴住居跡が営まれ、焼失@放棄後しばらくして跡地が埋没してから SI

03竪穴住居跡が営まれた。

i )の(お)、 ii)のA--日、 iii)の 1--置の組み合わせのうち、上述の諸条件に抵触しな

いものを選び出せば第23図に掲げる24通りの場合が想定される。

仮定 2

3軒の竪穴住居跡が埋没しきるまでには、かなりの量の土が必要である。それが自然に流入

して埋没していくとなればかなりの時間を要すると思われる。故に、まずSI01竪穴住居跡ま

たはSI03竪穴住居跡のいずれか一方が営まれ、廃絶後しばらくしてその跡地が埋没してから

他方が営まれ、その後に廃絶するという変遷が大木 9式の期間内に完結されるとは考えにくい。

仮定 2~ζ拠れば24通りの場合の

うちで、出) SI01竪穴住居跡と

SI03竪穴住居跡の関係が Hであ

る13通りのいずれかである可能性

が高い。

仮定 3

SI02竪穴住居跡の埋土と SK

05の埋土はよく以ており、埋土中

からは同一母岩と思われる

の剥片が出土しているので、 S1

02竪穴住居跡が埋め立てられた時

に向特にSK05も埋め立てられた

とみてよい口この両者を埋め立て

るためには、遺構確認面より下の

部分だけでも約2.3nfの土が必要

である。この土は何処から調達さ

れたので=あろうか。機械力がなく

現在より道具も貧弱であっただろ

うから、そんなに遠くから運んだ
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しまうのに要する時間の経過

第23図 竪穴住居跡の継続期間概念図
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とは考えにくい口たぶん竪穴住居を構築する際に出る土を利用したのではないだろうか。その

際には、竪穴を掘って出た士を蹟接8102竪穴住居跡に投げ入れた場合と、一旦近くに積んで

おいてしばらく後に8102竪穴住居跡に投げ入れた場合が考えられる。双方を比較してみると、

(ア)一連の作業に投入される労働量は前者の方が少ない、 (イ)前者は、竪穴を掘る@

を埋める、という作業の2つの日的が同時に達成されるので、作業の効率がよく合理的である、

という違いが認められる。竪穴住居の構築やその埋め立てといった相当の労働量を必要とする

作業は、当時の人々にとってはかなりの重労働であったと思われるので、前者であった可能性

が高い。

以上の仮定 2.仮定 3を前提とすれば、より蓋然性が高い場合としてA-ll ④、 B-ll

②、 C-ll-②、 D-llの 4通りの場合が考えられる。

以上やや長くなったが、 3軒の竪穴住居跡の相互関供について検討を加えてみた。そして 3

つの仮定を設定し、それを前提とすれば可能性の高い場合として 4通りの場合を想定し。どの

場合をとってみてもそれぞれ掴有の特殊性があり、どの場合であるかによって一軒一軒の竪穴

住居跡のもつ意味は異なるのであって当然発掘資料においてそういう結果をもたらしたところ

の人間の諸活動も異なって理解される。ここでは主に扱った資料が竪穴住居跡なので、どの場

合を採るかによって、個々の竪穴住居の種類と機能、及びそれらに居住した人々相互の関係が

大きく違って解釈されることになる。たとえば上の 4例に限って、単lζ同時期iζ於ける総床面

積の変化だけを取り出してみても、 A-ll-④・ B-ll ②では緩やかな増加を示すのに対し、

C-ll ②. D-llでは急激な増加を示す時期がある。総床面積の変化が総間住人員の変化に

比例するとすれば、前者は人口の社会的増加現象をも想定せざるを得ない。それlζは向じグルー

や他グループの人々の合流、クーループの交替等々の多様な事態が考えられ、それぞれの場合K

於ける人間相互の関係もまた多様な理解が可能であろう。さらに竪穴住居跡の種類がその機能

の違いを示すものだとすれば、当初から8101竪穴住居跡、と 8102竪穴住居跡の両者を備えて

いB-ll ②の場合lζ対して、居住の途中で8102竪穴住居跡を建て増ししているA-ll ④

の場合は、人口の増加の他lζ、竪穴住居内で行なわれる作業の量的増加または質的変化があっ

たことも想定されよう。本遺跡の竪穴住居跡群からは、上述のごとく、仮定を前提としていく

通りかの変遷の可能性を想定するのが限界であって、それ以上のことは残念ながらわからない。

いずれにせよ大木 9式期の一定期間本遺跡が居住の場として利用され、大木10式期より前には

それも終了していたと思われる。
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(3) 縄文時代後期

後期の遺物はそのほとんどが初頭~前葉

の土器片である。これらの散布状況は、調

査区の中央部から北側では遺物がほとんど

出土しないということでは中期後葉と共通

するが、南側では異なった偏りが認められ

る(第24図)。即ち中期後葉には調査区南

側の中央部を中心に散布していたのに対し

て、後期初頭~前葉では調査区南西部及び

南東隅に集中し、中期後葉の散布範囲で

あった南側中央部はむしろ希薄である。こ

の台地の中でも特にこれらの遺物が集中し

ている範囲が、人間活動の中心的な舞台と

なっていたと推察される。 ζの時期の土器

片が出土した遺構は、貯蔵穴と思われる土

墳 2基 CSK07・09) 及び倒木痕 2カ所

CSX15・17)である。 SK06も形態、埋

第 3節まとめ

1.悶 j(~三10式1Jt行mJ fI '1
悩後のI:r.if

ffffiluこ後続する 1:日，>

3.四人組文系の士日，>

4. 口地-えのみの --1-.~:.i

第24図 遺物散布状況(後期)

土、出土遺物がSK07、SK09K類以するので向じく乙の期の貯蔵穴であろう。これらの土墳

が集中する台地南東隅から竪穴住居跡は検出されなかったのでこの台地南東隅は貯蔵の場とし

て利用されていたと考えられ、たぶんこからそう遠くないところでは食糧の採集活動が行なわ

れていたと思われ。調査区南西部から検出された土器片は南東隅から検出されたものとは若干

異なるものである。 SX17の周囲およびSX17の南西側K集中する。台地の福西部は調査対象

範囲外で、遺物散布範囲がどの程度の広がりをもつか確認で、きないが、或いは台地南西部まで

の聞に竪穴住居跡や土壌等の遺構があるのかも知れない。

(4) 縄文時代晩期

晩期の遺物はすべて遺構外からの出土である。この時期の遺物もほとんどが調査区の南側で出

した。 晩期前葉の土器片はSX17の近くからも出土している。この時期の遺構と考えられるのは

SKllである。平面形が円形で比較的浅く中央に大きな石が置かれている形態は、晩期の土墳

墓と考えられている松木台盟遺跡の SK29・78・89・99等と極めてよく似ているからである。

松木台田遺跡では土壌群の近くで、かなりの数の焼土が検出されており、 SKllの南側で、検出さ

れた焼土もSKllと何等かの関係があるのかも知れない。 SKl1と形態が類似し近くで焼土が
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第 2~~m 第 5 主石原台医遺跡

検出されたSK04• 10、SKlOIC近接し

比較的浅いSK08も、松木台盟遺跡、の例

からして同様に晩期の土墳墓の可能性が

ある。

晩期にはこの台地はそれまでとは全く

異なり、墓域として利用されようになる。

しかし同じく墓域であっても松木台 H遺

跡、松木台車遺跡、それに本遺跡に隣接

する石版台盟遺跡等のように多くの土壌

が群としてあるのではなく、数は少なく

しかも散在しているところが本遺跡の特

徴である口

ζれまで本遺跡で検出された縄文時代

の遺構@遺物について述べてきたが、同

。
タod別

¥二二二二二一一一一一

じ台地の一部でありながら、それぞれの 第25図遺物散布状況(晩期)

時期の自然的、社会的諸条件の相違によって、大地lζ対する人間の関わり方は多様なあり方を

示すことが窺えるのである。すなわち本遺跡悶有の自然的特性が各時期の人々に様々に認識@

評価されていたといえるのである。

たとえば、自然的条件の中には広範囲にわたる気候の変動の他に、前時期の人々が土地の一

部を利用したことによって起ζ る植生や地形の変化も含まれよう。本遺跡においては中期後葉

の造物散布区域と、後期初頭~前葉のそれとは明らかな違いがみられる。これは後期初頭~前

葉の人々の意識の内iζ、他ならぬこの台地を利用するという目的意識とともに、中期後葉に居

住の場であったことによって引き起こされた微妙な植生や地形の変化が認識されており、そこ

を避けてその東側と西側iζ諸活動の場を求めたとも理解できょう。また、大木10式期iζなると

岩見川下流域では居住の場所であった遺跡の数が急増する傾向が認められるが、この直前の時

期の居住地である本遺跡では、先l乙述べたように複式炉を持つ竪穴式住居が l軒から 2軒iζ増

る現象が起こっていた可能性があり、 ζの現象を引き起こす人間関係の変化は、大木10式期iζ

竪穴住居跡および居住地の数が急増する変化に対応するものではなし 1かとも考えられる。

しかし、上述のような変化を引き起こす自然的・社会的諸条件の相違にもかかわらずどの

時期にも共通する台地縁辺部の利用は、本遺跡を諸活動の場とした縄文時代の人々が越えるこ

のできなかった土地利用の限界を示すものであろう。
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第 6章松木台臨遺跡

(5MKDm e No.37) 

所在地秋田県河辺郡河辺町戸島字松木台57他

調査期間昭和60年 6月25日'""11月22日

調査面積 8，000 nt 
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第 1節調査の概要

第 l節調査の概要

1 遺跡の概観

松木台盟遺跡は、東北横断自動車道関係遺跡群の中では最も北西に位霞する。遺跡は河岸堆

積物によって形成されている台地の縁辺部にあり、北側の崖下約27m'ζは岩見川が西流する。

標高約40mの台地はほぼ平担といえ、調査面積は8，000rrfである。調査前の現況は杉の植林

地となっており、伐採後の杉株が広範囲に及んでいる。また、遺跡の黒色土は平均30cm前後で:

あるが、調査区の北東と南西側では 1m.12Lcを測り、地山面は中央部周辺で高くなる。
¥/ V 

本遺跡の基本的な層序は第 2図の通りである。 1J留は黒色

土(耕作土)で撹乱を受けており縄文時代や平安時代の遺物を

している。 E膚は漸移層で、国層は粘性@締まりの5郎、黄

褐色土(lOYR6 /6)、IV層も粘性@締まりの強い明黄褐色

土(10YR7 / 6)である。 v層の明黄褐色土(10YR7 /6) 

は砂質で、粘性。締まりが強く酸化鉄分を顕著に含み、また灰

白色粘質土 (10YR7 /2) も見られるo VI層はオリーブ黄色

砂質土 (5Y6/4)、四層は磯層である。

遺構は主l乙覇層で確認されるが、平安時代と縄文時代時代晩

期の土壌はE層で確認される ζ とが多い。また遺構の底面は藍@

W層lζ達するが、 Tピットの底面はU層まで及ぶものもある。

!日石器は主に盟----v層にかけて出土している。

検出された遺構@遺物は、!日石器時代@縄文時代@平安時代

のものである。これらの遺構や遺物の分布状況は、調査区の北

西側が縄文時代、中央部北西寄りが旧石器時代、中央部分が平 第 2図 土層柱状函

E 

血

IV 

39.0m 

V 

VI 

安時代と集中する部分が明瞭であり、時代ごとに占地の様相が異なっている。!日石器時代では、

造物の出土する地点を当初 2地区 (A.B区)に分けて考えていたが、調査時の所見や整理過

程のなかで、同一の広がりとして判断されるに至った。石器はナイフ@石刃・掻器@剥片など

で総数3，168点を数える。遺構としては、 MF55グリッド杭を中心として炭化物の集中地点が

認められ、当時の遺構と思われる。また地山の中には平面が楕円形@円形で断面袋状を呈する

インボリューションが確認されている。

縄文時代では、中期の竪穴住居跡が 3軒、同Tピットが15基、その他に晩期の土墳が73基、

向焼土遺構が]4基、同配石遺構が 4基検出されている。 Tピットは配置上し 1くつかのまとまり

があり、住居跡は調査区よりさらに西側に中心を持つようである。土墳は西側lζ集中し、東側
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第 l節 l悩査の概盟

ではフラスコ状土墳が検出されている。焼土・配石遺構は、土;蹟集中地区にまとまって検出さ

れている。 SK05・08は半裁状態で検出され、台地が当時北に延びていた証拠を示している。

平安時代では、竪穴住居跡が 1棟、焼土遺構が 7基、土壌が19基他lζ ピットが 5偲検出され

ている。住居跡から南東へ約3011l離れた地区には土壌と焼土遺構が集中している。特にMC50

グリッドを中心にして土墳の集中が見られ、 SKll0では羽口@鉄浮・砥芯が検出されている。

焼土遺構の中には撃と涼が設置されている例がそれぞれ認められる。遺構群は鍛治lζ関わって

いたと考えられる。

時代の不明な遺構としては、 LQ• LR63グリッドを中心にして北詰方向をもっ溝状遺構

(SD156)とMC44グリッド北西lζ位置する土壌がある。両遺構ともかなり新しいと思われ

る。

本調査の成果は以上であるが、台地縁辺部で時代の異なる占地の様相の一端が明らかにされ

た。そして、大河川を臨む台地の重要性が指摘される。また、すでに調査が及んでいる七曲台

遺跡群との関連でさまざまな知見が得られると思われる。

2 調査経過

本遺跡、の調査は、 6月25日から表土除去作業を開始した。初日から、調査区北西隅で焼土・

配石遺構や遺物が検出される。以後、新たな遺構が続出ししばらく確認調査を続けるo7月20日

には住居跡・土墳・配石・焼土遺構.Tピットなど一応の集中範囲が調査忍西側でとらえられ、

現時点での確認全景写真を撮る。表土除去作業は、調査終了まで続く。

8月29日からは、縄文時代の調査と並行して旧石器時代の本格的な調査を実施する。本地区

では遺物の取り上げと地層剥ぎが繰り返し行なわれる。調査は遺跡調査の終了時まで続く。乙

の問、 9月9E!'Cは、縄文時代の遺構群を中心として全景写真を撮る。

9月26自には、旧石器・縄文時代の調査と並行して、平安時代の住居跡を除く遺構群につい

て、本格的な調査を実施する。このころ、調査区北東側から土墳.Tピットがある程度のまと

まりをもって検出される。また、雨が頻繁K続くようになり、調査終了まで支障をきたす。

以上の調査経過の結果、 10月中旬時点の進捗状況では調査終了が危ぶまれ、 11月 5日より、他

の二遺跡から人員をさいて調査にのぞむ乙とになる。このような加勢を得て、 11月20日には旧

石器地区や遺跡、の全景を撮影し22日をもって全調査を終了することができた。
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第 2篇第 6章松木台盟遺跡

第 2節調査の記録

1 I日石器時代の遺物

昭和59年度lζ行われた範囲確認調査で、本遺跡中央部やや西寄りから!日石器時代の遺物と考

えられる大型の剥片が数点検出された。しかしその出土状況は、それまで発掘調査されていた

風無台 1.宜遺跡、松木台 H遺跡とは様相が異なり、散発的なものであった。

調査の結果、本遺跡における!日石器時代の遺物は、北側が急峻な崖揺となる段丘縁から35----

50mほど南側に入った調査区中央北西部から比較的広範囲に出土した。出土した遺物の大部分

は、ナイフ形石器@掻器@残核@剥片@石屑などの石器で、他iζは自然擦や、炭化物などがあ

る。出土した位置やレベルなどを登録した石器@自然礁は、総数で3，168点を数えるが、この

他iζ後世の耕作などによって撹乱を受け黒邑土中から出土した石器を含めると、その数は約

3，250点lζ達する。また、調査中、石器などの平面的な出土状況から、それらの石器群が東西

日iJ々のまとまりとして把え得るのではなし、かとして、東側をA地区、西側をB地区としたが、

整理の結果、母岩によっては、 A.B区どちらか一方に集中する母岩もあるが、 A.B区双方

から平均的lζ出土しているものもあり、それはお互いに接合する。従って、今回出土した約

3，250点と石器@自然擦は、全て同一時期の所産ものもであると考えられる。

(1) 

4図はB区の西端調査区西辺の土層断面の一部で、基本的な層序を示す。第 I層はし、わゆ

る黒ボクと呼ばれる黒~暗褐色の表土である。第E層は暗褐~黄褐色漸移層。第盟はは黄褐色

粘質土で、よく締まっている。本図や第 5図でもわかるように、この第頂層中位以下がインボ

りューションの影響を受けており、その下部が強く波打つ部分がある口第W層は明黄禍色の粘

質土。第VJ語は明黄褐色粘質土と、青灰色;砂質土との混土で、部分的には両者が摩さ 1cm前後

で縞状を呈する。第VI層はこの下の第四層段丘砂磯層の直上によく見られる灰白色粘質土で:あ

る。このうち!日石器時代の石器群は一部第 1 • rr層lζ散出するものの、大部分は第盟層中lこ旬

されている。

第 5図はA地区西端の土層南北断面の一部で、第 1• rr層削平後のものである。(基本的な

土質は第 4図のに同じ)。第頂騒がインボリューションによって強く波打っており、その個々

の規模は長径0.8'"'"'1.2 mで深さは0.6m前後である。

(2) 遺物の出土状況

6図(巻末付図)は、今回の謂査範囲における遺物の平面及び垂直分を示している。こ
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39.0m 

第 4図 !日石器出土地区土層関 (8区)

第 5図 i日石器出土地区土層図 (A区)

第 2節調査の記録

れからもわかるように、石器群は長径 2-----3mの円形あるいは楕円形にまとまりを見せながら

も、全体としてはA区12グリット、 B区5グリットにわたって出土している。同図l乙号|かれて

いる線は、標高39.300m前後で、平面的lζ把えられた侶々のインボリューションの単位である。

このインボリョーションとお器群の分布を重ねてみると、大わくでは、特に石器群が集中する

部分とインボリューションの個々の単位とが重捜し、 ζのことは垂直分布図の kでも看取でき

る口つまり、 A区の場合では、長径15-----20mの不正な円で固まれる範聞から出土している

群の中lζ径 2-----3mほどにまとまる単位がありそうに見えるが、あるいはこれはインボリュー

ションの影響を受けて五器群が二次的に移動した結果であるとする可能性の万が強い。これは

Bじまも同様である。ナイフ形石器@掻器などの定形的な石器は、ほとんど集中せず全体lζ散在す

315 



第 2篇第 6f7i: 松木台車遺跡

る。しかしながら、 A区ME55グリッドの西側からMF55グリッド東側に集中する石器群中か

らは他所で見られないくらい炭化物の集中があり、あるいは何らかの遺構の存在した可能性も

あるが、明確にする乙とができなかった。

石器群は約0.6mほど、の垂直分布幅を持っているが、乙れはインボリューションの波頂部と底

部との差と一致している。また、石屑などの細片と比較的大きな剥片@石核などを分けて垂直

分布の上で差があるか否か見てみたが、同図垂直分布iζ示したどとく、明確な差はなかった。

(3) 出土遺物

出土した石器群は、撹乱を受けて黒色土中から出土したものも含めると約3，250点で、その

内訳は定形的な石器66点、残核27点、剥片約1，900点、自然磯 9点、その他は石屑となる。定

形的な石器はナイフ形石器と撞器が主体で他lζ削器と彫器が僅かにある。

石屑・自然擦を除いて接合作業を行った結果、ほぼ lつの母岩としてその数をまとめる乙と

ができたものも多いが、石材が全て頁岩であるため、母岩の中心部から剥片剥離された剥片に

なるとどの母岩lζ属するもものかわらないものもあり、全ての剥片を母岩別lζ帰属させる乙と

はできなかった。

以下、定形的な石器、接合資料のJI頃で説明する。

①ナイフ形石器(第 7-11図、図版 4-8) 

一部折損したものも含めると32点出土している。全て縦長の石刃を素材とし、素材の形状を

ほとんど変えることなく、石刃の基部両側辺を中心iζ細かな二次加工を施したナイフ形石器で

ある。二次加工の施されていない側辺の一部及び先端部には、使用によるものと考えられる徴

細な刃こぼれが例外なく見られ、素材となった石刃の打面も残されている D

素材となった石刃の形状及び施された二次加工の部位の差などによって大きく 1• n類K分

けられ、さらにそれぞれが a・blζ細分される。

I類(1 -10) :長さに比べ!幅が広く、先端部にも辺を持つ石刃を素材としたナイフ形石器で

ある。二次加工は基部両側辺に限られ、先端部へのそれはほとんどない。先端部の辺のあり

方によって 2つに分けられる。

1 a (1 -5) :先端部の辺が石器の長軸に対し、ほぼ直交する形のものである。大きな

ものが多い。

1 -5とも基部両側辺iζ腹面から細かい連続的な二次加工が施されており、それが比較的急斜

度である。 1• 2は同一母岩から得られた石刃で、先端部lζ腹面(主要剥離面)とは逆方向か

らの剥離面を持つ。そしてさらには 1は第 9図161C示したごとく、ナイフ形石器n b類の17・

18とも接合する。 2つの腹回中央部には光沢(ポリッシュ)が見える。 3・4は石器の最大幅
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が先端部にあるので、 4が特lζ極端である。

1 - b (6 -10) :先端部の辺が短く、石器の長軸に対し、やや斜交するものである。大

きなものはなく、ずんぐりしている口 10の右側辺上端には臨面側からの二次加物が僅かに

見える。第11図68は器中位で、折れた後、先端部が掻器lζ転用されたものであろうか。

E類 (11---15、17---19、23---29) :長さが 4，....__ 9 crnの先端部の尖る石刃を素材としたイフ形石

器である。折損しているもの (20• 21、30---32) も大部分ζの仲間であろう。二次加工が先

端部にも施されるか否かで a• b 2つ分けられる o

II-a (11---13、28) :二次加工が基部両側辺の他に、先端部の左右どちらかの位置にも

施されるものである口 11• 13 • 28とも先端部への二次加工はほんの僅かであるが、 12のそ

れは本遺跡のナイフ形石器の中lζあっては顕著なもので、急斜度である。

II - b (14. 15、17---19、22，....__27、29) :二次加工が基部両側辺に限られたものである。

二次加工は19のように顕著なものであるが、大部分は細かく短い範囲にしか施されない。

また、 17• 18のように16で見るごとく連続して剥離された芯刃の基部片側辺の同ーの部位

にしか二次加工が施されないものもある口

②掻器(第11図34---14図64、図版 8---12) 

本遺跡における剥片剥離技法は、後述するようにお刃技法の他に不定形lζ近い剥片だけを得

るようなものもあり、石刃技法そのものも整った形状の石刃が連続的に得られるものではない。

そのようにして得られた不定形の剥片や部厚い石刃状剥片の他、打面再生剥片や残核を用いて

種々の掻器が作られている。 31点出土しており、それらは刃部の形状などによって I---V類に

分けられる。なお、いわゆる典型的なエンドスクレーパーはない。

I類 (34---36) :厚みのあるやや大型の剥片の一部にゆるい孤状の部厚い刃部を作出したもの。

刃角は850---1200を測る。 34の表面・ 36の裏面の一部に光沢(ポリッシュ)が見られる。

35は第44図2171乙示した接合図の中にある。

E類 (37• 38) :厚みのある石刃あるいは石刃状剥片の先端(38)、あるいは基部側(37)に

緩い孤状の小さな刃部を作出したもの。刃角は80
0
~900 0 

盟類 (39---42) :厚手の石刃あるいは石刃状剥片の先端lζ誼線的あるいは中央部が若干凹むよ

うな急斜度の刃部を作出したもの。 39は完形品で、資料No.2のもので第42図2061ζ示したよ

うな部分の縦長剥片である口 40，....__42は石器の中ほどで折れている。刃角は80
0
-95

0
0

IV類 (43---52) :厚手の剥片あるいは折面再生剥片や残核の一辺iζ直線的あるいは鋸歯緑状の

刃部を作出したもの口刃角は70
0
---90

0
口

V類 (53---64) :形の一定していない剥片や残核の一部(小さく突出している部分)に小さな

刃部を作出したもので、刃角は60
0
---90

0であるが、刃部は比較的薄い。
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資料NO.1出土平面@垂直分布図第16図

③削器(第15図65.66、国版12)

2点出種々の剥片のー側辺に細かな二次加工を施して直線的な刃部を作出したものである。

土している口

④彫刻刀形石器(第11園33・第 15図6、図版 8・12)

確実な彫刻刀形石器は 1点(第15図67)で、イ也lζ後述するような理由で不確実なもの 1点

(第11図33)がある。

67は末端が広がり厚みのある剥片の、打而とは反対側にある自然崩に小さい打面を用意し、

そこから剥片の長軸に並行する樋状剥離l乙よって彫刻刀面を作出した側刃型の彫刻刀形五器で

ある。樋状剥離の末端には、あらかじめ側辺からの剥離が施されていたようであるが、樋状剥
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離そのものはこの部分で階段状に終わっている。

33は石刃の先端側から交文する 2回以上の加撃によって彫刻万面が作出された交叉刃型の彫

刻刀形石器かと思われた。しかしながらこの石器は、黒色土中から出土しており、彫刻万屈と

他の面では風化の度合が異なっていて彫刻万面がやや新鮮である。このことからこの芯器につ

いては、彫刻刀形石器の可能性はあるものの、不確実なものとしておきたい。

(4) 各資料

今回の調査した400rrfの中から出土した石屑を除く石核@剥片など約1，900点について接合

作業を精力的に行い、母岩別の資料として剥片剥離技術を復原しようとしたが、母岩の中心部

分から剥離された剥片になると、どの母岩のものなのか判然としないものがあり、結局は全て

を母岩別の資料としてまとめることができなかった。このため、ここでは単に資料として説明

するが、これらの中には資料No.1 • 4 • 5 • 11のように lつの母:岩として把え得るものも含ま

れている。また、他の資料No.7 • 8 • 9 • 1 0 • 12などのように、母岩の分害1]から剥片剥離に至

る行程を全て復原することはできなかったものの、分害1]後の剥片剥離技術をある程度示すこと

のできたものもある。

なお、ここで説明する資料の各々は、各母岩として検出された片数などを明確にはし得なかっ

たが、基本的には lつの母岩あるいはその一部として把えてもよいものである。このようにし

てみた場合、松木台盟遺跡における母岩の数は20個前後が考えられる。そしてそのうち10---14

個は本調査区内で剥片剥離作業をしたものであり、他の 5個前後の母岩のものは、石刃などの

単品の形で本遺跡lζ持ち込んだもののようである。

さらに、各資料iζ見られる剥片剥離技術は、大きくは石刃技法によるものと、そうでないも

のとに分かれる。石刃技法によるものの場合でも、単設打面によるものなのか、両設打面なの

か、打面再生はあるのか否かなど複雑である。

資料No.1 (第16・17・18.19・20図、図版13• 14) 

本資料はA区の中央東部 9グリッドlζ散在して検出された合計96点の剥片と l点、の残核から

なり(第16図)、この他lζ黒色土中から出土した 3点、がζれに加わる。このうちの86点が第17・

18図の69-イ・ロ@ハ@ニ・ホのように接合した口接合の結果、この母岩は長さ約18cm、幅約

13cm、厚さ約lOcmの少しだけ角のあるやや細長い円様であったと推定される。

これをもとに、 69 ロ側から見て、母岩の分割から剥片剥離の行程を模式的lζ表したものが

第17・18図の71-①・②・③・④・⑤@⑥・⑦及び70である。その行程は以下のように進めら

れる。① やや細長い円傑の左端を aによって大きく除去し、これによってできた面を打面
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として b---c'によって左側の磯皮面を除去する。② d~c よって左上を小さく除き、 d を打

面として eで上部機皮面を除去した後、そこから fによって左側片をさらに落とす。③ さら

にfを打面として i，.._， h'で左側の操皮面などを除く(この部分から中央部下端にかけては母

岩そのものの風化が進んでおり獲得したいと皆、う鋭利な縁辺の付いた剥片は取れないと判断したも

のと思われる。④ fを打面として、上から約 4分の lのところで Jによって左から右に大き

く分割し、石核A.Bを得る。石核Bでは fを打商として k • k 'のように剥片剥離が進めら

れたと思われるが、その残核は検出されなかった。この五核Bから得られた傑皮面付きの石刃

が83である。⑤ 石核Aでは jによる分割面を打面として、左端から l，.._， n'のように剥片剥

離作業が進められ、 72のような剥片が得られている。⑥ さらにこの作業は o (これによって

できた剥片が74)まで続けられ、 oを打面として下端部を plCよって除去する。⑦ p によっ

て大きく除去された面を打面として、 g，.._， s ' ~C よって石核Aの作業面の長さが約 8 cmlC規程

され、再び jによる分割面を打面とした剥片剥離作業が左→右lζ進められる。この時点から本

格的な剥片剥離作業が開始されるのであるが、その順序は第18図701ζ示した番号の11，.._，59のよ

うに進められる。

このように本格的な剥片剥離作業を開始してから石核が放棄されるまで約50回の打撃を行っ

ているわけであるが、検出された縦長剥片(石刃)は14点(磯皮面が大きく残っているもの 1

点を含む)、検出されていないが縦長剥方であったと考えられるものが4点、他は頭部調整剥

片であったり、磯皮面の大きく残る剥片であったと考えられり。つまり打揺に打ちおろした打

撃回数の 4割弱が目的とする縦長剥片に近い形状を呈する剥片であり、 6害IJ強がそれらを得る

ための何らかの準備作業であったとすることができょう。なお、残存する縦長剥片のうち、代

表的なものは72---82であるが、それは第18図70の番」号で言えば、 72が2、74が10、75が13、76

が25、77がお、 78が30、79が34、80が40、81が52、82が45となる。打撃順序の52の後、 57と59

で縦長剥片を取ろうとしたが、末端がヒンジフラクチャーで終わる不良のものしか取れず、石

核Aを放棄したものであろう。 84が残核である。

以上でわかるとおり、資料No.1は、打面調整や稜形成のための作業面調整の介在しない単設

打面による剥片剥離作業が行なわれたものということができる。

資料NO.4 (第21・22• 23・24• 25 • 26図、図版15・16• 17 • 18) 

合計64点の剥片と 3点の残核が接合したもので、この他にもl可じ母岩のものと思われる剥片

が86点と多く、本遺跡の中でも最も大きく復原できた。第21・22図85 イ・ロ・ハが最終接合

図である口これから推定すると、分割あるいは、剥片剥離前の母岩の大きさは、;最大長約24cm、

最大幅約21cm、最大惇約 9cmの届平な傑で、あったと思われる口
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同図86-①@②@③・④は85-ロ側から、⑤、⑥、⑦、③は85-イ側から見た分割及び剥片

剥離行程模式図である口その行程を復原してみよう。① 属平な傑の左辺下部から aK.よって

分割jし石核Aを得、乙の分割面を打面として biζよって右辺を分割し石核Bを得る。 お核A 0 

Bともに、今回の調査範囲内からはその一部とおぼしき剥片等も検出されておらず、あるいは

この 2つの石核は他所に置かれて来たか、他所に持ち去られたものであろう。② 残った母岩

を右下隅から cによって 2枚に分割する。この母岩にはもともと扇平なi擦を 2枚lζ断ち割るよ

うな節理面が入っており、この分割後の新しい表面は他の分割面などよりも風化の進度が速い

ようで現在ではザラザラしている。また、 ciζよって分割された 2つの大きなかたまり⑦@⑧

は、それがすぐに石核となることはなく、それぞれがまた細分されて石核にされている。そし

て、以下の@.@は⑦の、⑤@⑥@⑦@③は⑥の分割行程模式図で①~⑧は85-イ側から見て

いる。③ a による分割面を打面として下辺から上方に diζよって左@右に分割し石核C.D

を得る。石核Cは左辺の上下から e........fなどによって傑皮面が除去される(あるいはこの e • 

fは石核Cの一方の打面を作るための剥離とすべきかもしれなし¥)。④ お核Cでは、 dによ

る分割屈と e• f による面を上下の打面とする両設打面lζよって、 g........kなどのように剥片剥

離が進められる口一方、石核Bは厚さが僅か 3cm前後という板状の石核であるが、その右辺か

ら磯皮面を打面lζ して 1• rn • nなどによって横長の剥片が剥離され、最終段階で、。.pの

ように、 aによる分割面と上辺を打面とした両設打面で縦長の剥片が剥取られている。⑤ 立

はまず、 bによる分割面を打面lζq • r i[よって石核E.F.Cが得られる。⑥ 石核Gでは

右下辺から siζよって部厚い剥片を剥し(あるいはこれは打面作出とすべきかもしれない)、

sを打面として tなどによって枚数の短小なまIj片をまIj取る。⑦ sを打面とした剥片剥離作業

では良好な剥片が得られなかったので、あろうか、その途中で ui[より大きく打面を作出し、こ

れまでの部分は放棄される。そして uを打面として vなどによって大きく部厚い剥片が数枚剥

離された後、本石核は放棄される。⑧ 石核Fでは a• b による分割面を両設打面としてw.

xなどのように縦長の剥片が剥離されている。

第23図87は石核Cの剥片接合図である。 87-イにおける下の打面が86のd、上の打面が e • 

f による面である。これからもわかるとおり、両設打面は並行する 2つの面で、はなく、 86-イ

の右側では交わる形であり、その平面形は aによる分割Jiii(86ーイでは左側辺)を底辺とする

るように思われる。三角形の頂点側が接合していないので確認できないが、

分割および剥片剥離行程模式図の③の段階で e• f以外lζ上方が何らかの形で取り除かれて、

全体として三角形あるいは縦長の台形様に仕上げられたものであろう。石核Cが二等辺三角形

だとした場合の頂角は約30
0

と推定されるo 89........97が石核Cから得られた比較的形の整った縦

長剥片(石刃)である。両設打面による剥片剥離であるため、背面iζ腹面とは逆方向からの剥離
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面が入っている。また、石核Cは摩さ 2.5---4. 5crn前後の板状で、それを縦割するように剥片

離されているため、ほとんどの剥片の側辺には、磯友面か②の cによる分割面(節理屈)が明

確な面として背面あるいは腹面と直交するような形で付いている。

第24図98は石核Dの剥片接合図である。 98 ロの上回が傑皮面、下辺が86-② cによる分割

面(節理面)、左辺が86-③ dによる分害IJ面となる。この石核も長さ 17crn前後、幅 5---6 crn、

厚さ 2---3 crnのうすい板状を呈しており、 98 ロの手前側 (86-① bによる分割面側)がうす

い。このような板状の石核のうすい側から、傑皮面を打面として、左右に打点を移動させなが

ら刺身状の横長剥片を剥離し、最終段階で打面を石核の長軸方向の両端に求め両設打面による

剥片剥離を行っている。ただし、この雨設打面による剥片剥離作業開始前lζ86 ④の p側には

何らかの形で新しい打面が形成されていた可能性もある。 99---103が得られた横長剥の一部で

ある。下方にはし可わゆる底面(乙の場合は分害IJ面である節理面)が明瞭に面として付いてお

り、その面の腹面とが鋭い縁辺を形成している。 104は最終段階の両設打面による剥片である。

105の腹面のバルブは86-③ dによる分割時のもので、これが本石核の残核である。

第25図106は石核Fの剥片接合図である。これによると、この石核は三角錘を輪切りにした

ような形で、厚さは 5---6 crnで=ある。乙のような形状の石核から剥片剥離を行うに際しては、

残核(検出されなかった)側を三角形の頂点とした場合の他の二辺を打面Kして底辺側から開

始している。 106-イの左辺が86 ⑤ r、右上辺が86-① a、右下辺が86-① bによる分割面

である。得られた剥片は縦長のものが多いが、石核の形の上からの規制で長さ 11crn ---3 crn前後

のものまでバラエティーに富む。また、側辺の一方には磯皮面か分割l面を残すものが多く、乙

の面と背面あるいは腹面とは、直角に近い角度をなす。従って部厚い剥片も多い口石核を残核

側を頂点として平面的iζ見た場合の頭角は60
0

，_...，65
0

である。

第26図107は石核Eと石核Gの接合図である。 108は第22図86-⑦ uで最初に放棄された石

核Gの残核、 109は最終的な石核Gの残核。 110は石核Eの残核と剥片の接合図であり、まIJ片

は石核の上下部から磯皮ま討を打屈して剥離されており、形状も整ったものは少ない。このため、

本石核においては剥片剥離ではなく、あるいはチョッパー状の石器を作るためのものであった

可能性もある。

o、上、資料NO.4の同:岩の分割jから各石核におけるまIJ片剥離技術について説明した。乙の結果、

本資料では両設打面lζよる石刃技法と、石核DIζ見られるような横長剥片を得ることを目的と

した技術が同居しているといえる。

本資料ーから得られた剥片を素材とする定形的な石器は第 7図 3のナイフ形石器、第13図47、

14図56、15図64の掻器がある。
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資料No.5 (第27• 28 • 29 • 30・31• 32図、図版19• 20 • 21 • 22) 

合計53点の剥片と 6点の残核が接合した資料で、乙の他lζ も接合しなかったのが約30点の剥片が

ある。

第27図は本資料の剥片@石核の平面及び垂直分布図である。この中での各マークは石核B--

GiC対応し、同種のマークのうち大きいものは残核を示す。その他の剥片としたのは、接合し

なかったが本資料と母岩を同じくする剥片である。 ζれで見るとおり、本資料はB区 (MHよ

り下半)にやや集中する傾向のあるものの、 A区 (MGより上半)でもほぼまんべんなく検出

されていることがわかる。また、これを石核別にみると、石核EはB区にしか存在しないが、

他の石核ではこれがA.B両区から出土している。

第28.29図111 イ@ロ@ハが本資料の最終接合図である。これから推定される母岩の大き

さと形は、最大長18.5cm、最大幅14.5cm、最大厚8cm、横断面形が凸レンズ状を呈する丸昧の

ある擦である。このような母岩となる磯を幾度かの分割によって合計7つの石核にしているが、

第28図112 ①・②@③が行程模式図である。この図は111-イ側から見たもので、以下、そ

の行程を見てみよう。① 右端の突出部を alc.よって除き、 ζれを打面に上部を bによって分

割する。この bによって分割された上部は、石核Aになったものと思われるが、今回の調査範

囲内からは検出されていない。② ①の cによる小さな剥離面を打面として、右上から左斜め

下に diCよって分割し、石核Bを得る。石核Bではさらに fIC.よって打面を作出し、 h • gな

どで剥片剥離を行う。石核Bを離した部分では、 eなどによって小さな突出部の除去を行い、

a による剥離面を打面lζiでもって石核Cを分割する白石核Cでは、 bによる分害IJ面を打面iζ

左から右方向に j • k • 1などによって剥片剥離作業を行う。③ 残った母岩を右上端からm

でもって断ち割るように 2つに分割する。また後方側では 01C.よって分割し石核F.Gが得

られる。 mlc.よって生じた 2つのかたまりのうち子前側では aを打面にした nで左右に分割

し、石核D.Eを得る。その後、核Dでは nによる分害IJ崩を打面lζp• qなどによって剥

片を剥取った後、その剥離面を打面iとして(打面を 90
0

転移) r. sなどによって剥片剥離

作業を行う。石核Eでは nを打面として t • uなどで剥片の剥取をした後、左端から s• v • 

W などによって打面を転移させながら剥片剥離が進められる。一方、後方の石核Fでは aを

打面としたx.yでもって、石核Gでは下辺を除く 3辺を打面として剥片剥離作業が行われる。

以上母岩の分害IJなどを行程模式図で示したが、このようにして得られた石核は、その断面形

からもわかるとおり、いずれも凸レンズを表裏に二分割した後、さらにそれぞれを 4分割した

ような形状を呈している。

第28図113は石核Bの接合状況を示し、第29図114がその残核である。剥片剥離作業は②-

fを打面として進められているが、最後lζ両側面からもそれが行われている。
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第29図115は石核Cの接合図で、 116......119がその中の剥片の一部、 120が残核である。

115 イの上辺がbによる分割面でこれを剥片剥離作業の主な打面としているが、図のように

左右側辺への打面の転移が見られる。得られている剥片は、 118• 119のように縦長のものが

あるが、 116・117のように不定形あるいは横長のものの方が多い。

第30図121は石核Dの接合状況図で、イの右側面がnによる分割面である。 122はその残核。

第30図123は石核日の接合状況図で、 124......132はその剥片、 123が残核である。剥片の中

には124......127のように縦長のものもあるが、総じて厚手でゴ‘ロコd ロした形の不定形のものが

多い。

第32図134はあ核Gの、 136は石核Fの接合状況図で、 135は石核Gの、 138は石核Fの残
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核である。

以上、資料No.5における、母岩から石核を作出するための分割、各石核における剥片剥離作

業を説明した。これによって得られた剥片は縦長のものも散見されるものの、大部分はし 1わゆ

る不定形剥片であり、本資料における剥片剥離技術は石刃技法とは異なる技法であるとするこ

とができる。

これだけ多くの剥片が得られているにもかかわらず、本資料から得られた剥片を素材とする

定形的な石器は、第14図58の掻器 l点しか検出されていない。

資料No.11(第33図、図版22)

第33図19が、 No.11の最終接合図である。これによって推定できる本母岩の大きさと形は、最

大長約15cm、最大111詰ー厚とも約 7cmの細長いやや角のある円擦となる。!穣皮屈には風化の進ん

でいる部分と、そうでない部分があり、後者では、本司:岩のような形になる前に他の擦などと

ぶつかってできた剥離面のリング等がよくわかるところもある。

140-①@②・③は、 139-ロ側から見た本母岩の分割!から剥片剥離の行程を模式的lζ表し

た図である。① まず、裏面左側lとある突出部を atcよって除き、 bで上部lζ打記を作出する。

(互) 次に、 Cで円高を除乙うとしたが、 2回以上の打撃でもうまく行かなかったのであろうか口

d によってド半を除去して、高さ 7~ 9 cm、打面径 5....._ 7 cmの円筒状の石核としている。

③ このような形状の石核から bを打l1ijとして、 d • e • fなどによって剥片剥離作業を進め

る。その順序は、 140-③の右端を手前に置き、その反対側(140-③の左側)から、時計四

を4分の l周づっくり返すようにして行われている。これで得られている剥片は縦長のもので

あるが、残存するのは礁皮面の付いた求Ij片ばかりで、石核中央部から剥離された剥片と残核は

検出されなかった。

以土からわかるとおり、本資料での剥片剥離技術は、単設打面の石刃技法であるといえる。

なお、石刃技法ではあっても、打出J調整、稜形成のための作業面調整などの諸調整技術は介在

しない。

資料No.7 (第34.35図、図版23• 24) 

第34• 35図、 141 イ@口@ハ@ニが最終接合図であり、 ]つの石核の部分をなす。この石

核は、雨設打面を持ち、長さ(高さ)約12cm、長さ約 7cmの(幅は不明で残核は検出されてい

なしサ板状を呈するものである。 2つの打屈は141ーロの上 e 下面にあるが、やはり並行せず約

40
0

'"'-'45
0

で交わるようで、 141 ロ側から見た場合の平而形は二三角形を呈する。三角形の原

点、を 2つの打面が交わる側にすると、剥片剥離作業は底辺側から開始されていることになる口
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第38圏資料No.9φ  

この石核から得られている剥片の主なものは 143~1511ζ示したが、石核の高さが約12cmあ

るのに対し、長さが 8~ 9 cm、3.5.........4.5cmくらいの縦長剥片が多い。これは各剥片の末端が

ヒンジフラクチャーで終わるものが多く、剥離が反対の打面側まで達する例が見受けられな

いことに起因するようである口その末端には腹面の剥離方向とは逆の、 しかもヒンジフラクチ

ヤーで終わる剥離面の入っているものが大多数で、縦長剥片とはいえ、形の整ったものは少

ない。また、剥片の両側辺も整った石刃のように鋭利な縁辺が両側にあるというものはまれ
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第 2節調査の記録

で、片側には面をなす蝶皮面付きのものが多い。分厚い剥片では切断されているものが目に

つくが、それらの一部は何かの素材となったのであろうか。調査区内からは検出されなかった。

資料No.7では得られている剥片に多少問題はあるものの、両設打面を持つ石刃技法によって

剥片剥離作業が行なわれているとすることができょう。

資料No.12(第36図、図版23• 24) 

第36図152-イ@口@ハ@ニ@ホ@へが本資料の最終接合図で、 1つの石核のまIJ片剥離状況

を示す口また、同図162も152とは接合しないものの、同じ石核から剥離された剥片の接合状

況図である。 152-イの上面が本石核の主な打面と考えられるが、 152-ロ@ホ。へなどから

わかるように、特に打面を按定せず、約900

づつの転移が行われていることを示す。また、 16

2のように、 152の高さよりも長い縦長剥片が存在することから、この石核では打面の再成が

少なくとも l回以上行われ、 162 iζ示した各剥片は 152のような形になる前に剥離されたもの

とすることができる。 153は、 154 -160の各まiJ片が 152のどの部分のものか番号で示してい

る。 161は残核で、上面が本石核の主な打面であり再生された後のものである。全体の形は角

柱状を呈し、数面が打面及び作業面になったことが明らかで、ある。

得られている剥片は、 162のように、打面再生前のものでは長さが 7cmを越える形の整った

石刃状のものも見られるが、打面再生後では長さが 3----4 cm、長幅指数150--200の小さくず

んぐりした縦長剥片だけである。

本接合資料に見られるような剥片剥離技術をどのように呼ぶべきか確信はなく石刃技法と、

これとは全く異なる不定形剥片を剥離する技術の中間的なものとして把えておく。

資料No.9 (第37.38図、図版25• 26) 

最終的には第37図163-イ“ロ@ハ@ニ e ホ e へのような大きさにしか接合できなかったが、

本資料と同じ母岩から剥離された剥片はこの他にも多く、その中には大型のものもある。 163

からわかるように ζの石核においても、前述の資料No.12と同様に、しばしば打面の転移や再生

が行われている。ただしその場合も石核そのものは平坦な面を数面持つ角柱状のもので、それ

らの面が打面及び作業面となっている。

165 -177が163のように接合した個々のまiJ片で(一部細片を除く)、 164がその位置を示す。

178は163-ハの上部に見える打面再生剥片で、掻器W類(第13図51)1ζ転用されている。残

核は検出されているが、 1631ζは接合しなかった。 166を除く大部分の剥片は、石核の大きさ

に規制され長さが 4----6 cmの間にある。 165・167----169などのように比較的整った形状の小

型の縦長片と、 170----174のような幅広の剥片が生産されている。
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本資料は、資料No.12よりも大きな母岩で、図lこ示した接合資料の石核もNo.12のそれよりはか

なり大きなものであったと思われる。剥片剥離術は、やはり資料No.12と同様と考えられる。同

ーの母岩から得られた比較的多くの縦長剥片及び不定形剥片がナイフ形石器や掻器の素材となっ

ている。ナイフ形石器には第 7図6、8図9• 11、 9図19があり、撞器としては第11国32.34、

12図45、13図51• 53 • 54が検出されている。

資料No.10(第39.40、図版25• 26) 

比較的大きな母:岩で、あったと思われるが、第39図-179、第40図-190• 195のような資料

しか得られなかった。 180""'"188Cこの他に細片はあるが個々には図示していない)の剥片と残

核189、それに打面作出のための剥片 2点が接合したのが179ーイ@口@ハで=ある。 179-イ@

口@ハの上部lζ見える磯皮面付きの 2点の剥片は、その下に接合している石核の打面作出剥片

で、ロの正面iζ見える剥離面から、この打面作出の際の打面が既l乙用意されていたことを示し

ている。さらにその打聞はその状況からすると、かなり大規模な剥離面であり、最大長15cm以

上はあったと考えられる母岩の分割面である可能性が強い。つまり、この母岩がどのくらいの

大きさか、それがいくつに分割されたのかは不明であるが、 1791C示した接合図は分割後の lつ

の石核の状況を表している。この石核の打面は、母岩の分割面を打面として 3回の剥離で用意

され、作業はこの用意された面を打面として、縦長剥片を剥離したものである。 180・181• 

183 • 185・186・188などはこの作業の最終段階に剥離された剥片で、その後、打国を179-

ロの左側に転移させている。この打面の 90。転移前iζは、これまでの作業面側から新たな打面

の作出が行われている。その後、これを打面として、 182・184• 187などのような寸づまり

の剥片が得られているが187を最後に剥片剥離作業は中止され、 189の残核が捨てられた。

190は4点の剥片が接合した図である。 190 イの上面が打面となって末端がヒンジフラク

チャーで終わる寸づまりの剥片を10枚前後剥離した後(本図では 2枚しか接合していなしサ、

同じ打面から比較的大きな不定形の剥片を剥取り、さらに打面を右側面iC900

転移して大きな

剥片を剥離している。 194は分割後の大きな石核から初期の段階に剥離された長い剥片である。

194-イの左側面は分割面で右下には磯皮面が付いており、下端からはこの剥片の剥離された

方向とは逆方向からの剥離面が 4枚見える。この剥片が剥離された石核は、 192• 193などか

ら、両設打面を持つものであったと推察される。また、 194 イ・ロの中位には稜形成のため

の調整痕とも見ることのできる剥離面があるが、資料No.1のように稜形成のための調整とは異

なる同様の例もあり、即断はできない。この他資料No.10と同一母岩から得られた縦長剥片の代

表的なもので191......，195などがある。石核から連続的lζ剥離された石刃と見ることができょう。

以上、資料自0.10について説明してきたが、これによって本資料における剥片剥離技術は、
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あるいは雨設打面を持つ石核から石刃状の縦長剥片を連続的l乙剥離するが、時には 900

の打面

転移も行うものであるとする ζ とができる。

資料NO.10から得られた剥片を素材とする定形的な石器としては第 8図13、9図14、10図26.

27 • 30のナイフ形石器や、第12図44、13図52の掻器が検出されている。

資料NO.2 (第41• 42 • 43図、図版28• 29) 

第41・42図の196ーイ@ロ@ハ@ニ、第43図の203• 204がこれである。全て同一母岩のも

のであり、この他に同一母岩のものと思われる剥片は多いが、接合しない。(残核も 199のよ

うな形状のものが 2点ある。)

も多くのまIJ片などが接合したのが196である。しかしこれでも醸皮面は少なく、本資料の

母岩は相当の大きさであったと推定される。この196には、 4点の残核と 2点の打面再生剥片、

それに 2点の剥片が接合した。残核は198.200 • 202 (198の上部には打面再生剥片が 1点接

合している)で、 199は198の打面再生剥片である。残核と打面再生剥片の196の中における

場所は1971<=示した。母岩からの石核の分割に際しては、時には磯皮面を、時には分割直iを打

面にした分割をくり返しており、これをj順序立てて説明することはできない。また、分割され

た石核個々の打面も一定の場所に停っていないものが多く、不定方向からの剥片剥離が目立ち、

打面再生も行われている。そして得られた剥片も196の中では形状の整ったものは少なく、バ

ラエティーに富んだ不定形剥片という表現があたっている。

203は残核 (205)に1つの打面再生剥片 (204)と4点の剥片が接合した例である。 203-

イの右下端及び中央下部の不定形剥片が剥離された後、左側の 2点の石刃状剥片が剥取られ、

上部で打面再生が行われている。 204がその打面再生剥片、 205が残核である。

206は2点の裾広がりで部厚い剥片と、 2点の整った縦長剥片が接合した図である。これに

よって接合できる剥片剥離行程は以下のようになる。石核から、分割面を打面として、 3点の

剥片(1点は206ーイの中央部の間部分で、接合するが検出されなかった)が剥離された後、

掻器皿類に仕上げられた縦長剥片(第12図39)が剥取られ、さらに206-ハの中央部に見える

小型の縦長剥片の左側で、 l点の剥片を剥離し、打面を再生している。再生された打面は、前の

打面の約 7mm下で=あり、この後i乙前述の小型縦長剥片が剥離された ζ とになる。

この他の接合しなかった剥片には、比較的形の整った石刃状の縦長剥片も数点あるが本資料

における剥片剥離技術からは、主に不定形剥片が獲得されているといえる。 ζの乙とは掻器が

196の中iζ5点(第12図41• 46、第14図55.58、第15図63)、203の中に 1点(第13図49)、206

の中に 1点(第12図39)、その他同一母岩から剥離された剥片を素材としたものに 3点(第11

図36、第12図43、第13図50)の計10点もあり、彫刻刀形石器も206の中に 1点(第15図67)あ
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るにもかかわらず、ナイフ形石器の素材となったものが l点(第10図23) しか検出されていな

いこととも符号するのかもしれない。

資料No.8 (第44図)

ら剥離されたと思われる剥片も多いが、最終的iζ接合したものの代表的なものが

第44図207である。打面は単設で風化の進んでいない傑皮面をそれにあてている。この打面の

中iこ、 207ーロに見えるように一部に打面調整のような剥離面も見られるが、定かで、はなく、

全体としては打面の作出も母岩の分割も行われないままに、不定形剥片を剥離したもののよう

に看取される。 208--214がその剥片で、残核は検出されなかった。

資料NO.15(第45図215• 216、図版30) 

本資料は母岩から分離された l個の石核で、あるいは資料NO.10かNO.4の一部かとも思われた

が、うまく接合せず'No.15として独立させた。第45図215ーロの下半に母岩からの分割面が見え

る。打面はやはり分割面と思われる平坦な面で、平函形は三角形を呈し、その頂点側から底辺

方向iζ単設打面による剥片剥離を連続して行っている。 216がその残核である。

本資料における剥片剥離技術は単設打面による石刃技法であったといえる。

得られている剥片は比較的厚手の縦長のものであるが、中IC1点ナイフ形石器(第 8図10)

にされたものがあり、 215 ハの党印のまiJ片がそれである。

資料No.14(第45図217、図版30)

本資料では、第45図2171こ接合した以外に、 ら得られたと思われる剥片は少ない。

217からわかる剥片剥離の行程は、打面が頻繁に変えられているということである。 1つの剥

片の剥離面が次の打面になることもあり、打面の転移がこれまで説明してきたどの資料よりも

激しい。ただし、剥片剥離作業 l回毎lζ変わるのではなく、残核がサイコロ状あるいは 6面体

以上の多面体になるものではなかろう。得られている剥片の形状は一定していないが、部厚く、

大きめの剥片が掻器(第11図35)の素材となっている。

このことから、本資料における剥片剥離技術は石刃技法とは異なったものであるとすること

ができる。
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(1) 検出遺構と遺物

竪穴住居跡

SI27 (第48図、図版32)

調査区北西隅で、地111面で、確認されてい

る。確認時には、極暗褐色土 (7.5YR%)

が直径2.5m前後の円形lζ認められたが、

西側では確認しiζ くい状況にあり、また北

側では壁の一部と、柱穴とがSK89によっ

て切られている。

住居の平面形は、直径2.4mの円形であ

るが、西側は複式炉中軸線の延長線上で角

度をもっ。壁は高さ 6cmほどでほぼ垂直に

立ち上がり、床面は平坦で全体的にやわら

かいが、炉周辺は固くしまっている。ピッ

トは住居内外に 8個検出されているが、こ

のうち壁にまたがって検出された 4本は、

深さ20，.._，30cm、直径20cmで、これが柱穴と考 第48図 SI27竪穴住宿跡

えられる。!炉は住居中央から西側lζ構築さ

れ、土器埋設部は石囲いを伴わないが北側で

2 縄文時代の検出遺構と遺物

長さ20cmほどの磯が土器からやや離れて東

側にある。石組み部は0.5x O.4mの婿円

形を皇し 10数個の拳大の燥を用いて造られ

ているが土器に接する!擦は、 20x 30cmほど

の偏平な自然様で、土器を支えるように配

されている。 埋設土器は加熱のため非常に

脆くなっているが、石組部のi離はそれほど

焼けていない。掘り込み部は床面より 3"-'

4 cmほどの深さで、石組部から横「ハJの

字状lζ開し、て、壁面に接している。

炉埋i泊二器(第49図2、図版58)は口縁部、

第 2節調査の記録

⑮ 
。
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c-目白
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0 l' 1Ocm 

第49国 SI27出土遺物
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第 2hfli 第 6章松木台車遺跡

底部とも欠き服部だけのもので、器厚 8mm、現在直径27crn、高さ 16crnで縄文はLR縄文が施さ

れている。第49図 lは埋設土器内部から出土したもので 2次加熱の痕跡は認められない。胴部

上半lこ最大径をもち一度目縁部下でゆるくすぼまる深鉢形土器であろう。 LR縄文施文後、幅

広の浅い沈線が横 iSJ字状の文様を描き、沈線開は磨り泊される。中期末葉大木10式であろう。

SI92 (第50図、図版33)

調査区中央の北側地山田で確認さ@

れている。確認時には焼土粒子、炭

化物を含む褐色土 (7.5YR3/2)が

径3.0mの円形に認められる。住居

の平面形は直径約2.8mの円形で中

央から北西lζ炉がある。壁は高さ A-

0.1"-'0.2mで、北→東→南の壁は

0.2mほどでゆるく立ち上がるが、

西側では高さ10crn程で、ある口床面は、

平坦で比較的問くしまっている。柱

穴は炉周辺の壁際の 2個で、径30crn c-

深さ20cm前後で、ある。また、住居南

側の壁際にある径O.5mのピットは

深さ20crnほどで、埋土状況から住居 A-

跡と同期のものと考えられるが、性

格は不明である。

炉は土器埋設部と

堀り込み部からなる 1 
炉であるが、中央の

小ピットは、土器の

抜き取り痕と考えら

れ、土器埋設部と1掘

り込み部からなるほ

ぼ同規模の炉が存在

し、二度目のものが

壁!擦に作り変えられ

たものと考えられる。
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第50図 SI92竪穴住賠跡

第51図 SI92炉埋設土器

ー一日

山田冊。
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第 2節調査の記録

土器埋設部には、長さ40cmほどの磯が配され、掘込み部は07x 0.6mで凹凸が激しい。

(第51図、図版58)は、底部から胴部下半を残す深鉢形土器でRL縄文が施される。

SI107 (第52図、図版34)

調査区北西側で、 8127より南へ 9mほどの地山面で確認される。確認時には、焼土@炭化物

に混入する (7.5YR3/2)が径2.5mほどの円形に認められ、 東側では 8KT

58を切っているが、西側では8N109が住居跡の一部を覆っている。住居の平面形は径2.3m

ほどの円形を呈するが、北と西側の一部がやや内側lζ入り込む。壁は20cmの高さで傾斜をもっ

て立ち上がるが、ピットは全く検出できず、床面も緩く起伏している。炉は住居中央部に 0.4

x 0.5mほどの範囲で、焼土が広がり、そこから西側の壁まで不整楕円形の深さ 10cmほどの掘り

込みがある。床面からやや浮いた状態で=大小の擦が検出される。

(第52図 1• 2)は、縄文時代中期後半のもので lは、胎土 e 焼成とも良好で

LR縄文を施した後lこ垂下する沈線がヲiかれる。 2も胎オニ@焼成とも良好で、やや外反する折

り返し口縁をもち、体部iζRL縄文の施される土器である。

④ 

ロ1

第52盟 SI107竪穴住居跡と出土土器

土壌

日
μ2 

フラスコ状土墳を除く 73基の土墳群は、調査区の北西lζ集中している。また焼土遺構@

遺構の検出範囲もほほ‘これら土墳群の範tJj:Jと重なっている口

ζ こでは土壌群の集中範囲を便宜上 I---V1I区に区画して、説明を加えたい口
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SK03 (第54図)

長車由1.1m、東西O.7mの楕円形を呈するが東側と北

側は内側に入り込んでおり不整なラインを示す口深さは

中央部でO.4m、底面には小ピットが検出されているが

凹凸が激しく、壁も凹凸をもちながら立ち上がる。埋土

は焼土@炭化物が混入する黒褐色土(10YR%)である。

出土土器(第56図 1~9 、図版51) :縄文施文の破片

である。胎土には粗い砂粒が含まれており、そのためか

いづれも焼成は不良である。縄文原体はLR( 1 • 5 • 

6.8.9)、RL( 2 ~ 4 • 7 )が使用され 2は縦位

lζ 、 5 ・ 7~9 は横位に付される。

SK12 (第54図)

直径O.8mの円形を呈する。確認聞では中央K

かれている。深さはO.2mほどで、底面は平坦ながらも

西から東へ傾斜し、壁は緩く立ち上る口埋土は暗褐色土

(10YR3/3)で焼土や炭火物が少量ながら混入する。

出土土器(第56図10......12、図版51) : 10は浅鉢形土器

片、 11は深い条痕のある土器、 12はLR縄文の横位lζ施

こされた土器で、ある。

SK 112 (第54悶)

直径O.7mの円形を呈し、深さ約O.3m、底面は平担で

壁はほぼ垂直lζ立ち上がる。埋土は褐色土 (7.5YR4!4)・

暗褐色土 (7.5YR1/ 3) からなり、炭化物が混入し

ている。

出土土器(第56図14.目、図版51):両者とも同一個体

で直立する平縁の深鉢形土器であろう。 RL縄文である。

SK89 (第54図)

長軸O.8m、短軸O.7mで不整の円形を史し、 8I27

の北側を一部切っている。深さはO.25m、底面は平坦で

立ち上がる。埋土は黒褐色土 (10YR2/3)

で炭化物@焼土が多く混入する。確認、面で、土境中央lζ

人頭大の燥が配される口

第 2節調査の記録

主主hノブ戸三

@ 

SK12 

三さとデ〉五三

⑨ 

SK112 

Z~ 
⑨ 

8K89 

三~て匡

第54図 SK03・12ぺ12• 89土境
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⑮ 

SK25 

SK25 (第55凶、図版35)

窪1.1mの円形を皇し、深さ

0.4m、底面は平坦で壁は外反し

ながら立ち上がる。

土 (7.5YR3/2) で非常に締

まりがあり、炭化物や焼士粒子が

に混入している。;土境内lこは

上面から底面までミ多量の土器片と

大小の燥が確認されており、大き

な礁は底面近くに多い。

出土土器(第56f翠16，.._，22、図版

51) :多くの土器片が出土したも

のの細片ばかりである。浅鉢形土

と考えられる20を除けば、全て

深鉢形土器の破片でtある。 16は小

波状を呈し、やや内脅する口縁部

破片である。施されるのは全てR

L縄文である。

SK13 (第55国)

径1.6mのほぼ円形を呈し、深

さ0.3m、底面は平坦で壁は緩く

立ち上がる。埋土は黒褐色土 (10

YR2/2) と暗福色土(10YR 

3/3)が中心で混入する焼土粒 SKI02

子@炭化物も極めて少ない。十協肉 Aー

には小磯と、土器片が検出された

だけである。

出土土器(第56図23，.._，30、図版

⑮ 

SK13 

A申ー

⑮ 
O
B
i
t
 

占 -B

SK29 

51) :浅鉢@深鉢形土器の破片が

多い。 23は口綾部i乙学jf日を有し、

頚部と{本部の境lζ刻目をもっ、 24

は口縁部l乙縄文圧痕のある内き、、
第55図 SK25. 13' 102.29.101土壌
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みの口縁部破片で、細い 2条の沈線以外は縦位のRL縄文が施される。

SK102. 29 • 101 (第55図、図版36)

3基の土壌が切り合い、古い方からSK102→29→ 101の11聞になる。

SK102 

第 2節調査の記録

長軸0.85m、短if!lBO.7mの楕円形を呈し、深さ0.15m、底面は平坦で壁はほぼ乗直に立ち上

がる。埋土は (lOYR2/1) (10YR3/2)で締まりがなく遺物もな

い。底面には 2{自のピットがあり、西側のものは径20crn、底面からの深さが15crnで、このピット

の東側lこは 2個の角礁が配されている。

SK29 

長率[111.0m、短軸0.8mの楕円形を呈し、深さ 0.2mで底面はやや凹凸があり、壁はやや外

反して立ち上がる。埋土は黒褐色土(10YR3/2)でSKI02の埋土よりも暗い。底面から

やや浮いた状態で大小の礁が配されているが、中央の大型の擦は立てられたようである。

SK101 

径0.7mの円形を呈し、深さは約0.1mで、底面は平坦で壁は外反して立ち上がる。 2個の

小ピットは径20crn、土墳底面からの深さは10，.._， 15crnで、ある。埋土は黒掲色土(10YR3/2)

で締まりがある。
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

SK24 (第58図)

長軸0.7m、短紬0.6mで不整の円形を呈し、深さ

0.2mで=底面はわずかに凹凸がある。壁は東西では垂直

に立ち上がるが、北側では緩やかである。北西隅lζ径25

cm、土墳底面からの深さlOcmほど、の小ピットがある。埋

土は、暗褐色土 (10YR3/3)で、少量の炭化物を含

むが、擦や遺物は出土していない。

SK57 (第58図、図版37)

長軸1.1m、短軸0.9mの楕円形を呈し、深さ0.34m、

底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。 t車十一は

(10YR2/2 • 2/3)で、底面に近くなるにつれて

焼土粒子@炭化物が多くなる。埋土中には大小の磯や土

器片が含まれるが、特に大型の磯は底面lζ接するか、や

や浮いた状態で検出される。

出土土器(第60図 1• 2、図版52) :縄文施文の土器

片のみで、胎土には粗い砂粒を含み焼成も不良である。

LR縄文である。

SK80 (第58図)

長軸0.7m、短剣30.5mで不整の楕円形を呈し、深さ

はO.lmほどで、底面は西側では平坦であるが、東側で

落ち込んでいる。壁は西側では垂直iζ、東側では外皮し

て立ち上がる。埋土は黒褐色土 (7.5YR2/3)で焼

土@炭化物が混入している。確認面で土壌東側iζ擦があり、

また底面の落ち込んでいる部分には半哉された礁が立て

られている。

SK81 (第58図、図版37)

長軸l.lm、短軸0.8mの構円形を呈し、深さは中央

部で0.14mである。底面はかなり凹凸が激しく、壁はな

だらかに立ち上がる。北東隅iζ3個のピットがあるが非

常に残いものである。埋土は褐色土 (7.5YR4/3)

で堅く締まっており炭化物@焼土粒子が混入している。

確認面で土壌中央部分に大型の傑がある。
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SK82 (第59図)

l辺0.7m前後の方形を

呈し、深さ 0.1--0.25m、

底面には起伏がある。壁は

北側で緩く立ち上がるが、

東@西@南側では垂直に立

ち上がる。埋土は、暗褐色

土(lOYR3 /3)で、 S

K471ζ切られている。

SK47 (第59図)

0.7 x 1.0 mの長方形を

呈し、深さ 0.1mで底面は

平担である。南側には経20

cm、深さは土墳底面から 10

cmのピットがある。壁は緩

く立ち上がる口埋土は暗褐

色土(lOYR3 / 3 )で、

SK82を切っている。

SK46 (第58図)

長軸1.0m、短軸 0.6m 

の楕円形を呈しているが、

南側で東に大きく 0.5mほ

ど張り出している。底面は

平坦であるが、南側で、急iζ

(⑧ 

SK94 
落ち込んで、いる。 t里土は精

福色土(lOYR3 / 3 )で

ある。

SK90 (第59図)

長袖1.4m、短紬 0.6m 

の楕円形を呈していて、深

さは 0.2mほどで底面は

平明であるが、南側では揺

⑧ 

SK46 

SK47 

⑧ 

第59図 SK82・47・46・90・94・93土境
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鉢状lζ大きく落ち込んでいる。 は褐色土 (7.5YR4/4)。明褐色土 (7.5YR5/  6 ) 

などで、両者とも締まりがあり、炭化物や土器片が混入している。また底面近くには黒褐色土

(7.5YR 3 / 1 )がブロック状lζ入っている。遺物は、縄文の施された土器細片で晩期のも

のと考えられる。

SK94 (第59図)

長軸L4mJ以上、短軸L4mの楕円形を畏し、深さはO.15mで壁は緩く立ち上がる、底面は

堅く締まっているが、径1Q----20cmの浅し i/J¥ピットがある。埋土は培褐色土C10YR3 4)で

炭化物をわずかに含んでいる。 SK93によって切られている。

SK93 (第59図)

径約1.0mの不整円形を呈し、深さ約0.2mで壁は緩く立ち上がる。底面は比較的堅い。西

側には40x20cmの楕円形で、土墳底面から深さ50cmほと、の大きなピットがある。埋土は暗褐色土

(10YR 3/5 )が主である。

出土土器(第61図 3----.5、図版52) : 3は粗い条痕、 4は無節の縄文、 5はRL縄文の施さ

れるものである。

SK85 • 84 • 14 (第60図、図版38)

3基の土墳が切り合い、古い方からSK85→ 84→ 14のJI慣になる。

SK85 

上回では径O.9mの円形を呈し、一度0.8mとすぼまって、底面も径1.1mの円形を呈する。

深さ0.7mの袋状の土壌で誌面は堅く締まっている。埋土は黒褐色土 (7.5YR3 2).明

褐邑土 (7.5YR5 8)であるが、上面ほど炭化物や焼土の混入が著しい。確認面において

土墳東側に、自然擦が数{回配される。

SK84 

径1.1mの円形を呈し、深さ0.43mで=壁はゆるく立ち上がり、底面は平坦で堅く締まっている。

埋土は褐色土 (7.5YR3 4. 6 / 8 )・樫色土 (7.5YR6 8)などで、上面ほど炭化

物・焼jニの混入が著しい。南東側の一部をSN381ζ覆われている。

SK14 

長軸1.7m、短軸1.4mの椅円形を呈し、深さ 0.3mで壁は緩く立ち上がる。底面はやや起

伏があるものの堅くしっかりしている。 思土は黒福色土 (7.5YR3 /2)で炭化物・焼土が

混入しており、特に土器片は西から投げ込まれた状態を呈している。

出土土器(第61図 6----24、図版52) : 6は、外反する口縁から頚部で一度すぼつまって丸み

のある体部をもっ鉢形土器である。口縁には人組状の三文文、体部上半には玉泊三叉文、以下

には徹密なRL縄文が施される。 8 • 11は外反する口縁から誼立する無文の頭部、わずかにふ
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第 2節調査の記録

くらむ体部をもっ鉢形土器で:ある。 8は突起を有し小波状を呈し、内面にも l条の沈線がめぐ

る。 11の日縁は山形状を呈し、太い沈線が頚部と体部を画している。いづれも体部にLR縄文

が施されている。 8の胎土は撤密である o 12--14・19• 20は平縁で直立する口縁部を有する組

製深鉢形土器である。胎土は粗い砂粒を含んでいる。 16は壷形土器の破片であろう。

A一一一

。11
2

⑮ 

SK85 
SK84 

A-ーー 一一8

第60図 SK85・84・14土境、 SN38焼土遺構
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

SK04 (第63図)

長辺1.4m、短辺1.0m、の不整な長方形を皇

し、深さは約0.4mで、監は東側では垂直に、西

側では緩く立ち上がる。底面は堅く平坦で、中央

と西側にはそれぞれ径20crn• 40crnの浅いピットが

ある。埋土は炭化物・焼土の混入する

(10YR 3 2)である。

(第67図 1--5、図版54) :縄文の

付された土器で 2を除けば胎土は比較的徹密であ

る。 3は直立する口縁をもっ深鉢形土器で=あろう

か。 1• 4はLR縄文、 2 • 3 • 5はRL縄文で

ある。

SK05 (第附 ⑮ 
撹乱のため北東半分を首Ij平されているが、径約

1.0mの円形を呈する土墳であろうか。深さは30

SK04 

crnで:壁は緩く立ち上がる。底面は平坦で堅い。'-ー￥シ，，/ SK05 

SK22 (第63図)

径0.9mの円形を呈し、深さは中央部で0.3m、

壁は揺鉢状に中央lζ向かつて緩く傾斜している。

底面中央には深さ 10crnほどのピットがある。埋土

中には擦が数点あり、これは床面より浮いてい

る。また西側には壷形土器が口縁部を南側にして /品¥

横倒しの状態で検出された。 1里トは黒福魚士(7.5 

YR 3 / 2)が中心で=土器片が混入している。

(第67図10、鴎版58) :外面赤色塗彩

の壷形土器である。大きく外反する口縁から一度

頚部ですぼまり、球形lζ近いふくらみのある休部

lζ至るものである。頭部lζは三叉文が、体部上半

には入組文、下半は無文となる。各部の境は全て

沈線で画される。細密なLR縄文であろうか。

出土芯器(第68図 3、図版55) :縦長の剥片

lζ主要剥離面から、片側辺lζ押圧剥離を施した芯

386 

第63図 SK04・05・22土壌

SK22 



器である。

SK11 (第64図、図版40)

長軸1.3rn、短軸1.0rnの楕円形をまし、深さ

0.3rnで、壁はほぼ垂誼lこ立ち上がる。底面はやや

起状があるが堅くしまっている。埋土は黒褐色

土 (7.5YR2 / 3 )と灰褐色土 (7.5YR4 / 

4 )が中心で、上面ほど炭化物が多量に混入して

おり、また確認、面から中層まで大小の自然磯があ

る。

出土土器(第67悶 6--9、図版54) :し、ずれも

胎土は砂粒を含み粗いが焼成は良好である。 6• 

第 2節調査の記録

⑧ 

SKll 

8は深鉢形土器の破片で、 6は小波状で誼立する ⑧ 
口縁からふくらみのある体部、 8はやや内湾する

口縁から直線的に底部lζ至るものであろう。 7は

2条の沈線が、無文の頚部と縦位の縄文が施され

た服部とを画する壷形土器の破片である。施縄文

は6.8. 9がLR、7がRLである。

出土石器(第68図 1• 2、図版55) :両者とも

頁岩質の横型石匙で、主要剥離面lζ1次剥離面を

残し、背面には細かな押圧剥離を施している。

SK77 (第64図、図版39)

径1.0rnの丹形を呈し、深さ0.5rnで援は南側

ではほぼ乗直に、北側で、は傾斜をもって立ち tが

る。底面は中央部でやや高く、他は平坦である。

埋土は黒褐色土 (7.5YR2/2 )である。

出土土器(第67図11---16、図版55) : 13を除け

ば全て深鉢形土器の破片である。 13はLR縄文施

文の体部と無文の体部下端とを画する 2条の沈線

をもっ浅鉢形七器で、あろう。 12はRL縄文の深鉢

形土器で、自立する口縁をもっ。

SK88 (第64図)

径0.8rnの円形を呈し、深さは約0.2rnで壁は

SK77 

第64図 S K 11 • 77・23・88土壌
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第 2篇第 6章絵木台班遺跡

傾斜して立ちあがる。埋土は黒褐

色土 (7.5YR4/4)が中心で

炭化物@焼土粒子が混入している。

SK23 (第64図)

径約1.0mの円形を呈し、深さ

約0.2mで:壁は緩やかに立ち上が

り、底面lζは起伏がある。埋土は

黒褐色土 (7.5YR4 / 4 )で堅

くしまっている。

出土土器(第67図17.18) :17 

はLR縄文施文、 18は入組文風の

磨消縄文が施された土器である。

SK 138 (第65図)

径0.7mの円形で、深さ約 0.3

mで、援は傾斜をもって立ち上が

り、底面は凹凸がある。埋土はに

ぶい黄褐色土(10YR4/2 ) 

日昔褐色土(10YR3 /4) ・黄褐

色土(10YR2 / 2)である。南

側でSK78を切っている。

SK78 (第65図、図版40)

径1.2mの円形を呈し、深さ 0.5

mで、断面形はやや袋状を呈す

る。埋土は黒褐色土 (7.5YR3 

/1----3/2)で多量の炭化物や

焼土粒子が混入している。確認面

において、土壌中央部lζ40x 20cm 

の扇平な{擦が配されている。

出土土器(第67図19----23、図版

54・58) :研磨された器面に沈

線で入組文を施す土器 (20----22• 

25)、23は台付浅鉢形土器の底部

388 
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第 2節調査の記録

で体部下端と台部の屈曲部には、 2段の円形の束IJ突列がある。

出土石器(第68図 4• 5、図版55): 4は凝灰宕質の磨製石斧、 5は頁岩製の打製石斧である D

SK96 (第65図)

1.2m、短紬O.6mの楕円形を呈する。深さはO.2mほどで、底面中央部は盛り上がっ

ていて、壁は傾斜をもって立ち上がる口確認面で三1:.境中央やや東よりに、大型の擦が配される。

埋土は上面に地山土である褐色土 (7.5YR4 3 )が広がり、その下lζ黒福色土(7.5YR 

3/2) e 褐色土 (7.5YR4 /4)があるが、いずれも締まりのない土である。

SK 116 (第65図)

長辺O.8m、短辺O.5mの隅丸方形を呈する。深さはO.14mほど底面は平坦で、壁は緩い傾

斜をもって立ち上がる。底面中央lζは属平な大型の擦とそれに接して径30cm、深さ40cmのピッ

トがある。埋土は、炭化物の混入する暗掲色土 (7.5YR3/3) .褐色土 (7.5YR4 /3) 

である。

SK 117 (第66図)

径約0.8mの円形を52し、深さは0.1m-O.2 m 

で底面は傾斜山る口壁はほぼ垂直に立ち上が 〈⑧
る。埋土は黒福色土 (7.5YR3 /2) ・褐色土

(7.5YR 4/6・4/2)で土器片が混入して

いる。

出土土器(第67図24~29) :浅鉢形土器で、 R

L縄文が施されている。

SK 119 (第66図)

径約O.6mの円形を呈し、深さ O.18m、壁は緩

やかに立ち上がる口底面iこは径25cmのピットがあ

り、深さは土壌底面より 50cmもある口埋土は黄褐

色土(lOYR4 3) と暗褐色土(10YR 3 

3 )である。

SK 118 (第66図)

長 ~i由約 1.1cm、短軸O.7cmの楕円形を呈する。

i翠さは0.1mほどで底面は凹凸があり、壁は緩く

立ち上がる。底面には径20cm、深さは上:横底面よ

り20cmのピットがある。:l:里土は黄褐色土(10YR 

4/3)と暗褐色 L(10YR3 3)である。

SK117 

争
ψ

SK119 

。
m
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第 2節調査の記録

SK08 (第70図) ⑧ 
北側半分はすでに削平さ

れているが、直径約2.5m

の円形を呈する土壊であろ

う。 深さは0.5mほどで、 ~~ 込ノ ι/SK08 

底部から壁にかけては緩や

かに立ち上がり、東側には

大型の自然礁が配される。

埋土は炭化物・焼土粒子・

土器片などを多量に含む

黒褐色 (7.5YR 3 / 

2) .日音褐色土(7.5YR 

3/4 )で両者とも締まり

がある。 ⑧ 
出土土器(第72図 1'"-'

9、図版54) : 1・2は、

口唇部lζ突起をもち、{本部

には、コ文文@雲形文の描

かれる台付浅鉢形土器の破 去三告主三
片である。詞者とも内外面

赤色塗彩の土器である。 3

-9は深鉢形土器の破片で、

胎土iζ 紐い砂粒を含んで

はいるが胸或は良女子である。 ⑧ 
口縁部がやや内23ないしは

直立する。体部lζ間隔のあ
¥ふ----.-!/SK 15 

る条痕文の施されている 3を

除けば、他は全て単節縄文

が施される。

出土石器(第73図 1) :頁

岩質で図の右側縁部lζ刃部 。 1m 

のある掻器である。
第70図 SK08・16・15土壌
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第 2篇第 6章松木台盟遺跡

SK16 (第70図、図版41)

長軸0.9m、短軸0.75mの楕円形を呈し、深さ

0.2m、壁は緩やかに立ち kがる。底面はやや凹

凸があり、南側には径20crnほどの浅いピットがあ

る。埋土は黒褐色土(10YR2/  3)で炭化物や

焼土粒子が混入する。擁認面では(第73図 5・

6 )の肩平打製石斧が、方向を全く同じくして重

なって出土している。

SK15 (第70図、図版41)

長軸0.8m、短軸0.7mの楕円形を呈し、深さ

0.2mで底面は堅く、壁はほぼ霊童 lζ立ち上が

る。埋土は灰褐色土 (7.5YR4/2 )と鴇色土

(7.5YR 4 /4) で両者とも堅く締まってい

る。確認面で土壊中央部lζ擦が配されている。

SK19 (第71図、国版42)

径約1.0mの円形を呈し、深さ 0.4mで底面は

丸みをもっており、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

は黒褐色土 (7.5YR3/2・2/2)が中

心で土器片@炭化物@焼土粒子が多量lζ混入して

いる。土墳確認面から底面まで、北側に大小の蝶

が確認される。

出土土器(第72図12----16、図版54) :し、づれも

胎土の級密な土器で、 13は人組文風の文様が描か

れる。施文縄文は全てRLである。

SK50 (第71図、図版43)

1辺が約1.3mの隅丸方形を呈しており、深さ

0.6m、底面は平担で堅い。壁は西~南にかけて

はほぼ垂直に立ち上がるが、北~東にかけては、

やや下ぷくらみとなる。埋土は黒褐色土C10YR2

/2・2/3)が中心で、炭化物が多量に混入して

いる。確認面ですでに大型の{擦があり、埋土の下

層まで擦が確認できる。第72図27の鉢形土器も埋

394 
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第 2節調査の記録

土の上層で横倒しの状態で確認され、また第73図6は底面よりやや上の東側壁面より出土して

いる。

出土土器(第72図22......28、図版54• 57) : 27は直立ぎみの口縁からゆるく底部lζ至る鉢形土

器である。口縁部lζは末端のかみ合った羊歯縄文が施されており、体部には上半lζLR縄文、

下半l乙RL縄文用いて羽状縄文を表出している。内面赤色塗彩されている。 28は口縁部が一度

屈曲し、末端のかみ合わない羊歯状文が描かれる。体部にはLR縄文で羽状縄文を施している。

22-26は深鉢形形器の破片で、 22は押圧による波状の口縁部を有するものであろう。

出土石器(第73図4"""6、図版55) : 4 • 5は同一母岩による剥片石器で、また 6は安山岩

質の打製石斧である。

SK21 (第71図)

長軸1.3m、短軸1.0mの楕円形を呈し、深さ 0.24mで、底面は平坦で堅く、壁は緩く立ち

上がる。埋土は炭化物@焼土粒子の混入する黒褐色土C10YR2 / 3、 2/2) .暗褐色土

(10YR 3 /4) ・褐色土 (10YR4/  4 )がブロック状lζ堆積しており、土器片は乙の上層

lζ多い口

出土土器(第73図17......21、図版54) : 2 各の沈線の~I かれる 19を除くと、他は単節縄文の施

される土器で、 17・18はLR、20・21はRL縄文である。

395 



~ 
i融機 HWSfl
忠明叫~;;:'μ 紗 μ 

10 11 

企安門毛lf~穴なら 門
i'，:~'~~:~~' '{i~~<:~'丸事J け
しコ之らえ'小.J;:t 什

特バ~~~'，;，:;:}fl ¥ ¥ 
::，;:;.;)i\:. .， 白)~"川

三時明:~iヨ 1 
\~J，\"'~でや.~ I I 
志 ~~~~~!γ匂什
ヘ比三也，'- tγ1 

20 

勢 l';，._'l:~Ý'~ィおり門
h事Ç0ぞヴ;わ~1己主 什

当戸~~シバ':;::::~とどグ 11 

徐容予炉~: ハー一一一

18 

同ハハハハハ川出

刷" _.:~f)~rlt!~~八

~Î続摂掛1 ハ
ぷ日明:引:!i~~日川

l~:'~，，1~;~I;\~:~;.{'f.~~}:~~~;，1:マ， II 
'，f r.l~~r'引Jレム証言 ;i~，;.;~;，' I 
ー・ c，:¥戸了ど V 亘:;;p tγ1 
;(，._').J"'，. {\F'~;.1:::V' T 白川

ペ主主;0- 22 

イ:，1."，，--..)淀川

、;町三日:jl~泳、土 rl 
't"{".:"-'-:--:'_""コ日イ亡r ・

七日:;_'~~J.~-::"--'1: I I 
ド .~'r今戸-，~.，~:-:::-.九 i
1'~ ，.1j門r、-'''_~-'，;':_' I I 
H・!"_"_'."..、伊......~~
レ化以;.1.'，........:.、ー〈、;':，' I 
V~.. _.;，........:;止にいJ弘

広占〆〆=ぜ~;.~ .• ~ トバ

21 

:fF'1~j.:<~~'](;.:人戸'r;:"~品iみらー IjJ 

明伸尚三日
n.;;-:fj"';i"'r/_~'r:..'I-:l:;可 ~rJ!"~.1同 l

t;flZ?':.t戸S~_~.~~~;Lr~~主 I I 
;台、)'(:1デ手::i.r;.;:.;i!?iJ 什
j(<i~三{~:;持<;;;( M 

24 

'-，.1'ア泣~~~.. β叫;~~ 州

議器、な鵠掛け

匂耕一 u
会民~;'fn; r r 1 

23 

第72図土境内出土土器

396 



〈二二〉

く~

c二二一一二〉

~ーヨ

1 SK08 

2・3SK16 

4.~ 6 SK50 

第73図土境内出土石器

ζコ

第 2節調査の記録

5 

6 

397 



第 2篇第 6章松木合盟遺跡

十州

@ 

SKT64 

十62

第74図 V区遺構配置図

398 



SK56 (第75図)

径約1.3mのほぼ円形で、あるが、上面プランでは、不

整なラインを示している。深さはO.16mで、底面は平坦

であるものの大小のピットがあり、東側のピットは土壌

底面から 10cmほどの深さがある。埋土は暗褐色土(7.5 

YR 3 / 3・2/3) .褐色土 (7.5YR4/3)が中

心で、焼土@炭化物が混入し、土器片も含まれる。

出土土器(第77図 1""""4、図版57) : 1"""" 3は胎土K

F品、砂粒を含むが焼成は良好である。縄文は 1・3が

RLで、 2はLRである。また 4は羊歯状文の施された

鉢形土器の口縁部破片である。

SK61 (第75図、図版45)

径約l.Omの円形を呈しているが北側で一部張り出し

ている。深さはO.5mで、底面は丸みをおび、壁はやや傾

斜をもって立ち上がる。埋土は黒褐色土 (7.5YR3/  

3 )と褐色土 (7.5YR4 / 2 )で後者には多量の土器

片や燥が混入している。確認面では南側iζ大型の磯があ

り、土墳内にも、特l乙褐色土留から底屈にかけて多量の

磯と土器片が検出される。

出土土器(第77図 5・6) : 5は台付鉢形土器体部下

端から台部のものである。 RL縄文の施される体部は、

下端で一条の沈線によって、無文部と画される。台部は

丸くふくらみながら一度ゆるくすぼまり、さらに裾開きの

下端lζ至る。 6は深鉢形土器の体部下端から底部破片で

縄文はRLである。 ζの他、深鉢形土器の破片が多く出

土している。

出土石器(第78図 1・2、図版57):1は有茎の石鎌で、

茎部は折損しているものの基部付近にアスフアルトの付

着が認められる。 2は t端がやや薄く平べったくなって

おり、全体lζ押圧最IJ離を施しており先端部は折損してい

る。断面形からすると石匙というより

る。両者とも頁岩である。

と考えられ

第 2節調査の記銭

@ 

SK56 

争ち

SK61 

第75図 SK56・61・71土襲
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第 2篇第 6Ì~ 松木台直遺跡

SK71 (第75図、図版44)

径約1.0mの円形を呈し、深さ0.22mで、壁は北側ではほ iζ、南側ではやや傾斜して

立ち上がる。底面は平坦で、中央には径lOcm、土壌底面からの深さ 8cmほどの小ピットがある。

埋土は黒褐色土C10YR2 3).暗褐色土 (10YR3 / 4 )で、底面lζ近くなるにつれて大

小の傑や土器片が多量に出土する口

(第77図 7--10、図版57) :し 1づれも深鉢形土器の破片で、胎土@焼成とも虫好で

7--8はRL縄文、 9はLR縄文で、 10は複節縄文である。

出土石器(第78図 3、図版57) :縦長の剥片を使用してつまみ部iζ挟りを入れ、その他は側

辺部に軽い押圧剥離を施した縦長の石匙である。主要剥離 ( 

面lζは全く調整が行なわれてし可ない。~内/

SK99 (第76図、図版45)

長軸0.8m、短軸0.7mの椅円形を呈し、深さ 0.5mで

壁は北側では傾斜して、南側ではやや内傾して立ち乞が

る。埋土は、黒褐色土(10YR2/2 )であるが、炭化物と焼

土の含有率によって 3麗l乙分層できる口土墳のほぼ中央部

で、底面から20cmほど浮いて大型の磯が検出される口土墳

南側で、径約0.75mの円形を呈する配石遺構 (SQ54) と

接しているが断面観察から土墳が埋まってから(あるい

は埋められてから)造られたものである。配石lζ使用さ

れる擦は全く加熱していないが磯の長軸方向を立ててい

る。

出土土器制図15--18、図版57) : 胎 土 焼 成とも良⑮)

好な同一個体の破片で、細密なRL縄文が施されている。

SK100 (第76図、図版45)

筏約O.9mのほぼ円形を呈し、深さ O.2mで、底面はや

や起伏しており、壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は黒褐

色土 (7.5YR2 / 2 ・3/2) ・暗掲色土(7.5YR 

3/2 )で底面には径20cm前後の浅いピットがあり、東側

のピットは土壊底面からの深さが20cmほどである。

出土土器(第77図11--14、図版57) :胎土・焼成とも良

好な土器で、 11--13は同一個体でRL縄文、 14はLR縄文の

短い原体を使用している。

SK99 

第76図 SK99、100土壊・ SQ54配石遺構
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SK32 (第80図)

長軸1.2m、短軸l.Omの楕円形を呈し、深さ

0.2mで、底面は中央部がやや高くなり、東側lζ

緩く落ち込み、 2つの小ピットがある。壁はほぼ霊命

直に立ちとがる。埋土は黒褐色土C10YR2/2・

2/3 )が主で、黄褐色土 (10YR2 /3)が壁

際lζ堆積している。

出土土器(第83図 1，.._ 3、図版56) : 1は黒色

を呈する無文の破片で、 2は外反する口縁部を有

する深鉢形土器の破片であろう。

SK33 (第80図)

長軸1.6m、短軸1.0mの楕円形を呈し、深さ

0.3mで、底面には起伏があり、壁は傾斜して立ち一

上がる。埋土は黒褐色土 (7.5YR3 /2) .暗褐

色土 (7.5YR3 / 2 )などで炭化物を多く含ん

でいる口底面中央lζは径20cmほどの 2つの小ピッ

卜があり、そのうちの 1つは土墳底面より 20cmほ

ど深い。また底面西側iζは浅いピットがあり、こ

れから鉢形土器(第83図4、図版58)が出土して

いる。この鉢形土器は、外反する口縁から一度す

ぼまって直線的i乙成部lζ至るものである。日縁部

第 2節調査の記録

⑧ 

SK32 

~3 SK33 

Kは小さな刻みが施され、頭部川崎の沈線、 ⑮ 
体部にはRL縄文が施される。

SK52 (第80図、図版46)

長軸1.1m、短軸0.9mの楕円形を呈し、深さ

0.4m、底面は丸みをもち、壁は緩やかに立ち上

がる。埋土は黒褐色土 (7.5YR3/2)で、炭

化物や焼土が混入している。確認面で土墳中央部

には大型の傑が配され、また底面の西側lζは径20

cm、二t填底面からの深さ 30cmほどのピットがあり、

埋土は炭化物が多量に浪人する極暗褐色土(7.5 

YR 2/2)である。

SK52 

第80図 SK32、33、52土壌
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第 2篇第6主主 松木台頭遺跡

SK53 (第81図)

径約1.3rnの円形を呈し、深さ 0.3rnで底面は平坦で

ある口壁は東側では凹凸をもちながらもほぼ垂直に、西

側では傾斜をもって立ち上がる。埋土は上面中央lζ地山

土である褐色土(10YR4/4)がブロック状にあって、

以下は黒掲色土(lOYR 2 3. 2 / 2 )が主である。

(第83図 5---8、図版56) :平線ーで'j官すない

しは外反する口縁を有する鉢形土器の破片で、あろう。

5 • 8がLR、6.7.9t土日L縄文である。

SK55 (第81図、図版46)

径1.1rnの円形を呈し、深さ 0.7rnで、底面は平土日で

堅く、壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は黒褐色土 (10

YR 2/2)で、炭化物の含有率など、から分層できる。

確認面で土壌中央部やや北西よりに大型の磯があり、そ

の下にも底面までソJ¥磯が混入している。

SK59 (第81図)

径約0.9rnの円形を呈し、深さ 0.5rnで底面は平坦で

ある。壁は、北側ではほぼ垂直に南側では袋状のライン

を示す口埋土は黒褐色土 (7.5YR3 / 1 • 2 / 2 ) • 

暗褐色土(10YR3 / 4)が主で、埋土中には全体的に

炭化物@焼土・小磯@土器片が多量iζ混入している。確

認面で土壌よりやや北西よりに大型の燥が2個ある。

出土土器(第83図12• 13、図版46) :同一個体でRL

縄文施文後沈線によって渦巻状の文様が描かれ、器商lζ

は赤色の漆が塗られている。

SK69 (第82図)

径約0.7rnの円形を呈し、深さは0.1rnほどで、底面

は南側から北側lζ向かつて高くなり、壁は緩やかに立ち

上がる。埋土は暗褐色土 (7.5YR3 3)で炭化物@

土器片@小磯が多量に混入している。

(第83図10・11) :胎土K砂粒を含むものの

焼成は良好である。 10はLR、11はRL縄文である。

404 

SK53 

⑧

1c 

第81図 SK53、55、59土境



出土石器(第88図 1• 2、図版56) : 1は縦長の

剥片の南側縁lζ押圧剥離を施し、 2は厚みのある剥

片の主要剥離面に押圧剥離を施している。

SK79 (第82図)

長軸1.5rn、怨紬0.8rnの楕円形を呈し、深さ

0.4田、底面は平坦で堅くしまっており、壁はほぼ

lζ立ち tがる。埋土は黒褐色土(lOYR2/3)

で炭化物@土器片などの含有率によって分層でき

る。炭化物 e 土器片@小磯が上層ほど多く混入して

いる。確認面よりやや上で土墳のほぼ中央部lζ円擦

があり、また底面よりlOcmほど浮いて、深鉢形土器

の板状の破片がある口

出土土器(第83図14--17、国版56) : 16を除け

ば、鉢形土器の破片であろう。原体は 14--16がRL

17がLR縄文である。

SK104 (第82図、図版46)

径約l.Omの円形を呈し、深さO.3m、底面は平堀で、

壁は西側では垂直に、東側では傾斜して立ち上がる。

埋土は黒褐色土 (7.5YR 3 / 2 • 3/ 1) .にぶい

黄褐色土 (7.5YR5/3)が主である。確認面で土

境中央やや東よりに、径15cmほどの範囲に焼土が広

がり、さらにその東側には磯がある。

出土土器(第83図18--20、図版56) : 18は胎土@

焼成の良好な深鉢形土器口縁部破片で、あるD

る口縁は折り返しとなり体部lζ はRL縄文が施され

る。 19• 20は、!司ー倒体で二次火熱を受けて赤変し

ている。原体はRL縄文である。

⑧ 
第 2節調査の記録

SK69 

⑧ 

SK79 

。
m
 

第82図 SK69、79、104土壌
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第 2篇第6主主 松木台盟遺跡
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SK63 

SK66 

62ート

@ 

61十 十61

407 



SK65 (第85図)

同1.1m、短軸0.9mの楕円形を景し、深さ ⑮ 
0.1 m、壌は緩く立ち上がる口埋土は黒褐色土

(10YR3/2) .暗褐色土(10YR2 / 3 )で

比較的締まりがあり、全体に炭化物や土器細片が

混入している。

出土土器(第87図 1--3、図版57) : 1は直立

する口緑部をもっ鉢形土器で、日縁部は小波状を

呈し、文様帯には入組状の三叉文が描かれる口 2

は小波状の口縁iζ突起が付き、外反する口縁から

一度「く Jの字形lζ屈曲して最大径のある体部上

端lζ至るものである。頚部iζは羊歯状文が、体部

第 2篇第 6章松木合理遺跡

SK63 (第85図)

径約0.9mの円形をまし、深さ O.2m、底面は

東側に向かつて高くなり、壁は緩く立ち上がる。

埋土は暗褐色土(lOYR3 / 4) .にぷい黄褐色

土 (10YR4 / 3 )であり、土器片などの混入は認

められない。底面西側の壁際には径20cmほどの浅

いピットがある。

にはLR縄文が施される。

SK66 (第85図、図版47)

上面は長軸1.8m、短軸1.6mの婿円形で、底

面は怪1.2mほどの円形を呈している。深さ 0.6

m、堅くて締まりのある底面から壁はやや外に開

きながら立ち上がる。埋土は土壌上面で地山土で

ある褐色土 (7.5YR4 / 3 )が広い範囲iζ 認め

られ、その下には黒褐色土 (10YR3/2 )が堆

積している。全体的に炭化物や焼土が多量に混入

している。底面lとは径50cm、土壊底面からの深さ

約20cmのピットがあり、このピットの上面iζは大

小の礁が認められる口また土器片が底面よりやや

浮いた状態で検出される。

408 
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出土土器(第87図 4----7、図版57) : 4は直立す

る口縁からわず、かにふくらみながら、{本部lζ至る鉢

形土器である。口縁部は小波状を呈し、文様帯lこは

刺突による小波状文と 2条の沈線がひかれ、体部に

はRL+LRの羽状縄文が施される o 5は外反する

口縁から一度ゆるくすぼまって最大径のある体部上

端に至る鉢形土器である。小波状の口縁部には 2個

1対の突起があり、頚部には入組状の三叉文が号!か

れており、 LR縄文施文の体部とは、 2条の沈線に

よって画される。 6も同一個体である。 7は粗い胎

土ではあるが焼成の良好な小型の壷形土器の破片で=

あろう口大きく外反する口縁部、無文の頚部、体部

にはLR縄文が施される。

出土石器(第88図 3、図版56) :不定形の剥片の

縁辺部のみに剥離を施している。

SK70 (第86図)

長軸1.0m、短軸0.8mの楕円形を呈し、深さ

0.1 mで、凹凸のある底面から壁はほぼ垂直に立た

ち上がる。埋土は暗褐色土(10YR3 / 3 )で、炭

化物@焼土@土器片の混入は認められない。底面西

側には壁際lζ径約40cm、土墳底面からの深さlOcmほ

どのピットがある。

SK74 (第86図、図版47)

径約0.6mの円形を呈し、深さ約O.2mで、平坦

な底面から壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋;土は黒褐

色土 (10YR3 / 2) .暗褐色土 (10YR3 / 3 ) 

で炭化物が多震に混入する。底面中央部には大型の

燥が 3偲まとまって検出される。

SK97 (第86図)

長紬0.9m、短軸O.75mの楠円形を呈し、丸みの

ある底面から壁はゆるいカーブを描いて立ち kがる

埋土は黒褐色土 (7.5YR 3/2) • Iζぶい黄褐色土

@ 
第 2節調査の記録

⑧ 
一 一

④ 

8K97 

第86図 SK70、74、97、83土壌
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

(10YR 4/3 )で締まりがあり、炭化物が少量含まれる。 SKT75を切っている。

SK83 (第86図)

長軸1.4m、短軸1.1mの楕円形を呈するが上面プランは不整なラインを示す。深さは0.2

mでほぼ平坦な底面から、援は南西側では垂直に北東側ではゆるく立ち上がる。埋土は暗褐色

土(lOYR3/4) .黒掲色土 (10YR3 / 2 )で、地山土で=ある褐色土(lOYR3 /2)が

ブロック状に混入している。

ζご〉

410 

4 

1 -3 SK65 
4 -7 SK66 

PMNM7 o lOcm 

第87関 土境内出土こと器

1・2 SK69 

3 SK66 

ζ二三〉
3 

cm 

第88図 土境内出土石器



SK72 (第89図)

径約1.3mの円形を呈し、深さ 0.3mで、底面はわず

かに起伏があり、壁は傾斜をもって立ち上がる。埋土は

黒褐色土 (7.5YR3 / 1 )と褐色土 (7.5YR4 /4) 

で締まりのある土である。底面北側lζ小礁が 2倒ある。

SK87 (第89図)

径約O.8mの円形を呈し、深さO.14mで底面はほぼ平坦

で壁は緩く立ち上がる。埋土は炭火物や焼土を含む暗褐

色土 (7.5YR3 / 3 )と褐色土 (7.5YR4 / 4 )で

ある。

SK140 (第89図)

長軸1.3m、短軸1.0mの楕円形をまし、深さは中央

部で0.1m、底面はゆるい起伏があり壁は傾斜をもって

立ち上がる。埋土は締まりのない暗褐色土(10YR3/  

3 )と褐色土(10YR4/6)である。底面南側lζ は赤

色(lOR4/8)の粉末が径約20crnの範囲に検出され、

さらにその中からヒスイの玉が出土している。玉は 11.7

rnm x 8.5rnrnで=厚さ 5.5mm、風化が進んでいるものの部分

⑮ 

的l乙透明感のある緑色が残っているo 穿孔旧から行⑮

なわれている。

SK142 (第89図)

径約O.75mの円形を呈し、深さ 0.2mで底面は堅くし

まっており、壁は垂直に立ち上がる。埋土は暗褐

(10YR 3/  3 • 3/2 )で炭火物@焼土が含まれる。

SK143 (第89図)

長軸O.9m、短軸O.7mの楕円形を呈し、深さ 0.14m 

で底面は平坦で、壁は傾斜をもって立ち上がる。埋土は

(10YR 2 / 3) .暗褐色土C10YR3 / 4) 

横褐色土(lOYR5/6)で全体的に炭火物が混入して

第 2節調査の記録

⑨ 

SK72 

SK87 

-(Q')一円

GD (3) 

汀1

いる口 第89図 SK72、87、140土壌

SIく145 (第89図)

径約0.8mの円形を皇し、深さ0.3mで底面はほぼ平坦で壁は傾斜をもって立ち上がる。 t里
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⑧ 

⑧ 

ミーヒメ二E
⑨ 

⑧ 

三ミト九ノ主

LLZJJ 
立1

第90図 SK142、143、145、151-154、165、173土讃
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土は培褐色土(lOYR3 /3) .黒褐色土(10YR2 /2 • 3/ 2 )で上面ほど炭火物が多く

含まれる。

SK151 (第90図)

径1.0mの円形を呈し、深さ0.4mで、底面はほぼ平坦でやや傾斜をもって立ち上がる。埋土

は極暗褐色土 (7.5YR2 /2)が上面にあり、炭火物が多量に混入する暗褐色土(7.5YR 

3/3)が壁lζ沿って堆積しており、底面lζは薄く地山土である明褐色土 (7.5YR5/6) 

がボソボソの状態で堆積している。

SK 154 (第90図)

径約1.4mの円形を呈し、深さ0.4m、底面は平坦で堅く締まっており、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。埋土は土壌中央部に黒襖色土 (7.5YR3 1. 2 / 2 )があり、壁際には灰褐色

土 (7.5YR4 / 2)が堆積している。底面lとは地山土である褐色土 (7.5YR4/4)が薄く認

められる。

SK165 (第90図)

長柚1.2m、短!抽0.9mの楕円形を皇し、深さ 0.3mで底面は平坦で壁はほぼ垂直K立ち上

がる。埋土は炭化物を含む黒褐色土 (7.5YR2 / 2 • 2 / 3 )で、壁際に部分的lζ、lこもぷい

黄褐色土 (10YR4 /3)がブロック状に入り込んでいる。

SK173 (第90図)

径約1.1mの円形を呈し、深さ0.36m、底面は平坦で堅く締まっており壁は垂直に立ち上が

る。埋土は炭化物を含む黒褐色土 (7.5YR2/2.2/3)で、底面には暗褐色土(10YR

3/3 )が薄く堆積している。

喝。γ、L 慌た，~ I J J 

r f 
》ど七五Lぺ民掛1'?;'?~>À'_ 11 
協会子母・ 11苧

ヮコi~:~f"J~;~7_J:~l<点一三~).;t， ::.i逆 LI 
、ゐ、l 判弘次ミ品内悼ぜ吾 川 2

1 ，.._， 3 SK146 
4、日 SKT18
6 ，.._， 9 SKT64 

第91図 フラスコ状ピット@了ピット出土土器
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第 2篇第 6章松木台直遺跡

フラスコ状土墳(第92図、図版49)

壌口部よりも壊底部が広くなり、断固形上の最大径が墳底部かそれよりやや上にあり、円形

の墳口部から一度径が小さくなり、緩やかなカーブを描いて底部にいたる土墳である。

調査では 5基確認され、調査区北端中央部より東側lζ点在しているSK146を除けば遺物は

出土していない。

SKF141 

壌口部径O.8m、最小径O.7mで、壊口部よりやや下の位置にあり、最大径はO.9mで境底面より少

し上にある口墳底面は径O.8mで堅く平坦である口埋ことはほぼ水平な堆積を示し、暗褐色土 C10YR

3/3)と黒褐色土 C10YR3/ 2)が互層をなしている。特lζ最下層の黒褐色土層は堅く締りがある。

SKF150 

境口部径1.2m、最小径はほぼ中位にあり1.1m、最大窪は1.2mで墳底部にある。埋.土は

黒褐色土C10YR2 / 3 • 2/ 2) 0 培褐色土C10YR3/  3 )などでこれらが大きなブロッ

ク状で入り込んでいる。また壁際には地山土の崩壊土と考えられる褐色土(10YR4/4 )が

ブロックで混入している。

SKF172 

墳口部径O.9m、最小径は壌口部の誼下でわずかにすぼまり、最大径は1.1mで墳底部のや

や上にあり、底面は中央部が盛り上がっている。埋土はH音褐色土 (10YR3 / 3 • 3/4) 

黒褐色土(10YR2/2)でそれぞれがブロック状に入り込んでいる。

SKF146 

墳口部径1.2m、最大径1.3mで、壊底部より上位にあり断面形は墳口部から直線的で、深さ

O.65mでt底面は堅く締まっている。埋土は黒褐色こと (7.5YR2/3.2/3)で中央部には

地山土である褐色土 (7.5YR4 /3)がブロック状lζ入り、特に上回の褐色土は筏60cmの範

囲に広がっている。

出土土器(第91図 1，.._ 3) :砂粒を含んだ胎土で焼成も良好である。 1はLR縄文、 2は綾

繰文のあるLR縄文である。 3は外反する口縁から頭部で屈曲し、胸部でふくらむ鉢形土器で

あろうか、口縁l乙は粘土粒貼付による 2個 1対の突起がつく。

SKF147 

墳口部は長軸1.6m、娘軸1.3mの楕円形を呈し、墳底部も同様で長軸1.8m、短軸1.4m 

である。最小径は1.2mで、ほぼ中位にあり、最大径は底面のやや!二位にある。 深さは1.8mで:誌

面は堅く締まっている。哩土は黒褐色土 (7.5YR3 2).黒色土 (7.5YR2 / 1 )が中

心で、全体的iζ炭化物が混入している。また壁際iζ は地山土の崩落した明褐 (7.5YR 5 / 

6 )のブロックが認められる。底面lζは薄く極暗褐色土 (7.5YR2 / 3 )が堆積している。
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第92図 SK141、146、150、147，148、172フラスコ状土境
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Tピット(第93---95図)

検出された15基のTピットは、調査区の北側iζ長軸を南北にして東西lと並んでいる。いづれ

も大きさには差があるものの形態はほぼ同じである。

平岡形は細長い構円形を呈し、縦断面では両端はほぼ直線的に底面lζ達している。横断面は

iV J していて、底面は極めて狭小でミある。埋土状況は黒色系の土と地山土である褐

色系の土が互層をなして堆積している。

Tピットの平面的分布をみると、 15基はそれぞれ数基ずつまとまりがありその中では主軸方

向はほぼ一定であり、大きく逸脱するものはない口特にSKT60• 58 • 64、SKT75• 49・48

のグループではこの傾向が顕著である。また他の遺構との関係では、 SKT60がSI107に、

SKT49がSK72~ζ 、 SKT75がSK97iC よって切られている。

出土遺物は極めて少ないが、 SKT18.64から土器(第91図 4---9)が出土している。波状

の口縁をもっキャリバー形の深鉢形土器で、波頭部lζは渦巻文が表出され体部には縦方向の太

い沈線による楕円形の区岡文が施される口 9を除けば全てLR縄文である。

第 2表 了ピット一覧表

番号|長軸(上) I長軸(下) I短軸(上) I短軸(下) I深さ| 磁北との角度| 備考

60 320 cm I 286 cm I 30 cm I 10 cm I 80 cm I W -8 0 - N I 81 107 

58 370 360 40 12 96 W-30-N  

~~----+---:~-----+ ---~~~ -----+ -----;~ ------1------~ ~ ----+ ----~~ f 日----~-----f

ト~~ ----f--<~~-- +----~~~ ------f-----~~ -----+ -----; ~-------f --: ----f---; =;~; =~- H~-~-~ 
48 280 270 34 18 82 W-240-N  

:;;I212 l;l i;l:;;l;二~~~-~-----f
:~~---+- --~:-----+ --~~~----+-----~~--- --j-------i~----- -f----;~~- +--;ミ;;~-----f
; ~~ ---+ --~i~-----1------~~~ ----+-----~~ -----+----;~-----+---: ----f ロ~-~~~-----f

〈備考〉のi遺構名はTピットを切っている遺構である。
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SKT58 

日1

第93図 SKT60、58、64、18、69、75Tピット
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辺良

2m 
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⑮ 

SKT169 

SKT171 

2m 

第95図 SKT164、169、170、171Tピット
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第 2篇第 6主主 松木台麗遺跡

(2) 遺構外出土遺物

土 器(第96----100図、図版59---63) 

調査による遺構外出土の土器は、断続的ではあるが縄文時代中期~晩期の各時期lζ相当し、

中でも晩期の土器が多いが、完形になるのは極めて少ない。

第 1群土器

I類土器(5):キャ 1)パー形を呈する深鉢形土器の破片で、口縁部には 2本 1組の縦位の隆

帯があり、これに沿ってRLの押圧縄文が施される。口縁部と体部の境にもこの押圧縄文が一

条めぐっている。地文はLR縄文である。

2類土器(1 ---4 • 6 ---22 • 25---35. 37---39. 97) : a. 97は内湾し、波状を呈する口縁

からややすぼまって体部上半jζ、そこから大きくふくらみのある体部下半にいたる深鉢形土器

である。波頭部には上面iC2つ、左右前後にもそれぞれ lつづ、つの計 6つの円窓をもっ球形の

把手がつく。把手からは左右lζ橋状の隆帯が延び、渦巻文と連結している。口縁部に沿っても

やはり貼付帯による渦巻文がありその末端は、体部lζ曲線的な文様を描いている 2条 l組の沈

線とつながっている。地文はRL縄文である。

b.1.2.4はやや内湾ぎみの口縁が鋭角的な波状になり、波頂部には貼付帯による渦巻状

文があり、左右にも渦巻状文がみられる。

c 3. 8 • 9 • 12・16• 25・39は体部lζ施された縄文が沈線によって楕円形@円形に区画さ

れる土器で、 3は指頭状の浅い束IJ突を中心lζ縦方向や横方向iζ区画された縄文部がある。 8 • 

12 • 16では区画された沈線開が「凸J状となり、磨り消しも部分的には縄文を残す 8 • 16 • 25 

がある。 9 • 29は浅い沈線によって縄文が区画され、 9は磨り消しが不充分であるが29ではや

や広い無文部がある。

d. 14・20は垂下して縦lと区画された縄文部iζ深く幅広い沈線で渦巻状文を表出している。

e. 6' 7 • 10・11• 13 • 18 • 19 • 21 • 22・25---28• 30---35 • 37---39 • 99は縄文部を垂下する

沈線で縦方向に区画するもので沈線開が 6 • 27 • 28 • 31 • 34のように「凸」状になるものと、

32. 3 3 • 35のように幅広く平坦になるものとがある。垂下する沈線は体部の上下で連結して

長楕円形となるが、 35のように体部下端で連結しないものもある。

第 3類土器 (23• 24) :幅広く浅い沈線によって曲線的iζ区画された中に充填縄文が施され

るもので、躍り消しによる無文部は広くなる。外反する口縁をもっ深鉢形土器でミあろう。

4類土器 (41---44• 99) :縄文だけの深鉢形土器で、ある口内湾ないしは直立する口縁部が

無文で折り返しとなる41• 42がある。 41---43はLR縄文で、 44はRL縄文である。 98は内湾す

る口縁から、上端lζ最大径のある体部に宝り、そしてゆるいカーブリを描きながら底部lζ至る土

器で、日縁部は無文、体部lζはR縄文が施される。
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第 2節調査の記録

2群土器

第 1類土器 (45--49.56--58) :条痕の施される土器で、いづれも深鉢形土器である。 45--49• 

56は先端部の堅く細し 1櫛歯状工呉による条痕が付される口条痕は幅 2--3mmで、 5--6本が 1

位である。 57.58は向一個体で口縁部がわずかに外反する土器で、 57では口縁部lζ不安定な一

条の沈線がある。体部には間隔のある条痕が 3--4本を l単位として曲線的に施されている。

第 2類土器 (36.40.50--55) : 36.40はRL縄文K平行沈線が号iかれ、その間を曲線的な

2--3条の沈線でつなぐものである。 50• 53--55はR撚糸文を地文として 2本 1紐の平行沈線

を、斜位あるいは蛇行する沈線でつなぎ、全面を磨り消すものであるが部分的に撚糸文が残っ

ているものがある。

第 3類土器 (59) :外反する口縁は波状を呈し、波頂部口唇lζは円形の刺突が行なわれる口

体部上半で 2条の平行沈線によって広い無文部と縄文部が画される口体部のRL縄文は沈線の

後で施される。

第 3群土器

第 l類土器 (60• 63 • 88) :外反する口縁部と、丸みのある休部の境で一度くびれる浅鉢形

土器で、口縁部iζは入組状三叉文、その下には玉抱き三文文が描かれる。 63.88は深鉢形土器

である。 63は平縁でほぼ直立する口縁部には l条の束iJ突列があり、 88では肥厚する口縁lζ刻み

を有する突起がつき、数条の沈線が号|かれる口

第 2類土器 (62• 67--69) :外反する日縁が一度頚部ですぼまり、体部上半でわずかにふく

らみながら底部に至る鉢形土器である。小波状を呈する口縁lζは2偲 1対の突起が付され、文

様は羊歯状文が施される口 78は壷形土器で入組窮消縄文が描かれる。

第3類土器 (64--66• 69--77 • 79--86 • 99--101) : 64--66は口縁部lζ羊闘状文の名残りを

とどめる裁痕列のある浅鉢形土器で、日縁上端には刺突列が、その下lζは2--3条の沈線、体

部には入組磨治縄文が施される。 71--76・79は口縁部が一度屈曲して直線的iこ底部にいたる鉢

形土器で、刻みのある口縁には 2倒 1対の突起が付される。 71• 74のように体部上半の入組文

の起点や屈曲部にも癌状の突起が付く。体部には入組磨消縄文が描かれる。 100も外反する口

縁には 2個 l対の突起が付き、頭部には沈線によって入組文風の文様が描かれ、体部との境に

は癌状の突起が付される。体部にはLR縄文が施される。 99• 101は注口土器で、 99は体部上

と下半lこ入組磨泊縄文が展開し、中央の蜂帯lζは亥Jjみが付される。赤色議彩の痕跡があるも

のの内外面ともアスファノレトが厚く付着している。 101は無文で大型の注仁i土器で、外反する

口縁、誼線的lζ開く霊長部をもっO 頚部と体部の境には 2条の隆帯を結ぶ癒状突起が付される。

77・81・83・84は皿形土器で台付のものもあるかもしれない。口縁部は外反し口唇iζは亥Jjみが

付され、体部iζは入組磨泊縄文が描かれる。 77では内面lζ隆帯があり縄文が付される。
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89は口縁が外反し、口唇には指頭状の刻みが、口縁部にはジグザグの沈線が施される。

第 4類土器 (88) :鋸歯状の口縁が外反し、一度頚部ですぼまって体部上半で逆「く」の字

状iζ鋭く屈曲して底部にいたる鉢形土器であろう。頚部iζは数条の忠郎、沈線が号|かれる。

第 5類土器 (8い 90---95• 103) : 81・90.92は鋸商状の口縁から無文の頚部、やや膨らみ

のある体部にいたる深鉢形土器である。 81のように口縁部IC2個 1対の突起の付くものもある。

103はやや外皮する口緑から一度頚部ですぼまりゆるやかに底部にいたるもので、鋸商状の口

縁、無文の頚部と体部との境lζは沈線が 1条めぐる。{本部にはLR縄文が施される。 91は鋸歯

状の口縁を有するが、突起とは逆に「凹J状の刻みがあり、頚部lζは数条の沈線がヲiかれ最下

端の沈線には低い癒条の突起が付く。 93は大きく外反する口縁から頚部で屈曲する鉢形土器で、

頚部には沈線で図まれた 1条の刺突列がある。 94.95は同一個体でソJ¥波状を呈しわず、かに外反

する口縁から、頚部で一度ゆるくすぼまり、体部にゆるくカーブを描く深鉢形土器である。体

部lζは縦位のRL縄文が施される。

石 器(第101---105図、図版64---66) 

遺構外より出土した石器には、石鎌@石槍@石錐・石匙・撞器@石斧などがある。出土地区

は土器と同様調査区北側で検出されたものが多い。

石 鎌 (1---3) :全て頁岩で第 1次剥離面を残さない。形態的には大きく有茎鎌と無茎鎌

がある。有茎鎌lζは5のように小型の棒状のものや、無茎鎌lζは11• 12のように基部が「凹J

状のものと 13のように直線的なものがある。 3・5 • 7・9・10・121ζはアスファノレトが付着

している。

槍 (14) :両面にやや組い押圧剥離を施すもので断面はまるみをもっO 頁岩質である。

錐 (15・16) :頁岩で先端には細かな剥離を施すが、いづれもつまみの部分には節理面

を残している。

石 匙(17 • 18・21---24) :いづれも頁岩で縦型と横型のものがある。 17• 18のように背面

には極めて細かな剥離を施すものと、 21---24のように側縁部のみ調整を加え両面とも]次剥離

面をのこすものとがある。特lζ2]・22は主要剥離函側lζ押圧剥離を加えている。

撞 器 (25---28) :し可づれも

押圧剥離で刃部を作出している。

両面lζ1次剥離面をのこしながら側縁部に両面からの

箆 (29) :頁岩で側縁部にのみ粗い剥離を施している口

磨製石斧 (30---42・47) :安山岩や凝灰岩を石材とし、刃部lζ著しい破損がみられる。形態

的にはいづれも同じで両刃のもので、ある。 47は長さ約20crnのもので成形痕が明瞭lζ認められる。

34・42は加熱によるものか部分的に黒班している。
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扇平打製石斧 (43・45• 46) :安山岩で、両面に粗い剥離を施し基部には扶を入れている。

刃部はいづれも磨滅している。

石 棒 (44) :凝灰岩質で径 3cm、両端とも折損している。

石 血 (48) :安山岩で、円形の低い脚がつくものである。

刻線操 (49) :安山岩質で控IT面形はまるみのある三角形を呈している。亥Ij線は斜め、横方向

に加えられている。裏面には散打痕がある。

土製品(第101図20、図版63)

指先でこねた粘土塊が焼けたものであろう。指紋まで明瞭lζ観察できる。

石製品(第101図19、図版63)

垂飾品と考えられる。長さ 3cm、i福1.9cm""_' O. 9cm、厚さ O.4cmの楕円形の安山岩lζ影刻を

施したもので、鋭い沈線は人組文風の文様を表出する。上端には 3個の穴があり中央のものは

貰孔しており、一見顔面にも見えそうである。裏面iζは何ら装飾は施されない。
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第 2節調査の記録

〆

( 1/6 ) 

97 10cm 

427 

。
遺構外出土土器第99図



第2篇 第 6主主松木合理遺跡

100 

101 

メ

104 

。 lOcm 

第100図遺構外出土土器

428 



第 2節調査の記録

。。
4 

くこ〉

命8-舎-舎争-舎

。

。

口

C

A

駒す日

品
。
府
旬
。

議令品
納
繍
樹
事

品
約
問
鞠
糊

V
O

帥

ペィイ汁
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3 平安時代の検出遺構と遺物

(1 ) 検出遺構と遺物

竪穴住居跡

SI105 (第107図、図版67)

第 2節調査の記録

本住居跡は調査区中央の西側にあり、 MI56・57グリッドに位置する。住居跡は北側から西側に

かけて深い削平を受け、西壁は南側の一部を残すのみで、北壁は高さ0.05---0.1 mを測る。規模は

東壁が約2.8m、南壁が約3.1m、北壁現存長約2.8mで、ある。主軸方向はS-20
0

-Eである。

-G 

A-

c司一暢

'‘一-u 一一

第107図 SI105竪穴住居跡

⑧ 

ー-F

一一同日

立1
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

床面は小さな凹凸を示すがほぼ平坦となり、壁付近を除いてほぼ全面が堅い状態である。また、

随所lζ撹乱の穴があり、明確な柱穴は確認できなかった。埋土は、 1属が黒褐色土(10YR2/2)

で炭化物@焼土@地山粒を含有する。 2属も黒褐色土(10YR2/2)で炭化物@焼土@地山粒

を含有する。 3層は暗褐急土(10YR3/3)で地山粒が顕著である。 4層は日音福色土 (10YR3/3)

で地山@焼土ブロックを顕著に炭化物粒を微量lζ含有する。 5層は暗褐色土(10YR3/3)で

焼土ブロックや地山@焼土粒を顕著に含有する。 6層は褐色土 (10YR4/4)で=地山ブロック

や、微量の炭化物粒を含有する。

カマドは南向きで南壁東側 しており、つぶれた状態で=検出された。煙道部の掘方は壁

際で幅約40cm、先端部分で、約20cmを測る。援から手前40----50cmの床には、カマド袖部の芯と思

われる黄白色の粘土の固まりが二力所検出されている。火床は中央部で緩い段を形成しており、

手前の面は灰の掻き出し部分であろう。カマドに関する土は 1層が赤褐色の焼土(5 YR2/3) 

である。 2層は暗亦補色の焼土(5 YR3/2)である。 3層は暗赤褐色の焼土(5YR2/2)で炭化

物を含有する。

カマド西側の土壌 (SKl14)は、長軸1.2m X短軸約0.8mの楕円形を呈し、長軸方向が南壁iζ直

交するように構築されている。 蔵面は緩やかな寄曲を示し、南壁が急、iζ立ち上がるのに対し北壁は

なだらかな傾向にある。床面からの深さは、約25cmである。埋土はH音赤褐色の焼土が主体となり、

樫色ブロックや炭化物を混入している。磨製石斧や土師器片が、埋土上位から検出されている。

住居跡東壁の土墳 (SKl15)は長軸約1.4mx短軸約1.0mの精円形を呈し、長軸方向はほぼ壁の

方向iζ沿っている。本土壊は二つの底面を成すが向ーの時期と判断している。二つの底面はともに

措鉢状を皇し、床からの深さは南側で、約30cm、北側で、約40cmを測る o t呈士は、 1層が黒福色こと (7.5

YR3/2)、2層が暗褐色土 (7.5YR3/3)、3層が灰褐色土 (7.5YR4/2)、4層が黒福色土 (7.5

YR3/1)となり、全体としてボソボソした炭化物混じりの土である。遺物は検出されていない。

遺物(第108什 09図)は、概して住居跡の東側から検出している。西側は撹乱のためか、北

西部分の埋土から鉄片を 1点を検出したのみである。鉄片は東側土壊付近の埋土中からも検出

している。遺物はその検出状況からカマドに伴って検出される一群 (1.3----5・7----10.13)

と、そうでない一群 (2 • 6・11• 12)とに分けて考えられる。前者はカマドの中央部分に集

中したり、カマドの焼土で覆われた状態の一括資料である。後者は主にカマド左右の検出造物

と住居跡の北東側から検出された遺物であり床面よりもわずかに高い位置から検出されている。

力マドに密着する土器群のうち、カマド中央部分には横転する護(第109図13)があり、その

下iζ支脚と思われる擦が接している。護の上下には、接するように郎が認められる。この護

(底部から胴部)は住居跡南東に検出された護(口縁~胴部)と接合しており、やや南l乙検出

している土器片とともにカマド一括の資料として認められよう。この状況からカマド破壊時の
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第 2節調査の記録

外部圧力の方向がよみとれる。また、カマドの一括資料遺物とカマド西側検出の土師器が接合

関係にある。カマドの一括資料は住居跡廃絶後の流れ込みとは考えられず、住居跡に伴う遺物

と判断される。

出土遺物(第108• 109図 1~14、図版71 • 72) 

土師器部:1は底部を残存するがその一部を欠損している。調整はロクロで底面は静止糸切で

ある。体部最下端lと約 1cml隔でヘラケズリを施すの胎土には針状物質(長さが 1mm前後の

針状物質である。以下針状物質と記述する)を認める。焼成は普通で色調は内外面とも楼色を

呈する。カマドから出土している。

2は口縁部の一部を欠損するゆがんだ杯である。やや突出ぎみの底部から寄曲して立ち上が

る。調整はロクロで底部は静止糸切りである。{本部最下端lζ1cmの躍で、へラケズリを施す口胎

土iζは針状物質を認める。焼成は良好で、内外国境色が主体で、あるが部分的に浅黄櫨色を呈する。

口縁部内外国の一部iζ炭素の吸着がみられるD 住居跡北壁中央付近で埋土から約10cm浮いた状

態で検出している。

3は口縁から体部の約1/4、底部の大部分が残存する。底部からわずかに奇曲して立ち上が

る。調整はロクロで底部は静止糸切りである。体部の最下端lζ1cm弱のl隔で:へラケズリを施す。

給土には針状物質を認める。焼成は良好で色調は内外面樺色を呈する。体部中央の位置に「大」

という墨書が薄く認められる。力マドから出土している。

4は底部と口縁から体部の約1/2を残存する。体部表面には剥落したりひび割れの部分を認

める。底部より内奇して立ち上がる。調整はロクロで底面は静止糸切りである。体部の最下端

iこ不明瞭なへラケズ J)を施す。胎土には針状物質を認める。焼成は不良で、色調は内外面樺色

を呈する。内面口縁~底部の一部に炭素の吸着を認める口カマドから出土している。

5は全体の約1/3を欠損したゆがんだ郊である口底部より宮曲して立ち kがる。調整はロク

ロであるが底面の技法は不明である。体部の最下端は残存底部門周の約1/3は突出した部分を

っくり、あとの約1/3は不明瞭なヘラケズリを施す。胎土には針状物質を認める。焼成は普通

であり色調は内外面撞色を呈する。カマド出土破片とその西側埋二位の破片が接合している。

6は底部の約1/3と体部の一部を残存する。突出した底面より湾曲して立ちとがる。調整はロ

クロで、底面は回転糸切りである。内面底部には底部周縁と対応して弱いひび割れを認める。また

突出部の上端、円周の約1/4ぐらいには、接合痕のような線状の痕跡を認める。胎土には赤色粒が

目立つ。外面の体部l乙炭素の吸着を認める。焼成は普通である。色調は内面積色、外面浅黄櫨色

る。住居跡は北東隅の埋土中の出土である。 7は底部と体部から口縁部の約1/3を残

存する口底面より湾曲して立ち上がる。調整はロクロで底面は回転糸切りである。胎土iζは赤

色粒が目立つ。焼成は普通で色調は内面でにぷい樫色を呈する口カマドから出土ιている。
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第 2篇第6主主松木台頭遺跡

8は底部と日縁から体部の約1/3を残存する。底部から湾曲して立ち上がる。調整はロクロ

で底面は回転糸切りである。胎土lζは赤色粒が目立つ。焼成は普通で色調は内外面樟色を呈す

る。カマドから出土している。

土師器聾:9は底部の破片である成形は巻きあげで、調整は非ロクロで底面は砂底である口

胎土には金雲母を含有する口焼成は不良で、色調は内面がにぶい赤褐色、外面は淡赤樫色を呈

する口カマドから出土している口

10は底部の破片である。成形は巻きあげで、調整はロクロと考えられる D 成面の周辺i乙葉状

の痕跡が残り、中央にはへラの痕跡がある。ロクロ静止状態でのへラキリを示すかもしれない。

胎土には金雲母を含有する。焼成は普通で色調は内外国樺色である。カマドから出土している。

11は小型警である。体部のほとんどは、二次的な火熱を受けており剥落が著しい。体部の一

部を欠損している。器形はわずかにゆがむ。底部より寄曲して立ち上がり頚部で屈曲し、

する口唇部までやはり寄曲して立ち上がる。成形は巻きあげ、と思われ調整はロクロである。底

面は静止糸切りで、体部最下端iζは約 1cmの!幅で、途ぎれながらへラケズリを施す。胎土lζは約

3mmの小石を頚著l乙含有する。焼成は良好で色調は内外商樫色を呈する。カマドから出土して

いる。

13は底部が欠損するのみで、口縁と胴部は約1/3が残存する。底部から立ち上がり、胴部上

位で最大となる。頚部は屈折して、口縁は内湾して立ち上がる。成形は巻きあげである。調整

は口縁から胴部上位にかけてヨコナデを施し、のちに胴部には縦方向にへラケズリを施す。内面

は服部に縦の木口状工具のナデを施した後、横位lζナデを施す。口縁から腕部上位はヨコナデで

ある。焼成は不良で色調は内外面ともににぷい樺色を呈する。外面は部分的に炭素の吸着をう

けている。カマドからは底部が、カマド東側では口縁から胴部の破片が床よりわずかに浮いて

している。両破片は接合関係にある。

14は口縁部と胴部上位の約1/4を残存する。胴部は頚部まで湾曲ぎみに立ち上がり頚部で屈

曲し、口容部まではやはり湾曲する。成形は巻きあげと思われる口調整は外面で口縁部から胸

部上位までロク口調整と思われ、のち縦位のヘラケズリである。内面は口縁から胸部まではロ

ク口調整と思われ、のちに、縦位@横位の木口状工具のナデを施す。胎土には赤色粒が顕著で

ある。色調は内外面ともに浅黄楼色を呈する。

磨製石斧(12) 完形で、ある。縦が 9cm、基部と刃部の幅がそれぞれ2.2cm、4.1cm、厚さは1.8

cmを測る。重量は120gである。石材は凝灰岩である。カマド西側 SK 114の埋土上面から、

土姉器片と同レベノレで出土している。
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土壌

SK 113 (第110図)

MC55グリッドを中心に位置し、確認は地山

面である。底面はやや窪んだ中央へ緩やかに傾

斜する。平面は構円形であり、長軸1.5m、短

軸約0.7m、深い部分で約15cmを測る口埋土は

暗褐色土(10YR3/3)を呈し、炭化物粒@地

山ブロック粒を含有する。中央部分の埋土から

土師器片を 1点出土している。

出土土器(第118図33、図版76) :土師器の小

形護である。口縁の小破片で、頚部で回曲する。

口縁部は短かく、全体lζ薄く仕上げてある。成

形は巻きあげと思われ、調整は内外ともナデで

ある。胎土lζは砂粒を顕著に含有する。焼成は

良好で内外とも浅黄境色を呈する口

SK98 (第110図)

MB54グリッド南側に位置し、確認は地山面で

ある。底面は平坦で壁は急傾斜となる。平面はほ

ぼ円形であり、径が約55cm、深さは約50cmを測

る。埋土は l層が黒褐色土(10YR212)

る。 2層は黒褐色土(10YR2/2)で=地山ブロッ

クを含有する。 3層も黒褐色土(10YR2/2)だ

が地山ブロックが2層より細かい。 4

土(10YR2/2)で地山土が混在する口床面直上

から同一個体土師器杯を2点出土している。

出土土器(第118図34、図版76)は土師器杯

である。口縁部から体部の約1/2を残存する。

日縁まで奇曲し、 で、わず、かに外脅する。調

整はロクロである。胎土には砂粒を顕著に含有するO

焼成は普通で、色調は内外面とも樫色を呈する。

SK 110 (第110図、図版69)

MB53グリッド中央部分でSK153iζ近接して

第 2節調査の記録

⑮-0 -SK98 

m
 

第110図 SK113、98、110、 153土境
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

している。確認面は漸移層であり、焼土ブロック混じりの黒褐色土中に石や土師器片が検

出された口土墳の東側には小さな落ち込みがあるが、プラン確認時点で認められず土境底面を

検出したのちは、土壌の類似層が落ち込む状況であった。平面は不整楕円形であり、長軸約90

cm X短軸約70cm、土墳底部までは約35cmを測る。土壌底面における小穴は壁に沿う方向で長軸

約40cmX短軸20cmを損IJり、そこからの深さは約25cmでミある。遺物は土墳底部から埋土上位まで

連続して投棄された様相を呈している。平安時代の土器を主体に土錘、鉄津 3点、砥石、磯な

どを含む。小穴からの出土遺物はないが小穴底面からは焼土を固まりで検出している。遺物は

ほぼ同時期の所産と考えている。

出土遺物(第117.118図20--32、図版73)

土師器杯 :20 は約1/3を残存する。底部より~曲して立ち上がる。調整はロクロで底面は静止

糸切りである。体部最下端にはヘラケズリの痕跡、をとどめない。始土l乙は砂粒が顕著で、

母も認める。焼成は良好であり、色調は内外面が樫色を呈する。埋土下位からの出土である。

21は蔵部の約1/2、体部の約1/3を残存する。調整はロクロであり底面は静止糸切りである。

胎土には砂粒が顕著で、金雲母を含有する。焼成は普通で色調は内面は樫色、外面はlζぷい撞

色を呈す。内外面の一部には炭素が吸着している。

22は口縁から体部の一部を欠損している。底部から湾曲して立ち上がり口縁部で=わず、かに外

湾する。調整はロクロでj直面は回転糸切りである。胎土lζは赤色粒が顕著である。焼成は普通

で、色調は内外面浅黄澄色を呈す。埋土の上位から出土している。

23は底部と他の約1/4を残存する。底部から湾曲して立ち上がり口縁部でわずかに外寄ぎみ

となる。調整はロクロで底面は回転糸切りである。胎土lとは針状物質を認める。焼成は良好で

色調は内外面には部分的に炭素が付着している。埋土上位から出土している。

25は約1/5を残存する。底部から湾曲ぎみに立ちとがり口縁部でわずかに外寄ぎみとなる。

口縁の先端は薄い。調整はロクロで底面の技法は不明である。胎士には砂粒が顕著である。焼

成は不良で、色調は内外国とも浅黄櫨色を呈する。埋土中位からの出土である。

土師器鍋 :26は口縁部の一部を残存する。体部から口縁にかけて直線的に開く。成形は巻き

あげと思われ粘土紐の接合痕が明瞭で、ある。調整は外面は口縁部のヨコナデののち体部で工具

によるナデである。内面は口縁部がヨコナデで体部は工呉によるナデである。色調は内面が黒

色、外面は灰白色 (7.5YR8/2)を呈する。埋土上位からの出土である。

土師器護:27は底部を残存する。調整は体部lζヘラケズリを施し、木葉 2枚の痕跡と周辺に

は多量の砂を認める。胎土には砂粒を多量に含有する。焼成は良好であり色調は内外部とも淡

る。埋土上位の出土である。

28は口縁部と服部上位の1/5を残存する。胴部は湾曲して立ち上がり胴部上位で最大となる。
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第 2節調査の記録

頚部では fくJの字となり、日縁は外寄する。成形は巻きあげで、調整は口縁部でヨコナデ、

服部は外面で、ヘラケズリ、内面は木口状工具のナデである。胎土には砂粒を多量に含有する。

焼成は不良で、色調は内外面浅黄櫨色を呈する。外部の一部は朱彩のように見える部分がある。

埋土上位から出土している。

29は底部と周辺の一部を残存する。突出ぎみの底部から直線的に立ち上がる。成形は巻きあ

げと思われる。調整は外国@底部@胴部ともへラケズリを施す。内面は木口状工具によるナデ

である。胎土には砂粒を顕著に含有する。焼成は良好で色調は内外ではlこぶし 外面では

樫色を呈する。

須恵器郎24は約1/2を残存する。底部から湾曲して立ち上がり、口縁部でわずかに外湾する。

ロクロで底面の技法は不明である。胎土には砂粒が顕著である。焼成は普通で、色調は

内外面とも灰白色を呈する。埋土中位からの出土である。

こと錘:30 • 31は土師質である。 30は長さ3.2cm x幅1.2cmで穿孔径は 3阻である。穿孔部分の

両端は傾斜している。重量は3.1 gである。色調は浅黄櫨色 (10YR8/4)を呈する。

から出土している。

31は長さ3.8cm X幅1.5cm、穿孔径は約 4阻で、ある。穿孔部の両端は刻み状を呈する。重量は

7.2 gである。色調は浅黄櫨色 (10YR8/3)を呈する。理土中位から出土している。

砥石 :32は凝灰岩で、ある。石の表裏 2面と左右 2面とを利用している。すべて平滑な面をつ

くり、仕上げのために使用されたと思われる口重量は620gである。色調は淡黄色 (2.5YR8/3)

る。埋土中位から出土している。

SK153 (第110図)

MB53グリッド南側で、 SK110に近接して位置する。確認は地LLI面である。底面は南から北

へ緩く傾斜している。平崩は円形であり、径約45cm、深い部分で約20cmを測る。理土は 1

(5YR3/1)で、地w.炭化物粒を含む。 2層は陪掲色土 (10YR3/3)で地山ブロッ

クを合有する。 3層は 2層と類似するが締まりがない。

SK 128 (第111図)

MB52グリッド北側で、 SKlll• SK911こ切られて位置している。確認は地山面である。

面はほぼ平坦を成している。平面は椅円形であり、推定長紺11.4m X短軸約O.8mを視IJる。深さ

はO.05m前後と浅い。土師器片が l点出土している。

SK 111 (第111図)

MB52グリッド北側でSK128を切って位置している。確認は地山面である。誌面は揺鉢状を

呈し、壁は北側がやや傾斜し南側ではわずかにえぐられている。深さは約45cmを担IJる。

黒褐色二i二C10YR3/2)地山粒、ブロックを含有する口埋土中位から土師器片とi擦を検出して
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第 2篇第 6章松木台車遺跡

いる。上位から鉄浮が確認されている。

SK91 (第111図)

MB52グリッド北側で、 SK91を切っ

している。確認、は地山面である。

円形で、約40crnを視IJる。底面は揺鉢

状で、中央部がわずかに窪む。深さは約

20憾で、地t11粒を含有する黒褐色土であ

る。
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第 2節調査の記録

4)で、焼土@地山粒を含有する。 3層は 2層と類似するが地山ブロックが顕著である。

SK 168 (第111図)

LT49グリッド南西隅にあり、 SN134を切って位置している。確認は地山面である。底面は

南東側に傾斜する形態は不整円形を景し、縦約O.6m X横約00 5m、深さ約0.25mを測る。埋土

は l層が黒椙邑土(10YR3/4)で、炭化物粒を含有する。 2層が暗褐色土(10YR3/4)で焼

土@地山@炭化物粒を合有する。 3層は 2属と類似するが地山ブロックが顕著である。

⑮ Q 
十れ

。

0: 関口四 SN137 

制D.。
7 cg 

SK131 

第112図 平安時代土壊集中地点
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SK130 (第113図、図版68)

MC50. 51グリッドにまたがって位置している。

確認は地山面である口規模は長紬約1.3rnx短軸約1.1 

mで平面は「だるまJ形を呈する。南西側の底面は

緩やかに傾斜し、礁付近で最も深く約30cmをiliJる。

北東側の落ち込みは部分的にはえぐれており、最も

深い部分で約0.4rnを測る。埋土は 1

(7.5YR2/2)でi也山.ブロックとフイゴ、羽口を

している口 2層は黒褐色土で地山粒を含有する。

3層は暗褐色土で、地山粒@炭化粒を含有する。

側の底面からは、長さ約10c叫、底面より約 3cm 

とから砥石、埋土下位から中位にかけて鉄棒を数片

検出している。本土壌の西側に接するようにピット

が認められる。ピットは30X 25cm、深さ32cmを測る。

底面はほぼ平坦でしっかりしている。このピットが

本土壊に伴うかどうかは別として、土境周辺の撹乱

は深く 55IJのピットが存在した可能性がある。

出土遺物(第119図35• 36、図版74)

砥石 (35):砂岩である。表裏面とー側縁のほぼ

全面を使用している。他の、側縁は部分的に使用さ

第 2篇第6主主松木台理遺跡

れている。 は刃を立てて使用した時の痕跡

が明瞭に認められ、荒砥用の砥石であろう。土墳中

央部のほぼ底面からの出土である。

フイゴ羽口 (36) は羽口の先端部の破片である。

先端は径1.5cm ~ 2 cmと推定される。全体lζひびが

入るが硬い口先端部分は黒色でガラス化している。

胎土には砂粒を少量含有する口焼成は良好で色調は

内外面とも淡樫色を呈する。埋土Iわから鉄浮ととも

lこ出トしている。

SK 131 (第113図、図版70)

MC50グ 1)ッド南側に位置している。確認は地山

面であり周囲の撹乱が著しい。底面は

446 
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第 2節調査の記録

鉢状lこ立ち上がる口平面は不整円形で長軸約1.1 m X短軸約l.Om、深さ約O.25mを測る。埋土

は 1層が黒褐色土(lOYR2/2)で焼土@炭化物粒を含有する。 2層は暗褐色土(lOYR3/3)

で焼土ブロックや炭化物粒を含有する。 3層は褐色土(lOYR4/4)で地山粒、炭化物粒を含

有する。東{~iJIこ40crn離れて径約25crn、深さ31crnのピットを検出している。本土墳に伴うかどう

かは不明である。遺物は北東側で 5個体検出している。

出土土器(第116図 15~19、図版72 c 73) 

土師器杯:16は底部の約1/2を残存する。底部から内脅して立ち上がる。調整はロクロで誌面

は静止糸切りである。体部最下端にはi幅約 1crnのへラケズリを施す。胎土には、針状物質を認

める。焼成は良好で色調は部分的lζ内外面ともに櫨色を呈する。埋土の上位から出土している口

土師器護:15は小型聾で、ある D 口縁部から服部の一部を残存する。口縁部は緩やかに外湾す

る。成形は巻きあげで調整はヨコナデののちにへラケズ 1)、内面は口縁部でヨコナデ、腕部で

は木口状工呉のナデを施す。胎土には針状物質@赤色物質を認める。焼成は普通で色調は内面

が浅黄櫨色、外面は灰白色を呈する口外部の一部に炭素の吸着を認める。埋土の上位から出土

している。

18は底部の一部を残存する。 j底部は突出ぎみとなる。成形は巻きあげと思われ調整は外国で

はへラケズリ、内面では木口状工具によるナデである。胎土lこは砂粒が顕著である。焼成は不

良で色調は内外面とも浅黄櫨色を呈する。土墳の底面付近から出土している。

須恵器i不:17は底部から口縁部の一部を残存する。やや突出した底部から琴曲して立ち上が

り、日縁部はほぼ直線的となる口調整はロクロで底部は回転糸切りである口胎土には砂粒を顕

る。焼成は普通で色調は内外面ともに灰白色を呈する。埋オ二の上位から出土してい

る。

19は胴部の一部を残蒋し肩部が張り出す器形である。成形は巻きあげののちにロ

クロで調整している。胴部下位の外面はへラケズリが、内面ではロク口調整に前後して掻き白

状のナデが施される。胎土には砂粒が顕著である。焼成は良好で色調は内外面とも灰色を呈す

る。埋土の上位から出土している。

SK 155 (第113図)

はMC51グリッド南西隅に位置している。確認は地山面であり周辺の撹乱が著しい。

面はほぼ円形で、径が1.25m ~l. 3m、深さO.15mを測る。誌面は緩やかに湾曲し揺鉢状を

形成している。埋土は黒褐色土(lOYR3/2)で、炭化物@地山ブロックを含有する。南東部

にピットが存在するが本土壌に伴うかどうかは不明である。
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SK 159 (第114図)

MC50グリッド中央付近に位置する。確認は地山面であ

り撹乱が著しい。平面は不整円形で径約0.8mを測る。底

面は北から南にかけて緩やかに傾斜する。埋土は 1

褐色土(10YR2/3)で焼山@地山粒子を含有する。 2

は褐色土(10YR4/4)で地山ブロックを含有する。 3層は

(10YR2/3)で、地山粒を合有する。南東部には

約25cm離れて、約30X約25cm、深さ28cmのピットが存在す

る。本土壌に伴うかどうかは不明である。

SK 161 (第114図)

MB50グリッド北西部分に位置する。確認は地山面であ

る。撹乱が著しく浅い落ち込みを形成している。底面は不

安定である。平面は楕円形を示し、長軸約65cmX短軸約45

cm、深さ約10cmを測る。埋ことは暗褐色土(10YR3/3)で

焼土・炭化物粒子を含有する。北東約50cmlζは径約20cm、

深さ約10cmのピットが存在する。ピットが本土壊に伴うか

どうかは不明である D

SK167 (第114図)

MC50グリッド中央付近に位寵する。確認は地山面であ

る口撹乱が著しく、西側の一部は消滅している。 SK162との

切り合い関係は不明である。平面は不整形を示し播鉢~.犬を形

成する。最も長い部分でミ約80cm、それに直交する部分では約

50cmを測る口 i黒土は l 上(10YR3/4)

@フーロック、地山粒子@ブロックを含有する。 2

(10YR5/6)で焼土ブロック@炭化物粒子を含有する。

本土墳とSK160土墳との間は深い撹乱が入るがJ撹乱部分

を除去すると、地山lζ密着している焼土が部分的に認めら

れ、この場所iζ別個の土墳が存在した可能性がある。

⑨ 

ー/ぜ一一一~ζ二z:=::さ

⑨ 
SK167 

第114図 SK159、161，167、
SK 160 (第114図) 160土壊

MC50グリッド西側に位置する。確認は地山面である。撹乱が著しく東損Ijの一部は消滅して

いる。平面は楕円形を示すと考えられ、長軸約70cmX短艇l約50cm.深さ約lOcmを測る。底面は

揺鉢形を形成する。埋土lζは焼土を含有する。
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焼土遺構

SN73 (第115図、図版70)

MH61グリッド北西側に位置する口焼土範囲は約

70cm X約60cmで、不整円形を示す口やや東よりには土

師器の郎が倒立して設置されている。層位は次の通

である。 1層明赤褐色焼土 (5YR5/8)で締まりが

あり一部はブロック状となる。 2層は黒褐色土 (5YR

212)、 3層は褐色土 (7.5YR4/4)、4層は明褐色

土 (7.5YR3/2)で地山土である。 2--4層は自然

堆積土であり、カマド状遺構と関連するのは 1層の

焼土だけである。

出土土器(第119図37、図版74):土師器杯で、底

部と口縁部のほんの一部を欠損口ゆがんだ土器で底

部から内奇して立ち上がる。調整はロクロであるが、

底部の技法は不明である。胎土には砂粒を頚著lζ含

有する口焼成は不良であるが二次焼成の影響と思わ

れる。色調は内外面ともに樺色を呈する。

SN 1 08 (第115図、図版70)

第 2節調査の記録

⑧ 

SN73 

fh¥ー

立l

第115図 SN73、108焼土遺構

Mお55グワッド東側に位置する。焼土の範囲は約40X 50cmの不整円形を示すO 焼土範囲の南

東摘には護が倒立し されている。また北西側には約20xl0cmの火熱を受けた磯が配され

ている。警の底部は燥の方へ若干傾いている。層位は次の通りである。

赤褐色焼土層 (5YR4/8)褐色土が混じる口焼土ブロックを含有する。

2層 赤褐色焼土層 (5YR4/8)焼土ブロックを含有する。

3層 赤褐色焼土居 (5YR4/6)地山ブロックを含有する。

4屠 黒掲~十一層 (7.5YR3/2) 自然堆積土でほぼ漸移層にあたる。

5層地山土である。

4--5層は自然堆積土であり、カマド状遺構と関連するのは 1，...__ 3層である。

出土土器(第119図39、図版70) ニi二師器の小型警で、ある。突出した底部から内湾して立ち上

がり頚部からは緩やかに外脅する D 成形は巻きあげで、調整は外部が口縁部のヨコナデ、胴部

でケズリ様のナデを施す。内面は制部で木口状のナデを施したのちに口縁部のヨコナデを施す。

底部には 2枚の木葉を認め、 2葉からはみ出た部分と葉の破れた部分には砂粒を多量に認める。

胎土には砂粒を顕著に含有する。焼成は良好で、色調は内外出ともにぷい黄櫨色を呈する。
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SN132 (第112図)

LT49グリッド中央に位置している。焼土の範囲は、長軸約80cmX短軸約50cmである。焼土

の上面には中央部やや南よりから須恵器の破片が検出されている。焼土底面はj新移層中で窪ん

でいる。

出

上がる。

(第118図旬、図版75):須恵器部で約1/4を残存する。底部からほぼ直線的に立ち

ロクロで底面は回転糸切りである口日台土には砂粒を顕著に認める。焼成は良好

で、色調は内外面とも灰白血 (5Y7/1)を呈する。ただし口縁部の外面は 1cmのi隔で'1乙ぷし

褐色 (7.5R4/3)を示し、灰白色との中間は浅黄樟色 (10YR8/4)を呈する。

SN 134 (第112図)

LT49グリッド南西隅に位寵しており、 SK133.1681ζ切られている。確認は地山面である。

は約70cmの円形を呈する。底部は緩やかに湾出し、深さは約20cmである。理士は焼土層で

あり l層は褐色土 (10YR4/4)が主体である。炭化物@焼土の粒子を含有する。 2層は 1層

と類似するが、 1層比べて明るく締まりがない。

SN 136 (第112図)

MA49グリッド南側に位置している。焼土の範囲は、長軸約50cmX短i地約40cmで、焼土を除

くと緩やかな落ち込みを形成する。底面は漸移層であり若干堅くなる。

SN 163 (第112図)

本焼土遺構はMC50グリッド北東 している。撹乱土引除去した焼土の範囲は長軸約50

cm X短軸約30cmの方形を示す口撹乱土の中には焼土が多量に含まれていたことから推して、焼

土遺構は本来大きかったと思われる。焼土を除去すると地山面が浅い窪みとなる。確認焼土上

面から土師器片を l点認める。

SN 137 (第112図)

MB50グリッド北西に位寵している口撹舌Lを除去した焼士の範聞は長軸約60cmX短iP.由約40cm

の方形を示す口撹乱土の中には焼土が多量に含まれていたことから推して、焼土遺構は本来大

きかったと思われる。焼土を除去すると地山面が浅い荏みとなる。近接して東側には後約20cm.

深さ24cmのピットが存寂する。ピットが本遺構に伴うかどうかは不明である。
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第 2節調査の記録

(2) 遺構外出土遺物(第120---122図、図版75• 76) 

遺構外から出土する遺物は、調査区全体が I 盟層まで、かなり撹乱を受けているため、ほ

とんどが破片で検出されたものである。出土地点は、当時期の遺構群が確認された調査区中央

部と重なる。ここでは図化できたものに関して説明を加え、また年代の不明な遺物も紹介する。

土師器

材~ (40・41• 44) :40は底部の1/2を残存する。!底部から内需して立ち上がる。調整はロ

クロで底面は静止糸切りである。体部最下端には 5mm内外のヘラケズリを施す。胎土には砂粒

を顕著に含有し、針状物質を認める。焼成は良好で、色調は内外面ともに櫨色を呈する。

41は底部の1/2、日縁~体部の1/4を残存する。 Jま部から内脅して立ちヒがり口縁部で外*Jす

る。調整はロクロで、底面は回転糸切りである。胎土には顕著な砂粒をほとんど含有しない。

焼成は普通で、色調は内外面で浅黄櫨色であるが、外国底部とその周辺は樺色を呈する。

44は}底部破片で、調整はロクロで底面は静止糸切りである口胎土lこは針状物質を認める。焼

成は良好で、色調は内外面とも樺色を呈する。底部外面lζ 「王」の字を付す、塁、書土器である。

護 (50---55):50は小型婆で底部の1/3を欠損。底部は自立し、のち内笥して立ち上がる。

成形は巻きあげで、調整は外面へラケズ 1)、内面は木口状工具のナデを施す口底面には、

痕が認められる。胎土lζは砂粒を顕著に含有する。焼成は普通で色調は外面で淡燈色を呈する。

内面には黒色処理を施す。 51---55はすべて底部の破片である。 53は底部l乙木葉痕をとどめ、 51

は木葉痕らしい 3本の筋を認める。 55の底面と外面はヘラケズリで、 52・54は特別な痕跡がな

い。内面はすべてナデのようである。胎土は、砂粒を顕著に含有し、焼成は55が良好、 52---54

が普通、 51は不良である。色調は51が内面lこぶい撞色 (5YR8/3)、外国浅黄櫨色 (5YR8/3)、

52が明黄褐色土 (10YR7/6)、53が浅黄櫨色 (7.5YR8/4)、54が淡黄色 (2.5Y8/3)、55が樫色

(2. 5YR7/6)を呈する。

須恵器

杯 (42• 43) :42は底部と口縁~体部の1/2を残存する。底部から内脅して立ち上がり、

口縁部でわずかに外寄ぎみとなる。調整はロクロで、底面は回転糸切りである。胎土には、砂

粒を顕著に含有する。焼成は良好で、色調は内外面ともに灰白色を呈する。

43は小破片。底部から内奇ぎみに立ち上がる。調整はロクロで、底面は回転糸切りである。

胎土の砂粒は目立たない。焼成は良好で、色調は内外面とも浅黄色を呈する口

壷 (45・47・49):45は底部破片。断面が三角形の付高台である口}底部中央が薄く、底部

と高台は接地面を同じくする口成形は巻きあげと思われる。調整はロクロで外面j底部と腕最下

位lζ木口状工呉のナデを認める。内面はロク口調整ののちに揖き目を認める。胎土には砂粒を

顕著に含有する。焼成は良好で、色調は内面で灰白色、外出で黄灰色を呈する。 47と同一個体
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の可能性がある。

49は外面へラケズリ、内面には掻き毘ののちにロク口調整痕が認められる。色調は内面灰白

色 (7.5Y7/1)、外国灰色 (7.5Y6/1)を呈する。

護 (48):内面に当て目、外面l乙叩き目を認める。当て目の条には直行する平行な線が並

ぶ。色調は内面灰褐色 (7.5YR5/2)、外面灰黄褐色 (10YR6/2)を呈する口

砥 お (46):材費は凝灰岩である。上下を除く 4面はまんべんなく使用され、平滑な面

となっている。一部には細かい擦痕が認められる。下部lζは剥離部分が多く、切断行為を示す

かもしれない口重量は340gである。一部には吸炭部分が認められる。色調は淡黄色 (2.5Y8/

3)を呈する。

目 立n(56--59):1.5cmの孔をいくつかもち、わずかに琴曲した血状を示す。 56の器厚は

約5阻と薄く、凸面には細砂が多量に付着する。 57と59は同一個体の可能性がある。 58は凸面

に布目を有する。穿孔部は、凸面が狭心凹面が広い特徴がある。 59の大型破片を復元すると、

径約llcmの円形を示すと思われる。同破片の凸面は、火熱のため剥がれ落ちている。胎土は比

較的精選されている。焼成は良好で、色調は浅黄櫨色を主体とする。

土 錘 (60):長さ約 5cm X最大幅約 4cmを計り、穿孔径は約1.5cmである。穿孔部の両端

は平坦にしている。焼成は普通で、色調は樫色を呈する。

玩 具 (61• 62) :径1.7 cm ....._， 1. 9 cm、厚さ約 7闘を計り、碁石状を示す。 61は1.8g， 62は

1. 6 gを量る。胎土は細砂も含有せずよく精選され、粘土は斑状l乙混じり合う口焼成は良好で、

色調は浅樫色を呈する口当造物は、非常に均一に作られていることと61の周縁の一部がつまみ

出されていることから、型作りの可能性がある。

蓋 (63):つまみ部である口調整はロクロで、裏面は平らで黒く炭素の吸着と思われる口

胎土には砂粒が顕著である。焼成は良好であり、色調は浅黄櫨色を呈する。

なお、遺構内外から出土の土師器と須恵器についての観察表(第 2表)を付しであり若干の説

明を加えておく。主な項目は、法量 e 胎土@焼成@色調であり、土器製作技法に関する特色は

特徴として扱っている。法量は、口径@底径@高さについての記載で( )は推定値を表している。

胎土では、砂粒@赤色粒の状態について記載している。砂粒は 1..._ 2 mmを中心とした大きさで

ある。赤色粒は酸化鉄分と考えられるが、土器焼成段階を考える上で重要な要素と考えられる。

焼成は良・普・悪と大きく 3段階に分け、色調は内外国について主となる色調を「新版標準土

色帖Jで判別した口
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第 2篇第6主主松木合理遺跡

第 2表土師器@須恵器の観察表

[，"閃Nu凶l迩Nuiffi極 節知 出土地 法民 (cm) nfl 土 If!1& 色 草耳 腹部の特徴など

l 杯 上飾 SlJ05 政4.3 砂tcr.少m ~~ 純色 (5YR7/6) 静11ニ糸切り十へラケズワ

2 2 '" 1"  " I:Jl1.5股5.5il1i4.6 iミ " " 

3 3 "1"  " 仁1(12.6)底6i向5 " " " 

4 4 n I " 口12.7庇5.5;高4.9 砂粒多照 1ヰ " " 

5 5 11 l' " 仁1I2.7fiE6.4 ~'li 5.1 " 1m色 (5YR71日) 不可1+へラケズリ

日 6 " 1 H /il';(5.5) 砂f立少鼠・赤色粒少鼠 内m.色 (7.5YR7/6) 外役員~m色 (7.5YR日/日) 回転糸切り

7 7 " I n " ロ(12.3)1広5.4高4.9 H 内ICぶいm色 (7.5YR7/4) 外浅lIi栂色 (7.5YRa/4) " 

B B " t n " 1](13.3)成6.3rlh6.] ，， 1 m色 (5YR7/6) " 

日 !!U" H i民6 砂t"-~m rJ;ICぷいiIJ'尚f!l(5YR5/3) 外淡赤栂色 (2.5YR71 3) 砂底

10 10 " I N I氏自 7 "偲f!l(5YH7/6) ヘラケズ 'J

11 11 "1"  1]13.7底 7if~ 1O.1 1~ 静止糸切り+ヘラケズリ

13 14 "1"  ('1(1日目)成10.8;%32.7 砂1"-多限・亦色f立~m 官¥I 1Cぶいm色 (7.5YH7/4)

14 13 I1 1" " 仁1(19.3) 作 iJi.{ll椴包 (7.5YH8/4)

15 42 型~ I " 日K131 砂防~Ym ・品，'f!l l ，i少舟 r'，i.主的俄色 (10YH日13) 外灰白色 (IOYH日12)

i日 15 t不" !ほ(5日) 砂枝少m r~ 11勾惚色 (5YIl.6/s) 外III色 (7.sYH7/6) 静J!:糸切り←ヘラウズリ

17 17 活必 日(13)IltC5.4)高5.5 ~ï' I ('-j灰白色 (2.5Y8/1) 外灰白色 (2.5Y8/2)

18 苦E土fl，jil 砂Iv.少侃 I!!¥I iJi.oiHl色 (JQYH日13) 砂降?

19 5白星1 砂!~~限 山 内灰色 (7.5Y6/1) 外灰色 (N日1)

20 IB Lf、:I:r.1i1SKI10 日(13)1，在(5.7) îf~ 5 " ¥IH.II勾W.f!l(7.5Y R7 16) 外l程色 (7.5YH61日) 抑止糸切り+ナデ

21 19 "1 tI H 院(5.2) i付i在色 (7.5YH7/6) 外ICぷい惚色 (7.5YH6/4) 悶転糸切り

22 20 "1 rI " 1'J12.1民4.8iili4.B 亦f!l!!i少m 思浅郎総色 (7.5YH日/日) " 

2:1 21 "1"  " 1.1(13.4) 1注目i!1i4.7 u lm色 (7.5YH日16) n 

24 22 ;到底 " 仁1(13)litl4.6) i>H 7  砂位~m ¥'III:)(I':i色 (7.5Y81j) 

25 23 j:r，，]i ~li4.6 砂ty事侃・亦色村徴m 思:1 i_~ 占1m色

2G .11 官/.~ 1 " 山内:，¥l(立外1'I([If!l(7.5YI18/2) 

27 25 型E 1Li:9.2 ~I~. I i主的色 (2.51'813) 本m.砂!正

28 24 "1 tI 1](19.6) 砂粒~Jil・品、色粒少侃 Il!¥ 1 i:ll{lll在色 (10YH日13)

2日 26 I? 1" 1r'i:.C8.2) 砂!ii事fit 五!IIJ;IU'い前段色 (IOYH113) 外伶色 (2.5YH7/6)

3:1 45 ~I " SK113 " iJi.~古 111.色(1 0 1' Ha/3)

:14 43 iィ、 日1(141 砂t~~m 赤色!q.微侃 内総色 (7.5YR7/6)

37 31 "1"  SN73 口13.2lit4.7 砂t~ j; fil. 品、色f立~m .'!!lll勾依色(日YR11日) 外股包 (5YH116)

:1B 33 " 13貞忠 SN132 口(13.2)1，氏(6.5)日4.1 砂Iv.少m n 内氏自立~ (51'1/1) 外収 I~I 色 (51'7/2) 倒転糸切り

:m 32 1盟 jニ師 SNiO日 ロ14.8Ilt9.3 "r，13.8 砂1立 ~fil " IICぶいl立i官[立(!o1'H7/4) 木m ・6・1応

40 34 対;1 " 五J:i:l氏5.6 砂fす少m " 1m色 (5YR71日)

41 38 "1 " MI56 (JCl2.2)院 5日5.5 \~~. I {.主的Hl色 (7.51'11日14) Iill転糸切り

42 39 " I，!'l.il.¥ Ms54 [1(12.5) /il'; 5お4.5 砂'"少m I辺氏(]f!l (2.5Y IW 1 2) n 

.13 :l5 "1"  し，T51 t:i3.日 " I{見出色 (51'7/3) " 

H :1fi !こ削IMI56 1(((5.2) 問色 (5Ylt11時) 的11

，!!i 37 ~(t{ Pi1.¥!.( I，T47 内版 I~] 色 (2.5 1' 7/1) 外的灰色 (2，51'6/1) 三f{jif:j合

47 t< I柔 i勾l!il:)(色 (2.5Y5/!) 外!J:色 (oY5/1)

'1円 /f 1" MI%:; " IIAJI:)(HJ色 (7.5YH日12) 外fHWJ色 CIOYH6/2)

<1 ~ 1 "1"  MC!iO liH，，~r，\ 1句IkLl色 C7.5Y711) 外版f!l(7.SY日11)

!j() 41 I品liMHfi2 Ilt 6 \I~ 内:.u色外淡恨色{日YH8/<¥) -1;箆・ l勾:，f，~

日l # I N M八52 Il{!i.2 砂f立ちf，¥.品、色村微ft¥ I'jlζぷし、hl色(5YHH/:l) i.Ji.b¥W.色 (7.51'1¥8/3) 木葉?

!i~ " 1 n MKG:; 111'9.2 fM，，:TIi¥'，k色村i割問 ;~， l'リUJH日f!l(]01'I171日)

r.:l n I fl fvlB5fi 砂l"1>日1 品、色村i制限 ìl~ I d~{I~ l在色 C7.5YHH/，1)

日.1 "1" M電1GB 砂'"ψli¥ 亦色村i前日 淡白色 (2.5Y8f 3) 

日目 "1" MIl!i日 砂l，{:j;1i¥ I主将色 (2.5YH11GJ 
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第 3節まとめ

第 3節まとめ

l 旧石器時代

(1) 遺物の出土状況について

今回の松木台E遺跡の!日石器時代の調査面積は、 25グリッド400rrfである。この調査範囲内

から出土した!日石器時代の遺物は、現場で出土位置を登録したもの3，168点(炭化物を除く)に、

黒色土中から出土したものを加えると約3，250点に達する。その内訳はナイフ形石器などの定

形的石器66点、残核27点、剥片約1，900点、自然磯 9点、石屑約1，300点である。これらの遺

物は、第 6図iζ見るように調査範囲内からまんべんなく出土したものではなく、平面的には、

直径 2，.......3 cmの不正な円あるいは楕円形で閉まれる範屈内に集中する部分もある。また、垂直

分布を見ても、出土レベjレが一様で=はなく、特lζ下位のレベノレで、緩く波打っている。これは、

前述したように乙れらの石器群がインボリューション(乙の中のブリケーションと呼ばれるも

のに似ている)の影響を受けた結果、ブリケーションの波の中に包含される乙とが多かったた

めと考えられる。

昭和58・59年度の風無台 I遺跡@風無台H遺跡・松木台E遺跡の発掘調査においても、我々

は!日石器時代遺物包含層の中位~下位にかけて長径0.5，.......1."5 mの楕円形あるいは不正円形状

の土色の違いを認めており、その中から石器が比較的多く出土することを認識していた。しか

もそれは土壌状には見えるものの、決め手lζ欠く状況iζあった。だが、最後まで石器群が出土

し続けるのはそのような土墳状の中からであった。つまり、乙の時点で我々は、七曲台におけ

る!日石器群の包含層がインボリューションの影響を受けていることをしるべきであったが、そ

れができていなかった。今後一時期の所産であると判断される石器群の垂直分布が、 0.5m前

後lζ達するような場合は、芯器群がインボリューションの影響を受けている可能性のあること

に十分留意する必要があろう。

なお、松木台盟遺跡における石器群の分布状況は、これまで調査された同じ台地の風無台 1• 

百遺跡、松木台 E遺跡、とは異なって、比較的散漫である。

(2) 石器組成について

今回の調査で検出された定形的な石器は、ナイフ形石器32点、掻器31点、削器 2点、彫刻万

形石器 1(2)点の計66(67)点である。乙の中では、いわゆる典型的なエンドスクレーパーを含

まない撞器の点数が比較的多い。このような形の掻器が定形的な石器組成の約半分を占める例

は{告に知らない。また、ナイフ形石器は素材となった縦長剥片(石刃)の形状をほとんど変え

るζ となく、基部両側縁を中心に細かい二次加工が施されている。この中では、 I類とした
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第 2篇 第6章松木台盟諸跡

「長さに比べi揺が広く、先端部にも辺を持つ石刃を素材ーとしたナイフ形石器Jが極めて特徴あ

るものである。このようなナイフ形石器はし 1わゆる「東山型ナイフ形石器」の範鴎の中で把え

られるものであろうが、器最大l福が先端部にあるようなものもあり、一応ここでは新しい型の

ナイフ形石器としておきたい。

(3) 表u片まu離技術について

今回の調査区内で何らかの形で剥片剥離作業の行なわれたと推定できる母岩の数は合計16伺

である。(このうち資料No.3と6は図示も説明もしていない)。 ζの16個の母岩のなかには、分

割された後それぞれ l個の石核となって剥片剥離作業が行なわれているものがあり、剥片剥離

技術を推定し得る石核の総数は27個となる。これらの各々の石核が石刃技法あるいはそれに類

する技術で剥片剥離が行なわれているか否かを基準として分類したのが第 3表である。これに

よると、 27個の石核からの剥片剥離技術は広義の石刃技法とすることのできるものが11個 (39

%)、確実に石刃技法でないとすることのできるものが14個 (50%)、どちらともいえない中

間的なものが 3伺(11%)となる。なお、ここでは石刃技法を広義にとらえ lないし 2つの打

面から連続的に剥離する技術とした。

ζのように広い意味での石刃技法と、石刃技法ではなく不定形剥片を生産する剥片剥離技術

とが同居するような技術基盤を持つ石器群の編年的な位置については、後述するとして、本遺

跡において見られる石刃技法を今一度まとめて見たい。本遺跡花見られる石刃技法には基本的

に打面再生や打面転位は僅かに認められるものの、打面調整や稜形成のための作業面調整など

のいわゆる真正な石刃技法に見られる諸調整技術はなし 1かあるいはごく未発達である。打面は

単設のものと両設のみのとがあり、それぞれの打面を持つ石核の形状には大きな差異がある。

すなわち、単設打面を有する石核の形状は基本的に円柱か角柱、あるいは逆円錘@逆角錘状を

る。これに対し、両設打面を持つ石核の形状は、高さの極端iζ低い三角錘状を呈する(資

料NO.10のものについては不明)。 そして単設打面の石核の一端から円の 4分の l周を繰り返す

ように剥片剥離が進められる口一方両設打面を有する石核においては、平面的には三角形を呈

する石核の、底辺を決めて他の 2辺を打面lζ し底辺から頂点iζ剥片柔IJ離作業が進行する(頭角

は30
0

- -60
0

前後である)。従って、単設打面から得られた目的的剥片は比較的長さに斉一性

が見られるものの、雨設打面から得られた剥片は短いものから長いもの、厚手のものから薄い

ものとバラエティーに富んでおり、剥片の側辺には背面や腹面と直交するような面をもつもの

も見られる。

なお、 l例だけの資料であるが、記憶にとどめられたいのは、資料NO.4の石核Dにおける剥

片剥離技術である。広い板状のー側辺から臼然面を打|面として打点を左右に移動させながら下
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端lζ明確な面としての底面を持つうすい横長の剥片を剥離し、最後には 90
0

打面を転移して両

設打面による縦長剥片を剥離している。 ζの作業の終盤までに得られた底面を持つうすい横長

剥片がどのような石器の素材となったのかは、これを素材とした石器が検出されていないので

分からないが、単絡的i乙は瀬戸内技法にわずかに似た技法とそれに類するような剥片が想起せ

られて興味深い。

(4) 松木台車遺跡出土石器群の について

このようにやや複雑な様相を呈する石器群の|日石器時代における編年的な位地は、どこ l乙求

められるべきであろうか。このことに即答できるような比較資料がこれまでのところ得られて

いないのであるが、ここでは以下記述べるような諸要素から、日本後期|白石器時代における石

刃石器群の萌芽期あるいはその初期には位置するものとしておきたい。

①用いられている石刃技法において、諸調整技術の極めて未発達な段階のものであること。こ

のような石刃技法をして、あるいは終末期の石刃技法の lつであると把らえる見方もあろうが、

その場合には、石器組成のその中lζ時期lζ特徴的な石器を若干は含むが通常であったと考えら

れる。典型的なエンドスクレイパーや尖頭器は l点も出土していない。

②検出された石器群がインボリューションの影響を強く受けていること。乙のインボリューショ

ンがいつ形成されたものか特定できではし 1ないが、その影響をほとんど受けていないと見られ

る第国層最上位から、十和田八戸テフラ(噴出年代は 14C年代より 10，000---13， 000年前とされ

る)の可能性があるとされるテフラの火山ガラスが検出されており(このテフラの層準は第盟

りも上位にあると考えられる)本石器群がこれよりは古いと考えられる。

③ME55-MF55グリッドにかけての遺物集中箇所で、石器群と伴出した多くの木炭の 14C年

代が22，750士620BPとされていること。乙の木炭については、その検出状況(巻頭図版 4) 

からも明らかのように、本石器群と同時期のものとすることができる。

以上、松木台盟遺跡から出土した旧石器についてまとめたが本来、本石器群から引き出し得

る情報はもっと多く多岐に渡るものである。しかし、整理作業の不足から上記のようなことし

か報告できなかった。今後とも、整理作業を廷長するつもりでその不備を罫うことに務めたい。

また、本石器群に類似した資料の検出も大事であるが、これまで調査された多くの資料につい

ても、精力的な接合作業を通じてより確実な剥片剥離技術の解明などを行い、石器群により多

くのことを語らせなくてはいけないのではなし、かと思考している。
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第 3表 各資料及び石核の景IJ片景IJ離技術

資料 No. 刃 技 法 石刃技法

及び石核名
中間的なもの

でないもの単設両設打面再生~T面転移(多打面)

No.1 。 × × 

2 No.4石核C 。 × × 

3 石核D 。 × 。 (0) 

4 石核E 。
5 石核F 。 × × 

6 石核G 。 。
7 No.5石核B 。
8 石核C 。

ー

9 石核D 。
10 石核E 。
11 石核F 。
12 石核G 。
13 No.11 。 × × 

14 No.7 。 × × 

15 No.12 (0 。 0) 。
16 No.9 (0 。 0) 。
17 No.10 。 。。
18 No.10 。 ? ワ

19 No.2 。
20 ( 5つの石確核認)を 。
21 。
22 。
23 。
24 No.8 。
25 No.15 。 × × 

26 No.14 。
27 No.3 。 ? ワ

28 No.6 。
計 28 6 5 2 (2) 2(2) 2 3 14 
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2 縄文時代

(1) 遺構について

竪穴住居跡 3軒、土墳73基、袋状土墳 5基、 Tピット 15基、配石遺構 4基、焼土遺構14基の

遺構群は、先述のとおり調査区北側の台地縁辺部で検出されている。特に調査区の西北端lζ集

中する傾向があり、西側の未調査区lζ遺構群の誌がりがあることは充分に予測されるところで

ある。

竪穴住居跡:円形のプランをもっ住居跡、で、 8127は炉埋設土器により大木10式期であると

考えられるが、 8129• 107は出土土器が少なく時期を限定できないがおよそ 8127と大差の

ない時期と考えられる。しかしながらこの 3軒の住居跡は、炉の形態に違いを見せている。

8127では複式炉をもつのに対して、 8129では埋設土器に掘り込み部の伴うもので、 81

109では地床炉である。ほぼ同期と考えられる住居跡の炉の形態のこうした相巽は、住居の構

築時期の差によるのか、あるいは各々の住居の使用目的に違いがあるのだろうか。

土壌:73基の土壌群は、その形態、遺物の出土状況から県内の各遺跡、で確認されている土墳

墓と考えられている土壌群と同じものであろう。本調査で検出された土壌の形態は平面的には

円形・楕円形があり、前者が圧倒的に多い。またその断面形をみると両者に浅いものと深いも

のがある。底面lζは8K81・91などのように小ピットをもつものがある乙とも特徴である。特

l乙8K119のように深いピットの掛り込まれたものもある。

さらに土壌内における遺物の出土状況をみてみると、 8K22・8K50からは赤色塗彩の完型

土器が底面より浮いた状態で検出されている。また8K16では土壌上面iζ打製石斧が 2枚重ね

てあり、 SK140ではベ、ンガラの中からヒスイの玉が検出されている。その他大型の楳や土器

片が埋土とともに埋められた状況を示すものに8K14・19・50・57・61・71・77・79などに顕

著にみられる。さらに土墳上面の中央に大型の礁を配した例が8K15" 29 " 52 = 74 • 96 • 138 

などにみられ表徴的である。

これまで県内の縄文時代晩期の土墳墓群をみてみると、ほとんどは楕円形でその主軸方向も

北を中心とし、その配列にもあるまとまり(グループ)を把えることが可能である。

本遺跡で検出された土壊も形態的には円形のものが多いが、大型の燥が土境中央l乙配置され

たり、埋土とともに埋め込まれたり磯の使用が極めて多く、またそれゆえに土壌墓として認定

する傍証となりうるかもしれない。

袋状土境:5基の袋状土壌は調査区東側i乙他の遺構群とはやや離れて点在している。台地の

縁辺部での在り方は、先の七曲台の遺跡群でも確認されており縄文時代後期~晩期の貯蔵穴と

考えられている。形態的lζは深さのあまりない寸づまりの袋状を呈していて本遺跡、のものと類
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似している。時期的にはSK146出土の土器、 SK147がSK148を切っていることなどから

縄文時代晩期それも土墳群より後出の遺構とすることができる。

Tピット:長軸を南北方向にとり、東西lζ並ぶように検出された15基のTピットは長楕円形

で断面 iVJ字形を呈するもので、長さ 280CID ，....__ 400 CID、幅30CID ，....__ 50 CID、深さ80CID"'_'120cIDの

範聞に収まる。長軸の磁北との角度ではW-480

- N -240

- Eの範囲に含まれる。

平面的分布をみると SKT60.58 .旬、 SKT18• 68 • 95のグループにみられるように、グ

ループ内では大きさ@長軸の磁北との角度が均一化している。このことは lグループがほぼ同

時に作られた可能性がある。しかしながらこのグループ間に時間的な差があるのかどうかは詳

細できない。仮に15基のTピット群が成立するまでの過程を考えた場合、切り合い関係が全く

無いこと、主軸方向をほぼ同じにして東西に並ぶ乙となどから短期間に、ある規則をもって作

られたことが考えられる。

配石@焼土遺構:両遺構とも土墳確認面かそれよりやや上面で確認されており、 SK84と

SN38、SK99とSQ54の関係から見ても土壌が埋まってから設定されたものであることがわ

かる。さらに両遺構とも土壌のプラン内には決して存在しないという事実は、土墳の位霞を意

識して設置されたものであり土墳と時間差のないものと考えられる。

(2) 土器について

3群l乙分類した土器の時期は点数の少ないこともあって詳細に欠ける。

l群土器:第 l類は側面圧痕の使用されていることから大木 8a式に相当するであろう。

2群土器は波状口縁で、隆帯による渦巻文がほどこされており大木 9式の中でも a• bは

もの、 cは楕円区甑文が主流をなし新しいものである。

第 3類は曲線的lζ区画された縄文部をもつもので大木10式である。

2群土器:第 1類の条痕の施される土器は縄文時代中期末葉から存在し、第 2類土器とも共

伴する。従ってこの中には中期末葉のものもあるかもしれない。第 2類の地文を撚糸文として

その上に稚拙な沈線で文様を描くものは、県内でも出土例が多くなっているがいづれも破片資

料で実体を把握するまでにはし、たっていない。おそらくは十腰内 I式の前段階lζ位置付けられ

るものと考えられる。第 3類土器は十腰内耳式に相当するであろう。

3群土器:第 I類土器は入組状三叉文の施される大沼B式、第 2類土器は羊歯状文を主流

とする大洞 BC式、第 3類土器は入組磨消縄文の施される大洞Cl式、第4類土器は大洞C2

式lζ比定される。第 5類土器は大洞A' 式ないしはそれ以降の時期が考えられる。
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3 平安時代

本項では、検出されている遺構や遺物の分布を通じて、平安時代の遺構群についての性格を

考えてみたい。当遺跡の平安時代の遺構は、住居跡 1軒のほかに焼土遺構 7墓、土壊19基、柱

穴 5個を検出している。

この住居跡の周囲にはほかに住居跡は認められず、さらに西側未調査部分は20--30mで谷を

形成しているために住居跡の存在する可能性は極めて少ない。このことから、住居跡を除くほ

かの遺構はほとんど調査区中央部に集中しているが、当住居跡との関わりが予想される。

また焼土遺構の中には、性格の異なる 2つのタイプがある。 1つはSN73.SN108のよう

に焼土の中に倒立した遺物が設置されている遺構、もう 1つは遺物を伴わない遺構である。前

者は屋外のカマド的な施設と考えられ平面的には独立した様相を示すのに対して、後者は遺跡

中央部lζ集中する土墳群との関連が考えられる。

土墳群のうちでSK130とSK162は鉄棒を含み、特に SK130ではまとまった鉄棒、フイ

ゴ羽口と底面iζ置かれたような砥石が検出している。両遺構ともに焼土面が認められず、鍛治

遺構とすることはできないが、鍛治作業lζ関連した遺物から本遺跡のどこかに鍛治遺構が予想

される。また土墳は平面的にはMC51グリッドを中心とする群とその北東と南東に集中する部

分とを認める。 MC51グリッドを中心とする群は 8基あり、そのほとんどが焼土粒@炭化物粒

を含んでいる。また、 SN137ぺ63が近接し、 SK159の東約 1m にある撹乱した焼土から

焼土遺構の存在した可能性がある。このようにみていくと SK130を含む土墳群は、一連の鍛

治遺構iζ関わっていた可能性がある。 SKII0は磯@砥石@土錘@鉄浮@土器と多種類の遺物

が出土し、土器は破片ばかり lζ出土している。そして本土境東側にあるピットの底部か

らは、焼土の固まりが確認されている。このことから、土壌の機能を終えてから捨て場として

利用されたと考えられる

このように性格の言及できる遺構について個々に述べてきた。次lζ時間的な位置付けはど

うであろうか。本遺跡から検出されている遺構は重複関係がほとんどなく、前後関係をとらえ

ることができない。そこで遺構から検出した遺物を参考にしてみる。

SI105からは多量の遺物が検出され、その一括資料の中には静止糸切痕と回転糸切痕を有

する土師器が共伴している。静止糸切痕を有する土師器は、秋田城跡@鹿角市高市向館@峰浜

村中田面遺跡iζ例を認めるが、県内での遺跡数は少ない。この静止糸切痕を有する土師器は本

住居跡から 5点検出されている。このことから本遺跡における静止糸切痕を有する土師器は、

ほぼ同一時期とみなすことができる。さて、この静止糸切痕を有する土師器は、 SKII0• 

SK131からも検出されている口すなわち、 S1105・SKII0・SK131の 3遺構は、ほぼ
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同時期とみなせる。

次に8N73と8N108の遺構について考えてみる。両遺構は遺物を倒立した焼土遺構として

特徴的であり、同時か連続する時間帯とみなせる。そして8N73出土土器は回転糸切痕を有す

る。土師器で、底部から内脅して立ち上がる形態は8Il05出土土師器に類似した例がある。

一方8N108出土の土器は、底部に木葉痕を有する小型護である。この翠と形態を同じくする

土師器はないが、木葉痕は二枚の木葉からはみ出した部分に多量の砂が付着する特徴的な技法

である。そしてこの技法を有する警の底部が8K11Oより出土している。この特徴的な技法の

木葉痕を同時期製作の所産と考えると、 8N108と8K110はほぼ同時期とみなすことができ

る口また8KllOからは鉄棒も認められており、 8K130• 162とほぼ関連性を有している。

このように遺物を通じて遺構を検討してみると、 81105• 8N73 0 8NI08 • 8K11O . 

8K130 • 8K131は同時に存在していたとはいえないまでも、各遺構とも近接した時間帯lζ

存在していたと思われる。以上のように考えてみると、先に性格を言及している遺構について

は、ほぼ同時期に存在していたということができ、これらの遺構は8I1051と直接関連した遺

構群と考えることができる。

次lζ遺構群の年代について、 81105• 8KII0の遺物を中心ににして考えてみる。両遺構

は、回転@静止糸切りの土師器部を共伴しており、 8I05では静止糸切り土師器の小型護を、

8K1l0では回転糸切りの須恵器杯をそれぞれ伴う。静止糸切り土師器の出現時期は不明瞭で

あり、伴出遺物を中心として推測してみる。

小型警の類似品は、秋田城跡、の81306住居跡から出土している。そして8I306の年代は、

回転へラ切りで再調整のない須意器部群と新しい要素の小型餐が伴うことから、 9世紀前半~
(註 1) 

中頃より新しい時期と考えられている口

一方8KII0出土の須恵、器好、は、形態的特徴から 9世紀の後半を中心とした時期と考えられ
(註 2) 
る。また糸切りの土師器で再調整のへラケズリを施す技法に注目すれば、払田柵跡の嘉祥2

(註 3) 

(849)の木簡を伴った土師器部を指摘することができる。以上より、 8I105・8K1l0の

遺物は、 9世紀中葉~後葉を中心とした時期と考えておきたい。

よって遺構群の年代については、上記の年代lζ中心をおくと考えられる。なお、回転糸切り
(註 4) 

土師器杯や小型翠の土師器は、秋田城跡第39次発掘調査の泥炭層出土遺物群の中に形態的な熱

似品が認められることを付記しておく。

註 l 秋田市教育委員会 秋田城跡発描調査事務所 『秋田城跡j1978 (昭和53年)

註 2 岩見誠夫・船木義勝 「秋田県の須恵器および須恵器窯の編年Jr秋大史学』第32号 1985 (昭和

60年)

註 3 秋田県教育委員会 払出柵跡調査事務所 『払田柵跡j1976 (昭和51年)

註 4 秋田市教育委員会 秋田城跡発掘調査事務所 『秋田城跡j1985 (昭和60年)
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第 1節旧石器時代

台における遺構 遺物

河辺郡河辺町l乙所在する通称、七出台グは、雄物川の一支流岩見川が形成した下流域河岸段

丘群中にある。ここには低い方から七曲台面、上野台 I面、椿台面の三面があり、それぞれ平

坦な面をなしている。乙の七曲台においては、昭和58.59年度11遺跡、同60年度 6遺跡、合計

17遺跡の発掘調査が実施されている。その主たる原悶は、前者が七曲臨空港工業団地造成工事、

後者が東北横断自動車道秋田線建設工事に係るものでいずれもその事前発掘調査として行なわ

れたものである。また、その調査成果については既花、前者は昭和60年 3月に秋田県埋蔵文化

財調査報告書第125;集として報告され、後者についても本報告書に掲載されている。ここでは、

乙の 3ヶ年にわたって調査された17遺跡を七曲台における遺跡群の主要なものとして把え、各

時代毎lζ検出された遺構 e 遺物についていくつかの点で、まとめてみようとするものである。

第 l節 旧石器時代

1 遺跡群の立地と石器群の出土状況

七曲台における!日石器時代の石器群は、風無台 I遺跡@風無台 E遺跡@松木台 E遺跡(以上

3遺跡は昭和58.59年度調査) .松木台盟遺跡から検出されている。 ζれら 4つの遺跡は、七

曲台では最も低い段丘面である七由台面(七曲台付近での標高は38--43.5m)上にあり、遺跡

群付近で流路を西lζ取る岩見川lζ面して東西l乙並んでいる。 ζれら 4遺跡における石器群の出

土地点(以下、石器群の出土地点をその遺跡名で呼ぶ)は各々 1カ所づつで、第 l図lζ示した

ごとく、やはり岩見川の現流路lζ沿っており、上流側から風無台 1.風無台n.松木台耳@松

木台圃遺跡の)11買に東西lζ連なっている口すなわち、 4つの遺跡は東西約750mの略直線上iζ並

び、風無台 I遺跡と風無台H遺跡、は断面V字形の開析された谷をはさんで約250m、風無台耳

遺跡、と松木台百遺跡は同一台地上にあり約120m、松木台E遺跡と松木台盟遺跡はやはり谷を

はさんで=約400mほど離れている。なお、 4遺跡の現段丘縁辺からの距離は30--70mで比較的

縁から内側に入っている立地といえる。

七曲台における七由台面の基本層序は、各遺跡によってその層厚等に若干の惹巽があるもの

の基本的ιは以下のとおりである。第 I層黒褐色土(30'"-'40cm)、第H層u音褐色~黄褐色漸移

層(20'"-'40cm)、第盟層黄褐色土 (40'"-'50cm)、第IV層明黄褐色漸移層(1O'"-'20cm)、第V層

オリーブ黄色~青灰色砂質粘土 (20--50cm)、第四間段丘砂傑層。このうち石器群は主に第盟

ら出土し、それぞれ単一の時期のものであると考えられている。

各遺跡における石器群の平面的な出土状況は、風無台 1.風無台n.松木台E遺跡において
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第 1[頚
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第 1節 !日石器時代

は直径12'"-'13mの円で、閉まれる範囲に石器群が集中するという伺ーの傾向が見られる。これに

対し、松木台E遺跡で:は長径17m、短径12mの楕円形の範囲~C:: 1カ所、直径10m前後の円で、閉

まれる範囲に lカ所の、計 2カ所l乙集中部分が分かれるように見えるが、両者の問iζ明確な線

引きができる程ではない。また、前 3遺跡では石器群が密集するのに対し、松木台亜遺跡では

集中度がそれ程ではなく、上記の範囲内lζ、直径 2"""'3mの円形あるいは楕円形のまとまりが

数カ所認められる、という状況にあった(なお、乙の小さなまとまりは、微視的に見れば前 3

遺跡でも同様である)。また、石器群の垂直分布を見ると、各遺跡とも0.5'"-'0.7mの幅を持っ

ており、松木台盟遺跡ではその下端を結ぶ線が大きく波打っている(他の 3遺跡、では乙のこと

を検証していない)。

松木台班遺跡と、他の 3遺跡で、の石器群の平面的な分布状況の若干の差異は何lζ起因するの

であろうか。 ζれが石器群の残された年代的な差によるものか、ほぼ同一年代ではあっても居

住形態、生活形態の差等によるものなのかは判然としない。また、平面的に見られる小さなま

とまりと垂直分布に見られる下端の波打ち現象の理由は前述したよう lζ(315ページ)、インポ

リューション(特にこの場合はブリケーション)の影響を強く受けた，結果であると判断される

(このインボリューションは松木台盟遺跡だけではなく、他の 3遺跡にも見られた)。このイ

ンボリューションの年代がいつ頃で、あるのかは特定できなかったが、少なくとも十和田八戸テ

フラ降下前であることは確実である。

2 石器組成と剥片剥離

4つの遺跡に見られる石器組成と剥片剥離技術を比較すると、これら 4遺跡、は大きく 2群lζ

分けられる。 1つはナイフ形石器を石器組成の主たるものとする風無台 1.松木台蘭遺跡群

(これをA群とする)で、他の lつは台形様石器を主体とする風無台II.松木台H遺跡群(乙

れをち群とする)である。乙のA群.B群は芯器組成及び剥片剥離技術において、全くといっ

てよいほどの違いを持つ。

A群である風無台 I遺跡と松木台車遺跡の石器組成と剥片剥離技術を見てみよう。風無台 I

遺跡では石刃を素材としてその基部両側縁に細かな二次加工を施したナイフ形石器と、比較的

小さな不定形剥片の一端、および、小さな石刃の先端に刃部を持つ掻器、 B群中花見られる台形

様石器とは異なる形態の台形様石器、局部磨製石斧の4器種を組成とする口ここに見られる剥

片剥離技術は諸調整技術の未発達な石刃技法(しかしその中で打面再生は多く見られる)と、

打面と作業面を頻繁に変えて不定形剥片を得る技術があり、前者の占める割合が高い。また、

松木台盟遺跡では、風無台 I遺跡のものと同様のナイフ形石器、およびこれとは先端部の形態

で大きく異なるナイフ形石器、分厚い剥片や打面調整剥片などの一端あるいはー側辺lζ分厚く
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急、角度の刃部を作出した特徴のある掻器と、僅かな詰'J器@彫器を組成とする。見られる剥片剥

離技術は諸調整技術の未発達な芯刃技法と、不定形剥片を得る剥片離技術、および両者の中間

的なものの 3者でその割合は約 4: 5 : 1 (この数値は各石核において見られる技術を 1っと

数え、その合計の比で表している)である。

B群である風無台E遺跡と松木台E遺跡においては、石器組成@剥片剥離技術とも大きな差

はない。すなわち詞遺跡とも石器組成としては 1.耳類に分けられた台形様石器を主体とし、

これに比較的厚手の不定形ま'J片の一端iζ急斜度の刃部を作出した掻器を若干伴だけである(風

無台E遺跡では、 ζれにハンマー@ストーンがある)。また、剥片剥離技術も一種類だけ共通

しないものの、不定形剥片だけを得る技術で、石刃技法あるいはそれに類する技術は全く見ら

れない。主l乙、打面と作業面を頻繁lζ変え(あるいは 1打毎lζ変え)ながら剥片剥離作業を進

行させ、残核は小さなサイコロ状あるし、は 6面よりも多くの面を持つ多面体となるものである。

3 石器群の編年的な位

これら 4つの石器群のうち、風無台 I遺跡については、 「真正な石刃技法Jの前段階であり、

風無台耳@松木台 E遺跡については、尖頭器文化あるいは細石刃文化などとは相当隔たりを持

つ石器群の 1つ、という見解を示していた。そして、松木台班遺跡については、日本後期!日石

器時代における石刃石器群の萌芽期あるいはその初期に位置するものとした(本書155ページ)

ここで、 ζのことについてもう一度考えてみたい。風無台 I遺跡における石器組成及び剥片

剥離技術は、大わくでは松木台車遺跡と異なるものではない。しかし、諸調整技術の未発達な

石刃技法と、その他の剥片剥離技術の割合を比較すると、風無台 I遺跡では前者が支配的であ

るのに対し、松木台班遺跡では、両者が桔抗するかあるいは、後者の方が若干上回る。そして、

定形的な石器組成では、風無台 I遺跡では台形様石器と局部磨製石斧をそれに含むのに対し、

松木台彊遺跡ではそれがなく、典型的でない掻器が多く彫刻刀形石器も僅かで、あるが仲間iζ入っ

ている。このような差について、定形的な石器の組成から前後関係を云々することはできない

が、剥片剥離技術の内容からは、松木台盟遺跡が風無台 I遺跡よりも僅かに先行するものと考

えられる。すなわち、石刃技法がそれ以前の剥片剥離技術の中から生み出され、ある意味で独

立した歩みを続けた技術であると考えられるとすれば、その初期の段階(i真正な石刃技法J

が確立しない段階)では、比較的形の整った縦長剥片を連続的lζ生産する技術(広義の石刃技

法と考える)と、それ以前から持っていた技術が 1つの石器群の中で=同居しており、初期の段

階であればある程、後者の技術の用いられる頻度が高いと考えられるのである。

また、お群の風無台 1.松木台E遺跡、については、その主な石器である台形様石器と同様の

石器群が、北陸以西ではAT(姶良丹沢火山灰)よりも下窟あるいはほぼ同時期の層位から多
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く検出されており、それらと歩をーにする可能性がある。剥片剥離技術の比較でも、そのこと

に矛震はない。

さて、約 2万年前、あるいはそれよりも少し遡ると考えられる 4つの遺跡についてまとめて

みたが、それほどの時期差を持たないと見られるこれらの中花、剥片剥離技術の上では、大き

く異なる A.B2つの石器群がある。このことをどのように考えれば良いのであろうか。 1つ

の仮説としては、以下のように考えることもできる。石刃技法がそれ以前に持っていた剥片剥

離技術(専ら不定形剥片のみを生産する技術と考えられる)の中から生まれたものであるとし

た場合、それ以降、石器の素材生産のための剥片剥離技術が全て石刃技法に移行し、日本全国

を席巻したのではなく、これを積極的に取り入れて最終的にはほとんどの素材を石刃技法によっ

て生産したグループと、この技法を消極的にしか(あるいは全く)取り入れず、従来の技術を

継続させたグループとがあり、それぞれのクツレーフ。独自の石器群を誕生させた。勿論、日本周

辺から石刃技法が入って来た場合でも、大きくは 2つの系統がしばらくの間同時に存在した乙

とは確実であろう。また、乙のように全く異質の技術があった場合、雨者が排他的に存在し続

けたのではなく、時によってはそれぞれが影響し合い新しい技法・石器群を生み出すこともあ

り、両者を取り入れた第 3の系統が生まれたと考え得ることも当然である。そして、七曲台遺

跡群のA群は第 l系統、 B群は第 2系統lζ属するものと考えられる。

註 l 秋田県教育委員会「七曲台遺跡群 秋田県文化財調査報告書第125集J1985・3

(昭和60年)

第 2節 縄文時代~弥生時代

1 縄文時代の土器について

七由工業団地造成と東北横断自動車道秋田線の建設工事lζ関係する 17遺跡の調査では、その

総ての遺跡から縄文時代の遺物を出土している。ここではこの縄文時代の遺物のうち、より細

かな時期区分の指標となる土器について簡単にまとめたい。

七曲台地域内で最も古い時期を示す資料lζ石坂台 I遺跡、石坂台四遺跡、で出土した羽状縄文

系土器がある。県内では今のところこの種の土器の蓄積は少なく、県北部の鹿角盆地でわずか

な量の資料がみつかっているにすぎない口隣接する青森、岩手ではこの羽状縄文系土器に類す

る資料が多くみつかっており、編年の整備も進んでいる口しかし、石坂台 I遺跡で‘みつかって

いるような爪形文列を施す例は県内外とも初めてのようである。羽状縄文系土器については前
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期初頭の時期が与えられており、七曲台で出土した資料についても同じ時期の所産であるとい

えよう口

前期後葉の土器としては、円筒土器下層 d式lζ比定可能な土器が石坂台W遺跡、石坂台瑠

遺跡で出土している。ただ石坂台W遺跡の資料は、口緑部文様帯iζ縄文原体の先端による刺突

列を施したり、体部lζ格子目状iζ縄文を交文させて施したりといった、県北部の円筒下層d式

にはない特徴を指摘することができる。秋田平野では、雄和町の金ケ崎遺跡で円箆下層式の範

鴎でとらえられながらも、かなり異質な趣を伝える土器もあり、円筒土器の分布圏内での差異

を示すものであろう。その他、前期末葉には北陸系の土器が秋田平野を中心として、日本海沿

岸および秋田県を横断する 3つの河川の流域に大量に流入する。そうした土器の分布によって

くくられる地域の設定に関しても、錯綜した様相の現れる時期であり、いづれ将来、入り組ん

だ土器様相の解明が期待される。

縄文時代中期前葉~中葉にかけては、資料は断片的である。円筒土器上層a式、 i司C式、同

d式および大木 7b式、同 8a式lζ比定可能な土器が散見する。

縄文時代中期後葉は、住居跡に伴つての埋設土器や、埋土内からの一括資料などが出土して

おり、七由台では最もまとまった量の土器が出土している時期である。大木 9式土器は、石坂

台噛遺跡、石坂台VI1I遺跡松木台盟遺跡で出土している。いずれも楕円区画文、懸垂区頭文など、

器面lζ対して縦長の文様区割りがされるものであり、大木 9式土器の中では新しい段階lζ属す

る。大木10式土器は、石坂台 I遺跡、餅田沢E遺跡、石坂台四遺跡など出土している。体部の

文様帯lζ横位lζ展開するS字状区間文、 C字状区画文を施しており、大木10式土器の内では古

い段階にある口

大木10式土器iζ後続する後期初頭の土器は、風無台 I遺跡で出土している。鎖状の陸線を頚

部にめぐらせたものである。また、それとほぼ同じ時期とおもわれる、沈線による弧線を組み

合わせての文様を施した土器も問じ風無台 I遺跡から出土している。後期前葉iζ属する土器と

しては、芯坂台町遺跡で出土した平行沈線による椿円形の構図を描く土器がある。

縄文時代晩期の土器は、石坂台噛遺跡や松木台 I遺跡、松木台盟遺跡で出土している。土壌

に伴い比較的まとまった資料であるが、時期的には大洞BC式、同CI式の晩期中葉の土器型

式lζ比定できるものである。

2 縄文時代の居住形態について

七曲台は第 l節で述べたように更新世から既に何らかの人間活動の場として利用されていた。

しかし今回調査された 6遺跡を含めて過去 3年間で発揚調査された17遺跡から得られた結果か

らみる限り、更新世の最終末期から完新世の縄文時代早期までは人間活動の痕跡は認められな
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い。(第 l表)その後も前期前葉の遺物が例外的に石坂台 I遺跡で出土したのを除いて前期中

葉までは遺物が出土していない。

前期後葉になって七曲台では 5力所で遺物が出土し、その中の風無台 I遺跡では土壌も検出

されている。これらの 5遺跡では竪穴住居跡は検出されていない。また、遺跡の所在地は低位

段丘七曲台面、同じく上野台面、中位段丘椿台面のいずれにも及んでいる。さらに、七曲台の

前期後葉の 5遺跡のうち 4遺跡までが、中期まで継続して利用された痕跡が認められない。前

期後葉に何らかの活動の場として利用されていた場所が中期前葉にも継続して利用されている

のは、既lζ前期後葉において土壌が構築されていて他の 4遺跡よりも濃密な人間活動の痕跡が

認められた風無台 I遺跡のみである。各遺跡から出土した遺物量は少なく、土器は破片のみで

ある。これらの特徴から、前期後葉の七曲台では土器の移動を伴う何らかの活動が広範囲に行

なわれていたことはわかるが、それが居住も含めた諸活動のうちのどんな活動であったのかを

限定することは難しい。

七由台では中期前葉になって初めて竪穴住居跡が営まれたようである。風無台 I遺跡では前

期後葉の土墳と重複して円筒上層a式期の竪穴住居跡が検出されている(第 2表)口乙の竪穴

住居跡は床面積が27.3niで七出台で検出された縄文時代の竪穴住居跡の中では最大である。風

無台 I遺跡の地点は、中期前葉には当時のζの地域にあって数少ない居住地として選択され、

人々の生活の中心的な場所としていたようである。しかし、七曲台ではその後大木 8a式期ま

では人間活動の痕跡が認められない。

中期中葉になると再び遺跡数が多くなり、 6遺跡から遺物が検出されている。その内の 3カ

所が竪穴住居跡は検出された居住地である口また中期後葉lζは更に遺跡数が増えその中におけ

第 1表 七曲台の縄文時代遺跡一覧表

前期 i 中 期

No.1遺跡名[前 i中 l後 i前!中葉 i後葉
葉!葉|葉|葉 !(8b)!(9) ! (10) 

@一住居跡が検出された遺跡、住居跡の数 造物が出土した遺跡
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る居住地の割合も高くなる(第 l表)。

大木 8a式期になると 4遺跡で遺物が

出土し、風無台 I遺跡、石坂台 I遺跡で

各 1軒の竪穴住居跡が検出された。大木

8b式期には 3遺跡で遺物が出土し、

坂台E遺跡で I軒竪穴住居跡が検出され

た口大木 9式期になると 3遺跡から遺物

が出土し、石坂台 I遺跡、石坂台IV遺跡

から討 4軒の竪穴住居跡が検出されてい

る。大木10式期では?遺跡から遺物が出

土し、その内の 5遺跡から計11軒の竪穴

住居跡が検出された。これらの竪穴住居

跡のありかたにはいくつかの特徴があ

る。

まず、大木 8a""'"大木 9式期の遺物が

出土した遺跡数が 3......， 4遺跡であるのに

対して、大木10式期の遺跡数は 7遺跡で

約 2倍lζ増えている。また、各時期の総
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遺跡数における居住地遺跡数の割合は、大木 8a， 8 b式期では約50%なのに対して、大木 9、

10式期では約70%に上昇する。さらに、大木 9"""'10式期以外は一時期のー遺跡、lζ営まれる竪穴

住居は 1軒であるが、大木 9--10式期lζは石坂台嘘遺跡を除いた他の4遺跡、はいずれも 2--3

軒が営まれている。また、各竪穴住居跡の床面積は時期によって一定の傾向性が認められる。

すなわち、中期前葉の円筒上層a式期では上述のように27.3rrfと大型である。ところが再び七

由台に人々が居住し始めた大木 8a式期、 8b式期の竪穴住居跡はそれに比べて床面積は小さ

く、風無台 I遺跡の8I50竪穴住居跡の 5分の 2-4分の lである。大木 9式期には10rrfを超

えるものが多く、中期中葉lζ比べてやや大型にる。そして大木10式期で、は小型化が顕著になり、

約 5rrfと大木9式期の 2分の lになる。

さて、大木10式期の竪穴住居跡が11軒も検出されているのに対して、後期初頭~前葉になる
(註 3) 

と遺物は 9遺跡で、出土したものの住居跡は石坂台閣遺跡、で]軒検出されたのみで、ある。七曲台

では後期初頭になると突然居住地遺跡が激減する。後期中葉以降は居住地遺跡がほとんどない。

以上のような居住形態の変化から、七曲台を生活の舞台とした各時期の人々が七曲台の各地

点の利用価値をどのように評価していたかが推定できる。すなわち前期後葉の人々が伺らかの
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活動の場として利用し始め、中期前葉の円筒上層a式土器を使用した人々は竪穴住居を構築し

て居住するにまで至る。しかし、その後の時期の人々にとっては七曲台はそのような積極的な

意味を持つ場所で=はなかったようである。中期中葉の大木 8a式土器、大木 8b式土器を使用

した人々は七由台を再び居住を含めた諸活動の場として利用し、大木 9式期から大木10式期で

は主lζ居住地として利用される。ところが後期初頭になって人々の七曲台に対する評価は大き

く変わる。それまでのように竪穴住居を構築して居住する場ではなく、たとえば採集活動のよ

うな居住以外の諸活動の場としての利用価値が認められ、居住地は他の場所iζ移るようである。

このような七曲台に対する評価の違いは、縄文時代という長期間の中で起こっていたであろ

う自然環境の変化にその一因が求められよう。人々が居住することによって周囲の環境を変え

てしまうといった自然環境の変化もある口また、そのような自然環境に適応すべく生活してい

た人々の人間関係や人々が行っていた諸活動の内容、生活の様式等の違いにも原因があろう。

各時期におけるそれらの違いが、七曲台では前期中葉までと中期前半ではほとんど積極的な利

用価値が認められない場所、中期後葉には居住地、後期以降では居住以外の何らかの活動の場

所、晩期には墓域を含む何らかの活動の場所となって現れているのであろう。ここで各遺跡の

様相から自然環境の変化や人々の人間関係、諸活動の呉体的内容、生活様式等を述べる余裕は

ないが、たとえば大木 9式期の様相と大木10式期の様相を比較すると、竪穴住居跡の存在形態

lζ大きな違いがあり、自然環境の変化よりも人々の人間関係の変化や人々が行う諸活動の内容

の変化が強く反映しているように思われる。また、大木10式期と後期初頭とでは、竪穴住居跡

の有無にまず大きな違いが認められ、自然環境の変化lζ起因する大規模な生活様式の変化を反

映しているものと思われる。

3 壌底面にピットをもっ「陥し穴」について

本年度発掘調査した 6遺跡を含めて、過去 3カ年の、七曲台グにおける調査は17遺跡lζ及ぶ。

乙のうち、本項で取り上げようとしている「焔し穴J遺構と考えられるものには、 Tピットと

呼ばれるものと円形の土墳境底面にピットを有するものの二者が想定できる。前者については

風無台 1.石坂台 1.石坂台麗・石版台町@石坂台咽遺跡でそれぞれ l基、松木台班遺跡で15

基のTピットが検出されている。一方後者は、石坂台四遺跡、で検出した 3基が該当する。本項

では後者の「陥し穴Jと考えられるものについて若干言及してみたい。

石坂台町遺跡で検出された土墳のうちA群とした 3基については、逆茂木を有する「陥し穴J

ではなし九かと先に述べた。現段賠ではこのような遺構を「陥し穴Jと断定はできないが、明ら

かなことは、ピット lζ杭状のものを立てていたこと。それが競棄された時点においても、その

ままの位置にあり、土墳がある程度埋まってから(あるいは意図的K埋めてから)、杭が朽ち
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ることによって堆積土内に空洞あるいはブカブカの状態を残してくれている。平面@断面形態@

立地さらには東北でも近年同種の遺構検出例が増えつつあること等から、 「陥し穴Jと肯定的

lζ考えてもよいであろう。

石坂台町遺跡では土層の状態が決め手となり、県内では初見となった。しかしながら形態か

らみると、同様の遺構を検出した遺跡を見いだすことができる。昭和58年lζ調査された横手市
(註 1) 

のオホン清水(オホン清水B遺跡、オホン清水北遺跡)では、壊底面lζ ピットをもっ土壌が 6

基確認されている。平面形は、円形の他lζ、楕円形、不整方形のものがあり、基本的l乙壌臆面

中央lζl個のピットをもっ。楕円形を呈するものは、長軸方向lζ並んで 2個のピットを有する口

規模は、関口部で=径80cm前後のものが多く、深さも70-80cmと石坂台IV遺跡よりは小ぶりであ

る。出土遺物はなく時期不明としている。報告では「陥し穴Jの可能性を示唆しているものの、

明言はしていない。

ここで平面円形を基調とし、壊底面lこピットを有する類を近県の例から抽出してみよう。
(註 2) (註 3) (註 4) (註 5) 

岩手県では、水沢市南矢中、伺市袖谷地、胆沢郡金ケ|崎町館山、岩手郡岩手町川口 I、二戸
(註 6) 

郡浄法寺町五庵 I遺跡などで類例が検出されている。平面形態は、円形を基調とするものが多

いが、明らかに楕円形、長方形を意図して作られたものもある。墳底面のピットは、円形@方

形を呈するものに 1個の場合が多く、楕円形、長方形のものには、長軸方向lζ2個並ぶ例もあ

る。南矢中@袖谷地@川口 I遺跡では、土墳内の出土遺物はなく、単lζ縄文時代ではなし九かと

している。館山遺跡は、円形もしくは方形の「陥し穴J (D型としている)が41基検出された。

うち 7基から綱文土器・土師器@須恵器等が出土しており、出土遺物や「陥し穴JI乙関する文

献史料から合わせて、 ID型の遺構については、平安期にまで下る可能性もあろうかと考えら

れる。Jと報告している。また昭和59年lζ調査された五庵 I遺跡では、円形を呈するものが32基

検出された。うち 6基については、埋土に杭の立ち上りが確認され、その最大の長さは28cm

になるという。時代については、縄文時代としている。

青森県ではどうであろうか。近年、県南の三八地方で=類例が増えているという。八戸市鶏窪
(註 7) 
遺跡では15基の円形の「陥し穴J (報告では「おとし穴Jとしている)が検出されている。秋

田・岩手の例からすると、大型のものが多く、関口部が径 2mを超すものもある。断面形態は

漏斗状@すり鉢状を呈しており、墳底面のピットは 1個より、 4-71聞を有する場合が多い。

またピットをもたない類もある。出土遺物は縄文土器(前期初頭頃)小片とフレークがあり、

埋土中における中撒浮石との関連から、陥し穴の構築年代を縄文時代早期末~前期初頭と

づけている。報告では、考察の中l乙「おとし穴」の項自を設けて、形態分類や年代観と合わせ

て、 11砲し穴Jの用途、機能といった遺構の本質にせまる論を復元的iζ試みている。なかで、

対象獣や狩猟方法について言及している一文は民俗事例との関わりかも教示を受ける点が少な
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くない。さらに、 「おとし穴の使用想定図Jを付し、イノシシを主たる対象獣と考えているよ

うである。
(註 8) (註 9) (註10) (註11)

この他、八戸市長七谷地 7号、同市長者森、三戸郡南郷村外長根(4)、同村鴨平(1)遺跡などで

も円形の「隔し穴j と考えれる土壌が検出されている口長七谷地 7号では、縄文時代早期末の

年代を与えているが、他は不明となっている。

一方、北海道江号IJ市東野幌 4遺跡で、は、逆茂木の基部が底面の小ピット内K立った状態で検
(註12)

出されたという。

いままで「陥し穴」の立地、配列等についてはふれてこなかった。円形の「陥し穴」と溝状

の「焔し穴J (Tピット)の関係についても同様である。検出例の多い岩手県館山や八戸市鶏

窪遺跡では、同一形態のものが、遺跡のある区域に占地して、他の形態のものとは異なる立地

を示していたり、等高線との関係から配列にふれている。 、七曲台グにおいては、松木台盟遺

跡で検出した15基のTピットについてみると、長紬方向を南一北にとる Tピットが、 2，._，， 3基

の小グループ単位で東 西方向lζ並ぶように位置している。その他の遺跡については検出事IJが

少なくこの問題に言及すべく情報はないに等しい。ただ、埋土の堆積状態と立地から石坂台町

遺跡の円形の「焔し穴Jが機能を果たしていた当時の景観を想定してみたい口

まず埋土の状態から、 「陥し穴」が廃棄された直後、あまり時間を踊てることなく、地山に

類似した土が流入、あるいは意図的に埋めていると考えられる。この土は明らかに陥し穴掘削

の擦の地山であり、排土となった地山土をそのまま埋め戻したようである。事実、土墳を掘り

込んでいく際、周壁と埋土との区別がっけにくい状態が続いた。このことは、 「焔し穴」が機

能している段階には既に、後lζ埋められる地山土(排土)が用意されていたと考えるのが自然

である。竪穴住居跡に排土を利用して周堤を巡らす例があるように、 「陥し穴Jのまわりにも、

周堤とは性質は異なるが、緩いスローフ。状lζ土を盛っていたと考えるのはどうであろうか。盛

土によって「陥し穴Jを掘り込んだ深さ以上の落差を生じさせることができるわけで、排土の

再利用と合わせて、一石二鳥の効果をあげることができる。さらには、立地からみても獲物が

自然に穴に落ちるのを待つというものでは

なく、幾人かが 1組となって獲物を穴まで

追い込む方法(猟)によっていたと考えら

れ、 「焔し穴jの回りの盛土部分がその目

印の役割を果たしていたと想定される。も

ちろん乙の目印は、人間が誤って落下する

ことも未然K妨いでくれるであろう。 (石坂台IVのSK03より)

第 2図 陥し穴"しかけ“断面想定模式関
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4 土壊について

七曲台における縄文時代の土壌は、大きくはフラスコ状土壊あるいは袋状土壊と言われる 1

群と、土墳墓と考えられる 1群とに分けることができる。七由台の遺跡を通して、この両土墳

を概観してみたい。

(1) フラスコ状土墳

風無台 1.耳、松木台車、石坂台噛遺跡で集中しているが、他の遺跡でも少ないながら確認

されている。いずれも台地の縁辺に沿って構築されている。時期的には風無台 I遺跡のSK91

とした前期後半の土墳が最も古く、風無台宜遺跡の弥生時代の土壌が新しいものであるが、晩

期の前半lζ位置づけられるフラスコ状土墳が圧倒的に多い。フラスコ状土;嬢は一義的には貯蔵

穴と考えられているが、風無台 E遺跡、のSK17、石坂台IX遺跡、のSK07からはこれを裏付ける

ように炭化栗が多量に出土している。

七曲台では、これらフラスコ状土墳群が、縄文時代前期後半から弥生時代までの長期間に渡っ

て食料採集と貯蔵が行なわれていたことを物語っている。

(2) 土墳

七曲台の各遺跡から検出された土墳墓と考えられる l群の土壌も、松木台II.盟遺跡、石坂

台四遺跡にみられるように台地縁辺部lζ集中している。平面的には円形ないしは楕円形で、断

面は措鉢状を呈しており、深さは30-50cmで、ある。これら 3遺跡の土壌墓群は、その出土土器

から晩期の前半と考えられ、石間炉様の配石・マウンド状の焼土を伴うという共通する点があ

る。

七曲台では乙のほか、餅田沢豆遺跡、石坂台 I遺跡でも 2--3基の土墳墓が確認されており

墓域を構成する土壌慕数に大きな相違がある。また石坂台 I遺跡のSK23は後期、風無台 H遺

跡のSK09は弥生時代のニヒ墳墓であるが、晩期のものと形態的lζ変わるものではない。

これら土墳墓群からは副葬品と考えられる遺物が極めて少ないが、大型の傑を中央iζ配した

り、赤色塗彩の完形土器を出土する土墳があり、また松木台頭遺坊のSK140からはヒスイの

玉の出土がある。特に同遺跡SK16のように扇平打製石斧を使用する例が、石坂台 I遺跡のS

K17でもみられ、また石坂台頭遺跡では土壌には伴わないが扇平打製石斧がやはり 2枚重なっ

て検出されている。

縄文時代晩期の土墳墓は、近年秋田県内でも検出例が多くなっており、形態@墓域を構成す

る遺構(焼土@配石@土器埋設遺構など)も明らかになりつつある。しかしながら各遺跡とも

七曲台の遺跡同様、土墳墓のバックボーンである集溶の構造iζ関しては不明な点が多いのである。
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また扇平打製石斧の使用例も他の遺跡では検出例がなく、松木台盟遺跡他で確認された出土

状態は何か特別の意味を持つので、あろうか。さらに扇平打製石斧そのものも出土例が多いわけ

ではなく、かなり限定された時間と地域に帰属しそうであるが、このことに関しては稿を改め

て論ずる必要があろう。

5 弥生時代の遺構について

七曲台における弥生時代の遺構 e 遺物は、風無台立遺跡を除くと非常に希薄である。何らか

の形で遺構が検出された遺跡は17遺跡中 4遺跡、遺物が検出されたのは 7遺跡と、いずれも調

された遺跡の半数にも満たない。

これらの中にあって風無台 E遺跡では比較的多くの遺構が検出された、竪穴住居跡 1軒、土

墳 7基、土器埋設遺構 1基がそれである。竪穴住居跡、は、県内では 211IJ目の発見で最古のもの

と思われるものである。段丘縁辺から約40m離れて構築されており地山部への掘り込みはほと

んどなく、壁溝からその大きさが分かる。その規模は東西8.3m、i者二!ヒ7.3mで、平面形は略円形を

呈する。中央には大きな石岡い炉があり、これを中心托してその周屈に 4本の柱穴があり、重

捜している住穴などから 2回の建て替えが行なわれていることがわかった。壁溝は南西部で途

切れており乙の部分が入口部と明確に分かる。入口部から内部方向lζ見て右側の壁溝端部lζ深

さが約60cmで先端が杭状に尖るピット 4本と、深さが約20cmのピットが交互に並んで検出され、

住居跡の壁が上部構造の一部lζ伴う何らかの施設のあったことが推定されることである。この

ような例は、現在までのところ管見にない口また、この住居跡の入口部の南西約3mの地点から

本住居跡と深い係りを持っと考えられる土器埋設遺構が検出されている。思められている土器

は整形土器である。

土墳の検出されたのはこの他に、風無台 I遺跡、で、 3基石坂台聞遺跡で l 焼土遺構は

松木台 I遺跡、で l基検出されている。

土器を主体とする遺物がその多寡Kかかわらず検出されたのは、風無台 1e風無台立@松木

台 1.石坂台 1.石坂台国@石坂台VI.芯坂台酒造跡である口これらは弥生時代中期~後期に

わたるが、 ζのなかでは風無台 IIo石坂台酒造跡で検出されている、器面全体iζ撚糸文が施され

た土器や、石坂台閣遺跡で検出された後北C式土器などがその分布範囲を知るうえで注目され

る。

註 l 横手市教育委員会『オホン清水一第 3次遺跡発掘調査報告書j1984 (昭和59)年

註 2 岩手県教育委員会「南矢中遺跡、Jr東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書-N

(水沢地区)j 1981 (昭和56)年
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註 3 岩手県教育委員会「袖谷地遺跡Jr東北縦覧自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 IX-

(水沢地区)J 1981 (昭和56)年

註 4 岩手県教育委員会『館山遺跡第 2次発掘調査報告書J1983 (昭和58)年

註 5 岩手県教育委員会 rJl旧 I遺跡発掘調査報告書J1984 (昭和59)年

註 6 岩手県教育委員会「五庵 I遺跡Jr岩手県埋蔵文化財発掘調査略報(昭和59年度分)J 1985 (昭和

60年)

註 7 青森県教育委員会『鶏窪遺跡J1983 (昭和58)年

註 8 八戸市教育委員会『長七谷地遺跡発掘調査報告書(昭和55・56年度)J 1982 (昭和57)年

註 9 青森県樫蔵文化財調査センター「長者森遺跡、Jr埋文あおもり 1J 1982 (昭和57)年

註10 青森県教育委員会「外長根(4)遺跡Jr国営八戸平原開拓建設事業iと係る埋蔵文化財発掘調査報告書

1 J 1981 (昭和56)年

註11 青森県埋蔵文化財調査センター「鴨平(1)遺跡 J r埋文あおもり 1J 1982 (昭和57)年

註12 註?に同じ

第 3節古代~近代

1 口クロ土師器土不の製作について

松木台現遺跡から検出された土師器は、 9世紀の中葉~後葉l乙中心を讃く土器群と考えられ
(註 1) 

るが、これらのロクロ使用の土師器の中には、回転糸切り技法と静止糸切り技法とがある。静

止糸切り技法の土師器は周辺の遺跡から検出されておらず、当選跡で特徴的である。本文では、

ロクロ使用の静止糸切り痕を有する土師器郎A類(第 3図 1，__， 9 )と回転糸切り痕を有する土

師器杯B類(第 4図 1，__， 8 )について、それらの製作技法を考えてみることにする。

ロクロ回転を利用する土器には、粘土塊から直接器形を造り出す場合と、粘土紐で器の大略

を造りロク口調整を施す場合の 2つがある。そして、それらの土器をロクロから切り離す直前

の状態として、次の 3つの場合が想定できる。
(註 2) 

( 1 J ロクロ盤の底上で粘土紐で器を成形し、ロク口調整を行った状態
(註 3) 

( 2 J 底部門柱糸切り技法などのように、底部を造る粘土塊の上iζ体部から口縁部までを粘

土紐によって成形し、ロク口調整を行った状態

( 3 J 粘土塊から口縁部@体部・底部内面を成形(調整)した状態

となり、 (2J. (3Jの場合、切り離し手法は器形を最終的iζ決定づける ζ とになる。そし

ていくつかの切り離し手法が、ロクロ上の土器製作法の相異 ((1J. (2J ・ ( 3 J )とど

のように対応するか否かは、大きな問題となっている。
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5 

、三』フグ 町」匡ヲ
8 

三~9

。

第 3図 A類と小型護

A.B類の底部断面lζは、対称的な特徴が認められるようであり、その断面観察を検討する

ことからはじめる。 A結の底部断面の特徴は、 3つにまとめることができる。

① 底部中央部が厚く、端部が薄くなる。(1・2・7) 

② 底部中央部と端部でほぼ均一になる。 (3---5・8) 

③ 底部中央部が薄く、端部ほど厚くなる。(6 ) 

B類の特徴は 2つにまとめることができる。

① 底部中央部が薄く、端部が厚くなる。 (1---5・7・8) 
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明司てく1子市制守;~吋
二、、、ふとと把ム，-"".r'

父母逗長Zプ

第 4図 8類

② 底部中央部と端部では、ほぼ均一になる口 ( 6 ) 

これらの結果から底部の断面についてA.B類を比較してみると、 B類の中には中央部が厚く

端部の薄くなる例はなく、 6を除いて中央部が最も薄く端部ほど器内を増している。 A類は 6

を除き、中央部が最も摩し 1か端部とほぼ同じである。以上の結果は、同時iζ底部内面の状態を

規定している口 A類の場合は、底部から体部への移行がしっかりした角度を持つのに対し、 B

類の場合は緩い角度で徐々に上ぼり勾配になる。このことからA類は底部成形の段階で、底部

内面の周聞を入念に押さえた結果と考えられる(a)。

A類とB類の相違は、再調整を有するか否かiζ も表れている。再調整のヘラケズりと体部最

ド位の関係を観察すると次のことが言える。 A類で再調整のへラケズリを施す例は、ロクロの

凹面lζ棺当している。へラケズリの角度は、底部から体部にかけて連続した傾斜を示している。

この結果、体部最下部のへラケズりを施す前の状態は、四面より下で突出部分を形成していた

と想定できる。ヘラケズリを持たないB類については、底部から体部にかけて滑らかに連続す

るのがほとんどで、体部最下位までロク口調整痕を観察できる。そして、 8を除くと土器接地

面と体部の立ち上がりは、おおむね 45
0

以下の角度におさまる口乙の状態からB類の場合は、
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底部が台状となる場合を除き(1 Jの方法でロクロ調整を底部最下位まで施し切り離したと

するのは不自然なことであり、粘土塊を想定するのが自然、である(b)。この場合切り離し面以下

の状態は、体部と底面の接点で作る円よりもさらに内側に指が延びていたと想定できょう。ま

た、仮にA類が切り離し面以下iζ粘土塊を用いていたと仮定するならば再調整のヘラケズリを

施さなくとも成形や調整の段階で意図した形態を作ることができたはずである(c)。

次lζA類で、へラケズリの認められない土器に注目してみる。 5の場合は小片であり詳しく

観察できないが、 3は体部中央部から底部まで指と考えられるナデが丁寧に施される。この例
(註4) 

は、中国面遺跡に l点(底部の 1/2.体部の 1/6を残存)認められる。これらの再調整と

考えられるナデは、器形を整える働きがあったと考えられる。そして、ロク口調整の段階では

体部最下位まで調整を施さず、切り離しの後に仕上げ、としてナデを施している可能性がある(d)。

ここで粘土紐による成形を示唆する資料としてA類と考えられる 9があげられる。この杯iζ

は、底面より 1.5cm前後の内面lζ粘土紐の接合痕を認め、少なくとも水びき成形とは考えられ

ない遺物である。この遺物の底面は剥落によって糸切り手法は不明であるが、体部最下端には

へラケズリを部分的lζ認め蔵部中央部が厚く端部が薄い。これらの特徴はA類に認められる特

徴であり、このことから 9の底面には静止糸切り痕があったと考えられる(e)。

このように(a)--(e)とした考えから、 A類とB類とでは、切り離し手法前の土器製作方法に相

違のあることがうかがえる。すなわち、 A類では、ロクロ盤上で粘土紐を巻き上げて器の形態

を形成した(1 Jの方法による可能性が高く、 B類ではA類との対比から(II Jもしくは〔亜〕

の可能性が高い。

以上のように松木台盟遺跡の中には、士不)底部iζ静止糸切り痕と回転糸切痕を有するタイプが

あるが、観察から両者lζは総体的lζ切り離し手法上の相違以外に成形方法上の相違のあること

が導かれると思う。糸切り技法の相違自体が、その成形方法との相違としては直接的に結び付

かないのが現状である。この意味で、ロクロ上の成形状態と切り離し手法との間にロクロの回

転力を考藤することが、今後両者を結び付けるとで理解を助けることになると思う。ロクロの

回転力iζついては従来から問題となっているが、回転糸切り技法におよぼす抵抗力と回転力と

の関係は今後の課題である。

2 炭窯について

今回、石城台町遺跡で 3基、石坂台四遺跡で 2基検出された伏焼様の炭焼窯は、隣りの雄和
(註 5) 

町滝ノ沢H遺跡で昭和56年lζ確認している。報告では、 「ζれは戦中から戦後iζかけて地元住

民が使用した簡便な炭焼用の施設で、あり、本報告には記載しなかった。 Jとしており、この穣

の遺構の性格を考える tからも、ここに滝ノ沢E遺跡の検出遺構についての報告を行いたい。
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滝ノ沢E遺跡は河辺郡雄和町椿川字滝ノ沢lζ所在する。遺跡、は、石坂台町遺跡、の南西約 2kmの

丘陵平坦面に位遣する。標高はおよそ76mでミある。昭和56年 4月K秋田県立中央公園スポーツ

ゾーン建設工事に伴う事前調査として行なわれたものである。検出された遺構は炭焼窯と考え

られるもの 5基、土壌 l基である。

SN01~SN04 (第 5図)

4 基は、ほぼ2.1~2.6mの間関をおいて並列している。形態は長楕円形を呈し、長軸方向は、

北西一南東にとっている。 4基の法最は下のとおりである。

長 さ l幅 深 さ

S N 0 1 8.00 1.30 ~ 1.40 0.15 ~ 0.20 

SN02 7.90 1. 40~ 1. 50 0.30 ，__ 0.40 

SN03 8.20 1. 40 ，__ 1. 70 0.35 ，__ 0.40 

SN04 9.20 1.30 '"-' 1.60 0.20 '"-' 0.30 

(単位m)

4基はし、ずれも、床面lζ焼土@炭化物の広がりが認められ、埋土中にも多量の炭化物が堆積

している。

SN05はSN04の西約20miC位置する口 さ4m、幅1.7m、深さ 10'"-'18cmの隅丸長方形

を呈するもので SNOl~04 の 4 基とは形態を異にする。四壁中央lζ 、奥行40cm程の半円形の

突出部が認められる。床面や周監には熱を受け赤変している部分は看取できなかったが、形態

と埋土iこ多量の炭化物が堆積していることから炭焼窯と理解できる。 ζ の{也、埋土に焼土ブロッ

ク・炭火物の充填している土墳が l基検出されている。

滝ノ沢E遺跡においては、石坂台IV.同四遺跡で確認されたものと同タイプの長楕円形の炭

焼窯と隅丸長方形の炭焼窯の二種が存在する。ここで乙れらの炭焼窯が伏焼法による窯であろ
(註 6) 

うという根拠となった文献にあたってみよう。秋田山林会編の『木炭と其製造法』には、伏焼

法の項目があり、乙の中で長野式伏焼法について詳細な記述がある。形態上から要約すれば、

窯の大きさは随意ではあるが、長さ 4、 5閉まで、 i隔5尺内外までを可とする口形は正長万形

iζ作成することが原則であるという口これに、それぞれ 2尺までの点火部と煙道部を設ける。

床面の匂配は、 1間lζ対し 5寸の割合で煙道部を高くする。ただし大窯は 4寸内外の匂配とす

る。この規定からすると、長楕円形の窯は、長さ、 Ip記の上限値を示すものであり、長方形の窯

は、半円形の突出部が煙道部に対応できょう。形態の異なるこ種の窯も伏焼法の規定からは伺

ーの範轄に入るものとなる。

いままで述べてきた伏焼様の窯について考古学的に調査された例はないのであろうか。
f註 7) 

東京都の多摩ニュータウン関係の調査で 3例、神奈川県川崎市栗木町遺跡で 1例の発掘が報
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第 3篇 第 1 七曲台における遺構と造物

(註 8) (註 9) (註10)
されている。多摩ニュータウン関係では、 No..540 • No.. 559 • No.. 740遺跡でそれぞれ 1基ずつ

検出されている。

NO..540遺跡は2号土坑としたもので、一部削平されており残存する長さ2.5m、幅1.5m、

20，.._.50cmで、「全体に焼けており、炭化材が残存している口 Jr検出された炭火材は丸太材でミク

ヌギ、コナラ iζ同定Jされたという。

No..559遺跡は、 l号炭焼窯としたもので全長6.35m、最大幅は1.4m程、深さ0，2m、の溝状を

呈する。窯口部で狭くなり、その前面には焼成lζ際して掻き出された炭化物、焼土の広がりが

認られるという。

NO..740遺跡は 4号炭焼窯としたもので、 「平面形は溝状を呈し、長さ約 7m、幅約1.2m、確

認面からの深さ約0，6mJで「覆土中には炭化物と焼土が認められるが、底面、壁面は焼けてい

ない。」と報告している。

一方、石坂台vm遺跡で確認された炭窯 CSX16)は、前述のように吉田窯と称される白炭窯

であることが判った口吉田窯は製炭教師の肩書きをもっ秋田県の吉田頼秋が築窯し、かっ奨励

した窯形態のものを指す口

吉田窯を製炭法の中で位置づけると次のようになる。製炭法i乙は大きく、築窯製炭法と無蓋

製炭法@堆積製炭法の別がある。吉田窯は前者lζ相当し、後者lζは石坂台町@百遺跡などで検

出された長椅円形のいわゆる伏焼の類が入る。築窯製炭法はさらに、炭材を窯内で消化させ出炭

する場合と炭材を窯の外lζ取り出して消火する 2つの方法がある。前者を窯内消火法といい、

後者を窯外消火法とし 1う。前者は製品としての木炭lζ樹皮がつき全体が黒く、黒炭と呼ばれ、

その窯を黒炭窯と称する。後者は、黒炭窯lζ比し温度が高くなるため、樹皮が燃えてしまうた

め木炭の表面は白っぽく見える。それで白炭といい、白炭窯と呼ばれる。吉田窯は窯外消火法

の白炭窯に属することになる。

(吉田窯)については、詳細な築設法が図示されている。前出の『木炭と其製造法J

によると、次のようになる。窯の形は、窯口と煙道を結ぶ中軸線の長さ(縦線)を基準とする。

排煙口(煙道)から縦線の4寄せに相当する長さを半経にして円を描く。同じように窯口から 2

割 8分の長さを半径iとして円を描き、両円の接線が窯の形 となる。窯型はそのまま炭化

室の大きさを示すものであり、窯壁の川原石は、その外側iζ積み上げてし1く。その他、窯口の

く位置や周囲の杭の長さ、太さまで数字で示しである、乙れらについては縦線を 5尺

にした図(第 6図)があるので参照されたい。これをSX16と比べてみると、多少の差はある

ものの基本的には、この教本にのっとった方法で築造されているとみなしてよいであろう。

昭和30年代まで、河辺町岩見で吉田窯で製炭lζ従事されていた方の話をうかがうことができ
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}I!原石は長さ 7寸ぐらいのものを

尖頭部を内測に向け、積み上げる。

た。話を総合してみるとSX16は非

常lζ了寧な作りであり、規範lζ合致

明示し、築窯を奨励していた大正末末
口
径
2 

の
杭
柵
を
圏
椀
さ
せ
る

と白炭窯の築設法を具体的な数字で

するのであれば比較的古いのではな

年から昭和初期の年代を想定できる

ということであった。となる

であろう。

し1か、

柱石は高さ 1尺 4.5す

、I ~Ifiï 8寸として、 3.4寸

.trHめ込む

m
 

柱杭(高さ 9尺 5寸、径 3寸)を 8尺の高さにハ

立て、 2本の柱杭頭部lζ掛木を渡し鳥居形に間 u

定させる。

第 6図 吉田窯(白炭窯)築設模式図

第 3節参照、第 6章第 2篇註 1

糸をロクロの中心に結び、その上で器形を造って切り離す中心切り技法(神奈川考古第21号1986)註 2

があるが、この場合は粘土塊の素材がなく[1 J Iζ含まれよう。

『新聞遺跡 1J埼玉県三芳町教育委員会松本富雄「須恵器郊の製作技法の復元についてj

1982 (昭和57年)

註 3

『中田面遺跡発掘調査報告書J1980 (昭和田年)で、は小破片のために取り扱っていない。註 4

ン地域内発掘調査報告書J『秋田県立中央公園スポーツゾ秋田県教育委員会「滝ノ沢H遺跡」註 5

1982 (昭和57年)

秋田山林会『木炭と其製法J1923 (大正13)年註 6

註101乙同じ註 7

(第 2分タウン遺跡一昭和55年度J『多摩ニュ(財)東京都埋蔵文化財センタ-fNo.540遺跡J

冊)1981 (昭和56年)

註 8

(第 4分『多摩ニュータウン遺跡一昭和J56年疫J(財)東京都理蔵文化財センタ-fNo.559遺跡j

間)1982 (昭和57年)

註 9

(第 7分

567 

『多摩ニュータウン遺跡一昭和58年度』(財)東京都埋蔵文化財センター fNo.740遺跡J

冊)1984 (昭和59年)

註10



関購 自然科学



別篇 自然科学的分析

l 放射性炭素年代測定
(学習院大学)

2 花粉分析/重鉱物分析・
屈折率測定/材@種子同定

(パ 1)ノ@サーヴェイ株式会社)



放射性炭素年代測定結果報告

秋田県埋蔵文化財センター 殿

1986年 3丹10日

1985年12月間日受領致しました試料についての 14C年代測定の結果を下記の通り御報告致し

ます。

なお年代値の算出には 14Cの半減期としてLibbyの半減期5570年を使用しています。また付

記した誤差は戸線計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (onesigma)に

相当する年代です口試料のβ線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、 3σl乙相当する

年代を下限とする年代値(B.P.)のみを表示してあります。また試料の、戸線計数値と現

在の標準炭素についての差が 2σ 以下のときには、 Modernと

ります。

し、 O14 C%を付記してあ

言己

Code No. 試 恥
ιγ B.P.年代(1950年よりの年数)

32，000:t 1830 
30，050 B.C. 

GaK-12693 

GaK-12694. 

GaK-12695. 

GaK-12696. 

GaK -12697. 

GaK-12698. 

GaK-12699 

GaK -12700. 

GaK-12701 

GaK-12702. 

Charred wood from Ishizakadai 
Test trench No.34 
Sample No.l 

Charcoal from Ishizakadai 
Sample No.2. 5IZDVII. SK07 

Charcoal from Ishizakadai 
Sample No.3. 5IZDVIII. SK108. 

Charcoal from Ishizakadai. 
Sample No.4. 5 IZDVIIH No.35) 
SK64 

3680土120
1730 B.C. 

2580土140
630 B.C. 

6640土140
4690 B.C. 

Charcoal from Ishizakadai 
Sample No.5. 5 IZDVIII( no.35) 
SK23. 

3740土90
1790 B.C. 

Charcoal from Ishizakadai 
Sample No.6. 5 IZDIX. SK06. 

Charcoal from Matsukidai 
Sample No.7. 5MKdIII. S1105. 

Charcoal frnm Matsukidai. 
Sample No.8. 5MKDIII. SK21 

Charcoal from Matsukidai 
Sample No.9. 5恥1KDIII.SK56. 

Charcoal from Ma tsukidai 
Sample No.10. 5恥1KDIII.
Unitl MF55 

4270土140
2320 B.C. 

2690土140
740 B.C. 

3250土100
1300 B.C. 

1780士100
A.D. 170 

22，750士620
20，800 B.C. 

学問院大学木越邦彦
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東北横断自動車道秋田線関係遺跡

七曲台遺跡群 石坂台I!I石坂台唖@石坂台

松木台車各遺跡試料における花粉、重鉱物分析

屈折率測定及び材@種子同定報

秋田県埋蔵文化財センター殿より御依頼のありました、東北横断臼動車道秋田線関係遺

跡七曲台遺跡群石坂合町@石坂台噛@石坂台駅@松木台盟各遺跡試料の花粉.1jJ:鉱物分析、屈

折率測定及び材@稜子同定が終了しましたので、下記の通り結果を御報告致します。

三己

( 1 J 石坂台四遺跡

1 1 材 同 定

1 2 種子同定

3 花粉分析

( rr J 五坂台閣遺跡

rr 1 花粉分析

rr 2 重鉱物分析‘屈折率制定

宣 3 種子同定

〔車〕 石坂台閣@石坂台IX.松木台直遺跡

頂-1 土器胎士重鉱物分析

(IV J 松木台血遺跡

町一 1 花粉分析

四… 2 重鉱物分析@屈折率測定
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<表@図@図版>

( 1 J 石坂台IV遺跡

表 1 2 

表 I一一 3 

図 1-3 

図版 1 1 - 1 

種子同定結果

花粉分析結果

花粉ダイアグラム

~ 1 1 3 樹種写真図版

図版 1-2 種子写真図版

図版 1 3 花粉化石写真図版

(lIJ 石坂台噛遺跡

表耳 1 1 花粉分析試料表

表 II 1 2 

表 II 2 

図II 1 

区l耳 1 2 

図II 2 

図版 ll-l

花粉分析結果

重鉱物組成

花粉、重鉱物分析試料採叡地点土層模式柱状図

花粉ダイアグラム

重鉱物組成

'"'-'1I 1 3 花粉化石写真凶版

図版 ll-2---}

. 1I -2…… 2 

〔国〕 石坂台澗@石坂台以@松木台車遺跡

表直一]
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表監 1 2 

図盟 1

図瑚 1 2 

重鉱物組成

重鉱物組成

一山ダイアグラム

図版血 1

@彊 1 2 胎土鉱物写真図版

CIVJ 松木台車遺跡

表IV-1 1 花粉分析試料表
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一

一
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表

表
花粉分析給果

重鉱物組成

図町一 1

図町一 2

図町 2 2 

花粉ダイアグラム

重鉱物分析試料採取地点土層模式柱状図

重鉱物組成

関版町一 I

図版町一 2

花粉化石写真図版

鉱物写真図版
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( 1 J 石坂台IV遺跡

1 -1 材同定

1-1-1 試料

試料はNO.39，40， 41の 3点であり、1.8万年以前の堆積物と考えられる 5IZD IV深掘トレ

ンチ基本層位15層中より採取されたものである。

1-1-2 方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口・柾毘・板目三断面の徒手切片を作成、ガム・クロラーノレ

(Gum chloral)で封入、生物顕微鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版(図版 1-

1-1--1-1 3)も作成した。

1-1-3 結果

試料は全て、 FraXlnussp. (トネリコ属の一種)と同定された。次lζ、各試料の主な解剖

学的特徴や一般的性質などについて述べる。

環孔材で孔園部は 1--2列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減する。道管壁は厚く、横断

固では円形~楕円形、単独または 2個が複合、複合部は更に厚くなる。道管は単穿孔を有し、

壁子しは小型で=密lζ交互状lζ配列、放射組織との間では網目状~筒状となる。放射組織は向性、

1--2 (4)細胞幅、 1 --40細胞高であるが、 20細胞高前後のものが多い。柔組織は周囲状お

よびターミナル状。年輪界は明瞭。

トネリコ属はモクセイ科の落葉高木であり、シオジ CFraxinusplatypoda)、 トネリコ

(F. japomca)、アオダモ (F.1anugmosa)など約 8種が自生する口このうちヤマトアオ

ダモ (F.1onglcuspls) ・マノレパアオダモ (F.sieboldiana) ・アオダモは、北海道・本

州・盟国・九州に、ヤチダモ (F.mandshurica var. japomca)は北海道・本州(中部地方

以北)に、 トネリコは本州、I(中部地方以北) fζ、シオジは本州、I(関東地方以西) ・四国・九州

に分布する。材の性質は種によって異なるが、一般には中庸~やや重硬で、靭性があり、加工

は容易で、建築・家具・器具・旋作・薪炭材ーなどの用途が知られる。
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図版 1-1-1 仲間同凶叩.

576 

糸口

)(SI) 

妊臼

ヌ I~O

敗。
誕 140

、



図版 J-I-2 Fraxi削 S却 ・

木n
X56 

l1f日
x 140 

IIHI 
x 140 

577 



図版J-1-3 Fra，巴お国ssp. 

578 

木口

<56 

4正問
x 140 

阪g
< 140 



1-2 種子悶定

J-2-1 読料

試料はN0.42の JAで、材試料と同じ崩位から採取されたものである。

)-2-2 結果

同定結果を一覧表で示l-¥表 1-2)、tj;大写真図版(f11l版 1-2)も作成した。

袋 T-2 間定結果

主E

Magnouαsp. 

Styrax sp. 

その他{破片 ・芽〉

A 

B 

図版1-2

破片も 1個体にかぞえた

名

{モクレン寝の-jj重〉

{エコ" キ燥のー緩〉

A : M，司gnoliαsp
B : Styrax sp. 
スケーノレ1ま5帽

例 体 量生

100 

5 
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I-3 花粉分析

I-3-1 試料

今回の分析に供した試料は、石坂台町遺跡の 5IZDIV深掘トレンチ基本層位15層(材出土

層位と同層) 1点である口試料の岩質は、暗灰黄色シルト質砂(炭片を含む)である。

I-3-2 分析方法

花粉・胞子化石の抽出は、試料 (15g)を秤量し、 HF処理 重液分離(ZnBr ・比重

2.15)一アセトリシス処理 KO百処理の11国lζ物理・化学処理を行なった。分析後の残溢をグ

リセリンゼリーで封入し、検鏡lζ供した。

I-3-3 結果

計数においては、プレパラート全面を走査し、その聞に出現したすべての分類群及びその個

数を表 I-31乙示した。また樹木花粉が100個体以上検出された試料については、花粉ダ、イア

グラムとして図示した(図 I-3)。出現率は、樹木花粉は、樹木花粉総数からハンノキ属を

ヲ|し、た数を基数とした百分率で算出した。なお、複数の分類群をハイフォンで結んだものは、

分類群間の区別が不明確なものである。 T.-C.は、イチイ科一ヒノキ科一イヌガヤ科を示

す。

分析結果を以下lζ示す。

樹木花粉が、全体の80%以上と高率に出現する。草本花粉・胞子は出現数も、種類数も極め

て少ない。樹木花粉では、ハンノキ属が高率に出現するが、極めて局地的iζ生育していたもの

と考えられ、広域な花粉化石群集をわい曲する恐れがあるとして、先述したように、花粉ダイ

アグラム上では、樹木花粉総数から除いた。ダイアグラムでは、コナラ亜属が高率に出現し、

優占する。これに次いでクマシデーアサダ各属、ビナ属・カエデ属が比較的高率に出現する。

他lζ トネリコ・オニグノレミ・ニレーケヤキ・カバノキ各属を伴なう。草本花粉では、カヤツ

リグサ科が比較的多く出現する。また、餅田沢 I遺跡の、本試料の採取層位に相当する層での

14C年代測定値はB. P. 28900土1900年前である。

I-3-4 考察

本試料の年代は、餅田沢 I遺跡との層序対比と 14C年代測定結果より 28000年前前後の堆積

物であると考えられている。花粉ダイアグラムでは、コナラ亜属・ブナ属などの落葉広葉樹が
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占しており、カエデ@トネリコ@カバノキ各属を伴なっている。マツ科の針葉樹は、極めて

少なく、温暖要素を示すカシ@シイ類などの植物も認められていないことから、現在の冷温帯

される。また、カエデ@トネリコ e ハンノキ各属などが検出されること

から、河辺林のような環境も示唆されるが、断言はできない。

東北地方南部地域の阿武隈山地中央部では、約35000--23000年前には、モミ@トウヒ@ツ

ガ・カバノキ各属が優占しており、ブナ属@コナラ亜属@スギ属を伴なっていることなどから、

最終氷期の亜開氷期の植物相を示していると考察している。また、ほぼ30000年前を境にして

温帯性のタクサをより多く含むようになるとして、亜間氷期を 2つの花粉帯lζ区分している

(鈴木、 1980)。このことと、 14C年代測定結果に従えば、本試料は亜間氷期に相当すると考

えられる。しかし、本地点では、上述したような亜寒帯性のモミ@トウヒ各属などの針葉樹は、

ほとんど検出されていない。これは、本地点が山地上ではなく、低地に位置していたために、

気候的に混暖であって、冷温帯落葉広葉樹の発達lζ適した環境であったことを意味しているの

かもしれない。しかし現時点では、断言できず、今後低地における一連の連続した試料を分析

することにより明らかにされると考えられ、今後の研究に期待したい。

引用文献

鈴木敬治@真鍋健.吉田 義。相馬憲吉@竹内貞子(1980) 

史的変遷と自然環境一東北地方南部地域を例として

lOp. 5 --8 . 

最終氷期における植物相の地

日本第 I~l 紀学会講演要旨集、
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C n J 石坂台咽遺跡

II-l 花粉分析

11-1-1 試料

試料は、石坂台咽遺跡の 51ZD珊インボリューションサンプjレ 851118試料 15点、 51Z 

D'唖深掘サンプリング試料 5点の計20点である。試料の岩質等については、表 11 1 - 1を参

照されたい。

表 11-1-1 花粉分析試料表

試料名(試料採取地点) 試料番号 色 調 疋ιムEJf 質

A 明黄褐色 砂まじりのシルト笠粘土

B 11 ノノ

C 樫ー明褐色 粘土質シノレト

D 11 シノレト質粘土

E 11 11 

F 明褐色 11 

51ZD ，唖インボリューションサンフツレ G 11 11 

851118 H 明黄褐色 11 

黄褐色 11 

J 明黄褐色 11 

K 11 H 

L 11 11 

11 11 

黄褐色 砂、

11 

A 11音褐色 植物根合

11 11 11 

51ZD ，唖深掘サンプリング 11 

851119 D 11 11 

E 11 11 11 
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ll-1-2 分析方法

花粉・胞子化石の抽出は、試料 (15g) を秤量し、 HF処理一重液分離(ZnBr2・比重

2.15)アセトリシス処理 KOH処理の11即ζ物理・化学処理を行なった。分析後の残誼をグリ

セリンゼリーで封入し、検鏡花供した。

ll-1-3 結果

計数においては、プレパラートゾ面を走査し、その聞に出現した、すべての分類群及びその

個数を表宜-1-21ζ示した。また樹木花粉が100個体以上検出された試料については、花粉

ダイアグラムとして図示した(図ll-l)口樹木花粉は、樹木花粉総数、草本花粉・胞子は総

花粉・胞子数を基数とした百分率で算出した。なお、複数の分類群をハイフォンで、結んだもの

は、分類群間の区別が不明確なものである o T.-C.は、イチイ科一ヒノキ科ーイヌガヤ科

を示す。

以下に分析結果を示す。

インボリューションサンフ。jレのNO.A---Oで、は、花粉・胞子化石は、ほとんど検出されなかっ

た(状況写真参照)。深掘サンプリングのNO.A、B、Cは、検出された花粉・胞子化石数は少

ないが、 100個体以上検出されたので、花粉ダイアグラムとして表示した。深掘サンプリング

試料NO.D、Eは、花粉・胞子化石は、ほとんど検出されなかったo NO.A---Eのすべての試料で、

黒褐色の有機物片が多量に含まれていた。花粉ダイアグラムとして表示したNO.A、B、C試料の

花粉出現傾向を採取層位の下位より順に以下に示す。

No.C :樹木花粉では、ヤナギ属が高率に出現し、コナラ亜属・クリ属を伴なっている。草本

花粉では、カヤツリグサ科が比較的多く検出される。

NO.B :樹木花粉では、クリ属が高率lζ出現し、コナラ亜属がこれに次いで比較的高率に出現

する。地lζ ブナ属・クマシデーアサダ各属を伴なう。草本花粉では、カヤツリグサ科が比較

的多く出現し、イネ科・ヨモギ属・アリノトウグサ属を伴なう。

NO.A:樹木花粉では、コナラ亜属が高率に出現し優占する口乙れに次いで、スギ属@マツ属

が比較的多く検出される。他にクリ属・ブナ属を伴なう。草本花粉・胞子では、イネ科・カヤ

ツリグサ科が比較的多く出現し、アリノトウグサ属・ヨモギ属、胞子のヒカゲノカズラ属など

を伴なう。

ll-1-4 考察

インボリューションサン7
0

}レのNo.A---Oの試料でi土、結果で示したように、花粉・胞子化石
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は、ほとんど検出されなかった。そのため、周氷期現象の起こった時期の植生環境については、

考察することはできない。花紛・胞子化石が検出されなかった原因が、直接インボリューショ

ンという現象lζ起因するものとは考えにくく、むしろそれらの堆積物が堆積した当時に、直射

光や酸素により化学的に酸化分解し、消失したと考えた方が良いと思、われる。

深掘サンプリンク、、のNO.A--Eの試料は、結果で示したようにNo.A--Cで、は花粉が検出され、

D・Eでは、ほとんど検出されなかった。検出されなかった原因としては、上述したような酸化

分解による分解・消失が考えられる。 No.Cは、ヤナギ属が高率に出現し、他の樹木花粉は、ほ

とんど検出されない。このヤナギ属は堆積物中に後から混入したものか、あるいはヤナギ属の

花が、何等かの原因で地表iζ落ち、そのまま堆積したため、花粉ダイアグラムで高出現率を示

したものと考えられる。これらのことより、 No.Cの結果から古植生を考察するには問題がある

と思われる。 NO.Bで=は、クリ属が高率に出現している。クリ属の花粉は、虫媒花であるために

風媒花ほど飛散しないので、花粉ダイアグラムで多く出現する場合は、ごく近くにクリ属の母

植物が存在した可能性が高いと考えている口乙乙でのクリ属もまた、ごく近くに生えていたク

リ属の影響と考えられる。クリ属を除いた花粉の出現傾向は、 NO.Aの花粉の出現傾向と極めて

調和的であり、ほぼ同じような植生であったことが推定される。本地点周辺にはナラ類などの

落葉樹が広く分布していたと推定され、マツ属・スギも丘陵地や山地に存在したと考えられる o

NO.A • B試料が表層近くの試料である乙とから、年代的には新しい堆積物だと考えられるので、

ここで、のマツ属は、二次林としてのアカマツ林の可能性が高く、スギも植林による可能性が示

唆される。
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蜜鉱物分析 ・屈折率iJllJ定

誌 斜

• 

試料は石荻台1田波綜の l 層から 6 鰭までより係取された15点 (~A-O) で、イ防}分析試料

と同一試料である〈表n-}ー l・図U- I- }参照}。 1届から6屈は、 l万年以前の地積

熔と考えられ、イ Yポリ ~- ν ョ Yとみられる地周の乱れが銀められている。

直一 2-2 分続方法

試料約50g秤量〈砂分の少ないものは約200g)、組音絞殺簡により殺を分散、 が250の分

析官蓄を用いて水洗し 1/16回以下のj足分除去、乾燥の後分析官事(.60・N115)により筋別、

得られた 1/4-1/8醐数後砂分をテトラブoモエタン{比量約2，9)を用いて重液分議、

重鉱物を封入し偏光顕微鏡下で同定した。また、経鉱物は双眼実体顕微鏡花よる観察を行なっ

た。

不透明鉱物li、斜め上方からの議射光下で黒色金属光沢を呈するものをA、それ以外をBと

した。胤化変質物は 「その他Jとして計数した。

屈折EEの測定は、新井(1972)の方法に従った。

各試料の重鉱物納成そ~ 1I - 2 ・図 11 - 211:ぷす。

No.O， Nは、絞レy石 ・角閃石が多く、次11:娯5!t母・敏幸Wl軍石が多い。斜方制f石iまNnNIζ少

録含まれ、陶01ζは全く含まれなし、a一般に火成街中には、あまりみられないカミ ングトン閃
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石(表中では「他の角閃石j と表示)が比較的多い。この様な組成は、 6層が変成岩起源の風

化堆積物を多く含む可能性をうかがわせる。

No.L， Kは、不透明鉱物Aが多く、次に単斜輝石・角閃石・斜方輝石が多い。不透明鉱物A

の中lζチタン鉄鉱の自形結晶が認められた。緑レン石・黒雲母は少量になる。 NO.Mの組成はNo.

0， Nとし、 No.Kの中間的な組成を表わす。

No. ]は、砂分が極めて少なく、試料.200gで得られた砂粒は81個しか数えることができなかっ

た。したがって砂粒の重鉱物組成を正確に表わしているとは言えない。

NO.I --Fは、不透明鉱物Bが多く、以下多い順iζ角閃石・斜方輝石・単斜輝石となる。不透

明鉱物Bは、落射光下で赤褐色を呈することから褐鉄鉱であると考えられる。下位からみて

No. 1から斜方輝石が単斜輝石より多くなり、上位まで乙の関係が続く。

No.E --Cは、重鉱物のほとんどが不透明鉱物Bである。不透明鉱物Bは下位と同じく褐鉄鉱

と考えられる。 No.E--C採取層位は、インボリューションの上部に相当することから、インボ

リューションを形成するような状況は鉱物粒にも影響を与えたことが推定される口

NO.B， Aは、不透明鉱物Bが多いが、下位に比べ斜方輝石・角閃石・単斜輝石の量がずっと

多くなる。

以上述べた重鉱物組成の変化は、野外における地層の区分をほぼ反映していると言える口

軽鉱物の観察では、 NO.A，B IC、やや多量の火山ガラスが認められた口火山ガラスは、淡褐

色を呈し比較的大きな気泊を持つ。遠藤・鈴木(1980)の形態分類ではC型に属する。火山ガ

ラスの屈折率は n= 1.502--1.505であったo No.A， B採取層位と火山ガラスの形態(比較的

大規模な噴火を示す)及び屈折率から、 ζの火LlIガラスを主体とするテフラは十和田八戸テフ

ラの可能性が考えられる。噴出年代は14C年代より l万--1.3万年前とされている(町田ほか、

1984)。ただし、本遺跡の位霞は従来の分布域から西にはずれており、また火山ガラスの屈折

率も町田ほか (1984)の値 n= 1.503--1.508と若干のずれがあることなどから、今後の検討

の余地はある。

軽鉱物の観察ではまた、全試料i乙海綿骨針が認められた。特KNo.J --F IC多い。海綿骨針の

産出から当時は現在よりも海岸が遺跡lζ近いところにあった可能性が考えられる。
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H 26 7 49 5 21 6 11 11 42 177 71 353 

22 12 55 2 2 8 8 3 21 48 133 16 312 
15 6 7 28 10 14 83 

K 27 37 35 11 3 5 18 5 11 83 20 27 272 
L 41 60 49 3 13 3 14 10 4 11 114 44 51 407 
M 15 44 43 2 5 12 11 29 15 11 86 34 51 341 
N 8 15 45 16 14 23 46 3 11 56 17 59 305 。 24 55 21 19 29 38 11 53 13 47 301 
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N 

扇子 f制定日-3

料髭日-3-1

Z主将li2点で、縄文時代晩期~弥生時代の焼 hU'(5 I ZD¥lSN 2 B)からj1(If，lされ

た陶43と、弥生時代制'JuJlの 1121付近 (5I ZD¥IDSX 3 6 -A)から採取された陶 44であ

る。

果結1l-3-2 

品11431.ζは2舗の、ho.441<:11 I 3鋼の小型の燃化鍾チがあ今たが、いつれも信kHil<illEで

きなか今た。
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[亜] 石坂台噛@石坂台<11松木台亜遺跡

m 1 土器胎土重鉱物組成分析

盟-1-1 試料

試料は、石坂台閣@石坂台駅@松木台珊の各遺跡から出土した縄文式土器5点と、弥生式土器

1点である。遺跡名、時代、表面観察の結果等を表車一 1 1 ~ζ示す。

表m-1 1 試 料 表

出土 試料 試料及び 色 調
表面観察 軽鉱物@岩片など液

遺跡名 番号 時 代 表

石坂
LL33 

浅黄櫨
i乙.K之し 1 1 mmほどの石英@長石 石英@ @安山岩@

弥生(続縄文) 褐 粒が多く見られる チャート

台 1唖 2 
SX36 

浅黄櫨 浅黄櫨
O.5mmの石英帝劫沙量見 石英 e長石@微量の

縄文晩期 られる 軽石とチャート

石坂 3 
SK06 

明褐灰 浅黄撞
1--1.5mmの風化した長

石英@長石
縄文後期 石粒が見られる

台lX 4 
SIOl 

浅黄櫨 浅黄櫨
1.5--2mmのチャートが 石英@ @チャー

縄文中期 少量見られる ト

松木 5 
SK14 

灰褐 灰褐
砂粒がほとんど見られ 石英@ @微量の

縄文晩期 ず 火山ガラス

i口A 直 6 
SK78 

褐灰
i乙~.;~\ O.3--0.7mmの風化した

縄文晩期 樫樟 長石粒が多く見られる

楽:重液分離により得られた軽鉱物粒

田-1-2 分析方法

試料約 10 gを鉄乳鉢で=粉砕した後、土壌試料と同じ分析を行なった。

盟-1-3 分析結果及び考察

試料の重鉱物組成を表直 ]~2 、図班 1 1 iζ示す。

No. 1は、不透明鉱物Aが多く約 50%以上を占める。不透明鉱物以外では、斜方輝石@角関

@単斜輝石のJI聞に多い口
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NO.2は、不透明鉱物Bがかなり多い。不透明鉱物Bは落射光下で赤褐色を呈し、ほとんどが

褐鉄鉱であると考えられる。

NO.3は黒雲母:が非常に多い口黒雲母は、薄膜状の結晶であることや比重が重液のそれに近い

などの理由から正確にその最をとらえることが国難であり、鉱物組成の指表にあまり用いられ

ない。しかしNo.3のように非常に多い場合は、重鉱物組成の特徴としてとらえてもよいと考え

る。黒雲母の{也lζ緑レン石が多いことも注目される。

NO.4もNo.3同様に黒雲母が多く、緑レン石も多い。

No.5は、不透明鉱物を除けば角閃石@斜方輝石@単斜輝石のJll震に多い口 と緑レ

ン石も含まれる口

NO.6は、黒雲母が多いが、それを除くとNo.5同様、角閃石>斜方輝石>単斜輝石である。

一般に、胎土中lζ含まれる砂粒の重鉱物組成から土器の分類を考察する場合、斜方輝石 単

斜輝石 角関石の三角ダイアグラムがよく用いられる。今回の分析結果から作成した三角ダイ

アグラムを図車 1-2 iζ示す。

図亜 1 - 2より、 No.1， 2， 5， 6はほぼ同一グループlζ属すると考えられる。ただしNo.

1は不透明鉱物Aがかなり多いことと他の 3点にはないカミングトン閃石(表盟 1 2の

「他の角閃石J)が含まれることから、別クツレープとも考えられる。

NO.3とNO.4はダイアグラムの三成分がかなり少ないため、全体の重鉱物組成を正確に反映し

ていないと考えられる。したがって三角ダイアグラム上ではかなり離れた位置にあるが、 No.3 

とNo.4は黒雲母@緑レン石が属すると考えられる。

以 kのグノレープ分けに土器製作時期を対応させると、 No.1， 2， 5， 6は縄文晩期(このう

ち続縄文期のNO.1は別グルーフoの可能性もある)、 NO.3，4は縄文中~後期となる。このこと

から、製作時期と胎土の組成との聞に関係があることも推測されが、今後より多くの情報と検

討ーの必要がある。
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重 鉱 物 組 成

試 同

斜 単 角 他 黒 緑

不透鉱物明

そ 定

料 閃 の ヨ工=歪 鉱
方 斜 レ

番
石 角 母 の 物

輝 輝
関

ン
粒

τ仁コ7 
緑 褐

緑色同 石
掲 緑

石 {也 数石 石 A B 
色 色 色 色

68 15 29 19 3 160 11 7 313 

2 15 5 5 8 18 123 5 180 

3 9 8 7 2 5 144 40 19 6 39 21 300 

4 9 3 7 3 207 10 27 5 20 28 319 

5 65 33 69 3 10 10 3 53 2 32 280 

6 29 22 42 4 24 113 11 19 11 75 351 

(数値は粒数)

表血-1-2 石坂台四・石坂台E ・松木台血遺跡出土土器試料胎土重鉱物組成
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図血ー 1-1 石坂台四・石坂台IX・松木台血遺跡出土土器試料胎土重鉱物組成
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総本台IIISKI4

町電

• 

Opx 

図版血ー 1-2

i幻

6 

• 
3 

• 

般本台圃SK78 L旦主竺」

Opx : f.th仰fi
Cpx 拍車1制lIi
Ho : 11)閃行

Bi :J品:'3l?}
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マ

Cpl: 

{数字l:t試料番号， Opx:斜1irJf.石，
Cpx:l事訴鐸石， Ho:角関石}

図四一1-2 石緩台糧・ 石飯台IX・鈴木台国遺跡出土土器試料 斜方輝石ー 単斜E軍石一
角閃石三角ダイアグラム
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[IVJ 松木台阻遺跡

IV-1 花粉分析

町一 1-1 試料

試料は、松木台E遺跡、より採取された 4点である。試料の岩質等については表町一 1-11C

示した。

表町一 1-1 花粉分析試料表

試料名(試料採取地点) 試料番号 色調 質

MKDill • MH-55南壁 5 黄褐色 砂質シルト質粘土(植物根含む)

インボリューション 851120 6 // // // 

MKD班 SN163 7 // 砂質粘土質シルト

MKDill SKll0R P6 8 褐色 // (植物根含む)

町一 1-2 分析方法

花粉・胞子化石の抽出は、試料 C1 5 g) を秤量し、 HF処理一重液分離 CZnBr2・約 2. 

1 5)アセトリシス処理-KOH処理の順iζ物理・化学処理を行なった。分析後の残j査をグリ

セリンゼリーで封入し、検鏡i乙供した。

町一 1-3 結果

計数においては、プレパラート全面を走査し、その間l乙出現したすべての分類群及びその倍

数を表町一 1 2 Iζ示した。また、樹木花粉が100個体以上検出された試料については、花粉

ダイアグラムとして図示した(図町一 1)。出現率は、樹木花粉は、樹木花粉総数、草本花粉・

胞子は総花粉・胞子数を基数とした百分率で算出した。なお、複数の分類群をハイフォンで、結

んだものは、分類群聞の区別が不明確なものであ。 T.-C.は、イチイ科一ヒノキ科一イヌ

ガヤ科を示す。

以下lζ分析結果を示す。

試料Nn目 5・6・7では、花粉・砲子化石は、ほとんど検出されなかった口 NO.8は、花粉・胞

子化石数は少ないが、樹木花粉が100個検出されたので、花粉ダイアグラムとして表示した。

出現傾向は樹木花粉ではコナラ亜属が比較的高率に出現し、乙れに次いでスギ属・ブナ属・マ
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ツ属が多く出現する口草本花粉では、イネ科が高率に出現し、カヤツリグサ科・アカザ科@

ヨモギ属を伴なう。

町一 1-4 考察

インボリューションサンプルのNO.5・6は、結果で示したように花粉はほとんど検出されな

かった。石坂台四遺跡の考察で示したように、酸化分解による消失が考えられる。土師器片を

多く含む焼土内からのサンプリング試料であるNo.7もまた、ほとんど花粉が検出されなかった。

花粉・胞子は熱に弱く、簡単に分解してしまうので、焼土内l乙堆積していた花粉・胞子は酸化・

分解や熱によって分解したものと考えられる。土壌内に伏せられた平安時代の杯形土器の内部

から採取されたNO.8試料は、結果で示したように、花粉・胞子化石の含有数が少なく、保存状

態が良くないので、結果として古植生を考察するのには十分ではないと思われる口花粉ダイア

グラムの出現傾向は、能代市の分析結果(辻， 1981)と極めて調和的であるが、先述した理由

により、こ乙では比較検討する乙とは控えることにする。

引用文献

辻誠一郎 (1981) 秋田県の低地における完新世後半の花粉群集・東北地理，第33巻，第 2号。
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IV-2 重鉱物分析@屈折率測定

町一 2--1 試料

試料は松木台麗遺跡の頂 a層からV-b層ま l点づっ採取された 7点である。試料の

ついては、図町一 2- 1 iζ示した。当遺跡の地層は、!日石器包含!留を含む。

IV-2-2 分析方法

試料約50g秤量(砂分の少ないものは約200g)、 により粒を分散、#250の分析

簡を用いて水洗し 1/16rnm以下の泥分除去、乾燥の後分析節(# 60. # 115) によ儲別、得ら

れた 1/4--1/8rnm粒佳砂分をテトラブロモエタン(比重約2.9) を用いて重液分離、重鉱

物を封入し、偏光顕微鏡下で同定した。また、軽鉱物は双眼実体顕微鏡による観察を行なった。

不透明鉱物は、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものをA、それ以外をBと

した。風化変質物は「その他」として計数した。

屈折率の測定は、新井 (1972)の方法に従った口

IV-2-3 分析結果及び考察

各試料の重鉱物組成を表町一 2.図IV-2-2i乙示す。

No_38は、角閃石がかなり多く次に不透明鉱物が多い。輝石は両輝石とも少量で斜方輝石が単

斜輝石よりやや多い。他lζ黒雲母と微量のカミングトン角閃石を含む。

No_37は、 NO.38とほぼ同じ組成であるが、斜方輝石が単斜輝石に対してやや多くなる。

No.36は下位に比べ両輝石の割合が増すO また、カミングトン角関石はNo.36より上位には産出

しない。

NO.35， 34は全試料中最も両輝石が多い。輝石は斜方輝石が単斜輝石に対しかなり多い o

No.33 ， 32では、再び角関石が増える口輝石は単斜輝石が斜方輝石よりも多くなる。

以 tの重鉱物組成の変化から今回分析の石坂台噛遺跡との対比を考察する口

カミングトン閃石の産出と角関石>斜方輝石>単斜輝石の関係から、 NO.38--36はNO.J--1付

近に対比される。したがって上位のNo.35，34は NO.H~ E付近、また単斜輝石が多いNo.33，32は

No.D--C付近に対比されると考えられる。

軽鉱物の観察で、No.32， 33に石坂台閣i遺跡のNO.A，Bにみられたとほぼ同じ特徴を持つ火山ガ

ラスが比較的多く認められた。火山ガラスの屈折率は n= 1. 502 --1. 505であり石坂台鴨遺跡、

のものと同じ値が得られた。したがってこの火山ガラスを含むテフラは石坂台閣遺跡で認めら

れたテフラと同一である可能性がある。
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上述の重鉱物組成による対比から松木台E遺跡におけるこのテフラの層準はNo.32の上位にあ

ると考えられ、テフラ降灰後の拡散により NO.32ヲ 33にも火山ガラスが含まれると考えられる。

また、海綿骨針も全試料iζ少量認められた口

引用文献

新井房夫(1972) 斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定一テフロクロノロジーの基

礎的研究第四紀研究， 11， p. 254 --269. 

試料番号 色調 岩賀

_________32 
明褐色砂還りシ Jレト貿粘土

明賞褐色砂混ワシ Jレト賓粘土

ベ¥¥
34 " 

ωI V~ 1-------35 
" 

B=39:0'-1 V~ 
" 

11 

11 

喋混る

図IV-2-1 松木台血遺跡 重鉱物分析試料採取地点土層模式柱状図
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